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はじめに

志木市遺跡調査会

会 長 柚 木 博

志木市は、埼玉県の南西部に位置し、面積9.06krr1を有し、人口約 6万 8千人を擁する自然と

文化の調和する都市です。 この地には現在、我々の先人たちが遺した足跡とも言 うべき埋蔵

文化財包蔵地(遺跡)が 14遺跡確認されています。

今回、発掘調査を実施した城山遺跡は、旧石器時代から近世にかけての幅広い時期の複合

遺跡です。特に、本遺跡内には、市指定文化財の城山貝塚があることで有名です。 この貝塚

は、学術的な調査は実施されていませんが、同遺跡内には縄文前期の諸磯式期の住居跡が存

在することから、今のところ、この時期に貝塚が形成された司能性があるものと考えられて

います。

さらに、古墳時代後期の集落跡は、県内でも最大級の規模を誇り、以前に新聞でも報道さ

れているほどです。住居跡からは、当時の食器である土師器・須恵器と呼ばれる土器がたく

さん発見されています。最近では、これ らの土器を科学的に分析し、産地同定も可能にな っ

てきました。今後は一層、 土器の流通か ら当時の歴史を探索する動きが活発になるものと思

われます。

近年には、日本最古の土器群に位置づけ られる縄文時代草創期の爪形文系土器の破片が 1

点発見され注目を浴びています。

さて、本書は、平成13年に発掘調査が実施された城山遺跡第 42地点の発掘調査報告書です。

その内容ですが、この調査により、とても一言では言い表すことのできない程の多くの遺

構・ 遺物が発見されました。中でも、本遺跡では初めて旧石器時代の石器が調査により発見

されたことは注目に値します。さらに、中世の 234号土坑から、鉄鍋の完形品が出土したこと

は特筆すべきです。この鉄鍋は、土坑の坑底面に伏せてある状況で出土しており、 「鍋被
なべかふ

り葬
そう

」

と呼ばれる古い風習が志木市でも実在していたことが証明されたことになりました。

以上、ここではほんの数例でしか紹介できませんが、本地点か らの貴重な発見により、志

木市の歴史にまた新たなる 1ページが追加されたことは大変喜ばしいことであり、同時に本

書が郷土の歴史研究のために広く活用されますよう切に願っております。

最後になりましたが、本書の刊行にあたり、ご指導ご協力いただきました文化庁、埼玉県

生涯学習文化財課、そして深いご理解とご協力を賜りました地元の多くの方々並びに関係者

に対し、心から厚 くお礼申し上げます。
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1.本書は、埼玉県志木市に所在する城山遺跡(県 No.09-003)の第42地点の発掘調査報告書である O 

2. 発掘調査及び整理作業は、志木市教育委員会の斡旋により、興和地所株式会社から志木市遺跡調査

会が委託を受け実施した。 

3. 本書の作成において、編集は尾形則敏・深井恵子が行い、執筆はド記以外を尾形則敏が行った。

なお、朝霞市教育委員会の野沢 均氏には、中世以降の遺構・遺物の全般についてご教示を頂き、さ

らに第 4章では玉稿を賜った。

深井恵子 第 3章第 3・4節の遺構


青木修 第 3章第 2節、第 5節の遺構、第 6節第 1群縄文土器、第  4章第 l節


野沢均 第4章第 4節
 

4. 旧石器・縄文時代の石器と中・近世の陶磁器・土器に関する実測及び観察表の作成等は、(有)ア

ルケーリサーチ(代表取締役藤波啓容)に依頼した。なお、瀬戸 ・美濃の陶器については、アルケー

リサーチを通じ、愛知学院大学の藤津良祐教授にご教示を頂いた。 

5. 自然科学分析については、株式会社パレオ・ラボ(代表取締役 藤根 久)に依頼し、その結果を

付編に併載するものとする O なお、動物遺体の分類・同定については、パレオ・ラボを通じ、国立歴

史民俗博物館の西本豊弘教授にご教示を頂いた。 

6. 234号土坑出土の鉄鍋の保存処理は、株式会社東部文化財保存研究所(代表取締役朝重嘉朗)に依

頼した。鉄鍋の保存処理に係る工程は付編に併載するものとする。 

7 .遺物の実測は、鎌本あけみ ・星野恵美子 ・松浦恵子 ・山口優子が行い、遺構・遺物のトレースは、

深井恵子が行った。写真撮影は青木 修 ・尾形則敏が行った。 

8.各遺跡の発掘調査及び整理作業・報告書作成には、以下の諸機関・諸氏のご教示・ご援助を賜った。

記して感謝する次第である(敬称略)。

埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課・埼玉県立博物館・埼玉県立歴史資料館・埼玉県立さきたま資

料館・埼玉県立埋蔵文化財センター・朝霞市教育委員会・新座市教育委員会・和光市教育委員会・

朝霞市博物館・富士見市立水子員塚資料館

会田 明・浅野晴樹・荒井幹夫・石井寛・飯田充晴・井上洋一・上回 寛 ・江原順 ・大野邦彦 ・

加藤秀之・片平雅俊・川辺賢一・隈本健介・栗原和彦・小出輝雄・肥沼正和・小滝 勉・小林寛子 ・

小宮恒雄・粛藤欣延・笹森健一 ・斯波 治・鈴木一郎・鈴木重信・隅田 員・高橋学・国代雄介・

田中広明・都築恵美子 ・照林敏郎・ 並木隆・根本靖・野沢均・原京子・早坂贋人・

贋田吉三郎 ・福田 聖・藤波啓容 ・堀 善之・松本完・松本富雄・水口由紀子・三田光明・

村本周三 ・山田尚友 ・和田晋治

開発主体者(愛知県名古屋市東区東桜 1-10-37 興和地所株式会社代表取締役中込 稔)



凡 例

1旦

1.本報告書で使用した地図は、以下のとおりである O

第 l図 1 : 10，000 I志木市全図」アジア航測株式会社調製 平成  9年 3月志木市  1: 2，500をデ

ジタルマップにより縮図編集

第 2図 1 : 2，500 I志木市No.6 J東日本航空株式会社 アジア航測株式会社調製 平成  8年測量  

2.挿図版の縮尺は、それぞれに明記した。 

3. 遺構挿図版中の水糸レベルは、海抜標高を示す。 

4. ピット・掘り込み内の数値は、床面もしくは確認面からの深さを示し、単位は cmで・ある。 

5. 遺構挿図版中のドットは、遺物出土位置をぷし、その番号は遺物挿図版中の遺物番号と一致する。 

6.挿図版中のスクリーントーンは、以下のとおりであるが、その他は個々に凡例を示した。

、且包

+苦

焼土範囲を示す。

遺物 

「一「


土器…赤彩範囲を示すが、遺物番号下に黒彩とあるものは、 黒色士器の黒彩範囲を示す。

陶器…平安時代の灰柚陶器および中世以降の陶器の施柚範囲を示す。

務翻 土器に付着した粘土範囲を示す。

土器に付着した煤範囲を示す。亡コ
遺構の略記号は、以下のとおりである O
 

FP二炉穴 D一三土坑  H二古墳・平安時代の住居跡 w=井戸跡


M二溝跡 P=ビット
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第 1章 遺跡、の立地と環境

市域の地形と遺跡第 1節

志木市は、埼玉県の南西部に位置し、市域はおおよそ南北4.71km、東西4.73kmの広がりをもち、面積

は9.06krrl、人口約 6万 8千人の自然、と文化の調和する都市である 。

の形成した沖積低地が拡がり、地理的畏観を眺めて見ると、市域東部の宗岡地区は、荒川(旧入間川)

また、市内市域西部の本町・柏町・幸町地区は、古多摩川によって形成された武蔵野台地の上にある。

そして西部から中央に新河岸川と合流するには東部に荒川、中央に古くは舟運で利用された新河岸川、

柳瀬川の 3本の川が流れている O

の台地縁辺部に帯状に存在している。
やしき Lろやま なかの

邸遺跡(8 )、城山遺 跡 (3 )、中野遺跡(2 )、
おおはら

大原遺跡(16)

(12)、宿遺跡(14)、

柳瀬川・新河岸川右岸流域
むかみら あり

中道遺跡(5 )、新

富士前遺跡 (11)、
ぱんぱ

また、荒川・新河岸川が形成した沖積低地で も、馬場遺跡

こうした自然環境の中で、西原大塚遺跡をはじめ市域の大部分の遺跡は、
に しはら おおつか
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の順に名付けられている O

せきねひょうごやかたあと

関根兵庫館跡(13)のように自然堤防上に存在する遺跡も明らかにされつつあり、

No 遺跡 名 遺跡の規模 地目 遺跡の種類 遺跡、の時代 主な遺構 主な遺物

2 中 野 60.990 rrf 畑・宅地 集落跡
旧石器、縄(早~晩)、 石器集中地点住居跡 石器、縄文 ・弥生土器、土師器、
弥平、(後中)・、近古世(前~後)、 土坑、井戸跡、 溝跡等 須恵器、陶舷器等

旧石器、縄 (草創~晩)、 石器集中地点、住居跡、 石器、縄文・弥生七器、上師器、
78，700 rrf 畑 ・宅地 城館跡 ・集落跡弥(後)、古(前~後)、 土坑、井戸跡、溝跡、柏 j頁恵器、陶磁器、古銭、鋳造関連

奈 ・平、中・近世 城跡関連、鋳造関連等 造物等

旧石器、縄(前~後〕、 石器集中地点、 住居跡、
石器、縄文土器、土師器、須恵器、

5 中 道 45.100 rrf 畑・宅地 集落跡 弥(後)、古(前~後)、 土坑、溝跡、 道路状遺構
陶磁器、古銭、人骨等

奈 ・平、中 ・近世 等

塚/山古墳 800 rrf 林 古墳? 古墳? なし

旧石器、縄 (円リ~晩)、 壬i器集中地点、住居跡、 石器、縄文 ・弥生土器、土師器、
7 西原大塚 163，100 m' 畑 ・宅地 集議跡 弥 ci圭)、古(前 ・後)、

土坑、井戸跡、溝跡等 2且恵握、陶磁器、古銭等
奈 ・平、中 ・近出

新 ~~ 16.400士 E地 員塚 ・集溶跡
縄(皐~中)、 古(前)、 貝塚、住居跡、土坑、井 石器、貝、縄文 ・弥生土器、 土師
中 ・近世 I戸ピ跡、将跡、段切状遺構、 器、陶憾器、古銭等

ソト群等

9 城山貝塚 900 rrf 林 員塚 縄(前) 斜面員塚 石器、縄文土器、員

縄(草創~晩〕弥(後)、 住居跡、士坑、方形 ・円
縄文 ・弥生土器、土師器、須恵器、

10 凶 子山 62，200 rrf 畑 ・宅地 集落跡 古(後)、奈 ・半、 中 ・ 形周溝墓、ロ ム採掘遺
陶磁器、炭化種子等

近世、近代 構、溝跡等

富 士前 7.100 rrf 宅地 集落跡 弥(後)~古(前〕 |住居跡 弥生土器、土師器

12 馬 場 2.800 rrf t田 集落跡 古(前) 住居跡? すこ師器

13 関根兵庫館跡 4.900 rrf クランド 館跡 中世 不明 なし

14 宿 7.700 rrf 出 館跡 中世 l溝跡・井桁状槍築物 |木・ 石製品

15 市場裏 10.700 rrf 宅地 集落跡 ・墓跡 弥(後)~tli (前人 近代|住居跡・方形周溝墓 |弥生土器、土師器、かわらけ

16 大 原 1，700 rrf 宅地 不明 近世以降? 溝跡 なし

台計 I 463，090 rrf 

平成17年 7月6日現住

志木市埋蔵文化財包蔵地一覧
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第 1節市域の地形と遺跡

将来的には新たな遺跡が相次いで発見される可能性がある。なお、市内の遺跡総数は、現在前述した12
つか の やま しろやまかいつか 註 l

遺跡、に塚ノ山古墳(6 )、城山貝塚(9 )を加えた14遺跡である(第 l図)。

次に市内の遺跡を時代順に概観してみることにする。

志木市内に最初に人が住みついたのは、旧石器時代からで¥この時代の遺跡としては、柳瀬川右岸の

西原大塚・中道・城山・中野遺跡がある。中道遺跡では、昭和62(1987)年の富士見・大原線(現ユリ

ノキ通り)の工事に伴う調査により、立J11ローム層の町層上部 .VI層 .VII層で文化層が確認されており、

蝶群、石器集中地点、が検出されている。 これにより、黒曜石製のスクレイパー・ナイフ形石器や安山岩

や凝灰岩の石核や剥片などが発見されている O

平成11~14年度にかけて発掘調査が実施された中野遺跡第49地点からも立J 11ローム層のW層 ド部から、

黒曜石・頁岩の石材の石核・剥片が約60点出土している O

縄文時代にな ると、 草創期では、 平成 4年度に発掘調査が実施された城山遺跡第16地点から爪形文系

土器 1点、平成10年度の因子山遺跡第51地点から有茎尖頭器 1点が出土してい るO

早期では、因子山遺跡、から撚糸文・沈線文・条痕文系土器、富士前・城山遺跡、から撚糸文系土器が数

点出土している O 住居跡としては、西原大塚・新邸遺跡の前期黒浜式期のものが最古に位置付けられ、

それぞれ 1軒検出されている O そのうち、新邸遺跡のものは員層をもっ住居跡で、ある C また、平成 2年

度に市指定文化財に認定された城山貝塚も縄文海進期にあたるこの頃の時代に形成された斜面貝塚と考

えられるO

遺跡が最も増加するのは、中期中葉から後葉の勝坂式~加曽利E式期である。西原大塚遺跡では、多

くの住居跡が環状に配置する 可能性のあることが指摘されている O その他、中道・城山・中野・田子山

遺跡からも住居跡・土坑などが発見されている。中期末葉からは遺跡が減少し、現在のところ西原大塚

遺跡から敷石をもっ住居跡が l軒確認されるのみである O

註 2

さらに後期では報告書として刊行された住居跡は皆無であるが、因子山遺跡第31地点では 1基、西原

大塚遺跡第54地点では 2基の土坑が検出されている。特に田子山遺跡第31地点の184号土坑は、下層か

ら称名寺 I式期の土器、上層から E式の特徴をもっ土器が出土している O

晩期になると、中野・田子山遺跡から安行mc式・ 千綱式の土器片が少量発見されるにとどまり、以

降市内では遺跡が希薄になる傾向にあるが、平成12年度の西原地区特定医画整理事業に伴う発掘調査に

より、後期の堀之内式期の住居跡 1軒と遺物集中地点、晩期の溝跡 1本が検出されている O

弥生時代では、現在のところ、前・中期に遡る遺跡、は存在 しない。大部分が後期末葉から 古墳時代前

期にかけての遺跡であろうと考えられる O その中で、田子山遺跡第31地点の21号住居跡は後期中葉に比

定される可能性があり、その住屈跡からは、多数の土器をはじめ、大量の炭化種子(イネ・アワ・ダイ

ズな ど)、炭化材が出土し、当時の食糧事情を考える上で重要である O 富士前遺跡では、志木市史に も

掲載されているが、イミ時の発見に伴い、寵目痕をもっ壷形土器をはじめとした多くの土器が発見されて

いるO

西原大塚遺跡では後期末葉か ら古墳時代前期にかけての住居跡が200軒以上確認されており、市内最

大の集落跡であること が判明してい るO 特に、 122号住居跡か らは、全国的に も稀な 「イヌ」を象った

と思われる動物形土製品が出土している O

当時の墓域の可能性として、方形周溝墓が、昭和62(1987)年以降、西原大塚・市場裏・田子山遺跡

の3遺跡から相次いで確認されており、集落跡との関連の中で今後注目されるであろう O 古墳時代前期
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第 1章遺跡の立地と環境

掲載された主な遺構 ・造物

石器集中地点、 2力所

ナイフ形石器、尖頭器など

石器集中地点、lヵ所、ナ イフ形石器、角錐状石器など

報告書一覧No.及び資料索引

N0.19 
198/¥ ~志木市史原始・ 古代資料編J

NO.29 

2 中 野 第 2地点包含層出土土器 中期 NG2

第161也点集石 I基 不 明 No17

第25地 点 住 居 跡 1軒、士坑 9基、炉穴 6墓、土器、 石器 早~中期 NO.25 

L型開亙 L監里出土土塁一 早~後期 NQ20
「扇面地頁一|在雇訴I正 王 玩 1O'llI;，炉穴 l基、遺物包含屑 -i里 塑 ゴ 坦 』必

3 城山~型旦住居跡 J軒 前期 『志木市史原始 ・古代資料編』

i1ff3¥}面責 包含層出土ニヒ器 | 早~後期 N札 7
第 4地点埋護 1基 中期 N38

第 9地点土坑 l基 不日月 N口11

第11地 点 住 居 跡 1軒、土坑 3基、炉穴 l基、土器 前 ・中期 No12 

第12地点 包含層出土土器 | 早~晩期 No.17 
第15地点 遺構外出土土器、石器 l 早~後期 NG27 

一 昨土土問石一…tJ.e) 石器 鞘lIJ~後期 尚 27 4 
第29地点 一回 I互理 一ーー 早~後期 N0.18
第32地点!百吾扇面王王議 早~中期 N口18

I ;:f!3型点包含層出土土器 早~中期尚20 ~ 
I ~35地点 包含層出土土器 El-----後期 NO.20 

5 中 道 1 弟 2地 点 住 居 跡 3軒、士坑 8基、集石 2基、土器、石器 ト 中 期 lHhNao116 3 3 
第12地点 住居跡 2軒、土器 中期

i第13地点住居跡 I軒、土坑 1幕、土器 中期

21附点 包含唐山 i土器 H耳耐1I4二L~E二EE後畦塑耐期 No.17 l 第27地点 包含層出土土器 N0.22 

L第叫点 包含層出土土器 lh20 「
第44地点包含層出土土器 ぬ21

i 7 西原大塚第 1地 点 住 居 跡 4軒、土坑 8墓、土器、石器 中期 No. 1 

1 第 3地点住居跡 5軒、土坑 2基、土器 中期尚

第 8地 点 住 居 跡 I軒、土坑 24基、土器、石器 中期 NO.9 
第34地点 住居跡 3軒、土坑 6基、土器、石器 ←ー中 期 NG18 

第39地 点 住 居 跡 3軒、土器、石器 中 期 N口21

第43地 点 住 居 跡 10軒、土坑 22基、土器、石器 中期 NG24 
第47地点 土坑 1基、遺構外出土土器 中期 NO.26 

第54地点、 土坑 7基、土器 | 中・ 後期 N0.28 
第65地点 遺待外出土土器 ・石器 I ~Îj二冨AA-----rNO:3O 

8 新 邸 第 l地点 住居跡 l軒(賊 )、土坑 2基、包含層出土土器 | 前中期 NO.3 

第2地点 住居跡 1軒(第l地点と同一)、土器、石器、員類 前期 NO.4 

第 3地点 包含層出土土器 | 早 ・前旦時10
10 由 子山 第4地点土坑 1基 不明 No.13 | 

第19地点 土坑 2基、遺構外出土土器 早~後記~N0.22
第21地点造構外出土土器片 早~後期 Nu22
第25地点炉穴 l基、遺構外出土土器 早~後期 NG22
第32地点土抗 l基、遺構外出土土器 早~中期尚16

第37地点遺構外出土土器 卑 期 No.16
第:i9地点土坑 3基、集石 2基、炉穴 2基、土器 早期 No.l8 

第47地点遺構外出土土器 早 ・円Ij期 NE20

第49地点遺構外出土土器 早期 NG20
第69地点集石 l基 中 期 Nnm
第78地点集石 1基、土器 削期 No28 一」

| 第81地点遺構外出土土器 ・石器 早期~中期 1NO.30 

3. 弥生時代

中 野 第 2地点 住居跡 2軒、 土器 寸 後期 1 NO.2 
第 9地点 住居跡 l軒、土器 後期 No. 8 

第第425地点 住居跡 l軒、土坑 1基、土器
後期 一可lNGFE2E8--一一一

円一
9地点 住居跡 日軒、土器 後期

域 山 Bttll点 住屑跡]車干 後期 田 市史原始 ・古代資料編J寸
第 4地点 住居跡 2軒、土器 後期 NO.8 
第35地点 住居跡 l軒、土器、砥石 後期 NO.20 

一一一一一」
7 西原大塚 第第地点 住居跡 1軒、土器 後期~古墳 No. 1 

士也点 住居跡 3軒、土器 後期~古i責 『志木市史原始 ・古代資料編

第 3地点 住居跡 2軒、土器 後期~古墳 No. 2 
第 4地点 住居跡 3軒、土器、砥石 後期~古墳 No. 4 
第 6地点 住居跡 1軒、土器 後期~古墳 No. 8 
第 7地点 小笠穴状遺構 l基 後期~古墳 No.lO ← 7 
第 8地点 住居跡 13軒、方形周溝墓 I某、掘立柱建物跡 l基 ト号期~古墳 NO.9 

一 一 一 →第 9地点 住居跡 1軒、土探 期~古墳 NO.9 

|L5第10地点 住居跡 1軒、 土器 後期~古古墳噴 NO.9 

→ 14t也点 住居跡 4軒、土官官 後期~ No.17 
第21地点 方JU周溝墓 1基、土器一一←ー←ー←ーー一一一一 一上後期~古墳 N口22

第 2表 志木市の時代別にみた考古資料一覧 (1)
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第 1節市域の1也形と遺跡

N(l 遺跡名 地点名 掲載された主な遺構 ・遺物 報告書一覧No.及び資料索引

7 西原大塚 第32地点 住居跡 2軒、土器 後期~古墳 NO.16 

第36地点 住居跡 4軒、土器 後期~古墳 N札20

第37地点 住居跡 7軒、土器 後期~古墳 Nα21 

第39地点 住居跡 1軒、方形周溝墓 1墓、土器、石器 後期~古墳 NO.21 

第43地点 住居跡 9軒、 土器 後期~古墳 NO.24 

第45地点 住居跡 72軒、方形周溝墓 l基、土器(.鳥型土器) 後期~古墳 NO.23 

第47地点 溝跡 1本 後期~占墳 NO.26 

第54地点 方形周溝墓 i基、土器 後期~古墳 NO.28 

第65地点 住居跡 3基、土器、土師器、石器 後期~古墳 NO.30 

区画整理 住居跡 30軒、方形周溝墓 4基(記述のみ) 後期~古墳 No.19 

10 因子山 第 l地点 住居跡 l軒、土器 後期 NO.9 

第 4地点 住居跡 l軒、土器 後期 No.13 

第10地点 住居跡 5軒、土器 後期 No.17 

第19地点 遺精外出土土器 後期 Nu22 

第3lt也点 住居跡 17軒 (21号住居跡記述のみ) 後期 『因子山富士』文化財第22集

第32地点 方形周溝墓 l基 | 後期~古墳 No.16 

1

15 市場裏[ 第 l地点 i住居跡 1軒士
:ld

| 後期~古墳 No.17 

1 後期~古墳 N(l17 | 第 2地点 方形周溝墓 2基、土器小片

| 後期~古墳 No.14 第 3地点 方形周溝墓 l基、土器小片

4. 古漬時代

2 中 野 第 2地点 住居跡 l軒、土師器 後期 NO.2 

第 H也市、 住居跡 l粁 後期 No.lO 

第12地点 住居跡 1軒、土師器多数 後期 NO.12 

第16地点 住居跡]軒、土師器 後期 No.17 

第18地点、 住居跡 1軒、土師器、鉄鉱多数 後期 No.14 

第25地点、 住居跡 10軒、土師器多数 後期 I NO.25 

第31地点 住居跡 l軒、土師器、鉄鉱、砥石 後期 NO.15 

第41地点 住居跡 l軒、土師器多数、紡錘車 後期 No.18 

第49地点 住居跡 1軒、土坑 2基、土師器 後期 NO.29 

第50地点 !住居跡 l粁 後期 NO.24 

3 城 山 B}也点 1住居跡 2軒、土師 ・須曹、器 後期 『志木市史原始 ・古代資料編J
第1・2地点 住居跡 54軒、土師器多数、須君、器、鉄 ・土製品 日IJ・後期 NO.5 

第 3地点 住居跡 4軒、 土師器 | 目IJ・後期 No. 7 

第 4地点 住居跡 l軒、土師器多数 後期 NO.8 

第 6地点 住居跡 2軒、土坑 l基、上師器多数 後期 No.10 
第7・9地点 住居跡 7軒、上師器多数、鉄製品 中 ・後期 N(lll 

第11地点 住居跡 3軒、士師器 円リ ・後期 No.12 

第13地点 住居跡 L軒、土師器 後期 No.17 

第15地点 住居跡 6軒、土師器 後期 NO.27 
第25地点 住居跡 2軒、土師器、初期須恵器 中 ・後期 No.16 

弟 29t也点 住居跡 l軒、土師 ・須恵、器 後期 No.18 
第34地点 住居跡 3軒、土師器 後期 NO.20 

第35地点 住居跡 l軒、土師器多数 後期 NO.20 

5 中 道 第 2地点 住居跡 5軒、土師器 後期 NO.6 
第12地点 住居跡 3軒、士師器 後期 NO.13 

一一「
第13地点 住居跡 l軒、土師器 後期 No.13 
第21地点 |住居跡 2軒、溝跡 1本、土師器、鉄製品(鎌完形 l点) 後期 Nι17 

第33地点 1住居跡 l軒、土師 ・須恵器 後期 NO.16 

第36地点、 住居跡 1軒、十日市器 円リ期 NO.18 
W，37地点 住居跡 1軒、土師器多数、i頁恵器小片、土製品 中期 No.18 

7 西原大尿 市史掲載 士師器 円IJ期 『志木市史!泉始 ・古代資料編」

第11地点 方形周溝墓 l基、 壷柑 l基、土師器 削 期 No.11 
第43地点 住居跡 l軒、土師器 後期 N口24

第45地点 住居跡 2軒、上師器 後期 NO.23 
第111地点 住居跡 l軒、土師器 ~IJ 期 NO.31 

8 新 !l:s 第 2地点 住居跡 1軒、土師器 目IJ期 NO.4 

10 田 子山 第 5地点、 住居跡 l軒、土師 ・5頁恵器、炭化種子(ヤマモモ多数) 後期 No.13 
第13地点 住居跡 1軒、土師器(暗文土器 l点あり) 後期 N口17
第29地点、 住居跡 2軒、土師 ・2亘恵、器 後期 NO.15 

第48地点 住居跡 l軒、 土師器(続比企型杯あり) 後期 NO.20 
第69地点、 住居跡 1軒、土師法 後期 NO.26 一一一寸

11 富士別 市史掲載 土師器多数 目リ期 『志木市史原始・古代資料編」

第15地点 住居跡 1軒、土師器(冗屋敷系局杯あり〕 円リ期 NO.20 

12 馬 場 市史掲載 土師器 (S字裂か) 円IJ期 『志木市史原始 ・古代資料編J I 
5.奈良・平安時代

2 中 野 第 2地点 i住居跡 1軒、須恵、器 8c後半 NO.2 
第16地点 住居跡 3軒、須恵器 9c中葉 NO.17 
第25地点 住居跡 2軒 平安時代 NO.25 

第41地点 住居跡 l軒、土師 ・須恵器、鉄製品、転用紡錘尊 9c後半 No.18 

第43地点 住居跡 1軒、土師・ 3員患器、鉄j宰 9c円IJ半 NO.20 

第49地点 住居跡 l軒、土坑 5基、土師 ・1頁恵器、 砥石 9c中葉~後葉 NO.29 
3 城 山 第1・2地点 住居跡 6軒、灰ね陶器、土師 ・3頁恵器多数、鉄 ・石製品 8~ lOc NO.5 

」
第 4地点 l 士坑 2基、灰紬陶器、須恵器(新開 ・粟谷ツ産) lOc前半 NO.8 

第 2表 志木市の時代別にみた考古資料一覧 (2 ) 
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第 1:章遺跡の立地と環境

掲載された主な遺構・遺物

i主匡旦旦， IJ(並唾ー一一ーー←一一ー ーーー_1_9目立 INo.ll 
住居跡 l軒 平安時代 INo..12 

住居跡 l軒、土師・ 須恵器 | 平安時代 1 Nu27 
i1:Jil'f吐lff 一一「 平主国~o..l 8
住居跡 2軒、鋼印、布目瓦、緑紬陶器片、土師 ・須恵、器 9c後半 No20 
住居跡 2軒、土師・ 5貞恵器 9c後半 1 No.J3 
住居跡 l軒、溝跡 1本、灰紬陶器片、土師 ・2頁患器 9c後半

住居跡 1軒、溝跡 1本、灰紬陶器片、須恵器、炭化米

土坑 1基

生E監 3'f____________~主主喧~ーJJ<O~一 一 」
，.r ，.~ .'山川、 住居跡 I軒 一一ー」呈主丘色←止0..1旦一

|ト首雲Z井4地旦有il住居型ー跡49軒L、三土地師 ・須曹、器
• ;fj!il:(、器 8~ lOc 

第 6地点 住居跡 l軒、上師・須恵器、刀子、土鍾 9c 後半 No.12 

8~ lOc I No.l3 

L|E第i 7地点 住居跡 l軒、布目瓦小片2点、格子目叩き瓦小片1点 凶半 lNo.12
19地点 住居跡 1軒、土師 ・須恵器、鉄製品 ~ lUC 官?一一ーーー--1

第21地点 住居跡 3軒、土坑 1基、土師 ・須恵語、鉄製品 9c代
| 第25地点 住居跡 5軒、土師・須曹、器、低石 一L~後半 I No.22 
L第29地点 住居跡 1軒、須恵器・布目瓦1点、 9~ lOc ， No.15 
| 第37地点 土坑 2墓、 2頁恵器 9~ lOc 1 No..l6 
| 第39地点 溝跡 3本、土師・須恵、器小片 9c 代 1 No.18 
L第41・42地点 住居跡 1軒、土坑 1基、土師 ・;Jj恵器、鉄・銅製品 9~ lOc I No.18 
| 第47地点 住居跡 2軒、土坑 1基、土師.~瓦曹、器、 鉄 ・石製品 9c中頃 I No.20 

第49地点、 住居跡 2軒、 土師 ・須4芭器
一」9cEi中色頃一 」|ENEG2206ー 一一」

| 第69地点 住居跡 l軒、溝跡 1本、 土日市 ・須恵、器

| 第78地点 住居跡 2軒、土師 ・須曹、器 一一l~ 前~後半 I No.28 

~ l |第問 点 |住 居 跡 胤 土 坑 l基、溝跡瓜 3賠器、鉄製品 kd;品川L 一 一 一 一 一 一
6. 中・近世

一野寸一嘉吉ti!l点 l 溝跡 1本

3 I城

LJ窒6地点目跡 l本
第8地点 |土坑 1基

第11地点 |土坑 H去、陶・敏器ノト片
第25地点 l 土坑 15基、陶 ・磁器・瓦器小片

第43地点 !井戸跡 1基

1段切状遺構 1ヵ所、井戸跡 4基、土坑 12基、人骨、 陶磁器ト
第49地点 。ル

j失製品、石製品、板碑など | 

A地点 満跡 1本 | 

c地点 l拍城跡の大堀跡 1本、陶 ・磁器

|唱，1.().j.J-hよ れ城跡関連の堀跡 5本、土坑 32基、井戸跡 10基、掘立柱

竺空土止空L
中世 ， r志木市史原始・占代資料編』

中・近世 ， r志木市史中世資料編」

事1・2地41AJ
"."・岨 T 建築跡 ・ピy 卜群、陶 ・磁器多数、銅鏡、鉄・石製品 | 一一 | ーー一一」

「言 3地点 |士坑 16基、溝跡 2本 | 中・近世 N口7
l 第4地点 |土坑 l基 ー -114可5Cつお 「

第 6地点 |士坑 7;ljl; ーーー一一 一一 一 一 一一 | 中 ・近NINω 一一一 「

第7・9地点|土坑 4基、土製品 I-可 'i5.:t!fI而「← 一一一←ーっ

第11地点 |土坑 3基、井戸跡 1墓、陶 ・磁器、板碑、馬歯 | 中・ 近世 1 No.J2 

」主型自主~主主盟、 井戸跡 1基、糊 5杢こ亙宝主、王銭一一」一中 ・ 近世 1訂7 二二三
12有1"地点 |溝跡 2本(紅|城関連)、陶 ・磁器、かわらけ |中・ 近世 1 No..27 

井戸跡 2基、溝跡 2本(柏城関連)、陶 ・縫器、 〉 ら』 、鉄第16地点 I ~';;JI?)~， I~;:;:~-f't_llV~T ~ -'i"+~~~):J，'.， I ::1'<:.IJd: j' I'I'-!J ' U.ll.O['t， I.r V~..J vJ "， !JA I 中 ・近世 I No.27 
f---=c=--，，-----+製品(火打金・ 釘)、板碑 | I nv.L.o I 

監 盟主一|土坑 1基 一一一一 |中 ・近世直16
|土坑 1U

第29地点 | 
l古銭など

一一一 中 ・近世 No.6 
| 弟 6地点 土坑 l基、陶 ・磁器小片 15c 1-1:: No.8 

一ー一斗
「 県部地点、 土坑 6基(士坑墓2基)、掘立柱建物跡、人骨、 古銭なと 17c1t NoJ7 

第27地点 |地下式抗 2基、土坑 2基ょ盟二磁昔し ~ 14~ 15c No.l7 
l 第36地点 溝跡 2木、ピット群、陶 ・磁器小片 中 ・近世 No.18 

ー一
第37地点 土坑墓 l基、道路追尾ユ杢L 人貴L 青島控盤、古銭 中 世 No.J8 

|第44地点 溝跡 2木 中 ・近世 No.21 一寸

7 西原大塚| 弟 65地育、 遺構外出土陶磁器 ・土器 中 ・近世 No.9 ←」
8 新 邸 トL旦第晴土附3也地抽点上皇一 土坑 19基、井戸跡」呈L 側 、空一一一一ー

中 ・近世 No.3 

|一円l。日一子山 |土坑 1基、溝跡跡、陶 ・般器 中 ・近世 No..lO 

第8251地地点点H遺遺構構外出土陶 ・磁器 中 ・近世 No.22 一 ←」
「言 外出土陶 ・ト器、泥面子 近世 No.30 

16 大 原| 第 l地点 }奇跡 1木 近世 No.22 

7.近代以降

戸止LiJ止地北出心L 一 一一一一一一一
1C 田子山 第'11地点 |ローム採掘遺構 2力所

| | 第49地点 l上坑 1基

Ndo コ
『旧子山富士』文化財第22集 | 

No.20 

I 15 I ill星豆 」思旦皇 L主主主t2主 No..14 

第 2表 志木市の時代別にみた考古資料一覧(3 ) 
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第 1節 市 域 の 地 形 と遺跡

刊行年| シリーズ名 ! 発 刊 者 | 執 筆 者

--+----+-- --t--""'-，-J-r /I ， ~=A "*" 十 t 井十圏夫・落合静男
~ 志木市の文化財第4集 |志木市教育委員会 1谷井彪 ・宮野和明

ベ志木市遺跡調査会調査報告第l集 志木市遺跡調査会|佐々木保俊尾形則敏

凶86 I志木市遺跡調宣会調査報告第2集 |志木市遺跡調査会|佐々木保俊・尾形則敏

4 I新邸遺壁第 2地点 西原大塚遺跡第4t同掘調 1，1987 I志木市遺跡調査会調査報告第3集 l志木市遺跡調査会 l佐々木保俊尾形員悌
査報告日 | 

I 1川1印削削9鈎鰍8腿8 戸南行遺跡一一集 !志出一木

十十I~ω9捌8州8川l 志木市遺跡詞査会調査報告第白判集一|志木市遺跡調査ι会引[佐々川木保鰍俊 尾郡酬形例吋

11987 I ;ð*iTiO) )(fU!:tm1L~ 吋教育委員会1987 I 志木市の文化財第11集 1志木市遺跡調査会|佐々木保俊
志木ロ タリークラブ

No. I 報告書名

1I [雪原・大塚遺跡発掘調査報告

2 I西原大塚遺跡第 3地点 中野遺跡第 2地点発掘調
査報告書

3 1新邸遺跡発掘調査報告書

5 I城山遺跡発病調査報告書

山中道遺跡発掘調査報告書

1989 志木市の文化財第13集

9 I志木市遺跡群E 志木市の文化財第14集1990 

巴目原大塚遺跡第 7地点 新邸遺跡第 3地点 中野 |
10 1遺跡第 7地点 中野遺跡第 8地点城山遺跡第 6I 1991 

地点発掘調査報告書 l 

志木市の文化財第15集

111志木市遺跡群E 志木市の文化財第16集1991 

川志木市遺跡群町 日1
13 1中道遺跡第12地点中道造跡第13地点 目子山遺|

跡第 4地点 目子山遺跡第 5地点発掘調査報告書|

14 1志木市遺跡群V I 1993 

1引忘木市遺跡群VI 1 199月|

団パ

志木市の文化財第17集

志木市の文化財第18集

志木市の文化財第20集

志木市の文化財第21集

16 1志木市遺跡群vn 志木市の文化財第23集 志木市教育委員会

城山遺跡第12地点城山遺跡第13地 点 西 原 大 塚
遺跡第14地点 中里子遺跡第11地点 中野遺跡第16

17 1地点市場裏遺跡第 l地点 田子山遺跡第10地点 11996 
1中道遺跡第21地点 田子山遺跡第13地点、西原大

ιi 塚遺跡第21地点 市場裏遺跡第 2地点中道遺跡
第26地点発偲調査報告書

ハ81志木市遺跡群四 I 1997 

志木市の文化財第24集

志木市の文化財第25集

19 1西原大塚の遺跡 西原特定土地区幽整理事業に伴
う発掘調査概報

20 1志木市遺跡群9 志木市の文化財第27集

尾形則敏 ・深井恵子

2004 I 志木市遺跡調査会調査報止第7集| づ 木市追跡調査~ I 尾形制敏 ・ 深井恵子
| ロ |心 五|青木修

2004 1 志木市の文化財第36集 |士木市教育委員会|尾形則敏 ・深井恵子
l ' c....~/I'IIJ*^ Fi ~ J;::t~ I青木修

2005 1 ，jj:;士市岩駄調査会調査報告第8集 l 芯木市遺跡調査ム 1佐々木保俊・内野美津
一一一一一一一←ー i =1江・宮川幸佳

21 I志木市遺跡群10

一 一一
22 I埋蔵文化財調査報告書 1

23 1西原大塚遺跡第45地点発掘調査報告書 2000 I志木市遺跡調査会調奇報告第6集

日志木市遺跡群11 2∞1 1 志木市の文化財第30集

え[
志木市の文化財第31J毛

志木市の文化財第招集

去、木市の文化財第34集

2003 志木市の文化財第句集

25 I埋蔵文化財調査報告書 2

一 一 一
26 I志木市遺跡群12

27 1埋蔵文化財調査報告書 3

28 I志木市遭跡群13

1 00  1中野遺跡第49地点一市古者-h→十ホ恒三に爪旧咋ウ
2引白， ，化財発掘調査報告

30 1志木市道跡群14

31 1函原大塚遺跡第111地点

第 3表志木 市 の 発 掘 調 査 報 告 書 一 覧
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去、木市教育委員会
斗

1志木市教育委員会

1志木市教育委員会

志木市教育委員会 |佐々木保俊・尾形則敏

志木市教育委員会 l佐々木保俊尾形則敏

志木市教育委員会 l佐々木保俊・尾形則敏

志木市教育委員会 1尾形則

志木市教育委員会
J 

佐叫俊尾形員凶
深井恵子

尾形目IJ敏

志木市教育委員会|佐々木保俊・尾形則敏

1左々木保俊 ・尾形則敏志木市教育委員ム=1深井恵子

志木市遺跡調査会 |
西原特定土地区画 l佐々木保俊
整理組合

示瓦一一五7尾 制l昨深井恵子

l志木市教育委員会

志木市教育委員会 尾形則敏・深井恵子

忘木市遺跡調査会 l佐々木保俊・内野美津
小怯フォークリフト|江・宮川幸佳・上回

株式会社 !寛 1 

1尾形目IJ敏 ・佐々木保俊
志木市教育委員会 1

l内野美津江

士、木市教育委員会 尾形則敏・深井恵子

尾形員IJ敏・ 佐々木保俊
深井恵子

尾形則敏 ・佐々木保俊 l
深井恵子・佐々木潤 i

尾形則敏 ・深井恵子 ! 

志木市教育委員会

A

Z

A

Z
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第 1章遺跡の立地と環境

では、特に胃原大塚遺跡10号方形周溝墓の溝底か ら一括出土した中に、畿内系の庄内式の長脚高i不が出

土 していることに注目される。平成11年度に西原大塚遺跡第45地点で発見された‘辺20mを超える市内

最大規模の17号方形周溝墓が特筆すべきであろ うO この方形周溝墓の溝からは、珍しい鳥形土器をはじ

め、 畿内系の有段口縁壷、吉ヶ谷式系の壷、在地系の壷などと大きく畿内 ・比企地域・在地の 3要素の

特徴を示す査が出土しており、こ うし た地域に関わる被葬者の人物像が浮き彫りにされたことで、当地

域の弥生時代後期から古墳時代前期の歴史を紐解く手がかりになったことは重要である O

最新では、平成15年 6~ 8月に発掘調査が実施された新邸遺跡第 8地点から、古墳時代前期に比定さ

れる住居跡 8軒・方形周溝墓が l基検出されている。万形周溝墓については、遺跡名は異なっても墓群

の中心をもっ河原大塚遺跡から見れば北東端に含まれるものと考えることができる O ただし、集落跡、の

様相から察すると、新邸遺跡第 2地点から古墳時代前期終末から中期に比定される住居跡 1軒が検出さ

れていることから、現時点では西原大塚遺跡か ら継続して集落が広がったものではなし、かと推測される O

古墳時代でも前期末葉から中期になると、遺跡、が減少する。中期の遺跡では、中道・城山・中野遺跡、

から住居跡が発見されている。特に中道遺跡第19号住居跡は、 5世紀中葉に比定され、市内最古のカマ

ドをもっ住居跡として注目される O

5世紀末葉になると、遺跡が増加傾向にあり、特に 6世紀後半ーから 7世紀後半にかけては、縄文中期

を越えるほどの爆発的な増加をみる O こうした集落跡は現在、中道・城山・中野遺跡に比較的に古い 5

世紀代の住居跡が確認されていることから、柏町地区を中心に存在した集落が、 6世紀後半以降、周辺

の地域に拡散するという動きを読み取ることができる。

平成15年には、新邸遺跡でも初めて 7世紀代の住居跡が 1軒検出されている。この住居跡は、 3x3.5 

mの小型の長方形を呈するもので、焼失住居であ り、床面上からは土器 ・炭化材の他ベンガラ塊が出土

している。

現在、 5世紀後半から 7世紀後半にかけての時期に比定できる住居跡の軒数は、最も多い城山遺跡で

120軒を越え、次いで中野遺跡で約50軒、中道遺跡、で約15軒、田子山遺跡、で約10軒、新邸遺跡で 1軒を

数える。また、平成 5年の田子山遺跡第24地点では、 6世紀後半以降のものと考えられる4.1x 4.7mの

やや不整円形で 2ヶ所にブリッジをもっ小型の円形周溝墓が l基確認されていたが、平成14年には同第

81地点から、推定約33mの古墳の周溝と考えられる遺構 l基を確認している O

奈良・平安時代の遺跡は、古墳時代後期以降に拡散した集落内で確認される傾向にあり、田子山遺跡

は、この時代の代表とする遺跡と して挙げることができる。この遺跡では、住居跡の他、掘立柱建築遺

構、溝跡、 100基を越える土坑群が確認されている O 遺物としては、士器・灰柚陶器の他、腰帯の一部

である銅製の丸輔、鉄製の紡錘車・万子などが出土している O

また、平安時代の城山遺跡128号住居跡からは、印面に「冨J1文字が書かれた銅製の印章が出土し

たことに注目される O この住居聞からはその他、猿投産の緑柚陶器の小破片 1点、布目瓦の小破片 2点

などが出土しているO

中・近世では、柏城跡を有する城山遺跡と関根兵庫館跡が代表される遺跡である O 特に、柏城跡内で
tt 3 

の数次にわたる発掘調査により、「舘村旧記』にある「柏之城落城後の屋敷割の凶」に相当する堀跡な

どが多数発見されている O また、城山遺跡第29地点の127号土坑から馬の骨が検出されている O この土

坑からは、板碑と土師質土器の他、炭化種子(イネ・オオムギ・コムギなど)も出土しており、特に、

イネの塊状のものは「おにぎり」あるいは「ちまき」のようなものであるという分析結果が報告されて
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第2節遺跡の概要

いる。さらに、第35地点では、鋳造関連の遺構も検出されている。 130号土坑については鋳造遺構、134

号土坑については溶解炉に該当し、遺物としては、 大量の鉄津(スラッグ)、鋳型、 三文状の土製品、

低石などが出土している。

また、平成1l~14年度にかけて実施された中野遺跡第49地点の調査から、頭を北に向け横臥屈葬され

た人骨を出土した67号土坑が検出されている。その他、ピ ット列・ 士坑 ・溝跡などが検出されている こ

とから、このー:出，が『舘村!日記」に記載されている「村中の墓場」関連に相当する施設ではなし、かと考

えられる O

近代以降の遺跡では、 19世紀以降の溝跡 ・地下室などが、城山遺跡を中心に検出されてい るO 因子山

遺跡では、敷島神社境内に存在する富士塚の築造(明治 2~5 年)に関連するロ ー ム採掘遺構が検出さ

れており、地域研究の重要な資料であると言えるO

第 2節 遺跡 の概 要

ここで、今回本書で報告する城山遺跡について概観することにする O

城山遺跡は、志木市柏町 3丁目を中心lこ広がる遺跡で、東武東上線志木駅の北西約 1kmに位一置してい

るO 遺跡は、柳瀬川右岸の台地 ttこ立地しており、標高は約12m、低地との比高差は約 5mで、あ るO

遺跡の周辺を眺めると、現況は住宅地を主としているが、小学校・神社・墓地などが存在するこ とか

ら、市内の台地 tでは比較的に緑地を多く残している地区と言える。今後は、個人住宅建設の新築及び

建て替え等と中心とする小規模開発の増大が予想さ れる。2000rn"を超えるような大規模開発につ いては、

今回の42地点の着手によりひとまず 一段落した感がある O

さて、城山遺跡は、これまでに55回の調査(平成16年度まで)が実施され、縄文時代草創・前・中期、

弥生時代後期、占墳時代前・中・後期、奈良・平安時代、中・近世に至る複合遺跡であるこ とが判明し

ている O そこで、これまでに城山遺跡からどのような遺構・遺物が検出されたかを今までの発掘調査の

成果から代表的な例を挙げ、大まかに振り返っ てみることにしたい(第 4表)。

まず、城山遺跡における最初の発掘調査は、昭和49(1974)年に実施されたA地点に始まる O この調

査は、市史編さん事業の一環で志木市立志木第 3小学校の校庭内を発掘調査したものである。この調査

により、縄文時代前期の諸磯 a式期の住居跡 1軒と弥生時代後期の住居跡 l軒、中世の溝跡 l本が検出

されている O 特に、この地区から縄文時代前期の住居跡が検出されたことは、同遺跡に存在する城山貝

塚との関連で注目されるものとなったQ

昭和55(1980)年には、柏城の大堀の実体を解明する目的で、市史編さん室によるトレンチ発掘が実

施され、仁幅9.02m.F幅1.6m・深さ4.7mの大堀跡の細部形態が明らかにな った。

昭和60(1985)年には、志木市遺跡調査会により、城山遺跡第 l地点の発掘調査が実施された。この

調査は、面積約5，000rn"という市内では初の大規模調査となり、占墳時代前期の住居跡 l軒、後期の住

居跡53軒、奈良・平安時代の住居跡 6軒、中・近世では柏城の大堀跡を含め、土坑・井戸跡 ・溝跡・ ピッ

ト群など多くの遺構 ・遺物が検出された。 同時にこの調査を契機に志木市では、本格的に発掘調査体制

が整備されたことは重要であろう O
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第 1章遺跡の立地と環境

昭和61(1986)年、志木ロータリークラフのボランティア事業の一環として、市教育委員会が主体と

なり、発掘調査が行われ、弥生時代末葉から古墳時代初頭の住居跡 1軒、古墳時代後期の住居跡 3軒、

中・近世の土坑17基が検出された。

昭和62(1987)年、本市では、国庫及び県費の補助金を導入し、個人専用住宅建設等に伴う発掘調査

を開始した。この年は城山遺跡では第 4地点の発掘調査が実施され、縄文時代中期の埋聾 1基、弥生時

代末葉から古墳時代初頭の住居跡 1軒、平安時代の土坑 2基、中・近世の地下室 1基が検出された。

平成元(1989)年、第 7・9地点の発掘調査が実施され、古墳時代後期の住居跡 7軒、平安時代の住

居跡 1軒、中・近世の土坑 5基が検出された。この調査は、第 1地点よりも台地の奥ま った地区ではあっ

たが、古墳時代後期の住居跡が密集して分布することが判明し、改めて集落の広がりを理解するのに重

要であったと言える。

平成 2(1990)年の第12地点の調査では、中・近世に比定される地下室・井戸跡・溝跡が検出されて

いる。これらについては、 『舘村日記』の屋敷割之図では表記されていないが、柏城関連の遺構と考え

られる。

平成 4(1992)年には、第15・16地点の調査が実施された。第15地点は志木市立志木第 3小学校の西

校舎裏の道路工事に伴うもので、この調査では、柏城の本丸を囲む大堀と考えられる遺構が検出された

ことに注目される。第16地点は、第15地点から東方向に150m程の近距離に位置しており、ここでも柏

城関連の溝跡等が検出されている。また、第16地点は縄文時代の遺物包含層が発達しており、多くの縄

文土器が出土している O 中でも草創期の爪形文土器が 1点検出されたことには注目される O

平成 5(1993)年には、志木市立志木第 3小学校の雨水抑制工事に伴う調査により、縄文時代の土坑

1基、弥生時代後期の住居跡 1軒、古墳時代の住居跡 8軒、中・近世の土坑 6基・溝跡 6本が検出され

た。中・近世の溝跡、については、柏城関連の堀跡に相当するものと考えられる。

平成 6(1994)年、第25地点の発掘調査が実施され、古墳時代中期の住居跡 l軒・後期の住居跡、 1軒、

近世の地下室 1基・溝跡 1本が検出された。古墳時代中期の住居跡については、屋内炉を有するもので、

遺物には士師器・須恵器が出土している O 特に須恵器は、陶邑産の大型器台の脚部破片の他、杯蓋の破

片で、その特徴から TK216型式(5世紀前葉から中葉)に比定される可能性があり、市内では最古の

ものとなった。

平成 7 (1995)年の第29地点の調査では、縄文時代早期の土坑 1基、古墳時代後期の住居跡 2軒、平

安時代の住居跡 1軒、中・近世の土坑11基・溝跡 l本・ピット群が検出されているO 特筆すべきは、中

世に比定される127号士坑から、馬の埋葬土坑が検出されたことである。馬は頭部及び上半部を欠くが、

板碑の直下で、横臥屈葬された状態で埋葬されており、同時に土師質土器・炭化種子(イネ・オオムギ・

コムギ)が出土している O 中でも、イネの塊状のものは、 「おにぎりJあるいは「ちまき」のようなも

のと分析結果が報告されている O

平成 8(1996)年の第35地点の調査では、個人専用住宅という狭小な面積 (84.40rr1)ではありなが

ら、調査区全面から、弥生時代後期の住居跡 1軒、古墳時代後期の住居跡 1軒、平安時代の住居跡 2軒、

中・近世の鋳造土坑 1基・溶解炉 1基・井戸跡 1基などが密集して検出された。この調査で特筆すべき

は、平安時代の128号住居跡から、県内初の出土である「冨J印と市内初の猿投産の緑紬陶器片が出土

したこと、さらに、 17世紀中頃から後半に比定される鋳造遺構に関連する鋳造土坑・溶解炉、そして数

多くの鋳型・鉄j宰・道具類が出土したことである。
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第 2節遺跡の概要
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第 1:章遺跡の立地と環境

調査地点 [面積(m')

A地点 90.00 

C地点 30.00 

B士也#" 50.00 

第 1・2地点 4，964.39

第 3地点、 300.00 

第 4地点 92.28 

第 5地点 125.00 

第 6地点、 166.08 

第 7地点 130∞ 

第 8地点 1:~2. 1 3 

第 9地点、

第10地点、 330.49 

第11地点 192.00 

第12地点 1，074.00 

ト一一----1
JfI13地点 400.44 

第14地点、 181.90 

第15地点 560.00 

第16地点 1，556.00 

確認言問査日

昭和63年
6月10日

平成元年
11月17日

11月23日

発掘調査期間

昭和49年 7月29日
~8 月 4 日

昭和55年 7月初日
~8 月 21 日

昭和57年 3月25日
~ 3 月 31 日

昭和60年 4月 8日
~11月 26B

昭和61年 7月21日
~8 月 30 日

昭和62年 6月19日
~ 7 月 1 日

日日平日62"i三12月12日
~ 12月 28 日

11月 20 日 ~12月 4 日

12月 4 日 ~ 18 日

4 月 6 日 月 7 日 ~20 日

4月19日
~24 日

5月7日

平成 4年
5月 l日

4 月 25~ 5月22日

b 月 8 日 ~17 日

平成 4年 7月21日

一一ー-←一一一 ~ 8 月 21 日

調査原因

学術調査

学術調査

学術調査

共同住宅建設

学術調査

個人住宅建設

共同住宅建設

共同住宅建設

宅地造成

共同住宅建設

宅地造成

共同住宅建設

個人住宅建設

泣構の概要 |報告舎No.

1984 
(縄文前期)住居跡l軒(弥生後期〕住居跡 I~志木市史 i 
i軒(中世)溝跡1本 I ~~:~ I_J~/~ ~ I 

|原始・古代編，11

1986 
(中世)柏城大堀跡 [志木市史

|中世資料編』

1984 
(古墳後期)住居跡2車F(中世〉 溝跡l本 Ir志木市史

原始・古代編』

(古墳前期〕住居跡1軒(古墳後期)住居跡 |
53軒(奈良 ・平安)住居跡6軒(中 ・近世)1 NO.5 
土坑32基 ・満跡8本 ・井戸跡10基・ピット

(古墳前期)住居跡1軒(古墳後期)住居跡 l
~o. 7 3軒 (中 ・近世〕土坑16基、満跡2本

(縄文中期〕埋裂 1基(弥生後期)住居跡21
軒(古墳後期〕住居跡l軒(平安)土坑2基 NO.8 
(中世)土坑1基 (不明)土坑1基

検出されなかった 一斗 NO.9

(古墳後期)住居跡2軒、土坑l基(中・近 No.10 
世)土坑7基 | 川山 |

(古墳後期)住居刷、l軒(平安)住居跡1軒 NO.ll 

一斗一一一
検出されなか った ι NO.ll 

(縄文) 土坑l基(古墳後期)住居跡6軒
(中 ・近世)土坑4基

検出されなかった

(縄文早期)炉穴2基(縄文前期〕土坑l基
(縄文中期)住居跡1軒、 土坑2基(古墳前
期)住民跡1車干 (古墳後期)住居跡2軒(平
安〉 住居跡見f(中・ 近世)土坑3墓、井戸
跡l基

NO.ll 

NoJ1 

NoJ2 

道路改良工事 I (中 ・近世)土坑2基、溝跡4果、井戸跡1基

共同住宅建設 I (古墳後期)住居跡l軒

個人住宅建設 |検出さ れなかった | 

道路工事 I ~öJ1暗主住居跡6軒(中 ・ 近世)両2í No.27 

， (縄文)造物包含層、集石1基〔古墳後期J1 

可Z成 4年10月 2日 1 | Hη|
| 共同住宅建設 |住居跡1軒(中 ・近世)土坑l基、井戸悶21 NO.27 月11日 7;;:IWJI...L.-l.Jk i::!V<..民"u1 

| |基、溝跡2本

第17地点 30.56 1 平成 b年 I 01 3日 8月28日 | 個人住宅建設 |柑されなか 十 NO.15 13月22日 OtiJt:l"""'-'119l/¥.1.::t.-tlliiX~つ

第18地点

第19地点

第20地点

f 第2H也点、

I (縄文〕 土坑1基(弥生後期) 住居跡1軒
115.45 1 月3日 1 6 月 3 日 ~8 月 28 日 雨水荒水抑制工事I(古噴後期〕 住居跡8軒 (中 ・近世)土坑61 未 i 

基、溝跡6本
一一一←一一一「一一一一一一一一一 i アーー一一 一一ー一一寸

361.93 10月28日 日 1日~悶 共同住宅建設 I(古墳後期)住居跡開(不明Jt坑l基 | 未 | 

100.38 I 12月21日 | 平成 6年 1月13EI 個人住宅建設 I (古墳後期)住居跡l軒(不明)土坑2基 No.15 
~17 日 l I ，，~ -~ ，'~m" ，~，~."， ，， '，'"，" ~-J C"= 

48.00 
W-.l----LI-;ts ::t.f-r l~ I (縄文早期)炉穴1基(古墳後期)住居跡21 土

2 月 18 日 ~ 2 )cJ24日| 樹木土壊改良 |軒(近世〕土坑3基 | 未

第四点i 制 13 刊行 』月 9 日 ~30 日 |共同住宅建設 縄文〉集石1基(古蹟後五五函玉プ一二 l 
用… υ 3月 2口 7，''''JI--L-L.o=1V<.吃!

23地点 157.94 月 31日 個人住宅建設 検出されなかった No.1 

4一 一一ヤー i ト l 
第24地点 277.68 I 7月6日 個人住宅建設 門 出 さ れ な か 化 l NoJ6 

第25地点

第26地点

127.38 7月15日 | 7 月四~29 日 1 似人住宅建設 I i日22;fE躍もjrrfJ-居跡 No.16

い(縄文〕 土坑l主主(古墳後期〕住居跡7粁
410.00 月18日 I 8 月 22 日 ~10月114 日| 共同住宅建設 川平安)住居跡4軒、土坑l基(中 ・近世)

十士坑6基、溝跡4本(不明)土坑1基

第 4表城山遺跡調査ー覧(1)
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未
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第 2節遺跡の概要

I {jJ~奈地点 函積(ば) I確認調査日

l よ1' )7' t::f1 I 平成 7年
第27船長 371.52m l月30日

()()() <1('， I 平成 6年
第28地点 233.30 I 

12月13日

発掘調査期間 調査原悶 遺 構の慨要

2月27日-4月 7日 共同住宅建設
(古墳後期)住居跡2軒(中・近世)土坑15
基、満跡2本、井戸跡I基

平成 7年 1月10日
事務所建設

(縄文前期〕 土坑l基 (宵墳後期) 住居跡5
-2月17日 軒 (不明)土坑1基

(縄文早期)土坑l基(古墳後期)住居跡2
4月11日-28日 個人住宅建設 軒(平安)住居跡1軒(中・近世)土坑11

基、溝跡1木、ピット群

分譲住宅建設 検出されなかった

個人住宅建設 検出されなかった

11月15日 倉庫建設 (中世〕 ピソト 1本(イミ日月)土坑H正

防火水槽設置工事 検出きれなか った

報告書No

未

未

第29地点 NO.18 146.41 
半成 7年
4月 5日

4月24日

11月14日

平成 8年
6月12日

7月12日

第30地点、 No.18 200.85 

第31地点 164.27 No.l8 

第32地点 N日1859.62 

第33地点 30.00 NO.20 

第34地点 N日20

第35地点、
山 | 山 一一一一一一一円一一一一ー寸1

11月
18日-12月25日

361.18 
平成10年
4月23日

430.00 I l 半成11年
11月 5日

120.38 l| 平成12年
7月25日

川いjj21日

76.32 I 12月 7日

140.33 | 12月12

162.00 7月町-8月 1日 ! 個人住宅建設 I (古墳後期)住居跡3基(平安〕土坑1基

I (弥生後期)住民跡1軒(古墳後期)住居跡
I軒(平安)住暦跡2軒(中 ・近世)鋳造土
坑]基、溶解炉l基、士坑13基、井戸跡1基、
ピy 卜

個人住宅建設 NO.20 

第36地点、

第37地点

第38地点

第39地点

駐車場建設 盛土保存適用 NO.21 

査
一

地
一

現
一

か

一
か
一
用

一
な

一
適

↑
れ

一
れ

一
存

一
さ

一
さ
一
保

一
出

一
出

一
土

下尚
一
五

股

一
酷

一
脇

田
知
市
五

一
時

国

一
謝

一
M

E
一
分
↑
個

NO.24 

NO.26 

NO.26 

NO.26 第40地点 個人住宅建設 |検出されなかった

第41地点

第42地点

(旧石器〕石器集中地点2ヶ所(縄文)土坑
I 21基、炉穴1基(古墳後期)住居跡16軒

2，173.79 I 凶 18日 | 崎町151 1 共同住宅建十(平安)住居跡5軒、土坑13基 〔中世以降) I 本報告
土坑151墓、溝跡4本、井戸跡8基、
群

11 7.00 I し | 分譲住宅建設 |検出されいた NO.26 
l 平成13年 I 

| 5月29円

132.30 I 6月2013 分譲住宅建設 |検出されなかった〔現地問 NO.26 

」 一一一一一一一

第43地点

占…

一
占
山

一

占…

地

一
地

一

地

A
斗

一

に

υ

-

P
O

A
斗

一

A
斗

一

aa
・

第

一
第

一

第

第47地点

第4雌十

第49地点

第50地点、

第51地点

第52地点

叩タJ平町iii一建設
1200.00二両T ~I 仮設校舎建設

U:;:::ト成17T 1 1 1 1 ;ヱ:
4I 9月 5日 | い萱路新設工事

山 l山

個人住宅窪設 |検出されなかった(現地踏査) NO.26 

個人住宅建設 検出されなかった 一寸一ー一
〔縄文前期)住居跡1軒(古墳後期)住居跡
5軒(平安)住居跡l軒、溝跡1本(近世) I 土

道路状追情]本、 土坑26基、井戸跡4基、ピノ， I ホ | 
ト列

検出されなかった(現地踏査 No.c川

検出されなかった(現地踏査 NO.30

(縄文)土坑l基(古墳後期)住居跡2軒
〔近世)土坑6基

未

工事立会い 未

検出されなかった(現地踏査) 未

宅地造成

|盛土保存適刷

戸両日:五百十
J~山 日 l 崎町ii;1 1

1 第5地点 L_8竺~ 了間it

未

| 未 7

|三|

上 一 建 設 |ド(一?)一(は閣一古措墳
し比L 叫 I (伊平 溝跡剛l体本(促近世山〕土坑2湛基 i ホ | 

| 個人胤住宅一一て己」 検出されなかつ北た '* 

第53地点

第54地点、

第55地点

| 個人住宅建設 |盛土保存適用

第 4表城山遺跡調査一覧 (2 ) 
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第 1章遺跡の立地と環境

平成10・11・12年は、発掘調査は実施されなかった。

平成13(2001)年には、今回の報告である第42地点の調査が実施された(本書参照)。

平成15(2003)年には、第46地点の調査が実施され、縄文時代前期諸磯期の住居跡 1軒、古墳時代後

期の住居跡 5軒、平安時代の住居跡 1軒・溝跡 1本、中・近世の道路状遺構 1本・土坑26基・井戸跡 4

本・ピット列が検出された。

平成16(2004)年度には、第49地点と第55地点の発掘調査が実施された。第49地点からは、縄文時代

の土坑 l基、古墳時代後期の住居跡 2軒、近世の土坑 6基が検出された。第55地点は、第46地点のすぐ

東側に隣接し、縄文時代の土坑 2基、古墳時代後期の住居跡 3軒、平安時代の溝跡 1本、近世の土坑 2

基が検出された。溝跡については、第46地点と同一遺構と思われ、東西方向に延びていることが判明し

た。近世の土坑のうち l基は地下坑で、主体部は通路状の横坑構造をもっ特殊タイプであった。

以上の調査から、城山遺跡は、旧石器時代・縄文時代・弥生時代・古墳時代・平安時代・中・近世の

複合遺跡であり、また、複合する密度も散在的ではなく、市内では最も濃密な地区であることが判明し

てきている。

最後に、本遺跡の特色を時代別にまとめると、以下のとおりである O

01日石器時代 石器集中地点 2ヶ所。本地点で初めて検出される。

。縄文時代第16地点から草創期の爪形文系土器 1点出土。

前期の城山貝塚。斜面員塚。未調査である O

前期の諸磯式期の住居跡が 2軒検出される O

第 4地点から中期の住居跡 l軒。加曽利 Ell式期。

O弥 生 時 代後期の住居跡 4軒。

0古 墳 時 代前期の住居跡 2軒。

中期か ら後期の大集落。 5世紀後半から 7世紀後半にかけての住居跡が約150軒検出

されている O

0奈良時代 8世紀後半の住居跡 2軒。

本地点、の l号ピットから偏行唐草文の軒平五片 1点出土。

O平安時代 9世紀前半から10世紀にかけての住居跡約20軒。

第35地点128号住居跡から、印面に「亘」と書かれた銅印が出土。

0中・近世 柏城関連の大堀を含めた溝跡・井戸跡・土坑。馬の埋葬土坑。鋳造関連遺構。

註 l 遺跡、の存否及び範聞につ いては、平成15年 1月10日付の変更増補によって、大々的に見直され修正されている O その主

な内容は、市場・氷川前遺跡の 2造跡の削除と 中野 ・城山・中道・ 西原大塚 ・新邸・回子山・富士前・市場裏遺跡の 8

遺跡の一部範囲縮小である O その結果、本市の遺跡総数は、16遺跡、から14遺跡に変更される ことにな った。

註 2 縄文時代後期の住居跡については、平成14年度に実施された直原地区特定灰画整理事業に伴う発掘調査によって、大量

の土器・石器が出土した99号住居跡が l軒検出されている。

註 3 r舘村旧記』は、舘村(現在の志木市柏町・幸町 ・ 館)の名主であ っ た宮原仲右衛門仲恒が、享保12~14 (1727~1729) 

年にかけて執筆 したものである。
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第 2章発掘調査の概要

第 1節調査に至る経過

平成12年11月、株式会社長谷工コーポレーション(以下、長谷工コーポレーショけから志木市教育

委員会(以下、教育委員会)へ開発計画地内における埋蔵文化財の有無及び取り扱いについての照会が

あった。計画は志木市柏町 3丁目2627-1の一部、 2627-2、2627-5の一部、 2627-14(面積2，106.89

m')内に共同住宅建設を行うというものである O

これに対し、教育委員会は当該開発予定地が周知の埋蔵文化財包蔵地である城山遺跡(コード11228-

003) に該当するため、大旨下記のとおり回答した。

1.埋蔵文化財確認調査を実施して、その結果に基づき、当該開発予定地の埋蔵文化財の有無及び取

り扱いについて回答する O

2.上記 1の調査の結果、埋蔵文化財が確認された場合、埋蔵文化財の保存措置を講ずること O また、

やむを得ず土地の現状を変更する場合は、記録保存のための発掘調査を実施する必要があること O

3. 城山遺跡における埋蔵文化財の分布状況については、周辺での調査結果から、市内で最も密集し

ていることが判明しているため、今回の開発地域内での埋蔵文化財の所在は確実である。さらに、

この地域は中世の柏城跡内に位置するため、堀跡や井戸跡・地下室等の深いものが多く存在する可

能性がある等、城山遺跡、の状況を説明する O

平成12年11月22日、教育委員会は、土地所有者である株式会社昭和土地(代表取締役柴沼孝)より埋

蔵文化財確認調査依頼書を受理し、 12月18日、午前 9時30分から確認調査を実施した。

確認調査は、調査区のほぼ南北方向に合わせ、幅1.5m程の卜レンチを 4本設定し、パックホーで表

土を剥ぎ、同時に遺構確認作業を行った。その結果、調査区のほぼ全面にわたり遺構が密集して分布す

ることが判明した。特に、昭和60(1985)年の発掘調査で明らかにされた柏城関連の大堀が本調査区内

にも延びていることが確認された。

教育委員会はこの結果をただちに事業者に報告し、埋蔵文化財の保存措置を講ずるように要請 した。

その後、平成13年 1月11日・ 23日・ 31日、 2月13日の事前協議を経た後、記録保存のための発掘調査を

実施することに決定した。さらに、今まで開発側として交渉を行ってきた長谷工コーポレーショ ンは、

土地所有者及び開発者の代理業者としてこれからは交渉を行うことになり、土地所有者であり開発事業

者は、株式会社興和地所代表取締役中込稔(以下、興和地所)に正式に決定した。

その後、興和地所から埋蔵文化財発掘届が提出され、教育委員会では発掘調査にあたる組織と して、

志木市遺跡調査会(以下、遺跡調査会)を斡旋した。遺跡調査会ではこれを受け、興和地所と委託契約

を締結し、埋蔵文化財発掘調査届を教育委員会に提出する O 教育委員会は、これらの届出書をすみやか

に埼玉県教育委員会経由で文化庁長官に提出した。

これにより、 2月23日から志木市遺跡調査会を主体として発掘調査を実施した。なお、文化庁通知番

号は、教文第 3-901号 平 成13(2001)年 3月31日付である。

15 



第 2章発掘調査の概要

第 2節調査の方法と経過

本地点、では、すでに確認調査により調査区全面にわたり遺構が密集して分布することが確認されてい

たため、残土置き場については重要な問題であった。通常であれば、埋め戻しを前提に調査区を二分し

折り返し調査を行うところであるが、今回は埋め戻 しを行わず、残土についても処分してもらいたいと

いう開発側からの要望により、すべての表土及び排土を残土として調査区外に搬出し、同時に処分する

ことにしfこO

さらに、今後の遺構精査の過程で予想される残土についても調査区内に置くことが不可能であるため、

人員導入後においても数回の残土搬出作業が行えるように準備する必要があった。

また、柏城関連の大堀跡が検出された調査区南端部については、大堀の実態が地表から 5mもの深さ

と推測されることから、労働安全衛生規則上、掘削面のこう配の基準から調査することは不可能であり、

さらに隣接地には既存住宅が建設されていることから、調査による土砂災害の危険も考え、事前協議の

中で開発除外を依頼することにより、調査は範囲確認のレベルに留めることにした。

以下、発掘調査の経過及び、各遺構の精査経過ついては、第 5表の発掘調査工程表に示し、文章での説

明は割愛することにする O

2月23日 重機による表土剥ぎ及び排土搬出作業を開始した。調査区内には駐車場として使用され

ていた際の砕石が一面に敷かれていたため、まずその砕石の除去作業を行う O

26日 プレハブ・トイレを設置する。ただし、プレハブは、調査区内で事前に遺構確認を行い、

遺構が検出されなかった位置に設置したかったが、調査区域全域に遺構が密集して検出さ

れたため、ひとまず設置予定の区域を先行し調査を実施する予定とした。プレハブは表土

剥ぎを残した場所に仮設置することにした。

3月 2日 人員導入による発掘調査を開始する O 器材搬入後、プレハブ設置場所の確保のため、調

3月30日

4月 4日

4月9日

~11 日

5月31日

6月13日

~7 月 5 日

査区北東隅から、先行 して調査区域の整備と遺構確認作業を開始する O

145Dは巨大な近世の地下坑であり、天井部がまだ大部分陥落せずに残っているため、

危険防止のため、主体部内に入つての精査は行わず、重機により天井部を抜くことにした。

プレハブ設置予定場所の精査がすべて終了 し、重機により埋め戻しを完了。プレハブを

定位置に設置し、引き続きプレハブの仮設置場所を重機により表土剥ぎ作業を行う O

中道遺跡第56地点の発掘調査を併行して進める。

現場事務所にて長谷工コーポレーションに中間報告を行う。

田子山遺跡第78地点の発掘調査を併行して進める O

6月27日 旧石器時代の精査を開始する。

6月29日 旧石器時代を対象とした基本土層の実測・ 写真撮影を終了し、すべての調査を完了する。

7月5日 プレハブ・トイレを搬出する O

16 
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第 2節調査の方法と経過
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第 2章発掘調査の概要
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第 2節調査の方法と経過
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第 3章検出された遺構と遺物

第 l節旧石器時代

(1)概要

今回の旧石器時代の調査は、 293Dの精査中に石器 1点が検出されていたため、検出の可能性の高い

箇所である (D-3) グリッドを中心に精査対象の設定を行った。同時に南側面に基本層序(セクショ

ンA-A')を設定し、立JlIローム第X層までの深掘りを行った。

今回検出された文化層は、立JlIローム層第W層上部・第四層の 2枚であった。ここでの文化層は第W

層上部を第 1文化層、第四層を第 2文化層として説明することにする O

第 1文化層は、黒曜石を中心とする石器集中地点 lヶ所が検出されている O 出土した遺物は、石器19

点であるが、そのうち実測を行った点数は11点である。

第 2文化層は、砂岩・安山岩・チャート・貞岩の多様な石材で構成される石器集中地点 lヶ所が検出

されている O 出土 した遺物は、石器10点・醗 1点であるが、そのうち実測を行った点数は 9点である O

今回の調査で検出された石器等の総数は、第 1・2文化層を合わせ30点である O なお、遺構外出土遺

物として、旧石器時代の石器 2点を取り扱っている ため、実質的な旧石器時代の石器等の出土総点数は

32点であるO

( 2 )基本層序

城山遺跡は、武蔵野台地北端の柳瀬川右岸の標高約12mの台地上に位置する。今回の調査における基

本層序は、調査区域のほぼ全域から各時代の遺構が濃密に検出されたため、良好な層序は得られなかっ

たが、 比較的遺構により影響が少な い (D-7)グリッド内に設けたセクション B-B'の層序を基本

とすることに した(第 5図)。なお、旧石器時代の遺物が検出された (E-3) グリッドにはセクショ

ンA-A'を設定し、文化層を判定する上での基本層序とした。

第 I層盛土及び表士

以前の駐車場による撹乱及び盛土が著 し く、遺存状態は不良である O 層厚は約40~70cmで、あ

る。 a層は盛土層、 b層は表土層、 c• d層は耕作土層に相当する O

第E層 今回の調査区域において、漸移層及び縄文時代以降の遺物包含層は確認できなかった。

第匝層 黄褐色軟質ローム層(ソフト ローム層)である O ローム層のソフト化は基本層序の箇所で第

V層に達していた。

第百層 黄褐色硬質ローム層 (ハード ローム層)である O ソフト化の進行が著 しL、。

本層上部が第 1文化層検出層準。

第V層 暗黄褐色土層(立J11ローム層第 I黒色帯)である。色調から明瞭に判別するのは難しく、部

分的に確認しづらい箇所 もある O 層厚は約10cmと未発達である O

第百層 黄褐色土層(し、わゆる AT包含層準)であり、層厚は20~25ω1で、ある O

第四層 暗黄褐色ローム層(立J11ローム層第E黒色帯上半部)であり、 層厚は20cm前後である。
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第 3章検出された遺構と遺物

本層が第 2文化層検出層準。

第四層 黄褐色ロ ーム層

第1x層の上層部にブロッ ク状に存在する。非常に散漫であるため、検出できない場合も多L、。

第医層 暗黄褐色ロ ム層(立)1 1 ローム層第 E黒色帯下半部)であり、層厚は20~40crnである 。

第X層 黄褐色ローム層。

( 3 )各文化層の概要

第 1文化層

概要(第 6~ 8図)

立川 ローム層第W層上部が第 1文化層検出層準である O 旧石器時代の調査を実施した範岡の北側の

(D -3) グリッドか ら、黒曜石を中心とする石器ブロック 1ヶ所が検出されている O 出土した遺物は、

石器19点であるが、そのうち実測を行った点数は11点である O 実測を行った石器の内訳は、挟入石器 1

点、剥片10点である。石質は、挟人石器が頁宕であった他はすべて黒曜石である O

遺物(第 9図・第 6表)

l は快入石器、 2 ~11 は剥片である 。

第 2文化層

概要(第 6・10・11図)

立川ローム第四層が第 2文化層検出層準である。旧石器時代の調査を実施した範聞の南側の (D・E-

3 )グ リッドから、多様な石材で構成される石器ブロック lヶ所が検出されている。出土した遺物は、

石器10点・蝶 l点であるが、そのうち実測を行った点数は 9点である O 実測を行った石器の内訳は、 二

次加工剥片 1点、剥片 8点である。石質は、砂岩・安山岩・チャー卜 o s:l.岩である。

遺物(第12図・第 7表)

1 はJ次加工剥片、 2~9 は剥片である 。
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第 1節旧石器時代
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第 6図 旧石器時代遺物分布図 0/50)
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第 3章検出された遺備と遺物
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第 1節 旧石器時代

一喝~ ~" 
1 

ζ二〉 くご〉

曹司官4 -~-~最 5 母~~I 則自 7
6 <::会〉

ζ3 〈こ〉
電ごご〉

~- ~ ~ 8 -~- ~ ~ 9 -顧問10 81U31 
〈ご〉

〈ご::. ..c.. ~ 
5cm 

第 9図第 l文化層(第W層上部)出土石器 (2/3)
No 器穣 石 材 母岩分類 長さ 中吉田 厚さ 重量 遺存状態 挿図番号

扶入石器 頁岩 Sh1 53.09 10.79 I 12.6 完J!5 第 9図1

まl片 黒曜石 Ob1 53.85 14.06 I 9.13 3.5 完形 第 9図2

3 まIJ 片 黒曜石 Ob1 23.21 19.56 I 7.97 1.9 完形 第 9図3

剥 片 黒曜石 Ob1 22.16 14.34 7.09 I 1.3 上部欠 第 9図4 「
5 剥l片 黒曜石 Ob1 21.63 9.11 0.2 上部欠 第 9図5

6 最IJ 片 黒曜石 Ob1 13.88 0.2 下部欠 第 9図6

まIJ 片 黒曜石 Ob1 16.76 3.22 I 0.3 上下部欠 第 9図7

8 求IJ 片 黒曜石 Ob1 19.75 3.48 0.4 下部欠 第 9図8

I 9 まIJ 片 黒曜石 Ob1 16.92 8.73 3.31 0.3 完形 第 9凶9

HH 
若IJ 片 黒曜石 Ob1 16.05 5.93 l.87 。l 上下部欠 第 9図10

景IJ 片 黒曜石 Ob1 」 19.06 I 8.44 3.65 0.5 上部欠 第 9図11

まIJ 片 黒曜石 Ob1 9.l2 l.94 。l 上部欠

出
まIj片 黒曜石 Ob1 0.86 ~上下部欠

まIJ 片 黒曜石 Ob1 12.09 。l 完形

まIJ 片 黒曜石 Ob1 ~ 3.63 l.01 01i左側縁欠

最Ij 片 黒曜石 Ob1 6.l2 l.86 0.1 右側縁欠

17 来IJ 片 黒曜石 Ob1 11.26 4.16 1.31 0.1 I上下部欠

18 まIj 片 ，¥1:'，、曜石 Ob1 1612」1 6.27 l.59 0.1 上部欠

まIj片 黒曜石 Obl 5.06 I 6.23 0.1 I完形

(単位 mm， g) 

第 6表 第 1文化層(第W層上部)出土の石器 A 覧
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第 3章検出された遺構と遺物

駅~~-YJ， 
旬-~ ¥1J 3 

〈と=コ

℃二三>
G4G4 
くこ二二コ

5 
~-~旬 6
どこっ〉

-~~や-~~
、ここコ

〈こここ7

ζご〉
5cm 

第12図第 2文化層(第VlI層)出土石器 (2/3)

遺存状態

右側縁欠

(単位 mm， g) 

第 7表第 2文化層(第四層)出土の石器一覧

30 



第 2節縄文時代

第 2節縄文時代

( 1 )概要

縄文時代の遺構については、 土坑21基・炉穴 1基が検出されている(第13図)。土坑については覆土

の観察により縄文時代と判断されるが、遺物の出土呈は少なく、詳細な時期について判断するのは困難

な土坑が多か った。

( 2 )土坑

162号土坑

遺構(第14図)

[位置](8-6)グリッド、。

[構造]東側の一部が調査区外。壁面は緩やかに立ち上がる o (平面形)卵形に近い楕円形。(規模)不

明X180cll1o (長軸方位) N -300 
- Eo (深さ)57cll1o (覆土)ローム粒子・赤褐色スコリアを含む暗茶

褐色士。

[遺物]出土しなかった。

[時期]縄文時代。

A 2 3 4 6 

B 

¥J 
315D 

C 

dコ
♀すD4m O 0~9D 

「
じ心
| 。

ι訟、

2002田 D02引 Dハ

。出

D 2660 
O 

O 

E 

10. 

一一一一一 一一一
第13図縄文時代の遺構分布図 0/400)
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第 3章検出された遺構と遺物

195号土坑

遺構(第14凶)

[位置](C-3)グリッ卜、 O

t構造] (平面形)円形。(規模)径60CIDo (深さ)14cIDo (覆土)ローム粒子・ローム小ブロックを含み、

炭化物粒子を僅かに含む暗茶褐色土を基調とする O

[遺物J出土しなかった。

[時期]縄文時代。

199号土坑

遺構

日立置](C-6)グリッドO

[構造]東側部分が133Hや撹乱等に切られ、詳細は不明。(平面形)不明。(深さ)16cIDo (覆土)上層

部はローム粒子を僅かに含む暗褐色士、下層部はローム粒子・ロームブロックを含む明茶褐色土。

[遺物]出土しなかった。

[時期]縄文時代。

251号土坑

遺構(第14図)

[位置] (C ・D-4)グリッド。

t構造]257D • 260Dに切られる O 壁面は緩やかに立ち上がる o (平面形)隅丸長方形か。(規模)148 

X 128cIDo (長軸方位) N -280 
- Eo (深さ)20CID。

[遺物]土器片が数点出土した。

[時期]前期後葉(諸磯 C式期)か。

遺物(第16図 1~ 4、第 8表)

1は早期条痕文系土器、 2~ 4は前期諸磯 C式土器である。

252号土坑

遺構(第14図)

[位置] (C ← 5 )グリッド。

[構造]248Dに一部切られる O 断面は皿状を呈する o (平由形)円形。(規模)径93cll1o (深さ)15cll1。

(覆土)ローム粒子・焼土粒子 ・炭化物粒子を含む暗茶褐色土を基調とする O

[遺物]出土しなかった。

[時期]縄文時代。

266号土坑

遺構(第14図)

[位置](D -5) グリッド。

[構造]140Hの掘り方精査の際に検出された。断面は皿状を呈する。(平面形)楕円形。(規模)62 x 

32 



第 2節縄文時代

56cffio (深さ)140H貼床下から1o Cffi 0 (覆土)ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子を含む暗茶褐色土を

基調とするO

[遺物]出土しなかった。

[時期]縄文時代。

267号土坑

遺構(第14図)

[位置] (C -4)グリッド O

[構造]底面はほほ‘平面であるが、北側がやや低くな っているo(平面形)楕円形。(規模)110 X 95cffio 

(長軸万位) N -100 
- Wo (深さ)30Cffio (覆土)ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子を含む暗茶褐色土

を基調とする O

[遺物]出土しなかっ た。

[時期]縄文時代。

284号土坑

遺構(第14図)

[位置](C -4)グリッド。

[構造]234・239・240Dに切られ、詳細不明。(平面形)楕円形か。(規模)不明 X97cffio (長軸方位)

N -370 
- Eo (深さ)24cffio (覆土)ローム粒子・焼土粒子・炭化物粒子を含む暗茶褐色土を基調とす

る。

[遺物]出土しなかった。

[時期]縄文時代。

286号土坑

遺構(第14図)

[位置] (C -4)グリッド。

[構造]245・256・258・261Dに切られる O 断面はl皿状を呈するo(平面形)楕円形か。(規模)不明×

90Cffio (深さ)20Cffio (覆土)ローム粒子・炭化物粒子を僅かに含む暗茶褐色士を基調とする。

[遺物]土器片が l点出土した。

[時期]前期後葉か。

遺物(第16図 5、第 8表)

諸磯 C式土器である O

287号土坑

遺構

[位置] (C -4) グリッド、。

[構造]257・261・262Dに切られ、詳細不明。(平面形)円形か。(規模)不明。(深さ)26cffio (覆土)

ローム粒子・ローム小ブロック・ 炭化物粒子を含む暗茶褐色土を基調とする。
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第 3章検出された遺構と遺物

[遺物]土器片が 1点出土した。

[時期]早期後葉か。

遺物(第16図 6、第 8表)

早期条痕文系土器である O

290号土坑

遺構(第14図)

[位置](E-4)グリッ卜・0

[構造]145日の掘り方精査の際に検出された。(平面形)楕円形。(規模)140 X 118cffio (長軸方位)N-

580 
- Wo (深さ)145H貼床下から22cffi。

[遺物]出土しなかった。

[時期]縄文時代。

291号土坑

遺構(第14図)

[位置] (c - 1)グリッド、。

[構造]276・277Dに切られ、詳細不明。(平面形)円形か。(規模)径約104cffio (深さ)20Cffio (覆土)

ローム粒子・炭化物粒子を含む暗茶褐色土を基調とするO

[遺物]土器片が 1点出土した。

[時期]縄文時代(前期か)

遺物(第16図7、第 8表)

縄文時代前期と思われる土器片である O

314号土坑

遺構(第14図)

[位置] (D -3)グリッド O

[構造]南半部を148Hに切られる o (平面形)楕円形か。(規模)不明 X180cffio (長軸方位)N-360
-

Wo (深さ)32cffi。

[遺物]土器片が 1点出土した。

[時期]前期後葉。

遺物(第16図8、第 8表)

前期諸磯 C式土器である。

315号土坑

遺構 ( 第14図)

[位置](B -4) グリッド O

[構造]北半部を221Dに切られる o (平面形)楕円形か。(規模)不明。(長軸方位)N-So (深さ)

32cffio (覆土)ローム粒子・ローム小ブロック・炭化物粒子を含む暗茶褐色土を基調とする。
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第 2節縄文時代

[遺物]牒器が 1点出土した。

[時期]縄文時代。

遺物(第16図 9、第 9表)

醸器である O

317号土坑

遺構(第14岡)

[位置] (D-3)グリッド。

[構造]316D・149Hに切られる o (平面形)楕円形か。(規模)不明 X195cffio (長軸方位)不明。(深

さ)22cffio (覆土)ローム粒子・ローム小ブロック・炭化物粒子・焼土粒子を含む暗茶褐色土を基調と

する O

[遺物]出土しなかった。

[時期]縄文時代。

320号土坑

遺構(第15図)

[位置] (C-3)グリッド。

[構造] (平面形)楕円形。(規模)146 X 133cffio (深さ)20cmo (覆土)ローム粒子 ・ローム小ブロック・

炭化物粒子・焼土粒子を含む暗茶褐色土を基調とする。

[遺物]出土しなかった。

[時期]縄文時代。

321号土坑

遺構(第15図)

[位置] (C -4)グリッド、O

[構造]256・268Dに一部切られる o (平面形)ほぼ円形。(規模)112 X 108cffio (深さ)40Cffio (覆土)

4層に分層された。

[遺物]土器小片が数点、出土したが図示できるものはなかった。

[時期]縄文時代。

326号土坑

遺構(第15図)

[位置] (C-3)グリッド、。

[構造]297D・150Hカマド部に切られる。(平面形)楕円形。(規模)138 x 122cmo (深さ)30Cffi前後

で、中央は後世のピットの深さである。(覆土)ローム粒子・ローム小ブロック・炭化物粒子を含む暗

茶褐色土を基調とする O

[遺物]出土しなかった。

[時期]縄文時代。
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第 3章検出された遺構と遺物

327号土坑

遺構(第15図)

f位置](C~4) グリッ卜、 O

[構造]265・295Dに切られる O 本来 2基の士坑が重複しているものと思われるが、ここでは西側をA、

東側を Bとして説明するO 新旧関係は不明である。 <土坑A> (平面形)不整方形。(規模)不明 x86

Cs10 (長軸方位) N ~ 80o ~ Wo (深さ)42cs1o <土坑B> (平面形)不整方形。(規模)92 X 90cs1o (長

軸方位) N~740~Eo (深さ)54cs1o (覆土) A・Bともにローム粒子・ローム小ブロック・炭化物粒

示、焼士粒子を含む暗茶褐色土を基調とする O

[遺物]出土しなかった。

[時期]縄文時代。

328号土坑

遺構(第15園)

[位置](C ←3・4)グリッド。

f構造]240・296Dに切られる。 2基の土坑が重複しているものと思われるが、ここでは西側をA、東

側をBとして説明する O 新旧関係は不明である。<士坑A> (平面形)楕円形。(規模)80X57cs1o (長

軸方位)N ~ 640 ~ Eo (深さ)296Dの底面から18Cs1。 く土坑B> (平面形)楕円形。(規模)不明X56

Cs10 (長軸方位) N ~60o ~ Wo (深さ)296Dの底面から19Cs1(覆土)A・Bともにロ←ム粒子 ・ローム

小ブロックを含み、炭化物粒子を僅かに含む暗茶褐色土を基調とする。

[遺物]出土しなかった。

[時期]縄文時代。

329号土坑

遺構(第15図)

[位置] (C ←3 )グリッ卜、O

[構造]296Dに切られる O 底面は幾分中央が高くなっているが、ほぼ平坦であるo(平面形)楕円形。

(規模)87 X 60cs1o (長軸方位) N-60~Eo (深さ)23cs1o (覆土)ローム粒子 ・ローム小ブロックを

含み、炭化物粒子を僅かに含む明茶褐色士を基調とする O

[遺物]出士しなかった。

[時期]縄文時代。

( 3 )炉穴

4号炉穴

遺構(第17図)

[位置] (B ・C-3・4)グリ ッド。

[構造]221・235・237・264・294・298・309Dや後世のピッ卜に切られ、遺構上部の多くは破壊され

ている o 2基の炉穴が重複しており、西側A、東側Bとし説明する O 新旧関係は、土層の観察によって

AがBを切っており、 Bの構築が古いことが確認された。 <西側A> (規模・平面形)二重に掘り込み
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第 3章検出された遺構と遺物

¥ 

320号土坑

¥-aマ
327号土坑

仁三

1届 ロ←ム粒子 ローム小ブロッ ク， 小石を含む暗茶褐色土(佳世のピント).
2層 ローム粒子 ・ローム小ブロ ックを多く、暁土粒子ー度化物粧干を僅かに吉

む明茶褐色土σ

3層 ローム粒子 ローム小ブロック ・焼土佐子 ・炭化物粒子を古む暗茶褐色土。
4層 ロ ム粒子ーロ ム小ブロックを多く吉む明茶褐色士。
5層 ロ ム粒手 ーロ←ム小ブロ ックを多く含む暗黄褐色土。

321号土坑

へ白3
11-9明

蕊 総雨d
328号土坑

第15図上坑 2(1/60) 

326号土坑

¥Q) 
~ I . 

329号土坑

。 2m 

ーーーー

31di機b管グ D，市SFfミ03瀦壊MU 

5 議n06 

第16図士坑出土遺物 (1/3)
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1 ~ 4 251号土坑出 士遺物

5 286号土抗出土遺物

6 287号士坑出土遺物

7 291号土坑出土遺物

8 314号土坑出土造物

9 315号 !坑出土遺物

[1， 

5cm 
... ーー面画面ー画面面画ーー



2370 

100m 

“ 

第 2節縄文時代

1層撹君。
2層ローム粒子 焼士粒子 炭化物粒子を宮む暗茶褐色上。
3層ローム粒子 ローム小プロッ ク・ 壌土粒+ 炭1己物粧

乎を吉む暗茶褐色土。
4層ロ ム粒子続土粒子ー炭化物祖子を含む暗茶褐色忙
5層 ローム記子 ・ローム小プロッ ク ・班土粒子 焼土小プ

ロック 炭化物粒子を古む暗茶褐色土。
6層 ローム粒子 壌土粒 1.炭化物粒 Tを含む時茶褐色上4

7層ローム粒子 ローム小プロック を多く 、焼土粧子を古
む明茶制色土。

8層ローム粒子 ロ ム小ブロ ックを多く 、焼土粒子を吉
オ月昔前褐色土a

9層焼土粒 子を多く ローム粒子 炭化絢粒子会古む暗糸
褐色上。

10層 境士粒 す ー焼土小プロッ クを多く ロ←ム粒7 炭化
物粒子を吉む暗赤褐色土。

11層 ローム粒子を吉み、性土粒子会保かに吉む暗茶褐色土。
12層 ロ←ム粒 子 ロ ム小プロ ック会事く、 焼土粒子 を樺

かに吉む明茶褐色士。
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第17図 4号炉穴 ・出土遺物 (1/60・1/4・1/3)
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第 3章検出された遺構と遺物

挿図番号 文様・特徴など 色調
その他

備考・出土位讃なと

第16図11 25lD 1胴 |貝殻条痕文 |明褐色 |早期条痕文系 10' 101 繊維O

第16図21 25lD 

第16園31 25lD O 

第16図41 251D 1 胴
LRの単節縄文の地文のみ施
文

口縁部は内湾/最上段に隆帯
を貼f寸しその上に半裁竹管に
よる平行した連続刺突文/口

唇部から 4咽程の帽で半裁竹 l黒褐色
管による横位の鋸歯状文が施
され、その下にも連続刺突文
が施文/胸部にも横位の鋸歯
状文が施文

市ニーュ殻条痕文が施文 区一色

。

第16図51 286D 1 口縁

第16図6 r;~子 胴 繊維O

ガラ ス質
粒子。

下半が赤褐色、
上半が赤褐色

~黒褐色
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繊維0 1炉穴A部からの出土

炉穴A部からの出土

t戸i'=B剖iか らの出 土

1台土混入物の品 。 :多量 O 普通 ム:少量

第 8表 土坑・炉穴出土の縄文土器一覧

(単位 mm， g) 

第 9表上坑出土の縄文石器一覧

があり、外側は258x 183cmの楕円形を呈する O 内側は長軸方向の南東壁面に沿って約180x 90cmの長方

形に掘り込み、西端に炉床を有するo(長軸方位) N -540 
- E 0 (深さ)45cmo (炉床)85x65cmの楕円

状の範囲にロームが焼けて赤化しており、最も被熱を受けている部分では厚さ 15cmを測るo(覆土) 9 

層に分属されるo <東側 B) (規模・平面形)残存する部分では南北270cm、東西170cmで、あった。平面

形は不明である O 南端に炉床を有する。(長軸方位)不明。(深さ)38cmo (炉床)72 x 60cmの楕円状で

深さ 15cm程が焼けて赤化している。(覆土)残存していた部分は 2層に分層された。

[遺物]土器片が数点出土 した。

t時期]早期後葉。

遺物(第17図 1~ 4、第 8表)

すべて早期条痕文系土器である O

40 



第 3節古墳 時 代

第 3節古墳時代

(1)概要

古墳時代の遺構については、後期の住居跡16軒が検出された(第18図)。住居跡の分布は、 比較的調

査区西側では希薄のようであるが、ほぼ全域に分布するものと言える O 住居跡の時期は、その出土した

土器様相から 6世紀初頭から 7世紀後葉に比定できるが、 6世紀中葉~後葉は空白の時期と言える。

( 2 )住居跡

131号住居跡

遺構(第19図)

[位置] ( B~6 ) グリッド。

[住居構造]132号住居跡に切られるため、ごく一部の壁と貯蔵穴しか確認できなかった。(平面形)不

明。(規模)不明。(壁高) 15~21cmを測る o (壁溝)確認できなかった。(貯蔵穴)平面形は長方形を呈

し、規模は98x70cmを測る。

[遺物]覆土中及び貯蔵穴内から土器が出土した。その他、自然科学分析を行っていないが、炭化種子

(ヤマモモ 1点)が出土した。

A 2 3 4 

に:7月)
に4j/

5 6 7 

f.::J 

斤い
h
i|

B 

C 

D 

E 

第18図古墳時代後期の遺構分布図 0/400)
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第 3章検出された遺構と遺物

lラOD

も
傾化面

163D 
132H 

14ラD

1ヲ7D

A~ l "， -

。

131号住居跡貯融穴

l届ロ ム粒チを含む塑褐色士。

2層ロ←ム粒子 ・ローム小ブロックを宮む黒褐色士@

3層ローム粒子 ローム小プロ yクを多く含む明茶褐色土.

4届ローム粒子 ローム小プロγクを古む黒色土。

5層ローム粒子 ローム小プロ ックを吉む暗茶褐色土。

6層ローム粧子 ローム小ブロック会吉む黒褐色士。

7層ローム粒子 ローム小プロックを宮む暗黄褐色土。

8届ローム桂子 ー性土粒子・炭化物組子を吉む黒褐色上。

9層 ローム粒子 ・ローム小プロック 焼土粒子を含む黒褐色士。

lO眉ローム粒子 ーローム小ブロンクを多く吉む暗黄褐色士@

II層ローム粒子 ローム小プロックを多く吉む暗黄褐色士。
12層ローム組子 ローム小プロ γ ク・ロームプロγ クを含む暗黄時色土。

13届貼床。

1m 

第19図 131・132号住居跡 (1/60)

-42-



第 3節古墳 時代

[時期]古墳時代後期(6世紀初頭)。

遺物(第21図、第10表)

土器はすべて土師器で、士不c1~ 6)、高郎(7)、警は)、甑(9 )である O

132号住居跡

遺構(第19・20図)

[位置](B~6) グリッド。

[住居構造] 131 Hを切る。多数の土坑と30Mにより破壊されているため北コーナーは不明であり、東

コーナーは調査区域外である o (半面形)正方形。(規模)7.06 x 7.00mo (壁高) 16~27cmを測り、壁

はほぼ垂直に立ち上がる o (壁溝)確認できた範囲ではカマドを除いて全周する。上幅 16~30cm ・下幅

5 ~14cm ・深さ 5 ~15cmを測る o (床面)全体的によく硬化している O 貼床は 5~18cmの厚さで施され

ていた。(カマド)北西壁の中央よりやや西に偏って位置する O 左側袖の一部は151Dにより壊されてい

る。長さ 130cm・幅不明・壁への掘り込み40cmを測る o (柱穴)本住居に伴うものは検出されなかった。

(貯蔵穴)カマドの左側に位置するが、上部は土坑などにより壊されているO 平面形は間丸長方形を呈

し、規模は82x52cmを測る。住居床面からの深さ は60cmを測る。覆土はローム粒子・ローム小ブロック・

焼土粒子を含む黒褐色土を基調とする。(覆土)12層に分層される O

[遺物]カマド周辺及び貯蔵穴内か ら土器、鉄製品などが出土した。その他、自然科学分析を行ってい

ないが、炭化種子(ヤマモモ 1点、〉が出土した。

[時期]古墳時代後期c7世紀中葉)。

遺物(第22図、第11表)

土器はすべて土師器で、郎C1~4)、聾 (5 ~ 8)、 甑 (9 )である O その他、土製品(10)、ミニ

チュア土器(11)、鉄製品 02・13)である O

/ 

lラ1D

11..0 ... 

園 袖部粘土範囲

1届 ロ←ム粒子 ・焼士粒子桂士小プロック 粘土粧子 粘

:十小プロンクを含む暗茶褐色土。
2層 棋士粒子 蛙士小プロッ クを多く、 ローム杭子 粘土粒

子を含む時赤褐色十G

3届 ローム粒子 ロ←ムブロック(カ リカリ)を含む黄間色士。

4届ローム粒子 ロ ムプロッ クを多く、焼士粒子 炭化物

粒子を吉む暗黄褐色土。

5層 ローム粒子 ・焼土粒子粘土粒子 炭化物粒子を吉む黒

同色土。

6;画粘士粒子 ・粘 土小プロッ クを多く、焼士杭子 焼士小プ

ロックを含む暗灰褐色士。

7層 焼士粒子ー 焼土プロック を多く、粘土粒子を古む暗赤禍

色土。

8届 ローム粒子 ロ ム小プロッ クを多〈、韓上粧子 炭化

物粒子 ・粘土粒子を合む暗黄褐色土ー

9局面ロ ム粒子 焼士粒子・炭化物粒子 ・粘土粒子を含む暗

茶褐色土。

10層ローム粒子 ・ロームプ ロックを含む黄褐色土。

11廊 鮎床E

日 1m

第20図 132号住居跡カマド 0/30)

43 



第 3章検出された遺構と遺物

黒彩

10cm 
J 

逗iJ.

5cm 
-ー画面面画面ー面ーー面ー画面

第21図 131号住居跡出土遺物 0/4・1/3)

133号住居跡

遺構(第23・24図)

[位置] (C -6・7)グリッド。

[住居構造]土坑と多数のピットにより一部壊されている。東コーナーは調査区域外である o (平面形)

正方形。(規模)6.92X6.82mo (壁高) 15~32cmを測り、壁は急斜に立ち上がる o (壁溝)カマドを除

いて全周する O 上幅19~30cm ・下幅 6 ~14cm ・深さ 14~21cmを測る o (床面)入り口付近からカマド前

面にかけて良く硬化している O 貼床は 2~ 8 cmの厚さで施されている o (カマド)北西壁のほぼ中央に

位置する O 撹乱によりかなり壊されているため、燃焼部付近しか確認できなかった。袖部はロームを馬

蹄形状に残し、その上に粘土を被覆して構築されていたものと思われる O 燃焼部は良く焼けて赤化して

いた。(柱穴)主柱穴と思われるものが各コーナー付近の 4ヶ所から検出され、東と南コーナーのもの

は2本ずつ重複していた。 深さは39~56cmを測る 。 入口ビットと思われるものが南東壁の中央付近から

検出された。深さは26cmを測り、北側には高さ1~ 5 cmのコ字状の凸堤が巡らされていた。(貯蔵穴)

カマドと北コーナーの中間付近に位置する O 平由ー形は隅丸長方形を呈 し、規模84X 58cm・深さ80cmを測

るO 覆土はローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物粒子・粘土粒子を含む暗茶褐色土を基調

とする o (覆土)上層はローム粒子・ローム小ブロックを含む暗茶褐色土、下層はローム粒子 ・ローム

小ブロックを含む黒褐色土を基調とする O

[遺物]カマド及び貯蔵穴周辺から比較的多く土器が出土した。

[時期]古墳時代後期(7世紀前葉)。

遺物(第25図、第12表)
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第22図 132号住居跡出土造物 0/4・1/3)

45 



第 3章検出された遺構と遺物
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第 3節古墳時代

匿詔 袖部粘土範囲

1m 

第24図 133号住居跡カマド 0/30)

土器はすべて土師器で、士不C1~7)、鉢( 8 )、護(9~13)、甑(14 ・ 15) である O その他、土製

品(16)、ミニチュア土器(17)、石製品 (18)、鉄製品(19)である O

134号住居跡

遺構(第26図)

[位置] (D -6・7)グリッド。

[住居構造]南東コーナーは調査区域外である o (平面形)正方形。(規模)6.94 x 6.92mo (壁高) 11 

~3 1cmを測り、壁はほほ、垂直に立ち上がる o (壁溝)カマドを除き全周する O 上幅16~22cm ・下幅 4~

8 cm・深さ 7~11cmを測る o (床面)壁際を除いてよく硬化している O 貼床は 2~ 8 cmの厚さで施され

ている。(カマド)北壁の中央よりやや西に偏って位置するが、 198Dにより中央付近から左袖にかけて

かなり壊されている O 長さ 130cm・幅不明・壁への掘り込み40cmを測る O 袖部はロームを馬蹄形状に残

し、その上に粘土を被覆して、構築していたと思われる O 袖部の内側は良く焼けて赤化していた。(柱

穴)主柱穴と盟、われるものが 4 本確認された。深さは67~78cmを測る。南西コ ーナーの柱穴内から高杯

の脚部が出土した。(貯蔵穴)北西コーナーに位置する O 平面形は長方形を呈し、規模は126x76cm・深

さ58cmを測る O 北側を除く周囲に幅10cm・深さ 4cmほどの段が設けられている O 覆土は上層がローム粒

子・ローム小ブロック・焼士粒子・炭化物粒子を含む暗茶褐色士、下層がローム粒子・ローム小ブロッ

クを多く、焼土粒子・炭化物粒子を含む明茶褐色士を基調とする。(覆土)ローム粒子・ローム小ブロッ

ク・ロームブロックを多く含む暗茶褐色土を基調とする。堆積状態から判断して、人為的に埋め戻され

た可能性がある O

[遺物]カマド及び貯蔵穴周辺と住居丙半部から多くの土器が出土した。その他、不明炭化物塊が数個

検出されている(付編参照)。

[時期]古墳時代後期c7世紀中葉)。

遺物(第27・28図、第13表)
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第 3章検出された遺構と遺物

土師器杯C1~7)、土師器鉢( 8・9)、土師器甑(10~12)、土師器聾 (13~29)、須恵器聾 (30~

35)、石製品 (36)である O

135号住居跡

遺構 ( 第29図)

[位置](C -6・7)グリッド。

[住居構造]北西コーナー付近以外は調査区域外であるため詳細は不明である o (壁高) 27~37cmを測

り、壁はほぼ垂直に立ち上がる o (壁溝)確認できた範囲では、巡らされていた。上幅14~20cm ・下幅

6 ~ 10cm・深さ 7~lOcmを測る。(床面)よく硬化しており、ほぼ直床である o (カマド)北壁にあると

思われる o (柱穴)深さ60cmのものが主柱穴の可能性がある。(覆土)10層に分層される O

[遺物]カマド付近から多くの土器が出土した。その他、土器内から炭化種子(イネ等)が検出されて

いる(付編参照)。

[時期]古墳時代後期(7世紀後葉)。

遺物(第30・31図、第14表)

すべて土師器斐形土器で、 1~4 は丸護、 5 ~15は長歪である O

136号住居跡

遺構 ( 第32・33図)

[位置] (E -6・7)グリッド。

[住居構造]西コーナー付近以外は調査区域外であるo 139Hに切られ、 137Hを切る o (平面形)方形。

(規模)不明。(壁高)残りの良いところで、約40cm、土層断面で、60cm を i~)J る O 壁は急斜に立ち上がる O

(曙溝)確認できた範囲では、カマドを除いて巡らされていた。上幅16~24cm ・下幅 6 ~10cm ・深さ 9

81 

第29図 135号住居跡 0/60)

-52-

1層表土及び桂世のピット。

2層 ローム粒子ー焼士粒子 炭化物粒子を含む黒褐色士。
3層ローム粒子・ローム小プロックを多く、桂士粒子 ・炭

化物粒子を僅かに古む暗茶褐色土。

4属ロ ム粒予 ・ローム小ブロックを多く、焼土粒子 ・炭

1ヒ物粒子を僅かに含む明茶褐色土。
5層 ローム粒子 ーロ←ム小ブロックを多く、焼上粒子・炭

化材を吉む暗黄褐色士一

6層ローム粧子ーローム小プロック 控十粒子 炭化物粒

子 炭化材を古む黒褐色土。
7層焼土粒子 焼上小フ'ロ ックを多く、 ロ ム粒子 炭化

物粒子を吉む暗赤褐色土。

8層 ロ ー ム 粒子 ・ローム小ブロックを多く、焼土粒子・炭

化物粒子炭化材を古む明茶褐色土。
91量 ローム粒子 ーロ←ムノj、プロック 桂土粒子焼土小プ

ロック・炭化物粒子を吉む黒色土。

10層 ロ ムブロック。

11層 ロ←ム粒子・ローム小プロヅク を多く古む暗黄禍色土。

2m 
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EE粘土範囲

第 3節古墳時代

。
/ 

A. ~3 "， 

L zこ

1，層盛土及び悦乱。

lb崩表士。

2肘ローム粒子 ・桂十粒Tを僅かに吉む黒褐色士。

3府 ローム粒子 ・ローム小ブロック・焼土抗 F 粘

土粒子を含む黒禍色 士。

4嗣ローム粒子 ・ローム小ブロック ・炭化物杭「を

1';む黒褐色士。

5府ローム粒子地土粒子会合む11行茶褐色九

6府ローム軒 J ローム小プμ ック 焼土粒イ か;
化物粒-{を含む黒褐色 卜i

7 J面粘土粒子粘土小プロック 粘土ブロックを多

く、焼よ粒子 炭化物粒子を古む暗灰褐色 t。
8用 粘 土粒7 粘 t小プロックを多く、ローム和子

焼土桂子 炭化物粒7を吉む暗茶褐色ー七。

9層ローム粒子 ローム小プロソク・焼土和子 粘

士粒子 炭化物粒子を吉む暗茶褐色上。

10層ローム粒子 ローム小プロック ・焼1粒子 ・粘

士粒子 鋭化物粒子を青む黒色土。
11府ローム粒子 ローム小プロック ・炭化物粒子を

吉む黒禍色土.

12府 ローム粒子 ローム小ブロック会多く吉む暗前

褐色i;.
13崩 ローム粒子 ロ ムノl、プロックを多く吉む時前

褐色土(貼;ff).

14M ローム粒子 ロ ム小プロックを多く 含む時出

禍色土(ピッ ト)園

2m 

第32図 136号住居跡 ・遺物出土状態 0/60)
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SSl，" -

にJ

区富 袖部粘土範囲

第33図 136号住居跡カマド (1/30)

1層 灰白色粘土を多く、焼上粒子を含む民褐色土

(壇和粘土属)“
2届灰白色粘土。

3骨灰白色粘土 焼士粒子腔上小ブロックを多

く古む時事褐色土。

4届粘土粒子・焼士粒子・ ローム粒子炭化物粉

子を吉む黒褐色土。

5層 粘土プロシク。

6層ロ ム粒子構土粒子炭化物粒子・粘土を

吉む暗黄時色土u

7属目占床。

1m 
-ー面画面ー

~12cmを測る。(床面)壁際を除きよく硬化している o (カマド)北西壁に位置する。主軸方位はN-300 

Eo長さ138cm・幅113cm・壁への掘り込み40cmを測る O 袖部はロームを馬蹄形状に残し、その上に粘土

を被覆して構築している O 粘土中か ら補強材として使われたと思われる長査が出土している O 天井部も

粘土c1・ 2層)で構築されていたものと考えられる O 燃焼部は良く焼けており、その付近の袖部内側

も良く焼けて赤化していた。燃焼部直上から長歪 3点が出土した。煙道は700 程の勾配で立ち上がって

いる。(柱穴)西コーナーの深さ72cmのものが主柱穴の可能性があるo (貯蔵穴)カマド左側の西コーナー

に寄って位置し、半面形は長方形を呈する O 規模は150x 98cm・深さ71cmを測る O 周囲にテラス状の段

が2段あり、外側が幅 6~20cm ・深さ 6 cm、内側は幅約 5cm・深さ 12cmを測る。覆土はローム粒子 ・ロー

ム小ブロック・焼士粒子を含む暗茶褐色土を基調とする O 土師器鉢・聾・甑、炭化種子(イネ)が出土し

ている。(覆土)13層に分層さ れる。

[遺物]カマド及び貯蔵穴付近から多くの土器が出土した。その他、土製品、石製品、鉄製品が出土し

た。ま た、貯蔵穴出土土器内より炭化種子(イネほか)が検出されている(付編参照)。

[時期]古墳時代後期(7世紀前葉)。

遺物(第34~36図、第15表、凶版31-1-32)

須J恵器郎蓋c1・ 32)、土師器杯(2~ 5)、士師器鉢(6・7)、土師器甑 (8~12)、士師器聾(13

~27)、土製品 (28 ・ 29) 、石製品 (30)、鉄製品 (31)である 。

137号住居跡

遺構(第37図)

[位置](E-6)グリッド、 O

56 
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第 3章検出された遺構と遺物

[住居構造]136・139Hに切られ、さらに土坑と撹乱にも壊されている(平面形)正方形。(規模)3.70 

x 3.66mo (壁高)残りの良い北東壁で25~30cmを測り、壁はほぼ垂直に立ち上がる。(壁溝)カマド部

分を除いて全周すると思われる。 上幅18~25cm ・トー幅 7 ~lOcm ・深さ 8 ~13cmを測る。北東壁ーから北コー

ナーの主柱穴まで、間仕切りと思われる上幅30α11・下ー幅15cm・深さ 14cmの溝が確認された。(床面)入

日付近からカマドの全面にかけて良く硬化している o (カマド)北西壁の中央よりやや西に偏って位置

する。王軸方位はN-390 -W。長さ約100cm・幅86cm・壁への掘り込み 5cmを測る O 袖部はロームを馬

蹄形状に残して構築されており、燃焼部は 7cm程の掘り込みがあり良く焼けて赤化しているo (柱穴)

主柱穴と思われるもがは 4 本確認され、深さ 54~70cmを測る O 南東壁の中央付近に入口ピッ卜と思われ

る深さ29cmのものが検出され、北西側に高さ 3~ 4 cmの凸堤が巡らされていた。(貯蔵穴)南コーナー

付近に位置し、平面形は隅丸長方形を呈する O 規模は58x 54cm・深さ60cmを測る。(覆土)ローム粒子・

ローム小フロックを多く、焼土粒子 ・炭化物粒子を含む明茶褐色土を基調とする O 住居中央付近の床面ー

から粘土が検出され、取り除いたところ深さ23cmのピット状の掘り込みが確認された。

[遺物]覆土中及び床面上から土器が出土した。

/ 

1M 

C 

1840 

¥136H 

¥ 
¥ ヨ

監雪 粘土範囲

1届 ローム粒子 ロ←ム小プロック 焼土粒子 ・

粘土粒子・ 炭化物粧子を含む暗茶褐色土.

2;画 世上ブロ γ ク。

3層灰褐色粒子を多く、焼上粒子焼土プロック
，炭化物粒子を古む灰褐色士。)カマ ド

4層ロ←ム粒子 を多く‘炭化物粒子焼士粒子を
D 

含む黄褐色土。
5届 炭化物粒子を多く、ロ ム粒子 ・焼七粒子

粘土粒子を吉む黒褐色土。

6層貼床。

2m -
第37図 137号住居跡・ 190号土坑 (1/60)

-60-
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第38図 137号住居跡出土遺物 0/4)

[時期]古墳時代後期(6世紀前葉)。

[所見]床面上から炭化材が多く出土していることから、焼失住居の可能性がある O

遺物(第38図、第16表)

土器は土師器で、町、c1~ 4)、高杯(5・6)、聾(7 ~10) である O

10 

1O，m 

140号住居跡

遺構(第39・40図)

[位置] (D -4・5)クリッド。

[住居構造]井戸と土坑により一部壊されている。(平面形)正方形。 (規模)7.45 x 7.40mo (壁高)

12~37cmを測り、壁はほぼ垂直に立ち上がる o (壁溝)確認できた範囲では、カマド部分を除いて全周

する O 上幅18~24cm ・下幅 5 ~12cm ・深さ 13~19cmを測る o (床面)壁際を除いてよく硬化している O

-61-
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第 3節古墳時代

196D 

日
匝面画面面画面面

1層 灰褐色粘土を多く、 ロ ム粒子ーロ ム小ブロック 焼土粒「 炭

化物粒子 を古む灰褐色土(混和粘f届)。

2届桂士粒子 境土小ブロッ クを多く 、粘土粒子炭化物粒子を含む暗

赤褐色士C

3層ローム粒子 ローム小ブロッ クー 壌土粒子 。炭化物粒一子 粘土恥?

告吉tr黒褐色土。
4層ローム粒子 ロ←ム小プロソクを多く、粘土粒子を含む陪黄褐色土c

。 1m

1m 

第40図 140号住居跡遺物出土状態・カマド 0/60・1/30)
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第 3節古I責時代

(カマド)北壁の中央よりやや東に位置するが、 2基の井戸に壊されているため遺存状態は良くな l¥o

主軸五位はN-S、長さ 105cm・幅不明。袖部はロームを馬蹄形状に残し、その上に灰褐色粘土を被覆

して構築していたと思われる。煙道は400 程の勾配で立ち上がっている。燃焼部は 3cm程の掘り込みを

もち、良く焼けて赤化していた。(柱穴) 主柱穴は 4 本で、深さ 108~ 1l 5cm を測る O 南壁の中央付近か

ら1m程離れたところに入口ピットと思われる深さ39cmのものがあり、北側に高さ 2~ 3 cmの凸堤が巡

らされている。(貯蔵穴)北東コーナーに位置し、 と|工面形は隅丸長方形を呈する O 規模は76x 100cm・深

さ75cmを測る O 覆土はローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物粒子を含む黒褐色土を基調と

する o (覆土)上層はローム粒子・焼土粒子・炭化物粍子を含む黒褐色土、下層はローム粒子を多く焼

土粒子・炭化物粒子含む明茶褐色土を基調とする。部分的にローム柑子・ロ ム小ブロックを多く含む

箇所があるため、人為的に埋め戻されたと思われる。

[遺物]覆土中や床面上、カマド内から土器が出土した。

[時期]古墳時代後期(6世紀末葉)。

[所見]遺物の大部分が覆土中から出土 しているため、住居の埋め戻しの際に廃棄されたものと考えら

¥ 

166D 

210D 

。
21ヲD

A13..:0m 

硬化面
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-----:7""' 
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第42図 141号住居跡 0/60)
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、雨傘

1届ローム粒子・ローム小プロック 焼土和子・

最上小プロック を吉む晴茶褐色上白

21語貼床。

2m 



第 3章検出された遺構と遺物

れる。

遺物(第41図、第17表)

土師器杯C1~7)、土師器壷( 8 )、土師器甑(10・11)、土師器聾(9 ・ 12~15)、須恵器高杯 (16)

である O

141号住居跡

遺構(第42図)

[位置](8 -5・6)グリッド。

[住居構造]多数の土坑により住居の大部分が壊されている。(平面形)問丸方形。(規模)5.20 x4.28 

ffio (壁高) 8 ~21cmを測り、壁はほぼ垂直に立ち上がる。(壁溝)カマド部分を除いて全周すると思わ

黒彩

7 

100m 

第43図 141号住居跡出土遺物 0/4)
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第 3節古墳時代

れる O 上幅14~20cm ・卜. ~J面 4 ~ 8 cm・深さ 8~18cmを測る o (床面)住居入口付近からカマド前面にか

けて硬化していると思われる。貼床は 2~10cmの厚さで施されていた。(カマド)北壁の中央よりやや

東に偏って位置する。主軸方位はN-300 
- E 。遺存状態が悪いため詳細は不明であるが、袖部はロー

ムを馬蹄形状に残して構築されていたと思われる。(柱穴)主柱穴と思われるものが、 2本ず、つの重複

形態で 4 ヶ所から検出された。深さは38~58cmを測る O 南壁の中央よりやや東に偏った所に入口ピット

と思われる深さ26cmのものがあり、北側には高さ 2~ 3 cmの凸提が巡らされていた。(貯蔵穴)カマド

の右側に位置し、半面形は隅丸長方形を呈する O 規模は70x 53cm・深さ30cmを測る。(覆土)ローム粒

子・焼土粒子・炭化物粒子を含む黒褐色土を基調とする O 床面上からは多くの焼土が検出された。

[遺物]カマド及び貯蔵穴内から土器が出土した。

[時期]古墳時代後期(7世紀前葉)。

[所見]床面上から焼土が多く検出されたことから、焼失住居の可能性がある O

遺物(第43図、第18表)

土器はすべて土師器で、杯c1~ 3)、高士不(4)、壷(5 )、鉢(6 )、警c7~ 9)である。

142号住居跡

遺構(第44図)
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第 3章検出された遺構と遺物

[位置](E-5) グリッド。

[住居構造] 1 M ・191D ・撹乱によりかなりの部分が壊されているため詳細は不明である。144Hを切

るo (平面形)方形。(規模)不明。(壁高)残りのよいところで15cmを損IJり、壁はほぼ垂直に立ち上が

るo (壁溝)確認できた範囲では巡らされていた。(床面)残存していた部分は、よく硬化していた。

(柱穴)主柱穴は 4本と思われるが、深さ64cmと70cmのもの 2本しか確認できなかった。(貯蔵穴)北西

壁の北コーナーに偏って位置し、平面形は隅丸長方形を呈する O 規模は76x50cm、深さ50cmをyJ!lJる。 覆

土はローム粒子・ローム小ブロックを多く、炭化物粒子を含む明茶褐色土を基調とする O

[遺物J覆土中及び貯蔵穴内から僅かに土器が出土した。

[時期]古墳時代後期(7世紀中葉)。

遺物(第45図、第19表)

士器はすべて土師器で、原(1)、護(2・3・5)、甑(4 )である。

143号住居跡

遺 構 ( 第47図)

[位置](8 -4、 5)グリ ッ卜、。

[住居構造]北側は調査区域外であり、さ らに30Mと多数のピットに壊されている。(平面形)正方形。

(規模)6.04 x 6.00mo (壁高) 1O~32cmを測り、壁はほぼ垂直に立ち|二がる o (壁溝)確認できた部分

では全周する。上幅18~24cm ・下幅 6 ~12cm ・深さ 8 ~12cmを測る o (床面)住居中央付近に硬化面が

確認された。(柱穴)主柱穴は 4 本と思われるが、確認できたのは 3 本で、深さは87~97cmを測る O 南

東壁中央付近の深さ21cmのものは入口ピットと盟、われる o (覆土)ローム粒子・ローム小ブロック・焼

土粒子・炭化物粒子を含む黒褐色土を基調とするO 南東壁付近から粘土と炭化材が検出された。

[遺物]土器と鉄製品が出土した。

[時期]古墳時代後期(7世紀中葉か)。

[所見]炭化物が床面上から多く検出されていることから焼失住居の可能性がある O

遺物(第47図、第20表)

土師器護(1)、ミニチュア土器(2 )、鉄製品(3~ 5)である O

144号住居跡

遺構(第44図)

[位置](E-5) グリッド、。

[住居構造] 1 Mによりほとんど壊されているため、北コーナー付近しか確認できなかった。142Hに

切られる o (平由形)方形か。(規模)不明。(壁高)残りの良いところで14cmを測り、 壁は急斜に立ち

上がる o (壁溝)確認できた部分では巡らされていた。上幅18cm・下幅 6cm ・深さ 14cmを測る。(柱穴)

主柱穴と思われるものが 1本確認できた。深さは残りの良い床白から87cmを測る。(貯蔵穴)北コーナー

に位置し、平面形は隅丸長万形を呈する。規模は88x 62cm、深さ64cmを測る O 覆土はローム粒子 ・ロー

ム小ブロック・炭化物粒子を含む黒褐色土を基調とする。底近くから粘土ブロックが多く出土 している。

(覆土)ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物粒子・粘土粒子を含む暗茶褐色土を基調と

する O
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第 3章検出された遺構と遺物
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古墳時代第 3節

[遺物]貯蔵穴周辺から土器が出土 した。

[時期]古墳時代後期(6世紀前葉)。

物 (第46図、第21表)遺

土師器杯c1・2)、土師器護(3 )、土師器甑(4 )、須恵器壷(5 )である O

145号住居跡

構 (第48図)遺

グリッド O[位置] (E -4) 

③ー¥
//~ 

[住居構造]146Hと1・32Mに切られているため詳細は不明である o (平面形)方形か。(規模)不明。

32 M 

146 H 
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第 3章検出された遺構と遺物

(壁高)残りの良いところで 5cmを測り、壁は急斜lこ立ち上がる o (壁溝)確認できた部分ではカマド付

近を除いて巡らされていた。 仁幅22~24cm ・下幅 8 ~10cm ・深さ 23~27cmを測る o (床面)壁際を除い

てよ く硬化した面が確認認、されたO 東壁付近の床面が

施されていたo (カマド)北壁に位置するが、 146Hの床下より検出されたため規模90x 70cm・深さ24cm

の楕円形の掘り込みしか確認できなかった。(柱穴)深さ78cmのものが本住居の主柱穴と思われるo (貯

蔵穴)北壁のカマドの左側に位置し、平面形は長万形を呈寸る O 規模は66x 50cm、深さ73cmを測る。覆

上はローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子 ・炭化材・焼離を含む暗茶褐色士を基調とする o (覆士)

ローム粒子を含み、ローム小ブロック・炭化物粒子を僅かに含む暗茶褐色土を基調とする O

[遺物]カマド前面の床面上から土器と覆土中から銅製品が出土した。

[時期]古墳時代後期c7世紀前葉)。

遺物(第48図、第22表)

土師器杯 cl~ 3)、土師器蓋(4 )、銅製品(5 )である O

146号住居跡

遺構(第49図)

i位置] (D ・E-3・4)グリ ッド。

[住居構造]北側は32Mにより仁部が壊されている o (平面形)隅丸五形。(規模)4.56 x 4. 70cmo (壁

高)残りの良いところで20cmを測り、壁は急斜に立ち上がる o (壁溝)カマドを除いて全周する。上幅

14~22cm ・卜幅 4 ~ 8 cm ・深さ 7~20cmを測る o (床面)入口付近からカマドにかけて良く踏み固めら

れていたと思われる。(カマド)北壁のほほ中央に位置する。 32Mによりかなり壊されているため詳細

は不明であるが、右袖には掘り残されたロームとその上に被覆された粘七が確認できた。燃焼部は良く

焼けて赤化しており、左側から倒立した長警が出土している o (柱穴)主柱穴は 4本検出され、深さは

42~47cmを測る 。 南壁の中央よ り内側に50cm程入った所に、入口ピットと思われる深さ 10cmのものが検

出され、北側にはU字状で高さ 4cm程の凸堤が巡らされていた。(貯蔵穴)北東コーナーに位置し、平

面形は隅丸長方形を呈する O 規模は76x 58cm、残りの良い床面からの深さは45cmを測る。底から 5cm程

浮いた状態で、小型の聾が出土 した。覆士は上層がローム粒子・ローム小ブロックを含み、焼土粒子 ・

炭化物粒子を僅かに含む暗茶褐色士、下層がローム粒子・ローム小ブロックを多く含む暗黄褐色土を基

調とする。(覆土)上層はローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子・ 炭化物粒子含む暗茶褐色士、下

層はローム粒子・ローム小ブロックを多く、焼土粒子・ 炭化物粒子を含む黒褐色土を基調とする。

[遺物]貯蔵穴及び入口門堤部から比較的多くの士器が出土 した。その他、炭化種子(イネ)。

[時期]古墳時代後期(7世紀後葉)。

遺物(第50図、第23表)

土師器i不(1)、土師器壷(2 )、土師器護 (3~ 6)、土製品(7)である。

147号住居跡

遺構(第51図)

[位置] (D -3、E- 2・3)クリッド。

[住居構造]南側は 1Mにより壊されている O 貼床下より壁溝が検出されたことから、住居の拡張が行

72 
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第 3章検出された遺構と遺物

見卓三ヨ1

r札
口
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C 
100m 

-ー

われたものと思われる。拡張後をA、拡張前を Bとする。(平面形)正方形。(規模) Aが4.30x 4.26cm、

Bが4.30x 3.62mo (壁高)残りの良いところで14~21cmを測り、壁はほぼ垂直に立ち上がる。(壁溝)

確認できた部分ではカマドを除いて全周する。 Aが上幅18~24cm ・下幅 8 ~12cm ・深 さ1O~17cm、貼床

下部の B の壁溝は上幅約26cm ・下幅12~16cm ・深さ 13~18cmを測る o (床面)入口付近からカマドの前

面にかけて良く硬化している。貼床は 2~12cmの厚さで施されていた。(カマド)北西壁の中央よりや

や西に偏って位置する。主軸方位はN-300 
- Eo長さ 100cm・幅44cm・壁への掘り込み 6cmを測る O

(柱穴)主柱穴と思われるものが 4 本検出され、深さは58~76cmを測る。南東壁の中央付近にある深さ

13cmのものが入口ピットと思われ、高さ 5cm程の凸堤が巡らされている。貼床下からピット 2本が検出

された。深さはA住居床面から28・38cmを測る o (貯蔵穴)西コーナーに位置し、平面形は長方形を呈

する O 規模は50x 34cm・深さ37cmを測る o (覆土)ローム粒子・ロームブロックを多く、焼士粒子・炭

化物粒子を含む暗茶褐色士を基調とする。 6層はA住居の貼床と思われるが、遺存状態が悪く 一部しか

確認できなかった。

[遺物]カマド周辺及び貯蔵穴内から土器が僅かに出土した。

[時期]古墳時代後期c7世紀中葉~後葉)。

遺物(第51図、第24表)

すべて土師器杯である O

第50図 146号住居跡出土遺物 0/4)
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小ブロック 炭化物担子 粘土粒子を吉む暗茶褐色土。� I
〉 カマド� 2層ロムプロ�  γク。� r
 

3層 ローム粒 子 ローム小ブロ� yクを多く古む黄褐色土。� )
 
4帰 ローム粒� F・ローム小ブロ ックを多く 吉む暗黄褐色土。� (8皆溝)
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148号住居跡

遺構 (第52~54図) 

[位置] (D -3・4)グリ y ドO 

t住居構造]南西コ ーナ ーは� 32Mにより上層が壊されている(平面形)方形。(規模)� 6.94x6.80cm。

(壁高)22~49cmを測り、壁はほぼ垂直に立ち上がる。 (壁溝)カマドを除いて全周する 。 上幅20~30cm • 

下幅� 8 ~14cm ・深さ1l~26cmを測 る O 間仕切りと思われる溝が東壁と南壁に 2 ヶ所ずつ、西壁には 2 本

並行したも のが� 3ヶ所の計10本確認された。(床面)入口ピットからカマ ドにかけて良く硬化していた。

人口凸堤の北側床面が一部焼けて赤化していた。貼床は� 2 ~ 9 cmの厚さで施されていた。(カマド)北

壁の中央よりやや東側に偏って位置する。主軸方位は� N-70 -W。長さ� 133cm・幅1l1cm・壁への掘り� 
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第 3節古墳時 代

込み30cmを測る。 後世ピットにより 一部壊されている O 袖部はロームを馬蹄形状に残しその上に粘土を

被覆し、天井部と共に構築されていたと思われる O 燃焼部は焼けて赤化してる o (柱穴)主柱穴は 6本

と思われるが、南壁の近くにある 2本の柱穴も本住屑に伴う可能性がある O コーナーのものは 2本ずつ

重複している。南壁中央付近に入口梯子穴と思われる小ピットがあり、その北側には高さ6cm程の凸堤

が巡らされている。(貯蔵穴)北壁の北岡コーナーとカマドの中間付近に位置する。平面形は長方形で、

規模は90x70cm ・深さ 77cmを測る。周囲には幅20~35cm ・深さ約 7 cmの段が設けられている。覆土はロー

ム粒子・ローム小ブロックを含み、焼士粒子・炭化物粒子を僅かに含む暗茶褐色土を基調とする o (覆
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第53図 148号住居跡器種別遺物出土状態 0/60)
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(全出土遺物〕

rn粘土範圏

1届 ロ←ム粒子 焼 t粒子 ー焼土小プロ ック 炭化物胞子枯 j二を古む暗闇色士(混和粘土層)

2層 ローム桂子 ・暁土粒子 ・炭化物粒子 。粘土粒子を古む暗茶褐色土

3幅 ロ ム粒子焼士粒子 暁士小ブロック 炭化物粒子 ・粘土を古む暗茶褐色土.
4層 暗赤褐色粘 t.
5届 ロ ム粧子焼士粒子 焼士小ブロック 粘土粒子を吉む暗茶褐色 L
6届 ローム粒子 ー焼土粧子焼 H、ブロック・炭化物粒子 粘土粒子を含む暗茶褐色士。

7層 ローム粒子 桂土粒子 焼土小ブロック ・粘土粒子を多〈、炭化物粒子を含む明茶禍色土。
8届 悼士粒子憐土小ブロッ ク 民化物桔子 ー 粘土粧 子を吉む~J色士。 マ

9耐 灰禍色粘土。

10届 目占床。

第54図 148号住居跡遺物出土状態 ・カマド(1/60・1/30)
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第 3章検出された遺構と遺物
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第 3節古墳時代

土)23層に分層される O

[遺物]多数の土器が、覆土中及び床直上より出土した。その他、自然科学分析を行っていないが、炭

化種子(ヤマモモ 1点)が出土した。

[時期j古墳時代後期 (7世紀前葉)。

[所見]本住居跡の出土の土器及び土製品については、 60点すべて胎土分析を行った。分析結果は、付

編に掲載した。

遺 物(第55~58図、 第25 ・ 52表)

土器はすべて土師器で、杯 (1 ~31)、高士不 (32)、聾 (33 ・ 34 ・ 41~57)、甑 (38~40)、土製品 (58) 、

ミニチュア土器 (59・60)、鉄製品 (61~63) である O

なお、杯に関しては、後述の胎土分析に関連し、 第53表の分類基準を準用し説明するO この分類は、

胎土分析を実施する以前に行った ものである O

( 1は現存値及び推定値

f申図番号 器種 器局 口径 底径 特 品生 色調 月古 土 調 整 出土位置 遺存度 備考

日縁部と底部との境には明 黒色 白色粒子を 内面及び口縁部外面は横ナ 覆土中 口縁部から底 黒色系有段

瞭な段をもち、口縁部は外 含む テ、以下外面は僅かにナデ 部付近にかけ f不

にll
12.6 

傾/全l面黒色処理が施され が施さ れるが、指頭押捺に て1/5程
る黒色系土器である/底部 よる成形痕が観察される

内面には花弁状に暗文が描

かれている

丸味をもっ体部をもち、口 赤色 小石を含む 全面ていねいにナテ¥体部 覆土巾 lf部から底 初現段階の

(3.51 
縁部は短く外反/全面赤彩 外面にはへラ削り痕が残る 付近にかけ 比企型郎

が施される堅鰍な作りの土 Jて川碍
器

第21凶31土師器

底部から口縁部にかけて内 赤色 |山 色粒子 I隔制畑峰崎渇II際の床面|日 斡

4.4 13.5 
湾/底部内外面を除き赤彩 -砂粒 ・小 以 F内恥はへラ ナデ、

上手 石毛含む はへラ削り後粗いへラ磨き

調整

深身タイプで、口縁部と体 赤色 黄褐色粒子 口縁部内外面は横ナテ、以 覆土中 1/2程
部の境には稜をも ち、 円縁 -砂粒 ・小 下内面はヘラナデ後粗いへ

(6.01 (12.81 
部は外傾/器形としては、 石を僅かに ラ磨き調整、外面はヘラ削

須恵器杯蓋の模倣亦の類で 含む り後半Eいサデ

あろう/内面及び外面白縁

部は亦彩

腕状タイ プで、円縁部は短 赤色 』砂粒 ・黄褐 口縁部内外l白は償ナテ、以 覆土中 1/3程
く外情し、内面には稜をも 色粒子 ・小 下内面]はへラ ナデ、 外面は

第21図b
土師器

6.9 (1401 
つ/内斜口縁杯と比企型河、 石を含む ヘラ削り 後へラ磨き調整が

杯 の初現段階のタ イプの中間 施されるが、 体部上半には

的な形態を呈しているもの 僅かに縦方向のハケ目痕が

と恩われる/全面赤彩 観察される

大型のI宛状タ イプで、口縁 赤色 ι中立を多く、 口縁部内外面は償ナテ、以 貯蔵穴 完形品
部は内面に稜をもち内湾気 黄褐色粒子 下内面はヘラ ナデ、外面は

土師器
味に直立し、内斜口縁郎の -小石を含 休部 k半が縦方向のハケ目

第21図6
t不 9.1 13.2 口縁部形態に類似する/全 む 調整後横方向に軽いナデ、

面赤彩 体部卜半はヘラ削り後ナ デ

〈磨き的)が施され光/尺を

帯びる

蜘台部破片である。 脚柱部 内面はへラ ナデ、外面はナ覆土中 脚台部の みl

は短めであるが、 「ハ」字 金雲母 ・ デられるが、指紋が明確に /3程
第21図7 一 状を呈 し、 裾部は屈曲し水 粒を含む 観察でき ることから、指EJi

平に広がる によりナデが施 されている

もの と恩われる

|第21図8土師器

胴部中位に最大径を損IJり、すI色内は面は黒白色粒子 ・ 口縁部内外面は横ナデ、以覆土中 日縁部から胴

(17.11 
口縁部は 「く」字状を呈 、外1面砂粒を含む 下内面はヘラサテ、外面lは 部下半にかけ

| 蜜 る 暗極色| ヘラ削り後斜方向にへラナ て1/3程
を基調 デ(磨き的)

?土E器

ロ縁部は[く 」字状を豆す 暗黄褐色 黄褐色粒子 口縁部内外面は横ヅデ、以 覆七中

-砂粒 ・小 下内面はヘ ラナ テ、外面は

石を含む 縦方|旬lこハケ日調整

〔単位 岨)

第10表 131号住居跡出土遺物一覧
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第 3章検出された遺構と遺物

( )は現存値及び推定値

挿医l番号 1~1i稜 i 器高 口径 |底径 特 徴 色 調 胎土| 調 笠 jLi¥土位置 | 逃存主 | 備考

口縁部と底部との墳に段を|赤色
もち、口縁部は直立/口唇

黄褐色粒子|内面及び口縁部外血は横ナi貯蔵穴内 |口縁部から底|比企型杯 l 
l土師111;

第22図11 口
凶

(38) 1 (l2.m 
-砂粒 ・小!デ、 以下外自はへラ削り |部付近にかけ|

石を含む山手~ I 部内面には幅 2mmの沈線/
内l函及び口縁部外面は赤彩

1 い の土器に比べ、口縁部と|赤色
底部と の境は丸味をもっ/

砂粒 ・小七l内面及び口縁部外面は横ナ l貯蔵穴内 |口縁部から底|比企型杯 | 
を多 く、 黄|デ、以下外面はへラ削り 部付近にかけ
渇色粒子 をて1/3程 l 

含む
口唇部内面には幅 3mmの太

土師器 1 ，0"，1 22図21 汀 1 (37)1 (128) -1めの沈線/内面及び口縁部
昨 外正面は亦彩が砲されるが、

1 1底部外面に も料のこ びり
| 付きが多く観察される

I I ~ の土器に類似するが、 口 |赤色 |砂粒 ・醐 |内面及び口側外面は枚目右横|口縁部から底|比企引河川
|唇部の広がりが若干強い/1 色粒子を含|デ、外面底部はヘ ラ }が吃王幻 | 、 "71 

第22図31士宮町 12刊(川l-E丹 内面には幅 3mmの太 む 1施されるが、横ナデ直下に了山一て山語
いめ¢先線/内面及び口縁部は指頭押僚による ノ初川

|外面lま赤彩 残り、指紋が観察される

『町""I 時身の 土器で、口縁部と体|淡燈色 砂粒を多く、 |口縁部内外面は横ナデ、J2，力 7 ト右横l口縁部から底|
第22図4 1 ~~~曲 1 (75)1 (130)1 一 部む 境に段をもち、口縁部 黄褐色粒子|下内閣はヘラナデ、外面は¢まま床面l部付近にかけ

昨 山内傾 を含む |ヘラ削り後ナデ ト土 |て1/4程 | 

|胴都中位に最大創出iり、|附色を |砂t立を多く 、|口縁部内外面は横ナデ、以組中 1口縁部から胴|丸聾

I fiím I"(] 5 1 ..t:~~ 1 (230) 1 (212) 1 -1上半 が や 叫 り 、 口問基調 1黄褐色粒子|下内面はへラナデ、外面は 高官下半山 |第22図51...L 器1(23.0) 1 (212) 1 -1立大きく外反 I ~' "'" 1・茶褐色位|ヘラ削り後縦方向あ るl'l引 lて1/2f呈 | 
1 ""  1 千を含む |斜方向に 、 、 ず| l' ~ = ~ leスリシプかi'" '~. . 1 

トー |底部は平底 |刷、褐色 1桝 立・小石|内函はヘラナデ、外面はへ|澄土中 1 ~同部-F問 下丸型

| 褐色粒子を!門官器ソ71J(一 一l紘一町収)'~ ブカ ) 1 1~4\ 
| 含む t 

1-----1 ---------， 1 l ート一一 一一→
口縁部と胴都中位のほぼ同|暗黄褐色|茶褐色粒子|口縁部内外面は横ナデ、以1カマド右横13/4程 !長 頚
位置に最大径を測り 、胴部|を基調 |・ 砂粒を含|下内面はへラナデ、外面はlのはぼ床面
上半から頚部にかけてほ償 む |ヘラ削り後ナデ(ス りy プ|上

第四71土Z器137.9 1 (19川701rによる段をもち、口縁 I V か〕がていねいに施され る I ~
部は大きく外反 が、その後縦方向の細長い

へラナデ(磨き的〕が組く
施され光沢を帯びる

ト一一一寸 一一十一一ー
|胴部上半に最大径をiR11り、|暗茶褐色|砂粒を多く、|口縁部内外面は横ナデ、法|カマド内
胴部上半から頚部にかけて |を基調 |黄褐色粒子|下内面はへラナデ、外面は|

土師器 1 ，M _， 1 川 唱 川 i~~:;~-::"~ .~->-7~ ~~ :~:;~:' ;-I c. ~~"J ! ::~~1.!1- J I ~ '=J~ :(~ ~!L.'; I .~~ '+ /7'-~ 引
第22図日| 臨 1 (237) 1はj( ー ま横ナデによる弱L、段をもを含む |ヘラ削 り後斜万向あるLは|

耳 句 、口縁部は外皮 縦方向にていねいにナデ
スリップか)

10縁部に最大径吋IJり、胴|淡栓色をi砂粒を多く、 111縁部内外面は横ナデ、以1覆土中I m221S1 9 1 :t ;~~1 (240)1 (236)1 - I~は直線山間L ， I基調 |黄褐色粒子|卜内面は縦方向にヘラナ久 |第22図9 1~~; U"1 (240)， (236)1 _ I;;;;;' ::;;;:'':- :;';';:;~ 'w ， ~ ~ ~ ， I ~"" I ~:;~;;:"~I';'~'.:':;::'';; ， :，~'- '1 I ~li I ¥L.'-i.U11同川 口縁自jlli外反 ・茶褐色粒|外面はへラ削り | 
ザを含む l 

口縁部から胴|長察
部下半にかけ |

て1/3程 1

口縁部から ~ïoJ 1 

部下半にか171
て1/2程 1

上 …支脚/現存高11.9叩 |暗檀色 i混入物はほ1表面には面的な成形疫が残1カマド内 11/3程 | 
第22図10土製品l ーイ ! とんど含ま|るが、成形後軽いナデ | 

一一----1 れない | 

ミ - ...1 底部は一応平底を呈 L、体|暗黄褐色!黄褐色粒子|口縁部内外面は横ナデ、体1自主土中 1 完形~g
一一一 、 '0 '" 1 部上半に最大径を損lり、 口lを基調 |・茶褐色粒l部以下は指頭押除による成|第 22図11:ュア土 (3.6)1 (3.0)1 _ 1~*;::~~~~~~~~~ ;<5~ ~ I F<!:"Æ ñI4J I ~_~:-':~~ -t;- I _~~L_-~~r~ 5im'r ly， i '-- d-. r")JJx. 1 
内 ω |申 一 1 'u，Vj 1 縁部は短く内傾/短頭宣告を 1-(・砂粒を |形痕が残る

""  1 模したものか | 含む

鉄釘の小破片か/長さ1.81 覆土中 11/3程

fu--ilJ2-I駐 10|- f | 一 IL--
1 ，D1I- ~'I L:l 1 鉄釘/長さ 3. 0cm .最大風 | 覆土中 ル 4f'E第22図13'鉄製品 -1 -1 畑 一 | 一 円 一 1'"T，X 

| 10.4cm・重さ1.8_g_ ~ ~ L--._ .-L__L一一 」

第11表 132号住居跡出土遺物一覧

特徴

口縁部と底部との境に稜を|赤色
もち、口縁部は外傾/口唇
部内面には幅 4mmの太いは;
線/内面及び口縁部外面は
赤彩

第12表 133号住居跡出土遺物一覧(1)
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比企型杯
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第 3節 oi員時代

( 1は現存値以び推定値
「一一一 『

#T'図番号 器穏 ~"品 口径 Il'H壬 特 徴 色調 H合 土 調 撃 出土佐霞 迫存度 備考

口縁NHと底部との境は丸味を 淡僚色 砂粒を多く、 内面及び口縁部外面は憤ナ 力マド右犠 ほほ完形品 比企型I不

土師器
もち、 口縁部は短 く外反/口 黄褐色粒子 デ、以下外面はヘラ削り後 の床面上

3.6 (130) 縁部内面は]具が当てられ弱 ていねいにヘラ謄き調整
士不

L 、沈線状を呈する/内在百及び

口縁高1;外面は赤彰と 思われる

口縁部と底部と の墳に稜をも 踏黄褐色 起す立を多く、 内面及びuH郊外由は横ナ 南東壁近 く 2/3程

第25図5土師器 3.5 12A 
ち、口縁昔日は外傾 を基調 茶褐色粒子 デ、以下外商はヘラ削り後 の床面上

ナ不 を僅かに含 軽くナデ

む

口縁部と底部との墳に 2本の 淡樟色 止外立を多く、 内面及び口縁部外面は償ナ 力マ ト右前 口縁部から底

第25図6
土日市器

(371 (13'1) 
~~ t、沈線がまわり、口縁部は 2長潟色粒子 デ、以下外面はヘラ削り後 の床面上 部付近にかけ

I不 タH頃 を僅かに含 軽 くナデ て1/ (j!:~
む

口縁部と!底部との演には横ナ lIjま茶褐色 砂粒 ・茶褐 内面及び口縁部外面は倹ナ 力マド右憤 口縁部から底

土問j:l:; テによ る里小、穫をもち、 口縁 色粒子を多 デ、以下外面は粗いへ ラ再11のほほ床面 部付近にかけ

第25閃7
I不

(36) 13.8 一配1はタトitJ'! く含む り/北武蔵型杯の胎土 ・調 上 て1/3程
整に煩似する土器と考え ら

オlる

体部下、ドからげは部にかけて 時掻色を 口彼自n¥内外l向は横ナデ、以 貯蔵穴北の 口縁部から!丘

第25図8
ナ日市器

(12.5) (24.81 
緩やかに開き、口紛音IW:外反 基調 F内聞はヘラナデ、外前は ほぼ床面上 部付近にかけ

鉢 /全体に保けている ヘラ削りおとナテ(スリソプ て1/5f主
か〕

一 |土F 1 4 (240)|

|口出 大 き し こ一部直 i炎Z造問色 砂約を多 く 口縁部内外薗は横ナ デ、以 住居東コ 口縦割日か ら!FoI長逝
Fの調整が横ノぢ向に施 される 2;ヨL半J、 下内面はヘラナデ、外面は ナーのほぼ 郡上半にかけ

ことから、胴部のあまり 張ら ヘラ 削り 後横方 向にナデ 床面上 て1/6f主
ない丸懇の可能性もあるが、 〔スリソフ。か〉

ここでは長設として扱うこと

にする

U縁部と胴部中位のほぼ同位 階黄褐色 茶褐色粒子 U縁部内外山は横ナデ、以 力マド 内及 口縁部から胴 長蜜

土師器
置に最大径を削り、胴部 1:半を基調 を多く 、黄 下内面はヘラナテ、外l面は び住居北コ 都中位にかけ

第25図10
蜜

(10 7) (17.0) から頚日刊にかけてはスムース 褐色粒子を ヘラ自IJり1をナデ(スリソプ 一ナ ーの滋 て1/2程
で、 口縁部は外皮 僅かに含む か) [rtから散

在

日縁部と胴都中位のほほ同位 暗!黄褐色 liTt立を多く、 口縁部内外国は横ナデ、 j江 カマ ド内及 ロ縁部から胴 長Z豊

土師器 (1321' (1851 
箇に最大径を i~IJ り、胴部上半 を1菩調 貧褐色粒子 下内面はヘラ ナデ、外面は び住居北 コ 部中位にかけ

第25図11 ー か ら頭部にかけとは横ナ デに -茶褐色村 ヘ ラ背11り後斜方向に ナデ ←ナー の床 て1/4程
察

よる弱L、段をもち、 口縁部は 子を僅かに (スリソ プか) 面上から散

外反 合む 在

胴部中位に 1!~大慢を境11 り、 口 時黄褐色 をlヰ立を多く、 I[]縁部内外商は償ナテ、 以 住居北コー 口縁古甘から胴 長護

第25図12
土師器

(181) (19.01 
縁部は外反 を1i!;;向 茶褐色粒子 下内出はヘラナデ、外面は ナのほほ 都中位にかけ

鐙 を僕かに含 ヘラ内11り後縦方向にナデ 床面上 て1/3程
む (スリソプか〉

胴都中位に最大径を掛川、 1同日吉黄褐色 を舛立を多く、 口縁都内外面は横ナデ、以 住居北ゴー 口縁部から胴 長喜望
部上半から頭部にかけてはス を基調 黄褐色粒子 下内面はヘラナテ、外面は ナー の特穴 部中t立にかけ

土師器
ムーズであるが、途中に輪積 を合む ヘラ削 り後縦方向にナデ 付近の覆土 て1/0程

第25図13
型E

(53) (18.4) み痕が顕著に残ラている/口 中(床上約

縁部は外使 し、口唇昔日は外相11 10cm) 
が少し枯土が丸くめくれてい

る/全体に厚手の土器

筒t左け式。胴部は長桐を呈す 淡黄褐色 制中止を多く、 内面はヘラナデ、外面はへ 住居中央付 胴部中位から

第25凶14
土師器 (203) 10.0 る 黄褐色申立T ラ削り後縦方向にナデ(ス 近の床面上 底部にかけて

甑 を僚かに含 リソプか) 1/31呈
む

2単孔式で、焼成円リの穿干し/穿明檀色 irJ;祉を多く、 内面はへラナデ、外面はへ 力マト円'J面 底部のみ遺存

第25凶15土師器 (46) 7.8 ヂしは不整形であるが、およそ 黄伺色粒子 ラ同IJり の床面上
首札 3.1X2.7cmの大きさをもち、 を僅かに含

!京都には木業痕が残る む

支脚/現存高11.5cm 暗茶褐色 混入物はほ 表面には粗いヘラ自11り痕が 力マド右袖 破片
第25図16土製品 とんど 含ま 残る

れない

ミニチ
休部中位に最大径を調jり、口 淡樫色 黄掲色粒子 口縁部内外[白は車干し、償ナデ、性唐東コ ー ヲ宅形品

第25閃17ュア土 3.2 3.1 1.2 
縁部は外反/体部中位に芽孔 -砂粒を僅以 下外出はヘラ削り ナ付近の

器
をもっととから、須恵器ハソ かに台む 覆土中〔床
ウ形土器を模したものか 上約10叩〉

砥石/長さ 7.7cm・最大幅3.7 在i土中 僅かに欠損

cm・重さ61g/使用面は側面・

第25図18石製品 下両を含め 5面で、表裏面に

は使用時に付いたと思われる

擦痕が観察される

叩 19
1肌

釘か鉄鉱であろう/長さ 3.7 f.()土中 小破片
cm・最大幅0.9cm.重さ 2.6g 
/断面長Jら形を呈する

(単位 cm) 

第12表 133弓住居跡出土遺物一覧(2 ) 
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第 3章 検出された遺構と遺物

1 )は現存値及び推定値

挿図番号 器 種 器出J 口径 底径 特 徴 色 調 目古 土 調 整 出土位置 治存度 備考

口縁部とis(部との墳に稜をも 赤色 砂粒を含む 内面及び口縁部外面は横ナ 北西コ ナ 口縁部から底 比企型五千i

第27図l
土師器

13.7) (124) 
ち、口縁部は内傾/口唇部内 デ、以下外函はヘラ削り ーの柱穴内 部付近にかけ

杯 面には幅 3mmの太めの沈線/ て1/6程
内白及び(J縁部外面は赤彩

境状の体部をもち、口縁部は 陥黄褐色 五会す立を多く 、内面及び口縁部外面は横ナ 商居者寄りの 口縁部からま

第27図2
土師器

(4.2) (10.6) 
若干 くびれている を基調 黄褐色粒子 デ、以下外面はヘラ削り後覆土中(床 部付近にかけ

杯 を僅かに含 軽くナデ 上約20cm) て1/4f呈
む

口縁部が歪にゆがんでいる/ 暗策褐色 砂粒を多く、 口縁部内外白は憤ナ デ、以 北西 コーナ 1/2程

土師器
lJ縁部と底部と の境に横ナデ 黄位j色申立子 下内面はヘ ラナデ、外面は ーの柱穴内

第27図3
杯

4.0 (11.8) ー により弱L、穣をもち、lJ縁部 -茶褐色粒 ヘラ削り 及びその近

は直立する 子を僅かに くの床面上

合む

口縁日官と底部との墳に綾をも 暗樫色を 砂位を多く 、口縁部内外面は横ナ デ、 以 貯蔵穴内 口縁部から底

土師器
ち、口縁部は直立気味に外傾 基調 黄褐色粒子 下内面はへラナデ、外面は 部付近にかけ

第27図4
土本

(4.7) (130) /口縁部内面に途中 l段の弱 を含む ヘラ間IJり て1/6程
い段がまわることから、有段

口縁杯を模した土器か

口縁部と底部との境に稜をも 暗黄褐色 回ヰ立を多く 、内面及び口縁部外面は横ナ市西コ ナ 口縁部から底

第27図5
土師器

13.1) 1 114.2) 
ち、口縁部は外反 黄褐色粒子 デ、以下外面はヘラ自IJり後ーの西壁寄 部付近にかけ

士不 を僅かに含 ナテ て1/6程
む

一 口縁部と底部との墳に稜をも 暗檀色 砂中立を多く、 内面及び口縁部外面は横ナ I北及西コー ナ口縁部か ら底

第27図6
土師il~ (34) (14.4) 

ち、口縁部は外反/内外面赤 茶褐色粒子 デ、以ド外面はナテ の柱穴内部付近にかけ

土ギ フ本:;; を僅かに含 びその近|て1/6程
む くの床面上

深身の土器で、口縁部と体部 淡黄褐色 砂杓を多く、 口縁部内外由は横ナデ、以 南東コー中1ナ~ I部て口縁部カ〉らw
土師器

の境に段をもち、口縁部1:1:内 黄褐色粒子下内面はヘラナデ、外面は ーの復土 中位にかけ

第27図7 15.5) (13.6) ー 傾 -茶褐色粒指頭押捺によ る成形痕が残 (床上約 1/5程
杯

子を僅かに り、指紋が顕著に観察され cm) 
合む る

ロ縁部と体部上半との境に稜 日月極色 砂中立を多く、 口縁部内外面は横ナ テ、以 貯蔵穴縁の 口縁部から体

をもち、 U縁部は外反 首褐色粒子 下内山はヘラナ デ、外由は 床面上 部中位にかけ

第27図8
土師器

(8.3) (23.8) 
を含む ヘラ自IJり後ナテ (スリ ソプ て1/6程

鉢 か)が施されると観察でき

るが、全体に磨耗している

ため不明

口縁部と体部上半との境に稜 暗茶褐色 砂粒を僅か 口縁部内外面は横ナテ、以 北東コー ナ 1/4程 全体に煤

をもち、rl縁部は外反/底部を基調 に含む 下内面はヘラナデ、外面は の柱穴近 けている

第27図9土師器 17.9 (276) 5.0 
から体部卜半はかなり細身で、 ヘラ削り後ナテ 〔磨き的) くのほほ床 ことから、

鉢 この時期の土器としては異例 面上 煮炊きに
カ〉 使用され

たものか

11・12と同形であるが、胴都 明檀色 ι味立を多く、 口縁部内外面は横ナデ、以 カマドすく口縁部から胴

中位に把手をもっタイプ/但 黄褐色粒子 下内面はヘ ラナ テ、外面は 右横のほほ部中位にかけ

第27図10
土師器

(157) 26.9 
手は基部のみを残し欠落して -茶褐色粒 ヘラ削り後縦方向にていね 床面上 て1/5程

甑 いるが、 把手を貼付ける際の 子を僅かに いにナデ(スリソプか)

指によるナデの痕跡が花びら 含む

状に残る

胴部は長胴を呈L、口縁部は 暗黄褐色砂宇立を多く 、口縁部内外面は横ナデ、以 北西コーナ 口縁部から胴7| 

士師器
外反 を息調 耐葛色粒子 Iヘ(ドス内7山は A フナヂ、外i削は ーの柱穴近部中位にか』

第27図11 (150) (230) を含む 削り 後斜方向にナデ くのほぼ床て1/4程
甑

J .Yプか) 白上から散

在

筒抜け式/胴部は長胴を呈し、淡檀色 砂粒を多く 口縁部内外面は横ナデ、以 カマ ト周辺 1/2程

第27図12
土師器

28.4 (270) (72) 
口縁部は外反するが、途中弱 含む 下内面はへラナデ、外出は の床面上か

官軍 い段が l段まわっている | ヘラ削り後ていねいにナデ ら散在的に

(スリソプか) 出土

胴部が球形を呈 し、頭部は細 暗黄褐色 ltt味立を多く、 口頭部内外国は横ナデ、以 南西コーナ n縁部から昨]小型丸蜜

く直立気味に立ち上がり、口 黄褐色粒子 下内Ihlはヘラナデ、外面は ーの柱穴近部上半にかけ

第27図13
士師器

(15.2) (]0.1) 
縁部は外反/口属部外面は若 を僅かに含 ヘラ削 り後横方向にナデ くの覆土中て1/5程

軍主 干面取りが施され、粘土が僅 む (ス リソプか) (床上約15
かにめくれ複合口縁状を呈 し cm) 
ている/長鎮護か

胴部は球状を呈し、 口縁部は H音茶偶色 砂粒を多く、口縁部内外面は横ナデ、Jユ貯蔵穴内 口縁部から胴 小型丸蜜

第27図14土師器 (139) 12.3 
外反 黄褐色粒子ト内面はヘラナデ、外出は 部下半にかけ

護 を僅かに含 ヘラ削り て4/5程
も‘

口縁部と胴部上半のほぼ同位淡黄褐色 砂干立を多く、 口縁部内外面は横ナデ、以 西壁寄りの 1/3程 小型丸護

第27図15土主師主器 12.5 I ( 、 7.0 
置に最大径を測り、胴部」半 金雲母を僅下内由はヘラナテ¥外面は 覆土中 (床

に膨らみを もち、口縁部は外 かに含む ヘラ削り後横方向にナデ 卜約20cm)
反 (スリ yプか)

〔単位 cm) 

第13表 134号住居跡出土遺物一覧(1)

一 86



第 3節古墳時代

( )は現存値及び推定値

f市図番号 器積器局 口1I !底筏 特 徴 色調 飴土 調 整 出土位選 遺存度 備考

土師器I(92) 

「く」 の字口縁を呈し、胸部 暗赤褐色 砂粒 小石(口縁部内外面は横ナデ、以 住居西半部口縁部から胴7||小型丸愛

第27図16 12.4 
上半に膨らみをもっ/内外面 を基調 を含む 下内面はヘラナデ、外面は のほほ床面部卜半にか』

護 赤彩/胎土は比企型杯に類似 ヘラ向11り後僅かにナデ(ス 上から広くて2/3程
リァプか) 散在

rく」の字口縁を呈し、 1同部 全体に黒 黄褐色粒子 口縁部内外面は横ナテ、以 貯蔵穴す く 4/5程 中耳11，'i霊
中位に最大径を損11る/一見、 褐色 -砂粒・ 小 下内而はへラナデ、外面は 南の積土中
6世紀代の古いタイプと見聞 Gを僅かに 胴部上半がヘラナデである (床土 約 20
違う土器であるが、胎土に は 合む が、 その痕跡はハケ白状を cm) 

第27図17
土師器

20.7 15.4 8.0 
砂粒があまり含まれていない 呈 していることから、先端

護 ことかり、 在地系の製品では がささくれ状の工具を使用

ないためであろう しているものと思われる/

外国の胴都中位以 Fはヘラ

削 り後1且〈磨き調整が施さ

れ光沢を帯びる

レ2日

胴部は球状を呈 し、 口縁部は 暗黄褐色 砂味立を多く、 口縁部内外面は横ナデ、以 住居西半部 口縁部から胴 中型丸~
外反 を基調 黄褐色粒子 下内面はヘ ラナ デ、外国は の覆土 中 部卜半にかけ

を僅かに含 ヘラ削り後ナ デ (スリソプ ( 床 U3~ て2/3程
む か) 28cm)か ら

広く散在

第27図19l|土翌師器l日52)1 17.5 
o総部と胴忽上半のほぼ同位淡笹色 I紗抗子取茶悩をを含色褐多む粒恒く斡子、

口縁部内外面は横ナテ、以 南東コナ 口縁部から胴|小問楚|
置に最大径をiR11り、 口縁部は 卜内面はヘラナデ、外直は ーの覆土中 古j;f半にかけ

外反 ヘラ背11り後ナデ(スリ ップ (床上約 18
主 I I か) cm) 

口縁部内外面は憤ナデ、以 住居西半部口縁部か ら胴 大型丸翌

縁部は「コ」の字状/形態的 む 下内面はヘラ ナデ、外商は の槌土 中 部下半にかけ

第28図20
土師器

(198) 15.9 
に丸裂と して扱 コたが、胸部 ヘラ削り後ナテ(スリソプ (床上 $'J10て2/3f呈

褒 外面に煤の付着が観察できる か)が施されるが、さらに cm)から散

ことから、煮炊き用 として使 その後粗いヘ ラ磨きが施さ 在
われていると思われる れ光沢を苦手ぴる

大型の丸裂で、口縁部は大き 明情色 li'ti立を多く、 口縁部内外面は横ナテ、以 南西コ←ナ 口縁部から胴 大型丸蜜

第28図21
土師器 く外反/最大径は胴部上半に 茶褐色粒子 卜内面はへ ラナデ、外面は 近くの穫 部中位にかけ

主主 測るものと思われる -金主母 ・ ヘ ラ削 り後斜万向にナテ 土中(床上 て1/3棺
小石を含む (ス リソプか) 約10cm)

「コ」の字口縁 淡鐙色 li'J/1立を多く、 口縁部内外直は償ナデ、以 貯蔵穴内及 口縁部から胴 大型丸翠

第28図22
土師器 (5.2) (19.0) 

茶褐色粒子 卜内置はへラナデ、外面は びその近く 部と半にかけ
Z聖 -金雲母を 横方向にナテ(ス 1) 'Yプか)の床面 ヒ て1/5程

僅かに含む

底部は年!氏で、 1阿部は球状を 暗茶褐色 砂粒を多 く 内面はへ ラナデ、外面はへ 西壁寄りの 胴部下半から 大型丸察
呈する を基調と 含む ラ出11りi圭ナテ (ス リソプか〕 覆土中(床 底部にかけて

第28凶23土師器 (100) 7.3 
するが、 上約13~25 1/3程

蜜 内面底部 cm) 
は煤けて

黒色

!制図J土師器

大型品 暗茶褐色 砂申立を多く、 内面はヘラ ナデ、外面はへ 住居西半部 底部のみ4/5大型丸型
をE主調 金雲母を僅ラ削り の寝 土 中 強

(2.6) 7.7 (床 t約 15
cm)から散

在

底部に木業痕
暗制色I慨fむを符僅伺を色か軒粒に子含、内ヲ1町はへ五円、外幽はヘ

貯蔵穴すぐ底部のみ遺存 大型丸祭

(17) 5.8 
を基調 削り後ナ テ 南の床面 卜

袈

口縁部は大きく外反 し、 胴部 淡鐙色を 砂申立を多く 、口縁部内外面は横ナ デ、以 住居西半部 口縁部か ら胴 l主餐
は直線的に細長い 基調 黄褐色粒子 卜内面はヘラナ テ、外面は の床面卜及 西日中{立にかけ

第28図26
土師器

(127) 19.5 
-茶娼色粒 ヘ ラ削り後縦方向 にナデ び穫土中 て1/2程

E聖 子を合む (ス リソプか〕 (床 卜約 15
cm)か ら散

在

暗茶褐色 砂粒を多く、 内面はヘ ラナテ、外面はへ 西皇室寄りの 底部のみ4/5長窪
第28図27土師器 (29) 6.6 を基調 黄褐色粒子ラ削り後ナデ 覆土中(床 1呈蜜

を含む 上約15cm)

!底部には木棄痕 外面は煤 砂粒 ・黄褐 内面はへラ ナテ¥外面はへ 貯蔵穴内 胴部下半以下 長褒
けており 色粒子を含 ラ背IJり後ナデ (スリ ソプか) を1/3程

土師器
黒褐色で む7

第28図28
重量

(6.7) 7.8 ある泊〉、

褐色を

調

全体に 「ハ」 の字状を呈するら 1暗黄褐色砂粒を多 くI部裾は部内外面は横ナテ、脚柱 南西 コーナ脚台部のみほ台付費

第28図29 15.3 叩叩 樗欄叩部蜘はさ I ~合む
に外反し開く | へラ首ル

lプか)

(単位叩)

第13表 134号住居跡出土遺物一覧(2 ) 
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第 3章検出された遺構と遺物

1 Iは現存値及び推定値

挿図lli'号 器経 器品 口径 l長径 特 徴 色潟 』台土 ;'，ffJ 整 1:I:l土位置 遺存度 備 考

日音白色を 内面はナデられ、外面には 1宣士中 すべて胴古ji小 30・31・

第28図 須恵illi 基調 平行叩 き目痕が残る 破片 33・34は
30~35 Z盟 同一個体

力主

臼玉/外径0.8cm'穿j至。 3cm・灰白色

最大厚O.5cm.重量O.5g/て
第28図36石製品 いねいに成形されておらず、;1:1

厚さも均一ではない/記'i'f(

滑石 上
第13表 134号住居跡出土遺物一覧(3 ) 

挿図番号i器種 l器高 i口径|底II 特徴 色調 | 胎土 謝 E室 出土位置 | 泊存度 |備考

胴部上半に最大径を出lり、口1淡債色を |砂粒を多く、i口縁部内外面は横ナデ、以|カマド内及!底部を除き 41大型丸翌

縁部は 「コ」の字状 l基調 |黄褐色粒子|下内面はヘラナデ、外面はlびその周辺1/5程
-小石を僅|ヘ ラ削り後月同部上半は横方|の床面よ

かに含む |向、 胸部中位~下半は縦方

向あるいは斜方向、 底部付

近は憐方向ににナデ(ス 1).. / 

プか)がていねいに施され、!

さらにその後胴部全体に粗|

いナデ(磨き的

大型の丸裂の1同部で、底部は|内面が濃i砂手立を多く、 |内面はへラ ナデ、外面はへ |力 マ ド内 l胴部中位から|大型丸型|

輪積み部分でま11落している |燈色、 外|賞褐色粒子|ラ削り後ナデ(ス リy プか1: 底部付近にか

面が暗黄い茶褐色粒けて1/3程
褐色 l子を僅かに

含む

土師器1 ，， "，1 1 0 ^ 1大型丸裂の底部破片と思われ|附褐色1樹立を多く、 |内面はへラナデ、外面はへ同川内l胴部下半から|大型丸饗|
第30図31 描 1 (46) 1 -1 8.0 1る |を基調 |茶褐色粒子!ラ削り後ナデ(スリソプか)1 底部にかけて l

宜 を含む 12/3程

胴部上半に最大i圭を沸lり、 口|淡伎色を|砂粒を多く、 |口縁部内外面は横ナデ、以 1~t 西 コ ー 判口縁部から ，~I ， j 1大型丸斐i
縁部は直立気味に外皮 |基調 1金芸母を傑|下内面はへラ ナデ、外面は卜の柱穴近|部中位にかけ

土師器 "_0，1，，"，，1 I 'c~" ，，'~ = ~~， "，" ~ '，'~ 1=""' I ~~:Z: >":'=I : -~"'_<<".D ， ~:::; I.:; 二 二 1:':: ，' ， 1 
第ω図41-'-;里 1 (川 1 (川| 一 かに含む |ヘラ背11り後粗いナデ (磨きU2戸去引 て1/5程

的) 以床上 約制

l I  cm) 

口縁部と胴部上半のほぼ同位|崎貴褐副桝立を多く 、|口縁部内外商は憐ナデ、以|力 7 ド内 14/抽 出銭
ぼ1 に最大径を調l り 、 胴部は直 | を基~，l 1黄褐色粒子|下内面はへラナデ、外面は

土師器I'00  I '  ̂0 1 品家的γ細長いが、胴部上半 I~ I ・金主主母を !へラ削り後胴部会体に粗く
第3日図5I-'-:;oo 1 40.8 1 19.2 1 17.0)円相 ~~PJ lX ~ 'IJ~ ， IJI; ~~~~:~ I I ~.~~ =:;::~~ I ~~ ~ ~'，J ':':!JIu::!~:~'-:~+~ I I ~V.V I ，v.V I ".V， 1やや膨占みをもっ/ij同部上半 僅かに含む|細長いナデ〔磨き的)が施

|から頭部への移行はスム ーズされ光沢を帯びる | 
/口縁部は大きく外皮

15の土器に比べ、胴部上半のIff音橿色を |出4'立を多く 、|口縁部内外面は償ナデ、以1;1]7 ド内 1口縁部から底|長裂

I ija3らみがやや強い |基調 1茶褐色粒子|下内幽はへ ラナデ、外面は部付近にかけ

・小石を僅|ヘ ラ削り後縦方向 にナデ て4/5程
土師器 1 .00  m 1 ，" ^ I かに含む I (スリソプか)がていねい|

第30悶61-'-::::;601(382)1 16.8 1 -1 1U" L e
u I~_--;"，， '~~' u~ ' . ';~ ~~:::R I 

に施され、さ らにその後胴l
部全体に祖く細長いナデ|

I~磨 き 的) か施され光尺〈 | 
l 帯びる

15の土器に矧似する器形 |淡茶褐色|樹立を多く、 |口縁部内外面は憤ナテ、巨 カ7 ト内 4/5程
をZ基調と|黄褐色粒子|下内面はヘラナデ、外面は

するが、|・ 金笠母 ・|へ ラ削り 後縦方10Jにナデ

器面全体|小石を傍か 1(ス リッフーか〕 がていね い

が黒班にlに含む |に施され、さらにその後胴

より黒色| 部今体に粗く細長 いナ デ

(磨 き的〕が施され光沢を

土師~~
第30図11型台1(328) 1 20.1 

土師器
第30図21-'-::001 (180) 

型E

長窪

土師器
第30図71 遜 1(398) 1 18.2 1 (78) 

戸川LT1222PI!;ztiti-!?百FFf

トー 弓湾出ふ F iiiト千百

帯びる

ハU0
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第 3節古境時代

( )は現存1直及び推定iu]

府7図番号 器種 器商 口径 底径 特 徴 色調 ij~ì 土 ?局 5藍 出土位置 遺存度 備考

t~ÿ，1i i 16 7)! (200) 

口縁部は大きく外皮 i暗蝋色砂粒を多く 、口縁部内外面は横ナデ、以 覆土中 口縁部から胴 長望き

第31図10
茶褐色粒子 下内面はへラナデ、外面は 部上半にかけ

~ を僅かに含 ヘラ自11り後縦右向にナデ て1/4桂
ι， (スリ yフ・か〕

胴部下半はスリム 1t1J1Ii褐色 ii'T申立を多く、 内面はヘラナデ、外国はへ カマド内 胴都中位以下 長塑

第31図11
土師器 (179) 6.4 

黄褐色粒子 ラ自11り後ナテ(スリ yプか) を4/5f'l[

~ -茶褐色粒
子を含む

やや薄手の土器 時赤褐色 黄褐色粒子 内面はへラナデ、外面はへ カ7 ド内 胴部下半以下 長Z型
第31図12 7.9 を基調 -砂粒 ・小 ラ育IJりi圭ttlいナデ は完形

石を含む

第31図13
土師器 (161) 7.7 

胴部下半は太身 階黄褐色 砂粒 ・金正i内面はヘラナデ、外出はへ カマド内 胴部下半以下 長費

主主 母を含む ラ自11り後粗いナデ を2/3程

脳部下半に幾分膨らみをもっ 暗黄褐色 砂粒 ・金護 内面はヘラナデ、外面はへ 力マド 内 胴部下半以下 長E望
/色調は破片ごとに全く異な を基調 母を含む ラ商IJり後半且いナデ を2/3程

第31図14
一日雨器

(138) 7.8 
ることから、治存状態の違い

袈 か色調の変化をもたらすこと
をノjミす良好な資料である/大
部分が黒く煤けている

淡燈褐色 砂f立を多く 、内面はへラナデ、外面はへ 力7 ド内及 胴部下半以下 長聾

土師器
黄褐色粒子 ラ削り後fJl.¥、ナデ〔スリソ びその周辺 を1/3程

第31図15
裂

(140) (75) を僅かに含 プか) の覆土中

む (床上約 10
cm) 

第14表 135号住居跡出土遺物ー覧 (2 ) 

待図 ・
器積 器高 口径 底1圭 特 徴 色調 日台 土 調 整 出土位霞 造存度 備考

図版番号

天井部と口縁部の境に断面ニ 灰褐色を 黒色粒子 ・ ロクロは左回転で、天井部 貯蔵穴の上 2/3程
角形状の段を有 し、 口縁部は 基調とす 小石を含む 外国は回転ヘラ削り調整/端テラス部

内j脅気味に垂下する/天井部 るカヘ 口 天井部内前は調整ではない からの出土

第34図l
須恵、器

3.6 (1241 
には窯建材の付着と黒班が観 縁部は自 かもしれないが、磨き的の

杯蓋 察される 然袖がか 平滑面をもっ

かり 、薄

緑色を皇

する

口縁部とほ部との境に陵をも 赤色 茶褐色粒子 内面及び口録部外面は横ナ 力マドすぐ 1/2程 比企型係

ち、口縁部は外反/口唇部内 を含む デ、以下外由は粗いヘラ両11右横のほほ

土師器
面には幅 2mmの沈線/内面及 り 床面上

第34図2 3.3 (15.01 び口縁部外面は赤彩/出土時
坪

の遺存状態が悪かったため、

ペラロイド液を含浸させ取り

上げた

口縁部と底部との境に稜をも 赤色 黄褐色村子 内面及び口縁郊外面は横ナ 貯蔵穴目IJ面 口縁部から底 比企坐杯

第34園3
土師お

(30) (139) 
ち、 口縁部は外反/口唇部内| -茶褐色粒 デ、以下外面]は粗いへラ削 の床面上 部付近にかけ

明く 面には幅 2mmの沈線/内面及 子を含む り て1/5段
び口縁部外面は赤彩

口縁部と底部の境に断面ニ角 賞褐色 砂粒をやや 内面及び口縁部外面は横ナ カマドすく 口縁部から底

第34図4
土師器

(4.3) (12.0) 
形状の段をもち、口縁部は直 多く、黄褐 デ、以下外面]はヘラ削り 左横の床面 部付近にかけ

t不 立 色粒子を含 上 て1/4程
む

第34図5土師器
口縁部と底部の境に稜をもち、 淡檀色 砂粒をやや 内面及び口縁部外面は償ナ 力マ ド内 口縁部か ら底 「(3.8): (13.1) 口縁部は外反 多く含む テ、以下内面はヘラナデ、 部付近にかけ

明:
外面はへラ削り後ナデ て1/6程

辰小口径16.3cm/休部に膨ら 全体に煤 砂f立を多く、 口縁部内外面は償ナデ、以 カマドすく ほほ完形品

第34図6
土師器

15.3 20.3 6.4 
みをもち、口縁部は外反/全 けて黒褐 黄渇色粒子 下内面はへラナデ、外面は 右横のほほ

鉢 体に歪みが著しい十器 色 を含む ヘラ削り後ナデ(スリ y プ 床面上

か)

6の土器よ り一liiJり大振りの 暗黄褐色 砂手立を多く、 口縁部内外面は横ナデ、以 貯蔵穴内 2/3f呈

第34図7
土日市器

16.8 (24.41 8.0 
土器 黄褐色粒子 下内面はヘラナデ、外面は

鉢 -金雲母を ていねいにへラ削り後ナデ

僅かに含む (スリップか)

単孔式/口縁部は緩く外皮し、暗燈色 砂粒をやや 口縁部内外面1は横ナデ、以 貯蔵穴縁の 4/5強 小型品

土問器
胴部から底部にかけて緩やか 多く、黄褐 下内面はヘラナデ、外面は テラス状の

第34図8 12.7 18.0 5.0 にすほまる器形 色粒子 ・小 ヘラ自Ijり後ナデ(スリ y プ 段部分から
自札

石を僅かに か〕 の出土

さむ

単孔式/8の土器に類似する 暗黄褐色 砂粒をやや 口縁部内外面は横ナデ、以 貯蔵穴内 ほほ完形品 小型品

第34図9
土師器

14.8 18.3 4.7 
が、胴部は僅かに長胴 を基調 多く、黄褐 下内由はヘ ラナデ、外面は

甑 色粒子を含 ヘラ削り後ナデ(スリソプ

む か)
」 ー

(単位叩〉

第15表 136号住居跡出土造物一覧(1)
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第 3章検出された遺構と遺物

( )は現存値及び推定値

挿図・
器種 器高 口径 底径 特 徴 色調 胎 土 3書 整 出土位置 遺存度 備考

図版番号

筒抜け式/口縁部に最大径を 暗黄褐色 E生中立を多く、 口縁部内外面は横ナテ、以 貯蔵穴すぐ 4/5強 大型品
測り、胴部は底部にかけて緩 を基調と 茶褐色粒f下内面はへラナデ後縦方向 左債の床面

|第34園10土師器 27.4 26.3 8.5 
やかにすほまる するが、 を僅かに含 の細長い磨き、外面はヘラ 上

内面は全 む 削り後ナ デ (スリ yプか)
体に黒褐

l色

筒抜け式/口縁部に最大径をりI暗黄褐色 砂粒を多く、 口縁部内外面は償ナ デ、以 貯蔵穴付近 1/2t呈 大型品
担jり、胴部は h半にやや膨 黄褐色粒子 下内面はへラナ デ後縦方向 の床面 t

第34図11
七師器

33.8 (23.5) (105) 
みをもつが、長胴化が著し -小石を含 の細長い磨き、外面はへラ

官民 む 自Ijり後ナデ (ス 1) 'Yプか)

/胴部中同中心に縄問圧|
痕が観察さ れる

筒抜け式/口縁部に最大径よ|暗黄褐色 砂申立を多く、口縁部内外加は横ナデ、以力マド内及辺 1 1/2~~ 大型品

第34図12土甑師器 32.4 I (26.5) 8.6 
枇lり、胴部は底部にかけて 黄褐色粒子 下内面はへ ラナデ、外面は びその周
やかにすほ まる -砂粒を僅ヘラ削り後ナデ(スリ yプ から散在

かに含む か)

1同部は1>]<状を呈 し、口縁部は 暗黄褐色 砂粒を多く、 口縁部内外面は横ナデ、以 貯蔵穴内 完Jl三品 小型丸饗
大きく外反 黄褐色粒子 |て内面iはヘ ラナデ、外国は

第35図13土師器
を僅かに含 ヘラ削り後粗いナテが施さ

8.0 も' れるが、部分的に未調整部
愛

分が観察され、指頭、押捺に
よる成形痕(j旨紋あり )が
残る

胴部は球状を呈 し、口縁部はI日音黄褐色 砂粒を多く、口縁部内外国は横ナデ、以貯蔵穴内 1部て口縁部から胴 小型丸懇
大きく外反 黄褐色粒子千内面はへラナデ、外面は 上半にかけ

護 を僅かに含ヘラ削り後ナデ(スリソ プ 1/3程
むか)

胴部は球状を呈 し、底部は上 暗黄褐色 出非立を多く、 内面はヘ ラナテ、外面はへ カマド 内 胴部卜半から 小型丸袈
底 風 /胴部下半には穿孔(径3 黄褐色粒子 ラ削り後ナデ(スリ yプか) 底部にかけて

土師器
mm)が1ヶ所観察でき、その穿 を僅かに含 4/5程

第35図15 (103) 6.4 孔は意識的あるいは使用痕で む
至理 はないかもしれないが、焼成

前に外面上方から付L、たもの
と思われる

第35図16ιt 皇h寸で自田I 32.5 17.6 

胴部中位に最大径を測り、口 1暗黄褐色砂粒を多く、口縁部内外面は横ナデ、以貯蔵穴付近及内 12/3程 大型丸塗
7.7 縁部は直立気味に外反 黄褐色粒子下内面はへラナデ、外面はの床面上

-小石を僅 J¥ラ削り後ていねいにナデ び力7 ド

… 
一ゆゅ粒に一含む (ス 1)'")プか) から散在

士師器
を基調 含む ラ削り後ナデ(ス 1)':;プか)マド内及び底部にかけて

(19.4) 7.5 ーの川
婆

1¥'il画中ゐ
散在

底部はやや上底風 暗 色粒子 内面はへラナデ、外面はへデItの(カm床〕マ寝hド土約右横 胴部下半か ら!大型丸蜜

第35図18
土師器 (56) 7.5 粒を含ラ削り後ていねい にナ 中底部にかけて| 

獲

他の長整に比べ、太身の土 体に煤砂粒を多 く口縁部内外国は横ナデ、以貯蔵穴左横口縁剖iから胴け 1長蜜

第35図191土師窪器| 22.0 
ており、含む 下内面lはへラナデ、外面はの床面上 部中位にか

ヘラ削り後ナデ (スリ yプ |て4/5程
基調 か)

第 咽 ぬ 仁F|川関 口 |

口縁部は外反し、胴部は直線l暗黄褐色酬を多く 、口縁部内外而は横ナデ、以
貯一口問 一的 黄褐色粒子 F内面はへラ ナデ、外面は びその周辺部中位にかけ

」 を僅かに含 ヘラ削りi五ナデ(ス リyプ からの出土 て4/5強

L む か〕

t官35図21土褒日市器 (107) 194 1 1 

1 2反半0の土U 口縁部一上l基 一山口縁部町横ナデ以 貯蔵穴付近口縁部から胴ナI長護
がやや強い/外而の胴部 調 多く、黄褐 F内面はヘラナデ、外面は からの出土部中位にかL

に粘土の付着が見られる 色粒子を僅ヘラ削り後ナデ(スリ yプ て1/3程
かに含む か)

口縁部と桐部中位のほぼ同位 暗黄褐色 砂粒をやや 口縁部内外面は横ナデ、以 カマド右納 ほほ完形品 長窪
置に最大径をiftlJり、胴部土半 を基調 多く、茶褐 下内面はへラナデ、外面は 粘土内
から頭部にかけては横ナデに 色粒子を僅 ヘラ月IJりj走ていねいにナデ

土師器
よる段をもち、口縁部は外反 かに含む (スリソプか)

第35図22
蜜

37.5 18.2 6.9 /力マド有袖粘七内から倒置
に近い状態で出土一したこ とか
ら、カマド右袖部の補強材と
して使用 された土器と考えら
れる

晴樹5と胴附1位のほぼ同位制褐色 砂位 以四時柳川面 l瑚ナヂ、 以~1 1J "n9 !Iill引品 j措
置に最大径を品川、』岡部 t半を基調 色粒子をや ト内面はへラナデ、外面
から頚部にかけては横ナデに や多く含むヘ ラ削り後ていねいにナ

第36図23
土師器

37.1 19.0 
6.6 よる段をもち、口縁部は外反 (ス1)"./プか)

費 /外面は口縁部から10cm程下jV粘土均付着し 上 」7 ド掛け口に設置さ

の哨性が主三 一斗 一一」一 一一 」←ーー
(単位叩)

第15表 136号住居跡出土遺物一覧(2 ) 
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第 3節古墳時 代

1 )は現存値及び推定値

持図 ・
器積 器高 口径 底径 特 徴 色調 H古土 白書 3草 出土位置 遺存度 備考 l

図版番号

口縁部と胴部中位のほほ同位 明栓色を 砂中立を多く、 口縁部内外面は横ナデ、以 貯蔵穴内 底部を僅かみに1(長窪

第36関241土日褒出器 35.6 
置に最大径を測り、胴部土半 基調 小石を僅か

下叶ラナデ「
欠損するの

18.0 (60)lb畑一一ス 1，こ含む ヘラ削りi走ていねいにナデ で4/5強
ムーズで、 口縁部は大きく外 (ス リyプか〕

反

口縁部と胴部中位のほぼ同位 明機色を 砂粒を多く 、口縁部内外面は横ナデ、以 力7 ド内 ほぼ完形品 長費

置に最大溢を前lり、胴部上半 基調 黄褐色村子 下内面はヘラナデ、外面は

から頚部にかけては横ナデに -小石を合 ヘラ自11り後ナデ (スリソプ

土師器
よる弱い段をもち、口縁部は む か)

第36図25
蜜

135.0) 17.9 大きく外反/外白1は口縁部の

20cm程下を残 し、全面に粘土

が付着している/カマ ト内の |
力7 ド鉛け口に設置された土

器の可能性がある

胴部中位に最大径を坦IJり、胴 明鐙色を 砂中立を多く、口縁部内外面は横ナデ、以 カマド内を 2/3程 長E車
部上半か ら頭部にかけては横 息調 黄褐色粒チ 下内面はヘラナデ、 外面は 中心にやや

土日市器
ナデによる段をもち、口縁部 -小右を僅 ヘラ月1Jり後ナテ(ス リソ プ 散在

第36図26 37.3 17.5 16.4) は大きく外反/外面はほぼ全 かに含む か)
褒

直1に粘土が付着してい る/力

マ ド左袖部の補強材として使

用された土器と考え られる

胴部中位に最大径を掴'1り、胴 明樺色を li'J;粒を多く 、口縁部内外面は横ナ デ、 以 力マ ド内 ほほ完形品 長室盟

部上半か占頭部にかけては横 恭調 茶褐色粒子 下内面はへラナデ、外面は

ナデによる弱L、段をもち、 口 を含む ヘラ削り後ナデ(スリ ソプ

士師器
縁部は大きく外反/外面はほ か)

第36図27 36.5 18.2 6.6 ほ全面に粘土が付着し、内面
護

には広い範囲で炭化物の付着

痕が観察される/カ マ ト天井

部の補強材として使用された

土器と考えられる

叩 J土製品l
支脚/両さ 14.1cm・上辰径3.8暗黄掲色 砂粒を僅か 表面には全面指頭による成 力マド内の ほほ完形品

cm・下底径7.0cm.重さ592g を基調 に含む 形痕が観祭される 23の 土器

/中心部は穿孔されている (長窪)の

|すの ぐ上か ら
出土

支脚/現存局12.1c皿・上底径 暗茶褐色 砂粒を僅かl件宇ノ宙には全面指頭による成Iカマド左袖 下底部(問〕

-1|5穿[孔Icmき・重さ327g/中心部は を基調 に含む 痕が観察される を欠絹

れている

I紡2g1/錘c皿石車・質/下は高底滑さ径石13 4cm -上底筏
黒色 l外均三面には一同き疫貯蔵穴内 JeハUシロ口ロ

6cm・重さ 26 観察される

」

!鉄鎖の銃身部から鎖部にかけさ I 覆土中 破片
第36図31鉄製品 -1て1.6のE破片/長さ 3.8叩・重 一

/長'l'll片丸造柳葉式

須恵器 一!三千五井部と口縁部の境に幅 l川灰褐色 白色砂粒を ロケロ成形 覆土中 lu縁部小破片 湖西編年

五平蓋 | の細線がまわる | 僅かに含む (皿 第 l
小児月)

第15表 136号住居跡出土遺物一覧(3 ) 

|間 番 号 器 犠 器 品 口径 底径 特 徴 色調 胎土 調 整 出土位置 遺存度 備考

|第38図11士師器[

体部は丸く、口縁部が短 く外 赤色
茶褐色粒子小l内手面及び口縁部外幽は儲後ナl1|南0びの》コ 1 

ほほ完形品 初現段階

12.4 
反/内自及び口縁部外面は赤 -砂粒・ 、以下外面はヘラ削り 柱穴内及 の比企型

t不 本巧Jノ3 石を含む 僅かにヘ ラ磨き調整 その近く t不
床面上

底部と U縁部との境に段を有 赤色 責褐色粒子 内面及び口縁部外面は横ナ 西コ ーナー 4/5強 ;Jj恵器f不
する/口縁部はやや内湾気味 -砂粒 ・小 デ、以下外面はヘラ削り後 の床面上 惹模倣

士師器
に直立/内面及び口縁部外面 石を含む ヘラ屠き調整

第38図2 5.6 12.7 は赤彩/底部外面には性格不切;
明であるが、傷状の細線が幅

3 cm・長さ 6cmにわたり観察

される

底部と 口縁部と の境に弱し、段 赤色 砂粒をやや 内面及び口縁部外面は横ナ 覆土中 1/6程 ;買恵器杯
を有する/口縁部はやや外傾 多く含む デ、以下外面はヘラ削り 蓋模倣

第38図3
士師器 し、全体に厚ぼったい感じの

f不 する土器/全面赤彩が施され

ると思われるが、景1J泌が著し

く不明

(単 位岨〕

第16表 137号住居跡出土遺物一覧(1)
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第 3章検出された遺構と遺物

土師器
第38図81 恋

特徴

底部と口縁部との境に段を有|黒色

する/口縁部はやや内I電気味

lに外傾/全面黒色処聞が施き l

れた黒色系土器/内面には放|

射状の暗文が描かれているl

係部のみの破片で、杯部は内 赤色

|湾気味に大きく開く/全面赤

l彩

係部下半のみの破片/脚台部|赤色

との接合部は若干ソケット状

を呈 している/全面赤彩

調 整

口縁部小破片/複合口縁を呈i暗黄褐色|黄褐色粒子|内外面は横ナデ
lする 「コJの字口縁の裂であ|を基調 |・砂粒を含

ろう む

「く」 の字口縁を呈する球胴|黒色 1茶褐色粒子|口縁部内外閣は横ナデ、以l南コ ナ |口縁部から胴

婆/全面黒く煤けていること ・砂粒を含|干内包はヘ ラナデ、外国は|付近のほぼi部上半にかけ

か ら、黒色系土器である可能 む |ハケ目調整 l床面上及び|て1/2程
性があ る 覆土中

胴部上半に膨らみをもち、口1黒褐色 1貰褐色粒子|口縁部内外面は横ナデ、以l住居中央付1口縁部から桐
縁部は外反/色調は黒渇色を ・茶褐色粒1下内面はヘラナデ、 外面は l近のほぼ床l部上半にかけ

基調とするため、黒色系土器 子・砂粒を|ヘラ削り後ナデ l面上 |て1/6弱
の可能性がある l l含む

』同部はやや長胴化傾向にあり、|輸 褐色|桝主体く 、l口頚部内外面は横ナデ、以|南コーナ ー12/躍
中位に最大径を測る/口縁部|を基調 i茶掲色粒子|下内面はま11落が者しく 図ぷ1の貯歳穴内

は「 く」の字口縁がやや間延 ・金雲母 .Iできなかったがヘラナデ/
(7 . 3)1~: l' '¥ ，J :--'， T"fl'<~';'~~"!;d\ ， _\:;'J~ 1 I.L ~=:;: + ， I 

びL、iコ」の字口縁に近い小石を含む 1外由はヘラ削り後幅広のへ

ラ磨き調整が施され光沢を|

l帯びる | ムーーL~I I 1 

第16表 137号住居跡出土遺物一覧 (2 ) 

土日市器
第41図31杯

特徴

底部と口縁部との墳にはヘラ|赤色

削りにより 明瞭な稜が形成さ

(4.0) 1 (12.8) 1 -1れているため、有段杯との析
表様である可能性がある/内

| 圃 及び口縁部外面は赤彩

同型で深身タイプ/内面及び|赤色
5.0 1 15.4 ' 一 口縁部外面は赤彩

| | 

底部と口縁部と の境に ~ßt 、段 | 赤色

を有する/口縁部は外傾する 1

第41図61土師器! 5.0 1 (150)1 -1が、途中に弱い稜が 1段まわっi
均一 u.V  i ¥J.u，v'l I::-~ ，~-，;::~'~-x-';"'~; Î1~ :~~ 1 

ている/内外面底部を除き赤1

彩 |

底部と口縁部との境に段を有l赤色
する/口縁部は大き く外皮し、

体部は偏平/赤彩は全体の色
土師器1 ，̂  1 ，， .̂.I 

第41閣71ι一一 1 4.2 1 (18.4)1 -1調が赤褐色を呈しているため、
叶 やや範囲の確認が難しいが、

内面及び口縁部外面に施され

ると考えられる

長頚査として扱 勺たが、須恵|淡燈色

器賊形土器の慎倣品である可

能性がある/口頭部は細長 く
土師器1.̂ ̂，I ̂  ̂  1 第411苅81"--:""1 (160)1 7.7 1 -1直線的に外傾し、口縁部は憤

官 ナデによ り若干直立気味に作
られている

第17表 140号住居跡出土遺物一覧(1)
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第 3節古墳時代

( 1は現存値及び推定値

挿図番号 器種 器出J 口径 !ぽ筏 特 徴 色 調 胎土 調 整 出土位置 Jil存度 備 考

胴古~Sは球形を皇 し、口頭部は 淡茶1昌色 砂粒 ・小石 口頭部内外面は横ナ デ、以 カ7 ド内 ほぼ完形品 小型丸廻

苛141図9土師器 13.0 12.9 6.0 
外!支/外面はす、彩されると恩 を基調 を多く、 黄 下内面はヘラナデ、外国は

i修tUf われるが、不鮮明であるため 褐色粒子を ヘラ削り

図示できなかった 傍かに含む

綾合口縁を呈する口縁部は大 暗燈色を l|脚茶褐立を色多粒く子、口縁部内外面は横ナデ、以は |1伎近居中央付 口縁部から胴

第41図10
土師器

(51) (206) 
きく外反 基調 下内面はへラナデ、外面 の覆土中 部上半にかけ

甑 -小石を僅 ヘラ商IJり (床よ約34て1/8程
かに含む 叩)

土師器
胴部から口縁部にかけて緩や 暗黄褐色 茶褐色粒子 内面はヘラナデ後縦方向の 北東コナ 口縁部から胴

第41図11
甑

(13.81 (191) かに広が旬、最大径は口縁部 を基調 -砂粒を含 細長い磨き、外面はへラ削 ーの床面上 部中位にかけ

に i~IJ る む り て1/5程

接合できなかったが、15と同 時赤褐色 砂粒を多く、 口縁部内外面は横ナデ、以 北東コーナ ロ縁間1から胴 大型丸型

個体か/大型で、胴部は球 を基調 隷書館立子・下内面はへラナデ、外面は ーの柱穴付 部中位にかけ

状を呈 し、 最大径は胴部中位 金雲母を傍 ヘラ自IJり後ヘラナデ/ヘラ 近のほほ床 て1/2程

第41図12
土日市器

(19.31 24.0 
に測り、 口縁部は直立気味に かに含む ナデの工具は、ヘラの先端 而上

至理 外反/外面及び内面白縁部は が平坦なものではなく 、さ

赤彩されるものと恩われるが、 さくれ状を呈 した ものと考

不鮮明であ るため凶示できな えられる
かった

「くJの字口縁を呈する 暗檀色を 砂キ立を多く、 口縁部内外面は横ナデ、 f)、覆十中 一 日言誌か ら』同球胴裂か

第41図13
土師器

(50) (18.0) 
基調 茶褐色粒子 下内面はヘラナテ¥外面は

裂 を僅かに含 ヘラ削り て1/4弱
む

長胴化が完成した長裂で、胴 暗赤褐色 黄褐色粒子 口縁部内外面は横ナデ、以 住居中央付 口縁部から腕 長裂

土日市器
部から口縁部への移行はスムー を基調 -砂粒を多 下内面はヘラナデ、外面は 近の護士中 部上半にかけ

第41図14
墾

(9.2) (20.2) ズで口慨は版/不一 く含む ヘラ削り 後ナテ(スリソプ〔床上約 13て1/3弱
あるため、図示できなかったが、 か) ~ 20 cm) か

内外面赤彩の可能性がある らやや散在

12と同一個体と恩われる/球 暗赤積色 砂粒を多く、 内面はヘラナデ、外面はヘラ 北東コーナ 口縁部から腕 大型丸袈

状を呈する胴部は中位に最大 を基調 黄褐色粒子 ナデ後部分的に組いヘラ謄き ーの柱穴付 部中位にかけ

土師器
径を損IJる/外国]には赤色塗料 -金二重母を 調整/ヘラナテ1立、 一見ハ 近のほほ床 て1/2程

第41図15
~ 

(272) 8.8 の付着が観察できるため、外 僅かに含む ケ目調整であるが、工具は、 面上
l市全面lは赤彩が施されるもの へラの先端が平坦なものでは

!と思われるが、不鮮明である なしささくれ状を呈したもの

ため図示できなかった と考えられる

小破片であるため、器種の特 灰褐色 黒色粒子を 内面は力キ日調整、外面は 覆土中 杯部を1/3fA

一 定も困難であ払山 崎| 僅かに含む ナデJ~~在
μ、の係部として扱うことにする

第17表 140号住居跡出土遺物一覧(2 ) 

挿図番号 器穏 器高 口i圭 底径 特 徴 色調 月台 土 調 強 出土位笹 泣手F度 備考

口縁部と底部との境には弱い 赤色 E外立を多く、 ロ縁部内外面は横ナデ、以 貯蔵穴内 1/3程 赤色有段

土師器
段をもち、外傾する口縁部途 黄褐色粒子 下内面はヘラナデ、外面は t不

第43図l 4.5 (128) 中にも数条の稜がまわる/内 を含む ヘラ削り
土不

面及び口縁部外白はやや不鮮
日月であるが赤彩が施される

口縁部と底部との境には段を 黒色 砂4立を多く、 口縁部内外面は横ナデ、以 南東コーナ 3/4程 有段口縁
もち、外傾する口縁部途中に 茶褐色粒子 下内面はヘラナデ、外国は ーの柱穴近 f末

第43図2
土師器

4.9 13.1 
もl段の段がまわる/全体に -金芸母を ヘラ削り後ナデが施される くの深面上

I不 薄ぼんやりと黒く煤けている 僅かに含む が、部分的に未調整部分で
ことから、黒色系土器と考え ある指頭押捺による成形痕
られる が観察される

大型の深身タイプ/口縁部と 明燈色 li'J非立を多く、 口縁部内外面は横ナ デ、以 入口凸堤部 はほ完形品

箔43図3土師器
|酬との境には稜をもち、ロ 茶褐色粒子 下内面はへラナテ、外面は 分の直上

5.4 15.1 縁部は外傾/底部内面には不 を含む ヘラ同IJり後ナデ(ス リソ プ
ljド

鮮明であるが放射状の暗文で か〕
あろうか

小型の両陣/杯部は底部と 口

亦色 I似かb直牟結小に去を布含色多む粒を〈亨傍、
内面及び口縁部外面が横ナ 貯蔵穴内 4/5~主

縁部との境に稜をもち、口縁 デ、以下外面はヘラ削り/

第43図4
土師器

6.7 11.6 7.9 部は外傾/脚台部は短めで 脚台部は内面裾部及び外面
高杯 「ハJの字状を呈する/杯部 は憐ナデ、内面脚住部はへ

の内面及び口縁部外面は不鮮 う自IJり
明であるが赤彩が施される

長銀漬か/頭部は直線的に直 赤色 砂す立を多く、内世話及び口縁部外面は横ナ 力マド左横 口頚部のみ2

第43図5
士師器

(6.0) 9.1 
立し、口縁部は僅かに外傾/ 黄褐色粒子 デ、以下外面は粗いヘラ磨 の獲上中 /3f.量

牽 内外面は不鮮明であるが赤彩 を合む き調整 (床上 5~l 
が砲される 3cm) 

体部は半球状を呈 し、口縁部 内外面か 砂粒を多く U縁部内外面は横ナデ、以 カ 7 ドすぐ 口縁部から底

第43図6 土鉢師器 (117) I 22.4 
は直立 甲、く煤け、含む 下内面はヘラナテ、外面は 左償のほほ 部付近にかけ

全体に暗 ヘラナテが施されるが、 未 床面上 て4/5程
茶褐色 調整部分の指頭押擦による

成形痕が残る

口縁部と制部上半のはほ同位 暗黄褐色 砂粒を多く、 口縁部内外面は横ナデ、以 貯蔵穴内 口縁部から胴 長祭
置に最大径を揖IJり、胴部ヒ半 を基調と 黄褐色粒子 下内面はへラナデ、外面は 部下半にかけ

第43図7
土師器

(25.4) (18.4) 
から童画部にかけては横ナデに するが、 -小石を含 ヘラ削り後胴部下半を中心 て1/3程

主主 よる段をもち、口縁部は大き 全体に黒 む に縦方向に細長いへラ磨き
く外反 く煤けて 調整

いる

(単位叩)

第18表 141号住居跡出土造物一覧(1 ) 
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第 3章検出された遺構と遺物

特徴 調整

l挿図番号 器種 器I民 口径 底径 特 徴 色調 胎土 調 整 出土位置 遺存度 備考

'体古都かわU縁部kかけて同内談ぷ褐色1砂粒をやや内面及ぴ口縁部外血U横ナ北東コ 十P、12/3程
第45図]

土師器
5.1 12.2 η71縁付j脅し、口縁部は直立/外面白を基調 多く 、黄褐デ、以下外面はナテ調整、 の柱穴

勾く 部か ら!底部にかけてタール 色粒子を含未調整部分として指頭押捺
着物あり/用途は灯明皿か む によ る成形痕が観察される

長裂であるが、腕部下半に膨|外1[..、商を中 砂粒を多く I ~面はヘラナテ、畑はへ I ~! コ ナ胴部下半以 F長室霊

第45図2土師器 1138) 6.0 らみをもっ に黒く 含む 削り後ナデ の覆土中を1/2程
費 煤けてお (床 t約 14

り、黒色 cm) 

口縁部と胴部上半のほぼ同位 外面が全 砂粒・金雲 口縁部内外面は横ナデ、以 北東コーナ口縁部から胴 長窪

第45図3土護日市器 128.2) I 19.4 
置に最大径を品'1り、胴部上半 体に黒く母を多く 、 下内面はハケ目調整、外面 ーの覆土中 部下半にかけ

ー から頚部にかけての移行はス 煤けてお 黄褐色粒子 はヘラ自IJり/ハケ目調整は (床上約14て1/2程
ムーズで、口縁部は外皮 り、主l褐 を含む 先端が平坦な ものではなく 、cm)

|色を基調 ささくれ状のもの

筒抜け式/胴部下半は僅かに |暗黄褐色 lt1粒を多く、 内面はヘ ラナデ後縦方向にま |貯蔵穴内 胴部下半以下

第45図4土師器 ー 110.5)膨一 らみをもっ 茶渇色粒子 粗いヘラ磨き調整、外面l を1/3弱
甑 -金雲母 ・ ヘラ背IjV)

小石を含む

長蜜 」内外面の縦方向に枯土紐が貼 日音黄褐色 litt立を多く 、内外面横ナデ 貯蔵穴内 小破片

土師器
付けられている/粘土貼付内

|第ぬ 楚
の断面に亀裂があることから、 を含む

破損部の補修痕川士九

一
は顕著に指頭押捺痕が残 る

第19表 142号住居跡出土遺物一覧

特徴

第20表 143号住居跡出土遺物一覧

特徴 言者 撃

寸

第21表 144号住居跡出土造物一覧(1)
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第 3節古墳時代

1 )1;(現存 f~i及び推定値

t市図番号 器軽E 器高 口径 底径 特 徴 色調 胎土 調 整 出土佼讃 選存度 備考

胴部最大i圭19.0cm/底部外国 灰褐色 白色の砂粒 外商は格子叩き後~~t 、 ナ デ 北東コ ーナ 高台部は欠国

に高台のitr]離痕が残り、 さら -小石を多 (カキ 白調整l/内向は体部 のほほ床 するが、 体部

に接合面を強化するための細 く含む がナデ、底部は当て道具痕 面上 上半以下を j

線が施されている ことから、 である青海波が残る /2程

|第46悶5
須恵器

(11.7) 
高台付の歪 と考えられる/底

宝古よ正 部は丸底で、 体部は上半が内
傾 L、全体に算盤三五状を主主す

る/文様は体部上半に断歯状

土F、 によ る横位~'H犬の連続束1] 」突文が施文

第21表 144号住居跡出土遺物一覧(2 ) 

帰図番号 器穏 器南3 口径 Ili径 特 徴 色調 日台 土 調 整 出土位置 遺存度 備 考

l第48図1I J二師器 391-

口縁部と底部との境に稜を も 赤色 赤褐色粒子 内面及び口縁部外面は横ナ カマド目ij[!ij1/5程 |比企型杯

ち、口縁部は直立/口唇部内 -砂粒を含 デ、以下外市はへラ 削り のほほ床面

士T- 面には I~lií 1 mmの細い沈線/内 もち 上
面及び口縁部外商は赤彩

口縁部と底部との境には段を H音i賓褐色 砂中立を多く、 内面及び口縁部外面は横ナ 覆土中 1/3弱
もち、口縁部は内傾/色調は を基調 D'tI冒色粒子 デ、以下外面はヘラ削り 後

日明P110m|川 l

暗黄褐色を基調と するが、全 -茶褐色粒 ナデ 〔スリップか〕

一一日けて 「 を含む
|色いる ことから、全面黒彩の黒

系士おの可能性がぬる 昨輔を粒グT4酬Jを多く子、l口川~、嚇Mう都削内5句2外ヘ商ヲUナ繍ヲナ
第48図3lHIE器

深身タイプ/口縁部と底部と 淡燈色を テ、 以 力マド円リ面 ほほ完形品

の境には段をもち、口縁部は 基調 外耐は の床面上
」 町、 内傾

口縁部は大きく 外反 全体に煤砂粒をやや|早縁部内外商は横ナデ、 以貯蔵穴内 口縁部から胴 長翠
(56) 096) けており、 多く 含む 内耐はへラ ナデ、 外面は 部上半にかけ

事褐色 斜方向にナテ (スリ y フ。か) て1/6程

同 途 不 明 品 /)Jjljなどの姐 覆土中 ほほ完形品
(はばき)の ように環状を呈

第48図5銅製品
する ものか/実品1]上自]には鋲

留用の穿孔を もっ/長き 3.2
cm・幅1.5cm.厚 さO.lcm・重

さ8.3g

第22表 145号住居跡出土遺物一覧

揮図番号器種 骨量高 口径 底径 特 徴 色調 飴土 調 整 出土位i泣 進存度 備考

川町
1比企型杯口縁部と底部と の墳に稜を も 赤色 赤褐色粒子 内面及び口縁部外面は横ナ 南東コ ←ナ 2/3程

ち、口縁部は外反/口唇部内 -黄褐色粒 テ、以下外面はヘラ 削り ーの柱穴近

面には幅 3mmの沈線/内面及 子 ・砂粒・ くの床面上
び口縁部外面は赤彩 小石を含む

小型の出口蓋か/胴部上半に 黒色 赤褐色粒子 口縁部内外面は横ナ デ、 lヨ貯蔵穴内 はほ完形品

最大径を府lり、底部は一度屈 -黄褐色粒 下内面はへラナデ、外面は

6.4 曲L稜をもっ丸底/全面黒色 ず・砂粒を ヘラ削り後級密なヘラ磨き

処理が施される黒色系土器と 含む 調整

思われる

胴部上半から頭部にかけては 暗黄褐色 砂粒をやや口縁部内外面は横ナテ、以、入口凸堤及 口縁部から胴 長袈

制図目 上師指器叶I (90) I (188) 
スム ズで、口縁部は大 きく 多 く含む 下内面はへラナ デ、 外面は びその近く 部上半にかけ
外反 ヘラ再1]り後ナデ(ス リップ の覆 土 巾 て1/5程

か) 〔床上約16c田〕

胴部上半から頭部にかけては 淡檀色 胎jには砂 口縁部内外面は償ナテ、以 入口凸堤技 口縁部か ら胴 長饗

第50悶4
土師器

(88) (209) 
スム ズで、口縁部は大 きく 粒をやや多下内面はヘラナデ、外面は びその近 く 部上半にかけ

費 外反 く、 黄褐色 ヘラ間1]り後ナデ(スリ y プ の 覆 土 中 て1/4程
位子を含む か) (床上約13cm)

口縁官官と胴部上半のほぼ同位 階黄褐色 砂粒をやや 口縁部内外面は横ナ デ、以 貯蔵穴内及 口縁部から胴 長楚
置に最大径を測り 、1同部上半 を基調と 多く含む 下内面は斜方向にヘラナデ、 び北西コ ー 部下半にかけ
から霊長部にかけては横ナデに し、胴部 外両はヘラ 削り後ヘラ磨き ナ のほほ て1/2程

20.6 よ る ~~ t 、稜をも ち、 口縁部は 上半以下 調整 床面上
主重

大きく 外反 は二次焼

成により

黒褐色

ロ縁部と胴部中位のほほ同位 暗黄褐色 長TtiLを多く 口縁部内外由は憤ナデ、以 力マド左袖 ロ縁部から胴 長E聖
置に長大f主を測り、 1同部上半 を基調 合む 卜内面はヘラナデ、外面は 部分か ら住1]部下半にかけ

土師器
から煩部にかけてはス ムーズ ヘラ削り後粗いへ ラ磨き調 置した状態 て1/2桂

第50図6 (257) 20.2 /口縁部は外反/胴部上半以 整 で出土
鐙

下は剥落 しているが、粘土の

付着痕が観察/出土状態から

補強材か

支脚/現停高9.1cm・幅5.5cm 暗茶褐色 混入物をほ 表面には成形痕である組い 住居中央{寸 下端部分を欠
第50図7土製品 とんど含ま 平坦面が残る

なL、 (床上約10cm)

(単位 cm) 

第23表 146号住居跡出土遺物一覧
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第 3章検出された遺構と遺物

( ilJ:現存値及び推定値

挿図番号 器種 器高 口径 底径 特 徴 色調 H台土 言問 整 出土位置 遺存度 備考

口縁部と底部との墳に稜をも 赤色 砂粒 ・小石 内面及び口縁部外面は横ナ |力マド右横11/2程 比企型杯

第51凶l
土師器

4.1 (130) 
ち、口縁部は外反/口唇部内 を僅かに含 デ、以下外商はへラ削り の覆土中

杯 面には幅 2mmの沈線/内面及 む (床と約 6αn)
び口縁部外商は赤彩

底部と LJ縁部との境に弱L、段 赤色 賞褐色粒子 内面及び口縁部外面は横ナ 積土中 口縁部から底

第51図2
土師器

(26) (11.4) 
を有する;Jj恵器杯蓋模倣/口 -砂粒を含 デ、以下外面はヘ ラ出11り 部にかけて]

.1";ド 縁部はやや外傾する/内面及 む /8f!f 
び口縁部外面は赤彩

底部は平底を呈 し、体部から 暗黄褐色桜中立を多く、
口縁邸内外出M撒ナ 7 、両にに以川出判 昨七歳八内

2/3程

土師器
口縁部にかけては内湾/口縁 下内面はヘラナデ、外

第51図3
I.T 

4.9 (126) 5.6 部は僅かに直立 を含む ヘラ削り、口縁部直下

未調整部分の指~Jí押捺
る成形痕が観察される

第24表 147号住居跡出土遺物一覧

f革関番号 器種 器高 仁l径 J底筏 特 徴 色 調 胎 土 調 3主 出土位撹 遺存度
分類及び

備考

比企型上不/口縁部と底部止の 赤色 赤褐色粒子 内面及び口縁部外面は横ナ 南東コーナ 1/6程 IA類

土師1r.，
境に弱い沈線により作出主れ . ~沙位を含 デ、以下外面はヘ ラ再11り後 ーの柱穴近

第55図l
主不

(3.1) (12.0) た稜をもっ/口唇部内部には む 軽いナデ くの覆土中
幅 2mmの沈線/外面底部を除 (床上約20
き赤彩 cm) 

l 全Fv 部と底部との境には明瞭 黒色 赤褐色粒子 白紙部内外面は横ナデ、以 力マγ一時
第55図2

土師務 段をもち、口縁部は直立/ -白色粒子 下内面はヘラナデ、外自は の床面上
工不 百黒色処埋が施される黒色 -石英 ・砂 ヘラ自11り

系土器 粒を含む

カマド右横|出 完形品 i I ~カの土穏に比べ深身で口縁部 黒色 亦褐色粒子 口縁部内外面は横ナデ、以

土師器
〉やや内傾する器形であるが、 -白色粒子 下外面ヘラナデ、外市lはへ の床面上

l __~ 
第55図3

杯
5.0 13.2 一 調整 ・胎土 ・黒色処理など酷 -石英 ・砂 ラ背11り

似する土器/全面黒色処理が 粒を含む
砲される黒色系土器

土日市耳目
口縁部と底部との坊には段を 黒色 砂粒を多 く 口縁部内外面は横ナテ、以は1力7 ド右棋Iほぽ完形品 C1類

第55図4 1.6 14.8 もち、口縁部は外傾/全面黒 合む 下内面はへラナデ、外面 の床面上
杯

色処理が施される黒色系土器 ヘラ削り後軽いナ デ

土師器
口縁部と底部との境には段を !異色 frJ、粒を多く 口縁部内外面は横ナテ、以はI右カマ ドすほぐIほぼ完形品

第55図5 5.0 ー もち、口縁部は外傾/全面黒 含む 下内面はヘラナデ、外商 横のほ
主不

色処理が施される黒色系土器
而ヘ高ラ削山りi走五経忌いナデ 床面上

口縁部と底部との墳には段を黒色 制球也を多く、 少血は績ナカマド;(:J!j而2ll u民議~if~品

ート師器
もち、口縁部は直立/全面黒 黄褐色粒子テ、以下外面はヘラ削り後のほほ床

第55図6 4.3 一 色処理が施される黒色系ート器 金一Lナ デ 簡 直 山 旨 上 」士平
作かに含む頭による弱し、押捺痕が観察

される

土師器 ーI色口も縁部と底部との境には段を 黒色 砂粒を多 くI軽内7 1白及び口縁部外面は横ナ一11;1:IJ二第55区17 4.4 ち、 口縁部は外傾/全面黒 含む 、以下外面はへ ラ削句後 床面上
杯

処理が施される黒色系土器 いナテ

士一 3.7 山

→I色口も縁部とほ部との境に は段を;~.\~色 砂f立を多く 、口縁部内外[面は横ナテ、以 西明り11ほぼ完形
第55図8 ち、口縁部は直立/全面黒 燈色粒子を下内面はへラナデ、外面は ほぼ床面

処理が施される黒色系土器 僅かに含む ヘラ自Ijりj走経いナデ

口縁部と底部との境には耳目L、淡樟色 砂骨立を多く 、口縁部内外面Iは横ナ デ、 以

…昨第55図9
段をも ち、口縁部は直立 黄掲色粒子 下内面はヘラナデ、外面は びその周辺

王不 を僅かに含 ヘラ削り後軽いナデ のほほ床面
む 上

口縁部と底部との境には~~l、黒褐色 lr't可立を多く、 口縁部内外面は償ナデ、以 南東コーナ

土師器 14.2 I 
段をもち、口縁部は直立/全 櫨色粒子を 下内面はヘラナデ、外百は の覆土中

第55図10
杯

5.0 面がう っすら黒く煤けている 僅かに含む ヘラ自iり後軽いナデ (床上約20
ことから、黒色系土器であ る cm 
可能性あり

土師器
口縁部と底部とのi寛には段を IR音黄褐色 砂中立を多く、 口縁部内外面は横ナデ、以北西 コー ナ ウ冗配川口口口 D2類

第55図11
杯

3.2 10.5 もち、口縁部は短く直立 茶褐色粒子 下内面はへラナデ、外面はーの柱穴内
を含む ヘラ削り後ナデ

七師器
深身のもの/口縁部と底部と淡燈色 砂粒を多く 口縁部内外面は憤ナデ、以|住居中央の完形品 E 1'rn 

第55図12 5.4 12.2 ー の境には稜を もち、 口縁部は 含む 下内面はヘラナ 7、外面は床面上
王手

短く外傾 ヘラ削り後ナデ

第55図13土師器
深身のもの/口縁部と底部と 暗賞褐色 l砂粒を多く 、口縁部内外面は横ナデ、以 l貯蔵穴内 口縁部から体

杯
(4.5) の稜をもち、口縁部は短く l古 I茶を褐色粒子 下内面はへラナデ、外語は l| l|部下半にかけll 

|立 含むヘラ首Ijり後軽いナデ て1/5程

土師器 |深身のもの/lJ縁部と底部はと I楢黄褐色砂粒 ・茶褐口縁部内外出は横ナデ、以力マ ド燃焼 口縁部から体j|l 

第55図14
I不

(6.1) |短の境には稜を もち、口縁部 L色i粒子を多下内面はヘラナデ、外面は部からの出巴[部下半にか
く外傾 含むヘラ向11り後ナデ 土 1/4程

第55図15土師器
深身のもの/口縁部と底部はと1暗黄褐色 Ht立を多く、 口縁部叩は折、以貯献内 ほ出品 l

7.2 |の境には稜をもち、口縁部 i黄褐色粒子 下内面はヘラナテ、外置は | 
| 杯 短く 直立 を含む ヘラ削り後ナデ

(単位 凹〕
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挿図番号 自宮種 器高 口径

土師器
第55阿16 6.3 13.5 

長ド

第55図17
土師器

42 I山 l杯

叩…ベf士f炉阿罷4!い491卜ぺ3.4イ1 

H叶
第55図201土幻

M
師、器I 4.5 I 13.0 

日5lJl土原器 4.2111.5 

土師器
第55凶23 4.7 11.5 

切:

十日市器
箔ぬ凶24 t:f 5.2 8.0 

第55阿25
土師器

6.0 13.8 
杯

土師器
第55図26 珂: 5.7 11.0 

二五 12.1 

第5:1図28
土師器

5.9 13.2 
主不

第55図29
土師器

5.4 12.8 町、

土日市器
第55図30 材、

(4.3) (10.1) 

第 3節古墳時 代

i )は現が値及び推定1直

底径 特 徴 色調 H台 土 調 数 出土位i宣 遺存度
分類及び

備考

← I深の直身のもの/口縁部と底部と 淡償色
砂黄をキ褐含立をむ色多粒く子、i|1口へド縁部内外面は横ナテ、以

貯蔵穴内 2/3程 El類
境には稜をもち、 口縁部は 内面はへラナデ、外面は

立気味に外反 ラ削り後ナデ

l口縁部と底部との埼には稜を 暗黄褐色 砂粒 ・茶褐多 1口ト縁部内外面は横ナデ、以 南東コーナ 完形品 E2類
もち、口縁部は外Jぇ/底部に 色粒子を 内面はへラナデ、外面は ーの覆土中

は/ド葉痕が残る く含む ヘラ背11り後軽いナデ (床上約 14
cm) 

口縁部と底部 と の境には，，~\、 H音貧褐色 砂粒 ・茶褐 ， J縁部内外面は横ナデ、以|l北東床柱コ面穴ー上近ナ1ほぼ完形品
稜をもち、口縁部は外反 色粒子を多 F内面はヘラナ デ、 外面はlーの

|粒く、黄悩色 ヘラ再M
子を含む

口縁部と底部との境には稜を 淡際色 砂粒を多く 、口縁部内外面は横ナデ、以 カマド右横 完形品 IE3a類
もち、口縁部は内{頃 黄同色粒子下内面は粗いヘラ磨き調整、 の床面上よ

を含む 外国はヘラ削り後軽いナテ'

口縁部と底部とのI克には稜を暗黄褐色 カマド右償 4/5強
ー もち、口縁部は内傾 内面はへラナデ、外国は

砂黄を申含褐立をむ色多粒く子、 I下口へ縁部内外面は横ナデ、以
のほほ床面

6.3 

4.8 

5.4 

5.6 

やや大振りの土器/口縁部口と!|淡檀色 砂粒を多く
底部との墳には稜をもち、 含む

縁部は内傾

日縁部と底部との境には阿暗黄褐色 砂粒 ・茶褐
もち、口縁部は内傾 色村子を多

υ縁部と底部との境には稜 褐色砂粒を多 く
もち、口縁部は内傾 含む。口縁

部内外面は
償ナ デ、以

下内面はへ
ラナヂ、外
面はヘラ削
り後軽いナ

ア

小振りの土器/口縁部と底部暗黄褐色 li'T千立を多く、
との境には綾をもち、口縁;部 茶褐色粒子
は内傾 を含む

l底部は上げ底状の'lZ底/底部 暗黄褐色 砂粒を多く
から口縁部にかけてやや内湾 合む
気味に外傾早期の段階でF類
に分煩してしまったが、製作
技術上において組雑品の26・

27などの士需と比べると良品
であるため、本来E類に分類
すべきか

口縁部がきれいな円形になら 暗黄筒色 ι中立を多く、
ず歪んでい る/底部はきれい 黄褐色粒子
ではないがギ底/底部から口 をえむ
縁部にかけて緩やかに内湾

口縁部がきれいな円形になら 暗茶褐色 砂申立を多く、
ず歪んでいる/底部はきれい 黄褐色粒子
ではなL、が平底/体部はやや を含む
膨らみを有し、口縁部はゆる

く外反

口縁部と底部 との境には稜を 淡燈色 砂味立を多く、
もち、口縁部は直立/底部は 黄褐色粒子
平底/底面には木葉痕が残る -茶褐色粒
/早期の段階でF類に分類し 子を含む
てしまったが、製作技術上に
おいて組雑品の26・27なと の

土器と比べると良品であるた
め、本来E類に分類すべきか

日縁部がき れいな円形になら暗茶褐色砂粒を多 く
ず歪んでいる/底部はきれい 含む
ではないが平底

口縁部がきれいな円形になら 暗黄褐色 砂粒を多く
ず歪んでいる/体部から口縁 含む
部にかけて内湾

ラ月'1りi圭ナ デ 上

口縁部内外面は横ナ 子、以カマド右横 フ~ヒE川ニシロロ口

いうナ横ィナテーナf少人血 l11 l の帥上
ヘラ削り後半~t 、

口縁部内外面は 南丙コーナ 4/5強
下内由はヘラナ ーの柱穴内

ヘラ削り後ていねいに全面

ナテ

口縁部内外面は横ナデ、以住居中央の 1/4程
十内面はヘラナデ、外面は床面上
ヘラ削り後軽いナデ/外面

の日縁部直 FIこは僅かに無
調整部分が観察される

口縁部内外面は横ナデ、以はI左上力マドすく zフb右 E凡ノロロロ E3c類
下内面はヘラナデ、外面 績の床面
ヘラ削り

口縁部内外面は横ナデ、以 貯蔵穴内 自フロ立川ノノロ日口 Fla実証
卜内面はへラナデ、外面は
ヘラ削り後ナデ

日縁部内外面は横ナデ、以力マド右横 完形品 Flb類
ド内山はヘラナデ、外面は の床面上
無調査さで、成形痕である指
頭による押捺痕と粘土の輸
積み痕が全面に観察される

口縁部内外面は償ナテ、以 カマド右横|部品
下内面はヘラナデ、外面は の床面上
底部がへラ削りされ平底状
に作出されるが、休部は僅

かにナテ られるが、成形痕
であ る指頭による押捺痕が
残り、指紋も観察される

口縁部内外面は償ナデ、以 貯蔵穴内
F内記はヘラナデ、外面は
底部がヘラ削り

口縁部内外面は横サテ、以 貯蔵穴内及
下内面はへラナデ、外商はびその周辺
底部がヘラ自Ijりが施され平 のからの出
底状にVr出されるが、体部土
はへラ削りが施されず、直
接ナデ

口縁部内外面は横ナデ、 lヨカマ ド前面
下内面1;¥ハケ白状の軽いナ の覆土中
デ、 外圃は底部がヘラ削り (床上約30
が施されるが、体部は縦方 明)
向に粗いハケ目痕が僅かに

l残るが、指頭による成形が
加えられる

遺存度は4/5F2a煩
強

口縁部から体 F 2b穎
部下半にかけ
て1/5程

」ー

(単位叩)
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第 3章検出された遺構と遺物

( )は唄存値及び推定値

挿図番号!器種 |器高!口径|底径 調整 遺存度特 尚北位箇
分類及び

備考
徴 色調 | 胎 土

1口縁部がきれいな円形になら|淡憧色 !砂粒を多く|内直及び外面口縁部は横ナ|カマド右横|完形/1占
|ずだんでいる/器両が低く、含み、黄褐lデが施さ れ、外面は底部が|の床面上 | 
|底部から直接外反し 口縁部 に 色 村子を含1ヘラ削りが施され、体部は8.0 I ~w~u~~~~ ，::~，.:;:;.，::~ ::o;;;:;;: I ~ ' ." ~= I ，~~~::':.~:'~M':~~ ~ . :...，，~:;:::'，";I 
|至る/平成の底部には木葉痕 lむ |縦方向に組L、ハケ目調整が 1

が残る 僅かに残るが、指頭による|
| 成形が加えられる | 

「ハ」字状を呈する脚台部/'赤色 |黄褐色粒子 1杯部内面及び脚台部内面は|住居中央付'1/3程
界部内面と蜘台部外面は赤彩 | ・砂粒を佳|へラナデ、脚台部外面は横|近の覆土中

かに含む |方向にナデ、縦方向にヘラ 1(床上約15
削り痕 1 crn) 

|最大径を胴部中位にもち、口 |淡樫色 |砂粒を多く、 |口縁部内外面は横ナデ、以iカ7 ドすぐ 12/3程 |小型丸護
|縁部は短く外皮/底部は平底黄褐色村子1下内面はヘラナデ、外面は|左横の覆土
|気味に作られ安定感がある を含む |へラ削り後横あるいは斜方|中(床上約|

| 向にナデ 1 12cm) 

I~の土器に比べ、球胴を呈 し、 i 暗黄褐色 1 砂粒 ・黄褐|口縁部内外印は横ナ デ、 以 | 力マド右横 | 完形品 川 型丸劃
|頚部はすぼまる/底部はやや |色粒子 ・茶|下内面はヘラナデ、外面は !の床面上

8.5 - I ~~;;::+:: ，:，:' ~. ::-~":;' ， ;;:;~ ，.~7 ~;' 1 ， w"""，_~" ， ..':~.'~ I '-""~ ~ | 平聞に作られている 福色粒子刊をへ叶ラ吋坤瑚自印削!リIJVJi&
L 」 | |酢多駅く討1 | | 

底部から口縁部にかけて内汚|淡樫色 |砂粒・茶褐1口縁部内外面は憤ナデ、以|貯蔵穴内及|遺存度は1/51
/底 部 は 明 確 な 平底ではない色粒 fを合|下内面はへラナデ、外面はlび力 7 ド周程

|こと師器 1 M' mo  m 1 が やや平 らγ作られているむ |ヘラ削り後ナデ |辺のぞ豊土中第55図35 ， ..L ~':''" 1 9.7 (220)' -1、'-I r ~ .. J'l ~ '- ~ • '.，.) I I'U . / ti'J 'j 1~ / J I ~;:--' è~c:~ ~~ I 
1 (床上自 ~31

| | |4m) か ら|

i |散在

底部から1岡部にかけて緩やか l暗黄褐色|粒・茶褐色1口縁部内外出は横ナデ、以|貯蔵穴近く 12/3程
第四判官刊 17.4 1 -1 891に外傾/日酬は僅かに外反 |を基調 l肝移く、|下内面はヘラ ナデ、外面は|の覆土巾

1 ".~ 1 u'"1 黄褐色粒子|ヘラ削り後ナデ 1 (床上約101
| を含む 1 cm) 

卜底部か ら胴 部 に か けては内|全体に時粒・吋口語丙加 は横ナデ、以i西壁寄り の|ほ院間 | 

第55凶37'
土E器I17.2 25.0 I 8.7 I湾し、口縁部は外反/全面黒1く煤けて|色粒子 ・茶|下内面はへラナデ、外面は|床面上

鉢 1 "，." I UU.U u.， 1色処理が施される黒色系土器 lおり、 黒|褐色粒子を |ヘラ削り後斜方向にナデ

と思われる 褐色 l含む

単孔式/底部から口縁部にか|淡櫨色をi砂粒を多く、i口縁部内外面は横ナデ、以1貯蔵穴内 |完形品

l土師器1，，， 1 '001 rolけて緩やかに外傾する小型の1基調 |黄褐色粒子|卜内面はヘラナデ、外面は
第56園381~~;:"" 1 17.4 1 1881 5.0 I~ ~ '~ .'.."/;;;'~::~;;，;' ;'~;;I="'" I ~'.;'~~.~I l 甑 1 ".~ 1 "U .U 1 u.u 1鉢タ イプ/底部に木葉坂を残i ト茶褐色粒|ヘラ削り後縦方向後の粗い

す 子を含む |ナ デ

筒抜け式/底部から口縁部に !淡樫色 |砂粒を多く、 |口縁部内外面は横ナデ、以|カ 7 ドすぐ 14/5強
か け て 緩 や か に 開き、口縁部黄褐色粒子|卜内面はへラナデ、外面は|右横の床面9.5 I :，J:~~ '1';-~~ ~ i L. lm ~ " 1-l '~ O IJ I I ::-~ :=-;~ ~I ~ I'_J~~:~(/: ，，~~ ;' ~~ /，r-~'''' I 
は大きく外反 を僅かに含|へラ削り後縦方向にナデ |上

| |む

筒抜け式/39の土器に比べ、|淡燈色 |砂粒を多く、 |口縁部内外面は横ナデ、以|貯蔵穴内及 4/5強
細身 黄褐色村子 l下内面はヘラナデ後縦方向 |びその周辺

9.81 ・茶褐色粒|に細長い磨き、外面はへラ |からの出土
子・小石を|自IJり後内面と 同様な縦方向|
僅かに含む |の細長い磨き | 

胴部中位に最大径をisIり、LlI暗黄褐色|桝時抗、|口縁部内外岨は横ナデ、以iカマド左横|完形品
縁部は外皮/口縁部内l面のス黄褐色粒子|干|付面はへラナデ、外面は の壁際 l 

7.61クリーントーン部分は磨耗範・茶褐色粒へラ削り後斜方向に ナデl
囲を示しているが、使用時の子を含む 1 (スリップか
擦れの痕か | 

胴gji中位に長大径を損lり、卵|暗黄褐色|砂粒・黄褐|口縁部内外商は横ナデ、以l北西コーナ 1頚部から底古iil大型丸窪
形状の胴部を呈する |を基調 i色粒子を含1下内面はへラナデ、外I聞は! の床面上 |にかけて1/3

む |ヘラ削り後斜方向にナデ程8.41 1 v 
(ス リップか)、胴部下半は

横方向にナデ(磨き的ltJil
施され光沢を帯びる

胴部上半に最大径を掛川、胴1s音黄褐色IIV':!i'rを多く 、口縁部内外面は横ナデ、以貯蔵穴内放4/5f呈 |大型丸護
部は卵形状を呈し、口縁部は|を基調 |茶褐色粒子l下内面はヘ ラナ デ、外面は|びその周辺|

8.6 1 ~ V: 7~"~~"-~ L--， 1-l 1~4' OIJl o. l "-~ UI"J 1 -:'-~ ~1~ J I ~ r':~' li: -:~. /b .:---:~ ，/_r~i: I ':._ _~ :=:~~~~ I 
大きく外反 を含む |ヘラ削り後斜方向にナデ|からの出土|

1 (ヌ 1) "J ワ'ヲh

J
川」
川

7
同55図イ土F J120

蜘図39I~~~ 2:r: 

1'5fl56閃J上F166 

(25.3) 

第印刷|土:~I 31.0 

第56図似|土星器1(川119.2 

l'士師器
第57図451 察

F3類

小型品

口
四型大

22.8 

13.4 

nx
u
 

1
 

2
 

~~ 

〔単位 叩)

第25表 148号住居跡出土遺物一覧(3 ) 

-98 



第 3節古墳時代

( )は現存値及び推定値

指図番号 器種 器í~j 口径 底径 特 徴 色調 胎土 調 整 出土位護 遺存度
分類及び

備考

l第57図47

』同部中位に長大径をiJ!IJり、口 H音黄褐色砂粒 ・茶褐 口縁部内外面は横ナデ、以力マドすく 12/3程 長裂

土師器 35.4 5.8 
縁部は大きく外反/底部に木 を基調 色粒子を多 下内面はへラナ デ、外甜は左横のほほ

蜜 葉痕が残る く含む ヘラ削り 後縦方向にナデ床面上
(スリ y プか)

胴部上半に長大俸をiR'Jり、口 暗黄褐色 砂粒を多く、 口縁部内外面は横ナデ、以 人口凸堤部 4/5強 長窪

縁部は大きく外)X:/底部に木 を基調 茶褐色粒子 下内面はヘラナテ、外面は 直上

業痕が残る を僅かに含 ヘラ削り後斜方向あるいは

第57図48
土師器

35.5 18.9 (6.3) 
む砂粒を多 縦方向にていねいなナテ

費 く、黄憎色 (スリソプか)

粒子・茶褐
色粒子を僅
かに含む

胸部中位に最大径を測り、 口 暗黄褐色 砂粒を多く、 口縁部内外面は横ナデ、以 入口凸堤部 4/5強 長Z空

第57図49
土日市器

36.0 19.8 6.0 
縁部は大きく外皮 を基調 黄褐色粒子 下内面はヘラナデ、外面は 直上

護 -茶伺色粒 ヘラ削り 後縦方向にていね

子をえむ いなナテー(スリ y プか)

胸部中位に最大径を測り、口 H音黄褐色 砂粒を多く、 ロ縁部内外面は横ナデ、以 南東コーナ 2/3程 長歪E

土師器
縁部は大きく外反 を基調 茶褐色粒子 下内面はへラナデ、外国は の南壁寄

35.7 (21.0) 7.41 を含む ヘラ削り後縦方向にていね りの覆土中
葱 いなナデ (ス リソプか〕 (床上 4~ 

24cm) 

臼縁部と胴部中位のほほ同位濃燈褐色 砂粒を多く 、口縁部内外面It横ナデ、以住居中央の ほほ完形品 長窪

第58図51
土師器

33.9 20.4 6.5 
置に最大径を測り、口縁部は を基調 黄褐色粒子 下内面はへラ ナデ、外面は 床面上

費 大きく外皮 を僅かに:'iヘラ削り後縦方向にていね
む いなナデ(スリップか)

胴部中位に最大径を測り、口 黄褐色を 砂中止を多く 口縁部内外面は横ナデ、以 貯蔵穴内及 1/2程 長裂

縁部は六きく外反 基調とす 合む 下内面はへラナ デ、外面は びカマド周

士師'*
るが、胴 ヘラ削り後斜方向にていね 辺の床面上

第58図52 33.1 18.7 7.0 部中位以 いなナデ(ス 1)ソプか)
lll! 下が暗茶

褐色に煤
けている

胴部中位に最大径を測り、口 暗黄褐色 砂粒を多く、 口縁部内外由は績ナ デ、以、 力7 ド前面 口縁部から底 長主要

縁部は大きく外反 を基調 黄褐色粒子 下内置はへ ラナ テ、外商は の床面上 部付近にかけ

第58図53
土師器

(35.4) 19.4 
-茶褐色粒 ヘラ削り後縦方向及び斜方 て4/5程

婆 子 ・金雲母向にていねいなナデ(ス リソ
を僅かに含 プか〕
む

胴部上半に最大径を側り、口 淡燈色を 砂申:-JLを多く、 口縁部内外面は横ナデ、以 貯蔵穴内及 円縁部から胴 長E霊

第58図54
土日市器

(24.6) 20.0 
縁部は大きく外反 基調 茶褐色粒子 下内面はへラナデ、外面は びその周辺 部下半にかけ

婆
1を合む ヘラ削り後縦方向にていね からの出土 て2/3程

いなナデ(ス 1)')プか)

口縁部と胴部中位のほぼ同位

淡掻色を |i||砂黄子・粒褐茶をを褐色企多む粒色く子粒、

口縁部内外面は横ナデ、u、カマ ド前面 口縁部から辰 長室聖

第58図55
土師器

(31.6) 19.5 
置に最大径を抑lり、口縁部は 基調 下内面はヘラ ナデ、外面は を中心とし 部付近にかけ

主連 大き く外反 ヘ ラ削り 後縦方向に ナデ た床面上 て4/5強
(スリ y プか〕

制部上半に最大径を詩型l旬、口 暗茶色を li'Jij/を多く 、口縁部内外面は横ナデ、以 力マド削面 口縁部から底 長窪

第58図56土師器
縁部は大きく外反 基調 茶褐色粒子 下内面はへラナデ、外面は の 獲 土 中 部付近にかけ

を含む ヘラ削り後斜方向及び横方(床上 4~ て1/2程
Z星

向にていねいなナデ(スリソ 25cm) 
プカ>) 

胴部中位に最大径を測り、 口 暗黄梅色 E会中止を多く、 口縁部内外面は横ナデ、以、 カマド目11面 口縁部から底 長裂
縁部は大きく外)又 を基調 黄伺色粒干 下内面はへラナテ(先端が の床面上 部付近にかけ

第58図57
土日市器

(31.5) 18.8 
を僅かに含 ささ くれ状を呈する施文具 て4/5強

護 む による)、外面はヘラ削り

後斜方向及び横方向にてい
ねいなナデ(スリ y プか)

支脚/高さ 17cm.最大幅6.9日書茶褐色 砂粒を含む 粗く成形された後、表面を カマド内 完形品

第58図58土製品
cm/下端はやや裾広状を呈し、 平滑にするために軽くナデ

下面は平坦に成形され、直立 が施される
し安定感がある

底部は丸底を呈 し、体部中位 茶褐色を 黄褐色粒子 外面底部のみへフ削りが施 南西コ ーナ 完形品

ミニチュ
に強い張りをもっ/口縁部は 基調 を多く、茶 され、他は指頭によ る押捺 の柱穴内

第58図59
7土器

6.1 4.7 一 内湾気味に外傾/士甘形土器を 褐色粒干 ・liX形や軽いナデが施される
模したものか/口縁部内面に 金雲母 ・砂 程度

は輸積み痕が残る 粒を含む

ミニチュ
底部は一応平底を呈し、底部 灰褐色を砂粒を含む 全面に指頭による押捺の成 西壁寄りの 完形品

第58図60
ア土器

3.2 3.2 2.2 から口縁部にかけて内湾する 基調 形痕が顕著に残る 覆土中(床
手裡ねである 上約15cm)

鉄鉱か/現存長4.0cm.最大 覆土中 鎌身部を2/3
幅1.8cm・厚さ0.6cm・重さ8.9 1呈

第58図61鉄製品 g/表裏中央に稜をもち、断
曲が菱if:'を呈することから、
鏑造りか

用途不明品/長さ 3.5叩 ・最 覆土中 小破片
第58図62鉄製品 一 大幅1.1cm・厚さO.4cm・重さ

4.3g 

用途不明品/長さ3.2cm.最 覆土中 小破片
第58図63鉄製品 大幅1.3cm・厚さ1.0cm・重さ

64g 

(単位 cm) 

第25表 148号住居跡出土遺物一覧(4 ) 
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第 3章検出された遺構と遺物

第 4節奈良・平安時代

(1)概要

奈良・平安時代の遺構については、平安時代の住居跡 5軒(138・139・149・150・151H)・土坑13基

(156・177・190・193・217・218・228・247・255・259・289・303・305D)、ピット 4本 (p1~ 4) 

が検出されている(第59図)が、奈良時代の遺構については、住居跡・土坑は検出されていない。しか

し、遺物としては、 l号ピット (P1 )から出土した偏行唐草文をもっ軒平瓦の破片 1点が、唯一奈良

時代の所産のものと言えるであろう。当市での軒平瓦の出土は初めてである O

( 2 )住居跡

138号住居跡

遺構 ( 第60図)

[位置] (D・E-6) グリッド、。

[住居構造] 183Dと撹乱によりかなり壊されている o (平面形)方形。(規模)3.66X3.24mo (壁高)

6 ~ 9 cmを測り、壁は急斜に立ち上がる。(壁溝)確認できた範囲ではカマドを除いて全周する O 上幅

16~25cm ・下幅 6 ~16cm ・深さ 6 ~14cmを測る 。 (床面)カマド前面から、南壁の中央までが良く硬化

A 2 3 4 5 
一一寸

一一一一し一一一

B (\~i.\ 
iにン

O 
P3 

O 
P2 

o 
2690 p1 

80 
0 
2170 

ぷ

O 

。市
D O 

合
Jl 

ノイ
O 

I~- 一 一 「 一一一寸

一一F三 了 →

E 

第59図 奈良・平安時代の遺構分布図 (1/400)



第 4節奈良 ・平安時代

していた。カマド前面からすこし東寄りの床面が焼けて赤化しており、その下は比較的柔らかく黒色士

に焼土と炭化物が混ざっていた。貼床は 2~12cmの厚さで施されていたが、 壁際が厚く 中央付近はほぼ

直床であ った。(カマ ド)北壁の中央よりやや東に偏って位置するが、西側は183Dにより壊されている O

主軸方位はN-S、長さ99cm・幅不明・壁への掘り込み50Cl11を測る。カマドの奥からは、 5の布日瓦が

直立した状態で出土した。袖部付近から粘土が確認されたため、袖部は粘土により構築されていたもの

と思われる。(柱穴)本住居に伴うものは検出されなかった。

f遺物]カマド及びその周辺から土器、布目瓦、石製品、鉄製品が出十ーした。

[時期]平安時 代 (9世紀末葉)。

[所見]瓦 3点については、 139Hの13・15の瓦と遺構間接合した。出土遺物の年代もほぼ同時期であ

るため、同時期に廃絶 した住居跡と考え られる O

遺物(第61図、図版37-1-12、第26表)

5頁恵器坪c1~ 3・12)、土師器聾(4)、布目瓦(5~ 8)、須恵器護(9 )、石製品(10)、鉄製品

(11)である O

139号住居跡

遺構(第62図)

[位置] (E -6・7)グリッド‘。

[住居構造] 136・137Hを切るO 東側は調査区域外であり、 1Mと撹乱により一部壊されている O 北側

~~~ 長§

2m 
-扇面ーー

匿罰 袖部粘土範囲 | 

1層ロ ム杭子ー ローム小プロック 桂土粒子粘土紘子を吉む黒褐色土。

2層 ローム粒子ー ロームルブロック 焼土粒-f 粘土粒子を古む黒褐色土。

3層粘士会多く、ローム粒子 ローム小ブロック 焼土枝子 炭化物粒子

を吉む暗灰耐色土。

4届 ローム純子 ・ローム小ブロックを吉む黄褐色士。

5層 焼士粒チ焼土小ブロック を多く、ローム粒子 ・粘土粒子 炭化物粒

子を吉む暗赤褐色土。
6届ロームブロック。

7周赤褐色粘土ブロック。

8届ロ ム粒子暁上粒子を多〈、粘土粒子を古む暗首褐色土.

9届 ローム粒-f ローム小ブロック 慎土粒子焼土小ブロック 粘土軒

干 ・炭化物粒子を古む黒色土。

10層 ローム粒子 ・ローム小ブロ ックを多く吉む黄褐色土。

II届 ロ ーム粒子 ローム小ブロ ックを多く、 焼土粒子 ・粘土粒子 炭化物

粒子を吉む暗黄褐色土.

12層 焼上粒子・ 桂土ブロックを多く吉む黄褐色土。

1m 
函ーー... 

第60図 138号住居跡 ・カマド(1/60・1/30)
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第 3章検出された遺構と遺物
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第 4節奈良・平安時代

la層盛土及び撹吉L

lb届 表土。
2層ローム粒子 ローム小プロッ ク 焼士粒子炭化物粒子を古む

黒褐色士。

3層 粘 土 粒子粘土小プロック を多く、 ロ ム粒子焼土粒子 炭

化物粒子を吉む暗茶褐色上。

4層 焼土粒子 焼土小フロ ック ー粘土プロ ックを古む暗赤褐色土.

5層 粘土粒子 粘土小ブ ロック ー粘土プロックを多く、ローム粒子

ローム小ブロック 焼土粒子 ・焼土小プロ ック 炭化物粧子

を吉む鼎褐色上。

6届 ローム粒子 ローム小ブロックー焼士粒子 炭化物粒子を吉む

暗茶褐色士。

7層 ローム粒子 ローム小プロック 焼士粒子を僅かに含む黒色土。

8層 ローム粒子 口←ム小ブロッ クを多く、焼土粒子を官む明茶褐

色土。
9層ロ←ム粒子 ・焼士粒子を吉む黒褐色士。

lO曜荷赤褐色粘土ブロック。

II層 焼土粒子焼土小ブロック 粘土和平炭化物粒子を含む胤褐

色土a

l2層 ロ ム粒子ー焼土粒了 焼土小プロック ー炭化物粒子を吉む県

褐色土。
13層 ロ←ム粒子 ローム小プロック 壌土粒子を古む明茶褐色土。

14届 ロ←ム粒子 ・ローム小ブロ ックを多く吉む明茶褐色土(貼床)。

2m 

第62岡 139号住居跡 0/60)

は136Hの覆土中にあったが、掘り下げてしまったため確認できなかった。 (平由形)隅丸方形か。(規

模)不明x3.68mo (壁高)残りの良い部分で'11~16cmを測り、壁はほぼ垂直に立ち上がる o (壁溝)全周

すると考えられる O 上幅22~26cm ・下幅1O~13cm ・深さ 6 ~ 9 cmを測るo (床面)136Hの覆土中であっ

たため全体的に掘りすぎてしまい詳細は不明であるが、土層断面では硬化した床面が確認でき、貼床も

薄く施されていた。(柱穴)本住居に伴うものは検出されなかった。(覆土)13層に分層される。

[遺物]覆土中から土器、布目瓦が出土した。

[時期]平安時代(9世紀末葉)。

[所見] 13・15の五は138Hの遺物と遺構間接合した。出土遺物の年代もほほ、同時期であるため、同時

期に廃絶した住居跡と考えられる O

遺物(第63図、第27表)

須恵器士不(1 ~10)、土師器聾(11 ・ 12)、布目五 (13~17)、須恵器警(18) である O

149号住居跡

遺構(第64図)

[位置] (D -3) グリッr:"0 

[住居構造]148Hを切る o 148日の覆土中にあった東側は掘りすぎてしまい、確認できなかった。(平

面形)方形か。(規模)不明x2.87mo (壁高) 5 ~13cmを測る o (壁溝)検出されなかった。(床面)全

体的に軟弱であったが、カマドに近くに硬化した面が確認できた。(カマド)南壁に位置し、主軸方位

はN-170 
- E 。遺存状態が良くないため詳細は不明であるが、確認できた範囲では長さ64cm・幅60cm・

壁への掘り込み16cmを測る o (柱穴)検出されなかった。(覆土)ローム粒子・ローム小ブロック・焼土

粒子・炭化物粒子を含む黒褐色士を基調とする O

[遺物]カマド内及び住居跡中央付近の床面上から土器数点と、カマドからメj子が出土した。

[時期]平安時代(10世紀初頭)。
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第 4節奈良・平安 時 代

[住居構造]上坑と後世のピットにより一部壊されている o (平面形)正方形。(規模)3.25X3.16mo 

(壁高)25~44cmを測り、壁はほぼ垂直に立ち上がる o (壁溝)北壁の北西コーナーからカマドまでを除

いて巡らされていた。 上幅16~21cm ・下幅 7 ~lOcm ・深さ 7 ~17cmを測る o (床面)カマド前面から居

中央付近にかけて良く硬化していた。貼床が 2~16cmの厚さで施されており、壁際が特に厚くなってい

た。(カマド)北西壁の中央よりやや東に偏って位置するが、カマドの左側は301Dにより壊されている。

主軸方位はN-S、長さ 136cm・幅約80cm・壁への掘り込み82cmを測る。煙道は200 程の勾配で立ち上

がる O 燃焼部は良く焼けていた。(柱穴)本住居の主柱穴と思われるものは、検出されなかったが、南

壁の中央付近にある深さ29cmのものは入口ピットの可能性がある。(覆土)12層に分層される。

[遺物]土器が数点と滑石製管玉 2点が出上した。

[時期]平安時代(9世紀末葉か)。

遺物(第65図、第29表)

須恵器杯(1)、須恵器蓋(2・3)、 石製品川・ 5)であるO

¥ 、

j.~ … 

Eオ

1届焼土粒子を含む黒褐色士。

2層 班士粒子 焼土小ブロックを多く古む暗赤褐色十4

3層 ローム桂子 世土粒子を僅かに吉む黒褐色士。

4層 暁土粒子 焼 士'1、プロック を多く 贋化物粒子を含む暗赤褐色土a

2m 

実幸三空ヲタ4

の

H
日

ミシ 、ゴズ
O 

5 

灰粕

C三〉

1日間
画面画

ら 5cm 
-ー画面画ー面画面画面画面

第64図 149号住居跡・出土遺物 0/60・1/4・1/3)
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カマド

l属 後世の ピット及び表土a

2届ローム粒子を値かに吉む黒褐色土。
3届ロ ム粒二手 ローム小プロックを含む暗茶褐色土.

4届ローム粒子 ・ローム小プロγクを吉む黒褐色土。

5届ローム粒子 ローム小プロックを多く吉む暗茶褐色土。

6層ローム粒子 。ローム小プロ ックを多く 吉む暗黄褐色土。

7届ローム粒二手 ローム小プロ ックを多く 青む明茶褐色土。

8届 ローム粒子 ローム小ブロック を多く宮む暗茶褐色士。

9届 ロームプロック。

10畠ロ ム粒字 ローム小ブロックを含む黒色土。

11届 ローム胞子 ・ロ ム小プロックを多く古む明茶褐色士。

12届 ロ ム粒子 ・ローム小ブロッ クを多 く吉む時黄褐色土a

13層 焼 土 粒 子 ・控土小プロックを多く 、粘土粒子世化物

粒子を吉む暗赤褐色土a

14届焼土粒子ー 焼土小プロ ックを多く 粘土粒子 ー世化物

粗子を含む暗赤褐色土 (13届より暗色)。

15層焼士粒子 ・地土小プロックを多く、粘土粒子 ・炭化物

粒子を吉む暗赤褐色士。

16層小石を含む灰褐色粘土a

17届ローム粒子 焼士粒子・蛙土小ブロック 炭化物粒子

・粘土和子を含む黒褐色土。

18層 ローム粒子 ローム小ブロ ック会多く、蛙土粒平 焼

土小プロックを宮む暗黄禍色土。

19届貼床。

検出された遺構と遺物
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150号住居跡・出土遺物 0/60・1/4・1/3)第65図

151号住居跡

構(第66図)遺

グリッド、O[位置] (8-3) 

(規模)4.10 x [住居構造]多数の土坑により壊されているため詳細は不明である o (平面形〉方形。

(壁高)残りの良いところで;10cm前後を測る o (壁溝)検出されなかった。(床面)住居中央付3.40m。

遺存状態が悪いため近に硬化した面が確認された。貼床は 6~16cmの厚さで施されてい た。 (カマト)

詳細は不明であるが、北壁に焼士粒子と焼土ブロックが多く確認されたことから一応力マドとして扱っ

P 4を単独ピットとして扱ってしまったが、南半部の 2本を合わせると 3本が相当する可た。(柱穴)

ロ ム粒子・焼土粒子 ・炭化物粒子を含む黒褐色土を基調とする。能性がある o (覆土)

[遺物]土器は小破片で、鉄釘以外図示できるものはなかった。

[時期]平安時代(9世紀末葉か)。

106 

物(第66図 l、第30表)

平釘である。

遺
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第66図 151号住居跡 ・出土遺物 0/60・1/3)

( 3 )土坑

156号土坑

遺 構 ( 第67図)

[位置] (C-6)グリッド、O

[構造]133Hを切る。(平面形)隅丸長方形。(規模)1.33 x 1.03rno (長軸方位) N-680 -Wo (深さ)

42cmを測る O 坑底は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる o (覆土)ロ ーム粒子 ・ロー ム小ブロックを含

む暗茶褐色土を基調とする O

[遺物]灰柏陶器の警などの小破片が僅かに出土したが図示できなかった。

[時期]平安時代(9世紀末葉か)。

177号土坑

遺構(第67図)

[位置](D -6)グリッド、O

[構造](平面形)問丸方形。(規模) 1.24x1.18rno (長軸方位) N-80 -Eo (深さ)38cmを測る O

坑底は平坦で壁はほぼ垂直に立ち上がる o (覆土) 5層に分層される O

[遺物]須恵器杯 ・境の破片が出土した。

[時期]平安時代 00世紀初頭)。

遺物(第68図 1~3 、第31表)

須恵器杯 ・域 cl~ 3)である。

190号土坑

遺 構 ( 第37図)
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第 3章検出された遺構と遺物

[位置J(E- 6) グリッド。

[構造]137Hを切る。(平面形)隅丸方形。(規模)0.55XO.54mo (深さ)20cmを測る O

[遺物]土器、布日瓦が出土した。

[時期]平安時代(9世紀末葉)。

遺物(第68図 4~ 6、第31表)

須恵器高台付班(4 )、土師器聾(5 )、布目瓦(6 )である O

193号土坑

遺構(第67図)

[位置] (D -5) グリッド O

[構造J189Dに切られる o (平面形)長方形。(規模)1.24XO.80mo (長軸方位)N-400 
- Wo (深さ)

125cmを測る。坑底は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

[遺物]灰柚陶器の小破片 1点が出土した。

[時期]平安時代(9世紀末葉か)。

遺物(第68図 7、第31表)

灰柚陶器の長頚査である。

217号土坑

遺構(第67図)

[位置J(C -5) グリッド。

[構造] (平面形)円形に近L、。(規模)0.58 X O.54mo (深さ)42cmを測る。坑底は平坦で、壁はほぼ

垂直に立ち上がる o (覆土)ローム粒子・ローム小ブロック・炭化材を含む黒褐色土。

[遺物]須恵器部、灰紬陶器の小破片が僅かに出土したが図示できなかった。炭化材の自然科学分析は、

付編参照。

[時期]平安時代(9世紀末葉か)。

218号土坑

遺構(第67図)

[位置] (C-5)グリッド、O

[構造] (平面形)ほほ円形。(規模)直径約1.25mo (深さ)30cmを測る O 坑底は平坦で、壁はほぼ垂

直に立ち上がる o (覆土) 5層に分層される O

[遺物]須恵器坪、土師器台付聾の脚台部が出土した。

[時期]平安時代(9世紀末葉)。

遺物(第68図 8・9、第31表)

須恵器士不(8 )、土師器台付費(9 )である O

228号土坑

遺構(第67図)

108 
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[位置] (C -5 )グリッド。

[構造]222・225Dに切られる o (平面形)長方形。(規模) 1.58X1.33mo (長軸方位) N -700 
- W。

(深さ)38cmをiJllJるO 坑!丘は半坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。(覆土)上層がローム粒子・ロ ーム小

ブロックを多く含む暗黄褐色土、下層がロ ム粒子・ローム小ブロック・炭化物粒子・焼土粒子を含む

黒褐色土を基調とする。

[遺物]須恵器坊の小破片 l点が出土した。

[時期]平安時代 00世紀初頭)。

遺物(第68図10、第31表)

須恵器高台付腕である。

247号土坑

遺構(第67図)

[位置](D -4)グリッド。

[構造](平面形)隅丸長方形。(規模)L47XO.85mo (長軸方位) N-go-Eo (深さ)29cmをiJ!1Jる。

坑底は半坦で、壁は君、斜に立ち上がる o (覆土)ローム粒子・ローム小ブロック・炭化物粒子 ・焼土粒

子を含む明茶褐色土を基調とするO

[遺物]須恵器杯、土師器護の小破片が出土したが図示できなかった。

[時期]半安時代(9世紀末葉か)。

255号土坑

遺構(第67図)

[位置] (D -4)グリッド、。

[構造] (平面形)円形。(規模)直径約1.40mo (深さ)110cmを測る O 坑底は平坦で、壁はほぼ垂直に

立ち上がる o (覆土)ローム粒子 ・ローム小ブロック・炭化材・炭化物粒子 ・焼土粒子を含む暗茶褐色

士を基調とする。

[遺物]出土量は比較的に多く、須恵器杯、灰柚陶器の高台付班、土師器聾が出土した。

[時期]平安時代 00世紀初頭)。

遺物(第68図11~20、 第31表)

須恵器杯 (11~18)、灰柚陶器(19)、土師器聾 (20) である O

259号土坑

遺 構 (第67図)

[位置] (C・D-4)グリッド。

[構造]257Dに切られる o (半面形)円形か。(規模)不明。(深さ)16cmを測る。坑底は平坦で、壁は

緩やかに立ち上がる o (覆土)ローム粒子・ローム小ブロック・炭化物粒子を含む暗茶褐色土を某調と

する O

[遺物]覆土中から須恵器士不が l点出土した。

[時期]平安時代 00世紀初頭)。
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遺物(第68図21、第31表〕

須恵器杯である O

289号土坑

遺構(第67関)

[位置](C -4)グリッド。

[構造]288Dに切られるo(平面形)隅丸長方形。(規模)不明xO.76mo (長軸方位) N -530 -Wo 

(深さ)14cmを損IJるO 坑底は平坦で、 壁は比較的緩やかに立ち上がるo(覆土)ローム粒子・ローム小ブ

ロック・小石を含む暗褐色土を基調とする。

[遺物]須恵器杯の小破片が出土したが図示できなかった。

[時期]平安時代(9世紀末葉か)。

303号土坑

遺構(第67図)

[位置] (C ・D-3) グリッド O

[構造]304Dに切られるo(平面形)不整長方形。(規模) 1.75X1.27mo (長軸方位) N -850 
- Wo 

(深さ)18cmを測る O 坑底は平坦で、壁は急斜に立ち上がる。(覆土)ローム粒子・ローム小ブロック・

炭化物粒子を含む暗茶褐色士を基調とする。

[遺物]須恵器杯、土師器査の小破片が僅かに出土したが図示できなかった。

[時期]平安時代(9世紀末葉か)。

305号土坑

遺構(第67図)

[位置] (D -3 )グリッド。

[構造]西側は撹乱により不明である。(平面形)長方形か。(規模)不明 X1.98mo (長軸方位) N-

300 
- E 0 (深さ) 16~23cmを測る。坑底は南側がやや深くなっており、壁は比較的緩やかに立ち上がる。

[遺物]須恵器杯、土師器警が出土 したが、図示できたのは、須恵器杯 1点のみである。。

[時期]平安時代 00世紀初頭)。

遺物(第68図22、第31表)

須恵器坪である O
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第 3章検出された遺構と遺物

( 4 )ピッ卜

1号ピット

遺構(第59図)

[位置](C ~ 5) グリッド O

t構造](平面形)楕円形。(規模)36 x 25cmo (深さ)60cmを損IJるO

[遺物]軒平瓦の破片 1点が出土。

[時期]奈良時代(8世紀代)。

[所見]偏行唐草文をもっ古代瓦は、本市では初の出土である O

遺物(第68図23、第31表)

偏行唐草文をもっ軒平瓦の小破片で‘ある O

2号ピット

遺構(第59岡)

[位置] (C ~ 5) グリッド。

[構造] (平面形)隅丸方形。(規模)25 x 20cmo (深さ)64cmを測る。

[遺物]灰粕陶器の腕の小破片が 1点出土したが図示できなかった。

[時期]平安時代(9世紀末葉か)。

3号ピット

遺構(第59図)

[位置] (B ~ 4) グリッド O

[構造] (平面形)楕円形。(規模)45 x 35cmo (深さ)26cmを損IJる。

[遺物]須恵器高台付腕の破片 1点、が出土したが図示できなかった。

[時期]平安時代(9世紀末葉か)。

4号ピッ卜

遺構(第59図)

[位置] (B ~ 3) グリッドO

[構造](平面形)楕円形。(規模)22 X 10Clllo (深さ)151H床面から26cmを測る。

[遺物]布目瓦(平瓦) 1点が出土した。

t時期]平安時代(9世紀末葉か)。

遺 物 (第68図24、第31表)

平瓦の破片である O なお、本ピットは単独のものとして扱ったが、 151H柱穴の可能性がある O
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第 3章検出された遺構と遺物

( )は現再値及び推定値

待図 ・
器種 器高 口径 底径 特 徴 色調 飴土 成形及び調整 出土位置 遺存度 備考

図版醤号

第61図1
ii!恵器

3.7 (13.0) 5.2 
底部から口縁部にかけて直|灰偲色 白色砂粒を ロクロ回転は右回転/底部 貼床内から 1/2f呈

主不 線的に外傾 含む には回転糸切り痕が残る の出土

i員恵器
口縁部は外反 市灰褐色 白色砂粒を ロクロ 回転は右回転 住居中央よ 1/6程 」第61図2 3.9 (12.5) 合む りやや東の均、

床面上

i頁恵器 138| (80) 
深身のタイプ 淡灰褐色砂粒を含む カマ ド右横の墜溝(床面上 力マド右横 1/2程

5.8 レベノけか らの出土 のほほ床面
杯

上

第61図4土師法 (13.4) 
胸部下半か ら底部にかけて |淡概色 制 呂色枝子 内面はへフナデ、外面はへ カマド 右袖 胴部下半以 1'1武蔵型楚

(4.4) スリムである ・砂粒を含 ラ削り 目;)面の床面 を1/4程
鐙 | む 上

5・6・8は類似する製品/状工1 灰褐色 白色の砂粒 凹而には布甘痕、凸而は横 力マド坑底ー 丸瓦
凹市上端部に1ヶ所線刻 -小石を含 方向のナデ調整が施され、 上から直立

(23.01 (21.21 
の細線が観察されるが、 む 僅かに叩き痕である縄席が した状態で
具痕か 観察される/凹1却に縦方向 出土

に圧仮の段差があるのは模
骨の痕か

5・6・8は類似する製品で灰褐色 Iむ臼・色の砂粒凹面には布目痕、凸面は横カマド上右袖部 I 丸瓦
ある 小石を含 }j向のナデ調整が施され、 粘十ーの

僅かに叩き痕である縄驚Bが ll 
観察される/凹面に縦方

| に庄痕の段差があるのは
骨の痕か | 

5・6・81こ比べ、便質感が I青灰褐色|白3色砂粒を I学凹が悶〈面に布目痕、凸面はナ観テる I覆土中 平瓦

(19.4) 7.0 
あるものである む 整がていねいに施され

、日1Iき痕である縄薦が
される

5・6・8は類似する製品赤で1灰褐色 白色の砂粒 凹面には布目痕、凸面は横 覆土中 丸瓦
ある /問面及び側面には -小とjを含 方向のナデ調整が胞され、
色顔料の付着か む 僅かに叩き痕である縄時が

観察さ れる/凹白に縦方向
に圧痕の段差があるのは模
骨の痕か

第61図91須恵器 |灰褐色 内色砂位を 内外面ナデが施されるが、外 力マド月'I市1胴部小破片
楚 含む 市には平行口1Iき目痕が残る の床面と

砥石/長さ 11.0cm.最大幅 住居中央付 7'GiI;凡ノロ口ロ
3.2cm・厚さ2.9cm・重 さ11 近の床而上

5断gl師/は上山面元が使用面/長軸
第61図10石製品 一 形、短軸断面は台

形/他面には成形痕の布団L、
条線が観察される/石質は
凝灰右

釘/長 さ3.8cm・最大幅1.0 覆土中 先端を欠損
鉄製品 I ~方m形・重さ 4.0g/断面は正

須恵器
|酸化炎焼成/口縁部直下に 赤褐色 白色粒子 ・ ロクロ成形 覆土中 口縁部小破片

一 墨書があるが文字は不明 茶褐色粒子
1不

を含む

第26表 138号佳居跡出土遺物一覧

I j軍関番号 ~積 器局 口径 底径 特 徴 色調 胎土 成形及び調繋 出土位置 巡存度 備考

第 帆 1j頁忠均i告白̂I 4.4 I (川
口縁部は外反 暗茶褐色 1 2色砂粒を 1 ~ クロ回転は右回転/底部1 カマド ~ 'J 1/6程

4.6 を基調 む は回転糸切り痕が残る の 覆 土中
(床上約23cm)

第63関21須恵訴器 4.3I (ロ
口縁部は外反 灰白色 砂粒 ・小石 ロク口回転は右回転/底部1上南覆壁寄 りの 1/4f呈

(5.5) |むを僅かに含 には回転糸切 り痕が残る 土中(床
約10cm)

第63図31;頁恵杯器1 (3.6) (12.0) 

口縁部は僅かに外反 灰褐色 |白色の砂粒 ロクロ回転は右回転 1/8程
-小石を含 南の覆土
む (床上約

cm) 

深身 タイプ/底部か ら口縁灰褐色を白色の砂粒含1にロクロ回転は右回転/民部 西壁苦手りの 4/5強

第63区]4
灰柚陶

5.2 13.81 5.7 部にかけて緩やかに外傾 基調 む・小石を は回転糸切 り痕が残る 覆土巾(床
器(血) 上約 7cm) 

から散在

下 恥大きく外反 辰吉岡Eル 覆土中 口縁部から体
(2.3) (12.5) ・小石を含 部中位にかけ

む て1/6程

制 3図
口縁部は外反 灰褐色 1僅白色砂粒を ロクロ回転は右回転/底部 西壁寄りの口縁部から体

(14.4) かに含む には回転糸切り痕が残る 覆土巾(床部下半にかけ
上約15cm) て1/6程

第63図71須杯古2ロ否| α 7)1 4.8 体部は外傾 灰褐色 白色砂粒を ロク ロ回転は右回転/底部 覆土巾 体部 下半以下
僅かに含む には回転糸切り痕が残る を1/2程

須声、器1 (1.5) |底部小彼片 淡灰褐色 白色砂粒を ロク口回転は右回転/底部南壁寄りの 底部のみの造

|第63図8 僅かに含む には回転糸切り痕が残る 覆土中(床 存
杯 | 上約13cm)

第63図9
体部は外傾 淡キ草色を 茶褐色粒子 ロク ロ回転は右回転/底部 南緊寄りの 体部中位以下

i (86) 基調 -小石を含 には回転糸切り痕が残る 覆土中 (床 を1/4程
む 上約15cm)

須恵器
体部は外傾 淡黄褐色 黄褐色粒子 ロク口 回転は右回転/底部 南壁寄りの 辰吉ちのみの遺

士不
-小石を含 には回転糸切り痕が残る 覆土中 (床 存
む 上約14cm)

(単位 cm) 

第27表 139号住居跡出土遺物一覧(1)
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第4節奈良・平安時代

( )は現存値及び推定値

挿図番号器�  1重器尚 口径底i韮 特 徴 色調 胎土 成形及び調箆 出土位置 遺存度 備考

同凶111El中日
一l|船「l

部半は膨らむ
く」tの字口縁部を呈し、 暗茶褐色!l?砂褐色粒む子[口縁部内外面は横ナデ、以 覆土中 口縁由lから1ナ'JI小型建

金雲母 下内面はへラナデ、外面は 部上半にか』
粒を含 粗いヘラ削り て1/4f呈)1ω第I

||カマド内及 口縁部カ吋蔵型楚
12土窪師器l(65) (210) 一 「く」 の字口縁部 砂粒を 内面はへラナデ、外面び覆土中 部上半にかけ

に含む いへラ背IJり て1/日程

胴部上半に最大径を祖IJる/1暗茶褐色|i|茶か・褐色粒子僅下粗口縁部内外印は横ナデ、以はl

長さ� 19.2cm・幅17.1cm・厚 時茶褐色!

さ1.3αn 砂空己 ・ 向のナデ調整が施され、� |の穫土中
石・|i?再褐色粒小子方凹面に布H痕、凸面には岱Iカマト周辺小破片僅

H丸合1|

長さ� 8.6cm・幅14.5cm.厚 灰褐色 臼色砂粒を 凹il!I1こ布目痕、凸面にはナ 覆土中� |小破片� l平瓦
第63Rl14布目瓦 ー さ2.1cm 多く合む デ調整が施されず、縄駕が

そのまま残っている

長さ� 8.6cm・幅11.2cm・厚|灰褐色 白色砂粒・凹面に布目痕、凸直には横 カマド吋l、破片� IR瓦 /138
さ13cm 小石を含む方向のナデ調整が施され、 の覆土中 出土造物� 

第63図15布目五L | 僅かに叩き痕である縄席が と遺構間接
観察される メC2hI 

長2.8さm53cm・幅5.9cm .厚さlll
第63図161布目瓦l 暗黄褐色 砂粒 ・小石合1僅観凹方面に布目痕、凸面には横覆土中 |小破片 平瓦

を僅かに 向のナデ調撃が施され、
む かに叩き痕である縄鷲が

と瓦/則出土遺物接|||
第63図13布百九 遺構間をむ かに叩き痕である僻が� 
観察される

同
17相

察される

白色砂粒を I ~り面に 布 臨 凸 直 に は 五 戸 士中� |小破片 丸瓦長さ� 2.9叩幅5.3cm
l.Ocm 

れない

灰褐色 白色の砂粒内面には当て道具痕であ亀岡コーナー 胴部小破片� 

第 63図18須恵裂器
-小石を含青海波、外面には叩き の 近くの北溝I
む 薦が残る 縁の護士中

(床上約20cm)

第27表� 139号住居跡出土遺物一覧(2 ) 

!挿 図番号器積器商 口径 底径 特 徴 色調 胎 土 成形及び調整 出土佐霞 遺存度 備考�  

l- 厚 さ 門 色
含む 調整が施され、縄席は

IF--イヒ炎焼成の土器 叫燈色! J 4.6 
かに含む� 

一1の日縁部は外皮/酸化炎焼成 階黄褐色 砂粒 ・小石 ロクロ向転は右回転/底部 近住居中央付口縁部から底ぷ国入1 第64~司 2 ， 鰭器 (33) (120) 土器 を僅かに には回転糸切り痕が残る の床面上部付l/JE4にかけ
| 杯 む て 程 �  

厚手で、口縁部は僅か暗灰褐色 黄褐色粒子 ロクロ回転は右回転
1第64図31須恵器� 

)1やにや反 住近居中央付� 1/6程� 
4.3 (11.6) (4.6 外� li'.H立を僅 の床面上


杯
含む
かに

. 

紬高台/体部部内面に灰納滑が施 灰褐色 白色粒子子 ・ ロクロ回転糸は右痕回転/底部住居中央付 底部のみ遺存 東海道系製
灰紬陶� 

(1.8) /底内面には平面で 黒色粒をには凶転切 り が残る 近の床面ヒ 品(静岡県
第64図4 器(ml) 6.1 

あり、摩れた痕跡が観察で 僅かに含む 浜北産か
きることから、転用硯か

刀子/長さ� 9.6cm・大列幅部0長8 力 7 ド内 メ]部先端は欠
大幅1.3cm・茎部最� J員しているも� 
crn・重さ� 8.5g/茎部に木 のと思われる
質が鏡着� 

茶褐色粒子 ロクロ回転は右回転底部 力� 7 ド内� 2/3程l第64閃1 (川I .3 l4須器l震 -砂粒を僅 には回転糸切り痕が。残る

}j形

第28表� 149号住居跡出土遺物一覧

!叩61側品[

挿凶番号 滋種 器局 口径 底径 特 徴 色調 胎土 成形及び調整 出土位置 遺存度 備考

須君、器� 
| 底部から体部は外傾 暗灰伺色 白色砂粒を ロクロ回転は右阿転底部 覆土中� 1 底に部から体1/再~I 

杯
(19) (5.9) 含む には回転糸切り痕が。残る

程
かけて

平童重T/長さ� 33cm[・面幅形0は5cm 1覆土中 先端を欠損
-さ 3.7g /断 iE 

暗茶褐色 茶掲色粒僅子I粗� 7力縁部内外面は横ナ デ、以口下
-砂粒を 内面はヘラ ナテ、外面は ぴ覆士中 部上半にかけ

日縁部は外反 ド内及 口縁部から胴 武蔵型袈
第65図2 土師器� (51) (19.2)1

護
かに含む いヘラ削り て1/8程

土師器
第65図3

察� 
(26) 底部は平底

.65 暗茶褐色 砂粒を含む 内面はへフナデ、外面は粗 積土中
いヘラ 背IJり

底部のみ1/2武蔵型蜜
程

第65図4石製品

管玉/長さ1.8cm • iIO.8cm 
-穿孔径0.2cm.重さ18 g 
/石質は滑石

ていねいな磨き 西壁に接す 完形品
る撃溝の上
層(床面レ
ベノレ〕

第65図5石製品

管玉/長さ� 3.0cm・径O.8cm
-穿孔径O.2cm・重さ� 3.4g 
/石質は滑石

ていねいな磨き 住居巾央よ 自7じ立凡ノ/ロ口円

り東に寄っ
た覆 土中
(床上約7叩)

第29表� 150号住居跡出土遺物一覧
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第� 3章検出された遺構と遺物

挿図番号|遺構名|探種|器高� 成形及び調楚 出土位置

1' ""~ 1;員声、器� i
第68図1 1177D1綜� 1 (25) 


第問� 1 177D1須喜器 


須恵器
 
177D1 椀

プア「

一↑-一
一
一一一一一

」
一

一

(単位 cm) 

第31表土坑・ ピット出土遺物一覧

l
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第� 5節中世以降

第� 5節中世以降�  

( 1 )概要

この第� 5節での時代設定は、出土遺物や遺構の覆土からの判断では詳細な時代設定を行うことが難し

かったため、中世以降という枠で捉えることにした。

検出された遺構は、土坑151基・井戸跡� 8基・溝跡� 4本であるが、その他として多数のピット群があ

る(第69図)。

まず、土坑については、多種多様の形態をもつため、便宜的に先行して形態分類を行い、その分類に

従い説明をすることにした。土坑の中でも、� E群とした145・188Dは単純な単室タイプのものではなく、

主体部が通路状の横坑として「八つ手」状・ 「王」の字状を呈する、いわゆる「地下坑」と呼ばれるタ

イプであった。

井戸跡については、� 22Wが北側にスロープをもち、その下端にテラス部をもっ特異タイプも存在した。

溝跡については、今回 1Mとしたものが、柏城関連の大堀跡と考えられる O しかし、他の溝跡につい

ても、時代設定が詳細に行えなかったが、柏城関連遺構である可能性も十分考えられる� 今後、検討がO

必要であろう O 

さらに、調査区域内には無数のピットが確認されたが、その配列や時期区分についても詳細に行う こ� 

2 

B 
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第69図 中世以降の遺構分布図� 0/400)



第 3章検出された遺構と遺物

とができなかった。今回、ピット群として扱ったものの中から、遺物が出土したものに関してのみピッ

ト名を付け報告を行うことにした。 21本 (p5 ~P 25)から遺物が出土 したが、大部分が陶磁器の小破

片であ ったため、掲載できないものが多かった。

なお、各遺構の時代設定は、本報告に掲載した遺物の中の陶磁器・ 土器の年代を中心に詳細年代を明

示し、それ以外は中・近世と表記した。さらに小破片でも磁器・近世瓦が出土した場合は短絡的に近世

と表記した。詳細年代を示す場合は、 lつの遺構出土の遺物で、安定した時期で出土した場合はその時

期の年代に、さ らに安定せず時代幅がある場合には単純に最新遺物の年代に比定したため、あくまでも

恋意的な判断であり、必ずしも遺物年代イコール遺構年代ではないことを留意してもらいたい。 

( 2 )土坑

土坑については、非常に数が多く、時期・用途の不明なものも多いが、大きく 平面形及び細部の形態

的な特徴により以下のような分類を行った。ここでは、この分類を基準に説明することにする。 

A群方形の土坑  4基c1類 3基、 2類 1基) 

1類袋状の構造を呈する  046・155・184D) 

2類袋状の構造ではなく、単純構造を呈する  (234D)※鉄鍋出土 

B群長方形の土坑  119基c1類一 56基、 2類 -47基、 3類 -11基、 4類 -5基〕 

1 類溝状土坑 048 ・ 158 ・ 163 ・ 164 ・ 166 ・ 168 ・ 170~173 ・ 176 ・ 181 ・ 185 ・ 189 ・ 200~203 ・ 

206 ・ 208 ・ 209 ・ 211 ・ 212 ・ 216 ・ 219 ・ 221 ・ 222 ・ 225 ・ 230~233 ・ 235 ・ 237 ・ 

239 ・ 240~242 ・ 264 ・ 265 ・ 271 ~275 ・ 277 ・ 294~300 ・ 308 ・ 310 ・ 322D) 

2 類幅狭の長方形土坑 050~152 ・ 154 ・ 159 ・ 161 ・ 165 ・ 167 ・ 169 ・ 175 ・ 182 ・ 194 ・ 198 ・ 

205 ・ 207 ・ 213 ・ 227 ・ 236 ・ 238 ・ 243~246 ・ 248 ・ 250 ・ 253 ・ 256 ・ 

258・261~263 ・ 268 ・ 269 ・ 278~280 ・ 282 ・ 283 ・ 285 ・ 288 ・ 292 ・ 

301・302・304・306・307・309D) 

3類幅広の長方形土坑  060・192・210・249・254・257・276・311・313・316・319D)
 

4類 火床部を有する土坑 078・179・187・214・215D)
 

C群 円形・楕円形の土坑 12基
 

074・180・196・197・204・220・224・226・281・293・323・324D)
 

D群不整形の土坑  8基
 

047・153・157・186・229・260・318・325D)

むろ 

E群地下室・地下坑  8基 c1類 5基、 2類 -3基)
 

l類 1竪坑 1主体部タイプ 049・191・223・270・312D)
 

2類特殊タイプ  045・183・188D)
 

A群方形の土坑

平面形が方形を呈する土坑であるが、細部構造において、坑底より開口部の方がすぼまり袋状の構造

を呈するものを l類、袋状の構造ではなく、単純構造のものを 2類とした。なお、 2類の 234D坑底面

からは鉄鍋が出土した。 

1類袋状の構造を呈する

U 

日
八 



第� 5節中世以降�  

146号土坑

遺構(第70図、第32表)

[位置] (C-6)グリッド、。

[構造] 133Hを切る。壁面はほぼ垂直であるが、北壁は開口部が幾分すぼまっている� 坑底部はほぼO

平坦であるo(長軸方位) N -890 
- Wo (規模)1. 75X1.58mo (深さ)1. 14m。

[遺物]陶磁器の小破片が僅かに出土したが、図示できなかった。

[時期L近世。� 

155号土坑

遺構(第70図、第32表)

[位置] (C-6)グリッド、。

[構造] 133Hを切る。(形態)開口部は長方形、坑底部は方形を呈する� 坑底に対し関口部は南西に寄O

るO 壁面は下方に向け広がり、特に北東方向への広がりが顕著である。坑底部はほぼ平坦である。(規

模)開口部1.38X 0.84m・坑底部1.85X 1.56mo (深さ)1. 41mo (長軸方位) N-590 
- Eo 

[遺物]陶器・鉄製品が出土したが、図示できなかった。

[時期]中・近世。 

184号土坑

遺構(第70図、第32表)� 

[位置](D-E-6) グリッド O

[構造] 134・137・138Hを切る。関口部はやや坑底に比べやや東に寄っている。坑底部は呈する� 壁O

面は開口部が坑底よりすぼまっている。坑底部は北側が0.10m一段テラス状に高くなっている。(規模)

開口部1.40X 1.20m・坑底部1.� 85X 1.85mo (深さ)1. 28mo (長軸方位) N←� 240 
- E。

[遺物]陶器 ・土器 ・鉄製品・瓦が出土した。

[時期]近世 08世紀末)。

[所見]覆土中から検出された白色の灰については、サンプリングし自然科学分析を行った。結果は付

編参照。

遺物(第84図� 1、第93図� 6、第40・43表)

第84図� 1は陶器(措鉢)、第� 93図� 6は鉄製品(釘)である O 

2類袋状の構造ではなく、単純構造を呈する 
  

234号土坑


遺構(第70図、第32表)


[位置] (C-4)グリッド、O

[構造] 240Dに切られ、� 284Dを切る� 壁面は上方に向かつてやや広がり、坑底面は平坦であるo(規O

模)� 1. 13x 1.04m (深さ)0.24mo (長軸方位) N -150 
- E0 (覆土) 6属に分層された。

[遺物]完形品の鉄鍋が出土したことに注目される� その他土器� 1点と鉄製品� 1点出土した。O

[時期]中世� 06世紀後半頃か)

ハ同
 

υ 
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[所見]本士坑からは、鉄鍋がほぼ坑底面直上に伏せた状態で出土したことから、鍋被り葬の墓坑と考

えられる。

遺物(第92図、図版39・42-1、第40表)

第92図は鉄鍋である� なお、この鉄鍋は遺構精査開始直後の確認面より僅かに下がった浅い位置で検O

出されたが、 幸い遺存状態は良好で完形品の状態を留めていた。 しかし、検出直後から急速に風化が目

立ち始めたため、パラロイド液を含浸させ、本体を強化した後に取り上げ作業を行った。さらに取り上

げ後、保存処理を行ったが、その詳細については付編参照のこと。

図版42-1は土器小破片で、ある。� 

B群長方形の土坑

平面的に長方形を呈する土坑は� 119基検出された。その中で、長軸の長さが� 3mを超える、もしくは

超えるであろうと想定される溝状土坑を� l類、長軸の長さが� 3mを超えず短軸の長さが� 1m未満の幅狭

の長方形土坑を� 2類、� 1m以上の幅広の長方形土坑を� 3類、� 1m前後の深い掘り込みをもち、火床部を

有する土坑を� 4類として� 4細分した。なお、� 1類と� 2・3類の一部については、第� 3図・� 69凶を参照と

するのみで、個々の詳細図については割愛することにした。� 

1類溝状土坑�  

56基検出された。ここでは詳細図を割愛するが、おおよそ南北と東西の主軸方向をもつものが直交す

るように調査区北半部に集中して分布する状況である。新旧関係は、 主軸方位を東西にもつものより南

北にもつ ものの万が遺構の切り合い関係から新しい傾向にあると言える� O 

2類幅狭の長方形土坑� 

47基検出された。本類は� 1類より長軸が短いというだけで、厳密には� 1類との区分は困難であると言

える。� 1類に比べ、調査区全域にも広がりを見せる傾向がある C 

194号土坑

遺構(第71図、第33表)

[位置] (D -5) グリッド。� 

[構造] 140Hを切る� 壁面はと万に向かつて広がり、坑底面は平坦である。(規模)� 1.95x 0.95m。O

0 
-(深さ)0.47mo (長軸方位) N -22 E 0 (覆土)ローム粒子・ローム小ブロ y クを多く、炭化物粒子・

灰を含む暗黄褐色土を基調とする O

[遺物]陶器・土器の小破片が数点出土したが、図示できなかった。
 

[時期]中・近世。
 

[所見]炭化物・� j火については、サンプリングし自然科学分析を行った。結果は付編参照。
 

246号土坑

遺構(第71図、第33表)� 

[位置] (C -4)グリッド、o

[構造] 240Dに切られ、� 250・296Dと重複する� 壁面は上方に向かつて直線的に広がる� 坑底面は平O O

0 
-坦である o (規模)1.94XO.95mo (深さ)O.72mo (長軸方位) N -70 Wo (覆士) 6層に分層された。� 

山
n/nu 
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118"， 

146号土坑� 
155号土坑� 

119"，1.l，2"， 

E習 灰検出範囲� 234号土坑� 

1庖ロ ム粒子・ローム小プロ� γクを含む暗茶褐色土。� 

2層 ローム粒子 ローム小ブロックを宮む暗貧褐色士。� 

3層ロ←ム組子 ローム小プロックを多〈吉む明茶褐色七。� 
184号土坑� 

4届 ローム給芋 ロ ム小ブロァクを多く;，;み、炭化物粒

手を僅かに吉む明茶褐色士。� 

5届ローム粒子 ローム小ブロックを吉む暗茶褐色士。� 

6届 ロ ム粒子 ロ←ム，hブロックを多く含む黄褐色上。� 

2m o 1m 

--ー 

第70図土坑A群� 0/60・1/30) 

問� "，1主O 121

1、a. 
246号土坑 総� 269号土坑� 

1届ロ ム粒子 ーロ ム小プロックを憧かに吉む暗同色土。~ 194号土坑 2層ローム粧子 ・ロ ム小ブロック ロームプロックを多く吉む暗黄偶色土. 

3膚 ローム粒+ ロ ムノl、ブロックを多く 灰を古む暗褐色土。� 
4幅ローム粒子ー ローム小ブロッ ク 民化物粒子を吉む暗茶褐色土。

ら晴ロ →ムプロシク。� 

6層ローム粒子ーローム小ブロック ロ ムブロックを多く吉む暗黄褐色土q

2m-
第71図 土 坑B群� 2類� (1/60) 
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[遺物]陶器 ・土器の小破片と鉄製品・銅製品・板碑が出土した。� 

[時期]中・近世。� 

[所見]銅製品に付着した土壌と覆士� 3層については、サンプリングし白然科学分析を行った。結果は

付編参照。

遺物(第93図40・50、図版42-1、第40・43表)

図版42-1は土器(t甘塙)の小破片である O

鉄製品(第93図40)は不明品で、銅製品(第93図50)は門扉飾りと考えられる� 門扉飾りについては、O

遺構確認の際に検出され、厳密には遺構の掘り込み中ではなかったため、本遺構に伴わない可能性もあ

りうる。� 

269号土坑

遺構(第71図、第33表)

[位置]� (C -4)グリッド。

[構造] 240・265・271Dと重複する O 壁面はほぼ垂直で、坑底面は平坦である� o (規模)1.07xO.70m。

(深さ)0.55mo (長軸方位) N -20 Eo (覆土)ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土を基0 
-

調とする。

[遺物]石製品 l点が出土した。

[時期]中・近世。

遺物(第91図14、第42表)


石製品(石臼)である
O 

3類幅広の長方形土坑� 

11基が検出された。いずれも時期は近世以降と思われ、用途などは不明であるO 大量の五片が出土し

た210Dはゴミ穴として掘られたものであろう� O 

192号土坑

遺構(第72図、第33表)

[位置] (D-4)グリッド。

[構造] 140Hを切り、� 32Mと重複する O 壁面は上方に向かつてやや広がり、坑底面は平坦である。(規

←� 0模)� 2.65X2.13mo (深さ)0.62mo (長軸方位) N-110 E (覆土)ローム粒子・ローム小ブロック

を多く、小石を含む暗黄褐色土を基調とする O

[遺物]陶磁器と銭貨 l点が出土した。

[時期]近世(1 8世紀後 ~19世紀初)。

遺物(第85図� l、第94図� 8、第40・44表)


第85図� 1は磁器(染付端反碗)、第94図� 8は銭貨(照寧元宝)である
O 

210号土坑


遺構(第72図、第33表)


[位置] (B-5)グリッド。


つ山
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[構造] 141 Hを切り、� 166・211・212・240Dと重複する。� 2基の重複土坑であろうが、� A.Bとして

扱った。いずれも壁面は上方に向かつてやや広がり、底面は平坦である� o (210D-A) (規模) 2.11 

x1.48mo (深さ) 0.62mo (長軸方位) N -630 
- W。 く� 210D -B) (規模)不明 x 1.58mo (深さ〉 

0.48mo (長軸方位) N -580 
- Wo 

[遺物]陶磁器 ・土器・瓦が多 く出土した。その他、土製品・石製品・鉄製品 ・銅製品が出土した。

[時期]近世 09世紀中)。

遺物(第85図 1 ・ 2 、第93図 9 ・ 10 ・ 38 ・ 47、第95図 6~9 、図版45-1-5、第40 ・ 41 ・ 43 ・ 45表)

第85図� 1・2は陶器(灯明皿)、図版45-1-5は土製品(素焼人形)である� 第93図� 9・10・38は鉄製O

品で、� 9・10は釘、� 38は不明品、第93図47は銅製品(煙管)である。第� 95図� 6~ 9は瓦である O 

257号土坑

遺構(第72図、第33表)

[位置] (C ・D-4)グリッド。

[構造] 251 Dを切り、� 259・260Dと重複する� 壁面は上方に向かつてやや広がり、坑底面は平坦であO

0 
-るo(規模) 2.05x1.50mo (深さ)0.63mo (長軸方位) N -10 Eo (覆土)ローム粒子・ローム小ブ

ロックを多く含む暗黄褐色土と黒褐色土の互層の覆土を基調とする� 南西コーナーからは炭化材が出土O

しfこO

[遺物]土器が数点出土したが、図示できるものはなかったo
 

f時期]中 ・近世。


[所見]炭化材については、サンプリングし自然科学分析を行った。結果は付編参照。
 

311号土坑

遺構(第72図、第33表)

[位置] (B -4) グリッド。

[構造] 30Mに切られる� 壁面は上方に向かつて広がり、坑底面は平坦である� o(規模) 1.77x1.43moO

(深さ)0.72mo (長軸方位) N-180 
- E (覆土)ローム粒子・ローム小ブロックを多く含む暗褐色土0 

を基調とする O

[遺物]土器 1点が出土したが、図示できなかった。


[時期]中 ・近世。
 

316号土坑

遺構(第72図、第33表)


[位置] (D -3) グリッド‘。
 

[構造] 149H・317Dを切る� 壁画は上方に向かつて広がり、坑底面は幾分中央が盛り上がっている
O O

(規模)2.03mx不明。(深さ)0.30mo (長軸方位) N -130 
- Eo (覆土)ローム粒子・ローム小ブロッ

ク・小石を含む暗褐色土を基調とする O

[遺物]土器が数点出土したが、図示できるものはなかった。


[時期]中・近世。
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319号土坑

遺構(第72図、第33表)

[位置] (B -3) グリッ� r"0 

[構造]� 325Dを切る。壁面は上方に向かつて広がり、坑底面は平坦である� o (規模) L85 x L03m。

(深さ)0.29mo (長軸方位) N -150 
- E0 (覆土)ロ ム粒子・ローム小ブロックを含む暗褐色土を基

調とする O

[遺物]陶器・土器が数点出土した。� 

[時期]中|且(16世紀後)。


遺物(第87図� 1、第40表)


陶器(折縁皿)である
O 

4類火床部を有する土坑� 

178・179・187・214・215Dの5基が検出された。いずれもコーナ一部分に火床部と思われる掘り込

を有するもので、� 179Dを除きすべてにおいて炭化物・灰が検出された。� 179Dについては炭化物の検出

は無かったが掘り込みの天井部に煤状の付着物が認められ、明らかに火を焚いたであろう痕跡が確認で

きた。さらに、� 179Dは東側が調査|天外に在るため詳細は不明であるが、他の土坑の火床部はいずれも

長辺側の壁面に向かい左下隅に掘り込まれている。

長軸方位では、� 215Dを除き西に700 前後の傾きを持つなどの特徴を備えている� 同様の土坑は隣接O

する城山遺跡第� l地点で報告されており、その中には火床部を� 2基持つものも存在する� また、用途とO

しては火床部から炭化物や骨片等が検出されたとして、墓坑の可能性が指摘されていた(佐々木・尾形� 

1988)。しかし、今回の調査では、城山遺跡第� l地点で骨片と思われた同様な白色物質は、 土壌試料

の分析により植物遺体であることが判明した。このことから、今回、貯蔵穴やゴミ穴であった司能性が

指摘されている(付編参照)が、基本的に火床部を有するということから、この土坑内に人が入り、火

を焚いたことは明らかな事実である� そのため、いわゆる「小竪穴状遺構」の範時で捉えられるものとC

考えられるが、時期・用途については、依然として詳細不明と言うしかないであろう。

ただ、本類土坑が検出される遺跡、は、市内でも城山遺跡内の柏城跡内部にのみ特異的に検出されると

いうことは動かせない事実である。そのため、柏城関連の遺構であると推察することが最も自然である

と考えられよう� O 

178号土坑

遺構(第73岡、第33表)

[位置] (C -5・6)グリッド。 

[構造] 202・219Dに切られる o (規模) L90 x L57mo (深さ)0，99mo (長軸方位) N-740 - Wo (火

床部)北西コ ナーに径0.65m程の円形の火床部掘り込みを持つO 壁への掘り込みは0.28mで、坑底面

より� 0.10m程窪んでいる� 掘り込み内には炭化物・灰が堆積し、火を焚いていた痕跡が確認できる。O

[遺物]陶磁器・ 土器・瓦が出土 したが、凶示できるものはなかった。

[時期]近世。

[所見]火床部及び坑底上から検出された炭化物・灰はサンプリングし自然科学分析を行った。結果は

付編参照。
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179号土坑


遺構(第73図、第33表)


[位置] (C -6・7)グリッド。


0 
-[構造]東側は調査区域外に出る。(規模)不明x1.87mo (深さ)0.80mo (長軸方位) N -65 W。

(火床部)北西コ ナーに火床部掘り込みを持つ。壁への掘り込みは0.30mで、ある。

[遺物]問器・ 土器・板碑が出土した。

[時期]近世� 07世紀初)。

遺物(第85図� 1~ 3、図版41-4、第40表)

第85図� l・2は陶器で、� 1・2は揺鉢、� 3は土器(皿)である� 図版41-4は志野丸山lである。O

187号土坑


遺構(第73図、第33表)


[位置] (D -6 )グリッ卜、
 O

0 
-[構造] 253Dに切られる。(規模)2.37X1.70mo (深さ) 1. 03mo (長軸方位) N -67 Wo (火床部)

北西コーナーに一辺0.55mの方形状の掘り込みを持つO 壁への掘り込みは0.15mで、坑底面より� 0.05m

程窪んでいる� 掘り込み内には炭化物・灰が堆積し、火を焚いていた痕跡が確認できる� また、壁立ちO O

上がり部及び各コーナーに斜行する小ピット状の掘り込みを確認した。(覆土)ローム粒子・ローム小

フロックを含む暗褐色土を基調とする。

[遺物]土器・鉄製品・銅製品・板碑が出土した。

[時期j中・近世。

[所見]火床部から検出された炭化物・灰はサンプリングし自然科学分析を行った。結果は付編参照。

遺物(第93図49、第43表)

銅製品(万装具)で柄の縁であろう� O 

214号土坑

遺構(第73図、第33表)� 

、。グリッド5)-(C位置][

0 
-[構造] 201 Dに切られる。(規模)2.40 X 1.74mo (深さ) 1. 09mo (長軸方位) N -72 Wo (火床部)

北西コーナーに径0.65m程の火床部掘り込みを持つ。壁への掘り込みは0.24mで、坑底面より� 0.06m程

窪んでいる。掘り込み内には炭化物・灰が堆積し、火を焚いていた痕跡が確認できる。(覆土)� 10層に

分層された。

[遺物]陶磁器・土器・板碑が出土した。

[時期]近世。 

[所見]火床部から検出された炭化物・灰はサンプリングし自然科学分析を行った。結果は付編参照。

遺物(図版社-1、第40表)

陶器(稜皿)である O 

126 -
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179号土坑� 

E翠 炭化物・灰検出範囲

178号土坑� 

，� '，〆，

A !ls" 

1厄灰。� 
期A!LO 一一C 2層炭化物。

対関� Iilil炭化物・灰検出範囲� 

~ 炭化物・灰検出範囲 
187号土坑

215号土坑

古血� 

2010 

ローム粒子 。ロームプロックを含む暗闇色土。層..ALL9 

同� 2届 ロ←ム粒子 ロ←ムブロックを多く吉む暗黄褐色士。� 
3層 ローム粒子 ロームブロック会多く含む黄禍色土。� 
4届ローム粒平 ・ローム小ブロックを多く 吉む暗黄禍色土。� 
s届ローム粒子 ロ←ム小プロックを多く含む暗質問色土。� 
6届ロ←ム粒子 ・ロ←ム小ブロッ クを多く含む暗苗褐色士。� 
7届ロ ム粒子 ーロームブロックを含む黄禍色士。� 
8届 ローム粒子・ロームブロックを多く吉む暗黄褐色士。� 
9層ロ ム粧子 ・ロームブロックを多く吉む黄褐色士。� 
10層 ロ ーム粒子 ロ ム小プロックを僅かに含む黒褐邑土

(ハド)。

GrJ炭化物・灰検出範囲� 

214号土坑 2m 

第73図土坑B群� 4類� 0/60)
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第 3章検出された遺構と遺物 

215号土坑

遺 構 ( 第73図、第33表)

[位置] (B ・C-6)グリッド。

[構造] 200・209Dに切られる。(規模)断面形は台形状に坑底部に向かい緩やかに広がり、関口部で 

0 
-2.27x 1.53m。坑底部で 2.31x 1.70mを測る o(深さ) 1. 02mo (長軸方位) N -17 Eo (火床部)北東

コーナーに火床部掘り込みを持つ。 0.50XO.22mの長方形で、壁への掘り込みは 0.30m。坑底面より 0.08 

m程窪んでいる O 掘り込み内には炭化物 ・灰が堆積し、火を焚いていた痕跡が確認できる。(覆士)ロー

ム粒子 ・ローム小ブロックを多く 含む暗黄褐色土を基調とする O

[遺物]陶磁器・土器の破片が数点出土したが、図示できるものはなかった。

[時期]近世。 

[所見] 火床部から検出された炭化物・灰はサンプリングし 自然科学分析を行った。さらに、士壌分析

において昆虫遺体(コクヌス卜)が検出されている O 結果は付編参照。 

C群 円形・惰円形の土坑 

174・180・196・197・204・220・224・226・281・293・323・324Dの12基が該当する O ここでは以下

に特徴的なものについて述べるが、個別に記述のない土坑についての用途等の詳細は不明である。なお、 

196Dについては、深さ 2.80mという深い遺構であり、通常の土坑とは区別するべきものかもしれない。 

174号土坑

遺構 ( 第74図、第34表)

[位置] (C-6)グリッド‘。 

[構造] 173・175・ 203・204Dと重複する o (形態)楕円形を呈する O 壁面は上方に向か つてやや広が

り、坑底面は平坦である。(規模) 1. 03 x 0.80mo (深さ) 0.46mo (長軸方位) N-S 。

[遺物j土器が 2点が出士したが、図示できなかった。 

[時期]中・近世。 

180号土坑

遺構(第74図、第34表) 

[位置] (C ・D-6・7)グリ ッド。

吋茸造]東側は調査区外である o (形態)開口部の平面形は楕円形を呈する O 壁面は上方に向かつてや

や広がるが、部分的には坑底付近が広がりオ ーバーハン グする部分も見られる O 坑底面は途中に貼床状

のローム充填土が確認でき、その面を掘り下げると立ち上がり部分から一段下がって平坦になっている。

(規模)不明。(深さ) 0.85mo (長軸方位) N -600 
- E 。 

[遺物]陶磁器・土器・鉄製品・板碑が出土した。 

[時期J近世。 

[所見]本七坑は、平面形から C群に分類したが、掘り込みが深く、壁がオーバーハングするなど細部

の構造から見ると本群には当てはまらないものと思われる O 東側が調査区外になり詳細は不明であるが、

地下室の可能性もある O さらに、坑底上には貼床状の硬化面が見られたことから人の出入りがあったこ

とが伺える。

。。
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第 5節中世以降

遺 物 (第93図 5、第43表)


鉄製品(釘)である O
 

196号土坑

遺構(第74図、第34表) 

[位置] (D -5) グリッド、。

[構造] 140Hを切る o (形態)開口部の平面形は円形、坑底面は長方形を呈する。断面形は上方に向かつ

て広がり漏斗状を呈 している。深さ1. 30m程から卜部はほぼ垂直に垂下する O また、深さ約1.80mの壁

面には足掛け穴と思われる掘り込みが 1ヶ所確認できた。坑底面は平坦である。(規模)開口部径1. 60 

m・坑底部1.14x 0.90mo 80mo - 0 
- E(深さ) 2. (長軸方位) N 30 o 

[遺物]磁器 1点が出土したが、図示できなかった。

[時期]近世。 

[所見]当初、井戸跡として精査したものであるが、深さ 2.80mで坑底面が確認されたため、 土坑とし

て取り扱った。 しかしこの遺構については、 底面の浸食あるいは浸水の痕跡は確認で亡きなかったが、 上

総掘りによる井戸跡の可能性もある O 

197号土坑

遺構(第74図、第34表)
 

[位置] (D-5)グリッド。
 

[構造] 140Hを切る。壁面は上方に向かつてやや広がり、坑底面は平坦である。(規模)不明 XO.
94m。

(深さ) 0.31mo (長軸方位) N-So (覆土)ローム粒子・ローム小ブロックを含む黒褐色土を基調と

する。(覆土)ローム粒子 ・ローム小ブロックを含む黒褐色土を基調とする。

[遺物]出土しなかった。
 

[時期]中・近世。
 

220号土坑

遺構(第74図、第34表) 

[位置] (C -5) グリッ 1""0 

[構造] 201Dに切られる。壁面は上方に向かつて広がり、坑底面は平坦である。(規模)不明 x 1.20m。

(深さ) 0.29mo (覆土) 4層に分層される O 炭化物粒子・灰が含まれる。

[遺物]陶磁器・土器・土製品が出土 した。

[時期]近世。

遺物(第90図 1、第41表)


土製品(土錘)である。
 

224号土坑


遺構(第74図、第34表)


[位置] (E -5 )グリ ッド。
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第� 3章検出された遺構と遺物� 

[構造]� 1 Mを切る。壁面は上方に向かつて広がり、坑底面は中央付近がやや盛り上がっている� o (規

模)� 1. 03x1.00mo (i深さ)0.56mo (長軸方位)� N-40 -Eo (覆土)ローム粒子・ローム小ブロックを

多く、炭化物粒子を含む明茶褐色士を基調とする O

[遺物]土器 1点が出土したが、図示できなかった。
 

[時期]中・近世。
 

226号土坑

遺構 (第74図、第34表) 

[位置] (C -5)グリッド。

[構造] 225Dに切られる� 壁面は上方に向かつて広がり、坑底面は平坦であるo(規模)1. 64x1.14m。O

(深さ)0.29mo (長軸方位)� N -800 
- Wo (覆土)ローム粒子・ロー ム小ブロック ・炭化物粒子を含む

暗茶褐色土を基調とする。

[遺物]陶磁器・土器・瓦が出土したが、図示できるものはなかった� o 

f時期]近世。� 

281号土坑

遺構 (第74図、第34表)

[位置] (D-2)グリッド O 

[構造]壁面は上方に向かつて広がり、坑底面は平坦であ る� o(規模)0.78XO.65mo (深さ)0.19m。

(長軸方位) N-10 Wo (覆士)上下 2層に分層される� O
0 

-

[遺物]出土 しなかっ た。


[時期]中・近世。
 

293号土坑

遺構(第74図、第34表)� 

[位置]� (D-3)グリッド‘。� 

[構造]� 32Mに切られる� 壁面は上方に向かつて広がり、坑底面は平坦である� o(規模) 1. 50 X 1.20m。O

0 
-(深さ)0.36m o (長軸方位)� N -76 Wo (覆士)ロ ーム粒子 ・ロー ム小ブロックを含む暗茶褐色土を

基調とする� O 

[遺物]出土しなかった。
 

[時期]中 ・近世。
 

324号土坑

遺構(第74図、第34表)

[位置] (B-3)グリッド。� 

[構造]� 151Hを切り、� 323Dと重複する� 壁面は上方に向かつて広がり、坑底面は平坦である� o(規模)O

不明� X 1.42mo (深さ)0.29mo (覆土)ロ ーム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子・ 炭化材を含む黒褐

色土を基調とする� O
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第� 3章検出された遺構と遺物

[遺物]土器 ・鉄製品が出土したが、図示できなかった。
 

[時期]中・近世。
 

D群不整形の土坑� 

147・153・157・186・229・260・318・325Dの8基が検出された。そのうち、� 147・153・157・186・� 

229Dについては近・現代のゴミ穴と思われる。その他の土坑についての詳細は不明である O 

147号土坑


遺構(第75図、第35表)


[位置] (8-6)グリッ卜、
 O 

[構造]� 132Hを切る� 平面形は不整形を呈し、坑底面も凹凸が著しい。(規模)不明� x2.07mo (深さ)O

0.60m前後。(長軸方位)� N-670-E o (覆土) 3層に分層される。

[遺物]確認段階から瓦が多く出土し、陶磁器 ・土器・石製品・鉄製品も出土している。

[時期]近世(19世紀中)。

[所見]ゴミ穴と思われる� O

遺物(第84図� 1 ~ 7 、第91図 3 ・ 4 、第93図 1 、第95図 1~5 、図版40- 8・9、第40・42・43・� 

45表)

3・2図84である。第1]は徳平9・反り凹、lは丸皿8は書類、lは陶器で、9・40-8・図版1図84第� ・� 

4・5は磁器で、� 2は瑠璃柚小杯、� 3は染付合子、� 4は染付碗蓋、� 5は染付端反碗である。第84図� 6・� 

7は土器で、� 6は焼炉、� 7は火鉢である� 第91図� 3・4は石製品(砥石)、第93図� 1は鉄製品(釘)、第O

95図 1~5 は瓦である。 

186号土坑

遺 構 ( 第75図、第35表)

[位置] (8-6)グリッド。� 

[構造]� 132を切り、� 152Dと重複する� 平面形は不整形を呈し、坑底面も凹凸が著しし、。(規模)� 2.41O

x 1.60mo (深さ)0.85mo (長軸方位) N -260 
- Eo 

t遺物]磁器� l点が出土したが、図示できなかった。� 

[時期]近世。

[所見]遺物量は少ないが、形態的に不整形な特徴は147Dに類似するため、ゴミ穴と思われる。� 

229号土坑

遺 構 ( 第75図、第35表)� 

[位置]� (8-5)グリッド O 

[構造]不整形を呈し、坑底面は比較的に平坦であるo(規模)1.92 x 1.72mo (深さ)0.30mo (長軸方

位)� N-340 -W。� 

[遺物]陶磁器・土器・鉄製品・板碑が出土した。

[時期]近世 09世紀前~中)。

遺 物 ( 第85図� 1、第40表)

つU 
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陶器(仏削具)である� O

318号土坑

遺構 (第75図、第� 35表)

[位置] (B-3)グリッ ド。� 

[構造] 30Mと重複する。不整形を呈 し、 坑底面は凹凸が著しし、。(規模)� 1.92 X1.80ill 0 (深さ)0.66 

illo 0 
- (覆士)ローム粒子・ローム小ブロックを多く含む暗褐色土を基調とす(長軸方位)� N -75 Wo 

るO

[遺物] 陶磁器が数点出土したが、図示できるものはなかった。


[時期]近世。


むろ� 

E群地下室・地下坑� 

145・149・183・188・191・223・270・312Dの8基が該当する。ここでは地下室 ・地下坑 (江戸遺跡

研究会編� 2001)として扱った。いずれの土坑についても墓坑と しての性格はなく、近世以降の貯蔵用

の地下室やイモ グラ、あるいはコウジムロと呼ばれるものと思われる� 単純なものは、� 1竪坑� 1主体部O

という構造であり、今回これを� l類とし、さらに� l類以外の複雑な構造の特殊タイプを� 2類として細分

しfこO

なお、本群土坑の191・270・312Dからは、人骨片や獣骨片(ウマ)が検出されているが、何れも天� 

¥ / 
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第� 3章検出された遺構と遺物

井部の崩落の際に混入したものと考えられる。こうした構造をもっ土坑に関しては、例え遺物が坑内あ

るいは坑底直上から出土したとしてもその出土状況を判断し、遺構・遺物を直接結び、つけるにはワンクッ

ション置いて検討する必要がある� 特に191Dに関 しては、セクション阿を掲載していないため理解しO

づらいが、崩落した天井部ローム層の上部から人骨・六文銭が出土したことが明らかであるため、本土

坑に伴うものではないと判断した。� 

1類� 1竪坑� 1主体部タイプ
 

149号土坑


遺構(第36表)


[位置] (B-6)グリッド。

O[構造]地ド室であると思われるが、大部分が崩落しており詳細は不明。(長軸方位)� N-ll-E。

(入口竪坑部)主軸に対して横長の長方形で0.75x 0.90mを測る o (主体部)平面形は径2.00~2 .40m の

不整円形を呈する O

[遺物]陶磁器・土器・鉄製品・瓦が出土した。

[時期]近世以降 09世紀中~後)。

遺物(第84図� 1~ 3、図版40-4 ~ 6、第93図� 2、第40・43表)

第84阿� l・図版40-5は陶器で、� 1は措鉢、� 5は直縁大皿である。第84図� 2・3・阿版40-6は磁器で、� 

2は染付小杯、� 3は白磁小杯、� 6は染付丸碗、図版40-4は土器(手悟り?)、第93図� 2は鉄製品(釘)

で:ある O 

191号土坑

遺構(第76図、第36表)

[位置]� (D ・E-5) グリッド。

[構造]地下室である� 主体部天井は崩落していた。(入口竪坑部)関口部は楕円形を呈 し、主軸に対O

し横長の形態をもっ O 規模は� 2.10mx 1.50mである� 坑底面はほぼ平坦で、1.10xO.80mのやや不整なO

長方形を呈する� 深さは確認面から2.20mである� 主体部との連絡は0.50m程の段差をもっo (主体部)O O

底部平面形は2.90x 2.60mの長方形を呈する� 天井部は崩落しており、残存している壁面高は1.60mをO

0測る o (主軸方位) N-5 -Eo 

[遺物]陶磁器・土器・鉄製品・銭貨・五・板碑・人骨が出土した。人骨の鑑定については、付編参照。

[時期]近世。

[所見]人骨・銭貨(六文銭)が出土しているが、主体部の天井が崩落した際に天井上にあった墓坑が

崩壊し混入したものと考えられ、 本土坑に伴うものではない。

遺物(第93阿部、第94図� 2~ 7、第43・44表)

第93図28は鉄製品(包丁?)、第94岡� 2~ 7は銭貨である O 

223号土坑

遺構(第77図、第36表)� 

[位置] (B ・C-4・5)グリッド、O 

[構造]地下室である� o (入口竪坑部・連絡横坑部)入口竪坑部の開口部は隅丸長方形を呈し、主軸に 

134 
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対し横長の形態をもっO 規模はl.10XO.98mである� 坑底面は0.90xO.70mの長方形を呈する� 深さ はl. O O

75mである� 連絡横坑部は長さ� 0.50m・高さ� 0.70mで、坑底は奥に行くにつれて下降しており、主体部O

との連絡は0.45m程の段差をもっo (主体部)坑底面は2.25X l.95mの長方形を呈する� 底面はほぼ平坦O

0 
-で、天井部までの高さは約l.30mである。(主軸方位)� N -16 Eo 

[遺物]陶器・土器・ 石製品・鉄製品・銭貨・瓦・板碑が出土した。� 

[時期]近世� 07世紀前半)。

遺物(第86図� 1~ 8 、第91図 5 、第93図12 ・ 1 3 ・ 32、 第94図 10 ・ 11、第40 ・ 42~44表)

第86図� 1~ 7は陶器で、� 1~ 4は皿、� 5は小鉢、� 6は碗、� 7は揺鉢である� O 第86図� 8は土器(瓦灯)、

第91図� 5は石製品(砥石)、第 93図12・13は釘、� 32は火打金、第94図10・11は銭貨である O 

270号土坑

遺構(第76図、第36表)

[位置] (D-2)グリッ卜‘。

[構造]地下室である 主体部天井は崩落していた。(入口堅坑部)関口部はほぼ円形を呈し、径約l.� 70O

Omを測る� 坑底面はl.40X l.10mの長方形を呈し、 主軸に対して縦長の形態をもっ� O 深さはl.60mであ

る。壁面には足掛け穴と思われる小横穴が� 5ヶ所確認できた。主体部との連絡は明確な段差ではな く、

スロープ状を呈している o (主体部)底面の平面形は前壁より奥壁の長さが長く、台形状を呈している O

前壁2.10m、奥壁2.60m、奥行き� 2.10mを測る� 天井部は崩落していたが、天井部までの高さは残存すO

る壁面からl.30m前後で、あったと推察される� o (主軸方位) N-800 -W。

[遺物]陶磁器・土器・石製品・鉄製品・板碑が出土した。

[時期]近世。

遺物(第91図� 7、第42表)


石製品(砥石)である。
 

312号土坑

遺構(第77図、第36表)� 

[位置] (C-3)グリッド、。

[構造]地� F室である� 主体部天井は崩落していた。(入口竪坑部)開口部は楕円形を呈し、主軸に対O

Oし横長の形態をもっ。規模はl.� 70Xl.50mである� 坑j直面は0.85xO.65mの長方形を呈し、深さは2.30m

である� 主体部との連絡は明確な段差ではないが、比高差0.25m程で、主体部に移行する。関口部から底O

面ににかけ漏斗状の断面形を呈する� o (主体部)平面形は主軸に対し横長で、奥に向かい広がる台形状

を呈する� 最大幅3.10m、奥行き2.00mを測る。底面は平坦で、壁は上方にやや膨らみをもっ� 天井部はO O

0 
-崩落していたが高さはl.50m程度で、あったと思われる。(主軸方位) N -15 Eo 

[遺物]陶器 ・土器・石製品・鉄製品・銭貨と馬の骨片が出土した。馬骨の鑑定については、付編参照。

[時期]近世 07世紀後~18世紀中)。

遺物(第87図 1 ・ 2 、 第91図 8 、第94図13~15、第40 ・ 42 ・ 44表)

第87図 l ・ 2 は陶器で、 l は皿、 2 は大査である O 第91図 8 は石製品(砥石)、第94図13~15は銭貨

でtある。
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第� 3章検出された遺構と遺物� 

2類特殊タイプ�  

145号土坑

遺構 ( 第78図、第36表)

[位置] (B -6)グリッド。

[構造]全長南北9.10m・東西5.20mの規模を測る巨大な地下坑である。構造は南北に延びる横坑を主

として、人口竪坑部はやや南側に寄るがほぼそのセンターに位置する� 主体部は主軸横坑部から南北� lO

基ずっと東に� 5基が櫛状に延びる横坑状の構造を呈している。ここでは、計� 7基の横坑状主体部を北側

から右回りに主体部A~G として説明する。

(入口堅坑部)入口竪坑部に相当する位置から、「コ」の字状を呈したロームブロックが検出され、こ

の内側が竪坑であることから、このロ ームブロ� y クは入口部に関連する構築物であると考えられる� こO

のローム構築物は、入口竪坑部の上端を一回り掘り込んで設置されていた。大きさは南北の長さ1.00m・

高さ� 0.50m・厚さ� 0.20mである� また、東半分が見あたらないことから、この部分は主体部内に崩落欠O

損したものと思われる o (主軸横坑部)入口竪坑部から降りて、深さ 2.50m程で、坑底に到達する� 主軸O

0横坑部はそこから南北に延びる通路である。南北方向の長さ� 5.80m・幅1.30m前後・主軸方位N-20 -

E (横坑状主体部)いずれの主体部の坑底は平坦で、壁はほぼ垂直、天井は緩いアーチ状を呈してい0 

た。天井部までの高さは約1.� 20mであった。 <主体部� A>主軸横坑部との境界は幅が僅かに狭くなる所

0で区分できる。奥行き1.60m・幅0.65m・長軸方位N-6 -Eo <主体部 B>奥行き1.20m・幅0.78m・

長軸方位N-860 -Wo <主体部c>奥行き2.70m・幅0.70m・長軸方位� N-720 -Wo <主体部D>奥

行き4.20m・幅0.80m・長軸方位N-670 -Wo <主体部� E>奥行き4.00m・幅0.80m・長軸方位N-67 

o -Wo <主体部F>奥行き1.40m・幅0.70m・長軸方位N-720 -Wo く主体部G>主体部Aと同様に

主軸横坑部との境界は幅が狭くなる所で区分できる。奥行き� 1. 50m・幅0.75m・長軸方位� N-150 
- Eo 

(照明施設)主軸横坑部の西側壁面からは照明用具を設置したと思われる掘り込みが確認できた。掘り

込みは東に延びる主体部 B~F の背面 5 ヶ所に位置することから、それぞれの主体部用であることがわ

かる� ただ、当時の照明具(燭台あるいはロウソク)で主体部の奥まで明るく照らすことができたかはO

疑問であるため、その具体的な使用方法は不明とするしかない。ここでは、それぞれの掘り込みを照明� 

1~ 5とする� o <照明1)主体部Bの背面に設置される。奥行き� 0.08m・幅0.12m・坑底面からの高さ� 

0.46mo <照明 2>手前がかなり崩落していた。主体部� Cの背面に設置される。奥行き� 0.04m・幅0.20 

m ・坑底面からの高さ0.90mo <照明� 3>手前がかなり崩落していたがフラット面が僅かに確認できた。

主体部Dの背面に設置される� 奥行き0.03m・幅0.10m・坑底面からの高さ� 0.75m。 く照明4)主体部O

Eの背面に設置される� 奥行き0.12m・幅0.20m・坑底面からの高さ0.75mo <照明 5>主体部Fの背O

面に設置される。奥行き0.10m・幅0.14m・坑底面からの高さ� 0.80m。

[遺物]陶磁器 ・土器・鉄製品・銅製品・瓦・板碑が出土した。

[時期]近世(1� 9世紀中~後)。

[所見]内部へ進入し精査を行うことは危険であると判断し、重機を使用し、天井部を掘削した後に写

真撮影 ・実測を行った。

遺物 ( 第84図� 1~ 4、図版40-5 ~ 8、第93図34・35・46、第40・43表)

第84図� 1・2・図版40-5 ~ 7は陶器で、� lは壷、� 2は筒形碗、� 5は馬の目皿、� 6は片口、� 7は練鉢

O Oである� 第84図� 3・図版40-8は磁器で、� 3は蓋物、� 8は染付小杯である� 第84図� 4は土器(倍熔)、第� 

q
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93図34・35は鉄製品(不明品)、� 46は銅製品(煙管)である O 

183号土坑

遺 構(第79図、第36表)

[位置] (D- 5 ・ 6~E-6) グリッド O

[構造]全長南北6.80m・東西3.00mを測る地下室である。構造は主体部Aと主体部� Bの� 2つが連結す

るタイプで、入口竪坑部は、北側の足掛け状の掘り込みをもっ入口Aと主体部Aの東壁に設けられた入

口Bの2つが相当するものと思われる� o (入口竪坑部) <入口 A)北側入口である� 関口部は0.75xO.65 O

mの長方形を呈し、主軸に対して横長の形態をもっ� 入口竪坑部から降りると、坑底面に達する途中、O

2ステップの足掛け状の階段を有する O 坑底面までの深さは1.90mである� o <入口 B)主体部Aの東壁

に設けられた入口である� 天井部を重機で掘削した際に同時に破壊してしまったため詳細不明であるO O

坑底面までの深さは2.20mである o (連絡横坑部)入口 Aから入り、主体部Aに通じる通路である。坑

底面は平坦で、天井部も真っ平らである� 長さ� 2.00m・幅0.70m・天井部までの高さ1.00m・長軸方位O

N-150 -Wで、断面形は縦長長方形を呈する o (主体部) <主体部 A)径約2.00mのイミ整円形を呈する。

坑底面は平坦で、壁面はほぼ垂直である O 天井部までの高さは1.20mで:あるo <主体部 B)主体部� Aか

ら長さ� 0.70m・幅0.60m程・高さ0.60mの連絡部があり、そこから0.25mの段差で下がった位置に主体

部 B がある。平面形は径1. 70~ 1. 90mの不整円形を呈し、底面はほぼ平坦であるが奥壁近くに深さ 0.05 

mの小ピットが確認できた。壁面はほぼ垂直で、天井部までの高さは1.10mである o (照明施設)照明

用貝を設置したと思われる掘り込みが主体部Aの西・北壁面から� 3ヶ所、主体部Bの北壁面から� lヶ所

確認できた。それぞれの掘り込みを照明 1~4 として説明する o <照明1)主体部Aの西壁面に設置さ

れる� 奥行き0.14m・幅0.16m・坑底面からの高さ� 0.65mo <照明 2)主体部Aの北壁面に設置される。O

奥行き� 0.08m・幅0.14m・坑底面からの高さ� 0.63m。 く照明� 3)主体部Aの北壁面に設置される� 奥行O

き0.12m・幅0.18m・坑底面からの高さ0.95mo <照明4)主体部� Bの北壁面に設置される� 奥行き0.10O

m .幅0.20m・坑底面からの高さ� O.71mo

[遺物]陶磁器・石製品・瓦が出土した。

[時期]近世 08世紀後 ~19世紀初)。

遺 物(第85図� l、第91図12、第40・42表)

第85図� 1は磁器(染付蕎麦猪口)、第91図12は石製品(硯)である� O 

188号土坑

遺 構(第80図、第36表)

[位置] (D-6) グリッド O

[構造]全長南北4.20m・東西� 4.60mの規模を測る 巨大な地下坑であ る� 構造は東西に延びる横坑を主O

軸として、入口堅坑部はその西端に位置する。主体部は主軸横坑部から南北� l対� 2組で� 4基と東端の� 1

基の計� 5基で構成され、全体に「王」の字状を呈している。ここでは、主体部を北西のものから右目り

に主体部 A~E として説明する o (入口竪坑部)開口部の平面形は� 0.80x 0.55mの隅丸長方形を呈し、

主軸に対して横長の形態をもっO 坑底面までの深さは2.50mである� o (主軸横坑部)入口竪坑部から降

りて、各主体部へ通じる通路である� 東西方向の長さは約3.30m、幅は入口竪坑部の近くで0.75m、中O

http:0.75xO.65
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央と主体部 Cの子前でやや狭まり O.50mである O 天井部までの高さは O.60m、主軸方位 N-820 -Wで

ある o (横坑状主体部)いずれの主体部の坑底は平坦で、断面形はかまぼこ形を呈する o <主体部 A)

奥行き 2.20m・幅O.75m・天井部までの高さ O.62m・長軸方位 N-70-Eo <主体部 B)奥行き 2.00m • 

幅O.70m・天井部までの高さ O.60m・長軸方位 N-llO -E o <主体部 C)主軸横坑部の一番突き当た

りの主体部である。奥行き1. 00m・幅 2.70m・天井部までの高さ O.60m・長軸方位 N-go-Eo <主体

0部 D)奥行き O.90m・幅O.70m・天井部までの高さ O.60m・長軸方位 N-5 -Eo <主体部 E)奥行き 

1.20m・幅 O.90m・天井部までの高さ O.60m・長軸方位 N-140 -E o(照明施設)照明用具を設置した

と思われる掘り込みが主体部 Aの東壁中央から lヶ所、主体部 A・B・Eの主軸横坑部近くか ら 3ヶ所

確認できた。 それぞれの掘り込みを照明 1~4 として説明する。<照明1) 主体部Aの主軸横坑部近く

の西壁面に設置される O 奥行き 0.06m・l幅O.16m・坑底由ーからの高さ 0.28mo <照明 2)主体部 Aの東

壁中央に設置される O 奥行き O.08m・幅 O.16m・坑底面からの高さ O.32mo <照明 3)主体部 Bの主軸

横坑部近くの西壁面に設置される O 奥行き O.08m・幅 0.18m・坑底面からの高さ 0.30mo <照明4)主

体部 Eの主軸横坑部近くの東壁面に設置される O 奥行き O.08m・幅0.24m・坑底面からの高さ 0.31m。 

[遺物]陶磁器 ・土器 ・鉄製品・瓦が出土 した。

[時期]近世 09世紀中)。

遺物(第85図 1・2、第93図 7、第40・43表)

第85図 lは陶器(練鉢)、 2は磁器(染付端反碗)、第 93図 7は鉄製品(釘)である。 

( 3 )井戸跡
 

17号井戸跡


遺構(第81図、第37表)


[位置] (D-6)グリッ卜‘。 

[構造] 134Hを切る。平面形は円形を呈する O 開口部径は1.10mを測る O 断血は漏斗状で 0.70m程の

深さで、径約 0.70mになり、以下はほぼ垂直に垂下する O 

[遺物]陶器・ 土器・土製品・鉄製品が出土 した。 

[時期]近世 07世紀前~中)。 

[所見]危険防止のため、深さ1. 30m程掘り下げたところで調査を中止した。

遺物(第88図 1~4 、第40表)

第88図 1~ 4は陶器で、 lは志野丸皿、 2は天目茶碗、 3は折縁鉄絵山、 4は鉄絵鉢である O 

18号井戸跡

遺構(第81図、第37表)

[位置] (D-6)グリッド。

[構造] 134Hを切る O 平面形は円形を呈する O 開口部径は約 1. 90mを測る O 下方に向かうにつれて、

中心が南東に偏る O 深さ1.30mでの径1.00mである O

[遺物]板碑 l点が出土した。

[時期]中・近世。 

[所見]危険防止のため、深さ1.30m程掘り下げたところで調査を中止した。 
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漬物(第96図� 3、第46表)


板碑である
O 

19号井戸跡


遺構(第81図、第37表)


[位置] (C-6)グリッド。


[構造]平面形は円形を呈する O 開口部径は約1.20m を測る O 径はそのまま1.1O~1.20mを測り、垂直

に垂下している。� 

[遺物]陶磁器・土器・石製品が出土した。

[時期1近世。

[所見]危険防止のため、深さ� 2.00m程掘り下げたところで調査を中止した。

遺物(第91図� 9、第� 42表)


石製品(砥石)である
O 

20号井戸跡

遺構(第81図、 第� 37表)

[位置] (D -5・6)グリッド。

[構造] 189D と重複する O 平面形は円形を呈する O 開口部径は約0.80m を測る O 径はそのまま 0.70~ 

0.80mで、垂直に垂下する。

[遺物]磁器・土器・鉄製品が出土した。

[時期]近世。� 

[所見]危険防止のため、深さ� 2.20m程掘り下げたとこ ろで調査を中止した。

遺物(第93図29、第� 43表)


鉄製品(包丁)である
O 

21号井戸跡

遺構(第81図、 第� 37表)

[位置] (D-5)グリッド、。

[構造] 140号住居跡を切る。開口部は平面形が楕円形を呈し、規模は1.� 90x 1.70mを測る� 上部は漏O

斗状の断面形を呈する。深さ1.50m以下は径1.10mの円形に推移し、ほぼ垂直に垂下する O

[遺物]陶器・板碑が出土した。
 

[時期]近世� 07世紀前~中)。
 

[所見]危険防止のため、深さ� 2.50mを越えたところで調査を中止した。


遺物(第88図� 1~ 3、第96図� 6、第40・46表)

第88図� 1~ 3は陶器で、� 1は丸碗、� 2は丸皿、� 3は措鉢である。第96図� 6は板碑で、� 23Wとの接合資

料である。� 
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22号井戸跡

遺構(第82図、第37表)

[位置]� (D -4・5)グリッド。 

[構造] 140Hを切り、北端で23Wと重複する。基本構造は、北半部が南側へ下がるスロー プ部、そし

てスロープ部を� Fがり、そこにテラス部、北端が本体部として区分される� しかし、これら一連の掘りO

込みが別遺構の偶然の配置による可能性もあるが、ここでは、本井戸跡に伴う関連施設であると捉える

ことにする。(平面形)全体に杓子状を呈し、南北 5.80mの細長い形態を呈している� o (スローフ。部)テ

ラス部への連絡はスロープになっている。斜面の角度は確認面からの深さ1.� 60m程までは230 で、さら

にそこか ら比高差� O.70m程を530 で下りテラス部に至る。(テラ ス部)スローフ。部から下がった南側の

平坦部である O 深さは2.40m の位置である O 径1.30~ 1.50m の円形を基本とし、南端の本体に切られた

ような形態を呈している� また、深さ� 0.18mの小ピッ卜� l本が検出された。(本体部)テラス部の南端O

に位置する� 平面形は円形を呈し、規模は1.12x1.05mを測る� o (その他)東壁には足掛け穴のようなO

小横穴が� 3ヶ所確認できた。

[遺物]板碑が� 2点出土した。

[時期]中・近世。� 

[所見]危険防止のため、井戸本体の深さ� 3.00mまで掘り進んだところで調査を断念した。井戸本体へ

続くスロープをもっ類に、本地点のすぐ東に位置する第� l地点の� 5号井戸跡がある。この井戸跡は、報

告中で北側にスロープあるいは階段状を呈する掘り込みである� 17号土坑と同時に確認され、別遺構とし

て報告されている。本井戸跡のようにテラス部はないが、類似するものであろうか。

遺物(第96図� 4・5、第46表〉

板碑である O 

23号井戸跡

遺構(第82図、第37表)

[位置]� (C ・D-4・5)グリッド。� 

[構造] 249D ・22Wと重複する� 開口部の平面形は楕円状を呈し、規模は1.60x 1.35mを測る� 断面O O

形は上部が漏斗状で、深さ1.00m程か ら卜は径� O.85m程で、垂トーする。壁画には足掛け穴と思われる小横

穴が掘られている� この井戸跡は北西側に幅1.50m・奥行き約O.70m・深さ� O.35mの張り出し部をもっ。O

また、南側にも奥行き約0.70m・深さ約0.35mの張り出し部をもっO 

[遺物]陶器・土器・板碑が出土した。� 

[時期]近世� 07世紀前~中)。� 

[所見]危険防止のため、井戸本体の深さ� 2.00mまで掘り進んだところで調査を中止した。

遺物(第88図� 1~ 6、第96図� 6、図版43-3-7、図版48-2-7 ~ 9、第40・46表)

第88図� 1~ 4・図版43-3-7は陶器で、� 1は碗、� 2・3は措鉢、図版43-7は有耳壷である。 第� 88図� 5・� 

6は土器(倍熔)である。第� 96図� 6・図版48-2-7 ~ 9は板碑である� 第96図� 6は21Wとの接合資料でO

ある O 
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24号井戸跡

遺構(第81図、第37表)

[位置] (C -4・5)グリッド。

[構造]平面形は楕円形を呈し、規模は0.85XO.75mを測る。下部においても断面は開口部とほぼ同径

のまま垂下する。

[遺物]陶器・土器が出士した。 

[時期]近世 07世紀前~後)。 

[所見]危険防止のため、深さ1. 50mまで掘り進んだところで調査を中止した。

遺物(第88図 1、図版432-2 4、第40表)→ ~ 

図版43-2-2 ~ 4は陶器で、 2は志野丸皿、 3は措鉢、 4は土瓶蓋である O 第88図 1は士器(培熔)

である O 

(4 ) 溝跡 
  

1号溝跡


遺構(第83図、第38表) 

[位置] (E-1~ 7)グリッド。

[概要]本遺構は、昭和55年に実施した市史編さん室の発掘調査により、上幅12.2m・下幅1.6m・地

表面から深さ 4.7mを測る、箱薬研形の大堀であることが判明しており(志木市史編さん室 1986)、過

去に調査を行なった第 1地点でも確認されている O

[構造] 136 ・ 137 ・ 139 ・ 142 ・ 144~147H ・ 190D を切っている o (規模)調査区南端の Eグリッドすべ

てで確認でき、調査区内での長さは54.7mである。(走行方位) N -750 -Wで、おおよそ東西方向に直

線的に走行 している O ただし、 (D-1)・(E-1・2)グリッド内では北側に傾斜が変化しているよ

うである o (硬化面) (E - 2~ 4)グリッド内の傾斜部分で、硬化した平坦面が確認できた。幅は30cm

前後で、セクション E はその土層断面図である O これによると、 土層1O~14層がその硬化した土層に相

当する O 版築状に土層が互層になっていないため、人為的な施設とは判断しづらいが、可能性として、

グリッド内では2)-(E 、。Lと称されるものであるかもしれなJ犬走り「大堀内側斜面の通路である

iLJ字状に屈曲しており、大堀上端まで延びていることが確認できた。(ピット列・細溝) (E -3・ 

4)グ リッド内でピット列が、 (E-4~6) グリッドでは長さ 20m ・幅20cm程の細溝が確認で、きた。

ピット列は確認面からおよそ 70cm程の深さから確認され、いずれも大堀内側斜面に構築されている。各

ピットの深さは第83図のピット計測表に示した。セクション Eでは P5の断面がかかっており、前述し

た硬化面との位置関係がわかるが、これによるとピット列は通路と考えられる硬化面の外側に配されて

いることが理解できる O 細溝については、ピットダIの東側の延長上に配されていた。おそらく、ピットJ

列と細溝は、機能上では同じくするもので、ピット列は丸太あるいは材木を建てて作られた柵列であり、

細溝については板材を建てて作られた板塀であり、両者とも大堀内側の土塁と通路の外但 IJに構築された

塀施設であるものと想像される o (士塁)遺構確認の段階や表土剥ぎ作業の段階から、注意深く確認し

たが、士塁施設については確認することはできなかった。(その他)本遺構に付設する遺構として、 31・ 

32Mについても考慮する必要があるものと思われる O 特に、 32Mは、大堀内側に平行して存在するため、

土塁の土留め的な役割をした施設である可能性もある O 

148 



h
ハマ
 

¥τ

  

¥ 
¥¥ 

1m 

戸 ， ぐ0'日三一一~一一一-"-一一一一-'" e 
戸 戸

- D 

la/t!l 1 
Ib帽� l盛十及び撹乱. 

"附� | 
2栂� ピソト 番号� |深さ(叩)� 

.小石を合む相府側邑1.ム小プロシクロi~\i，ームロ '"3
 
.を含む晴来偽色1.7小イローム小プロ シク1ム判ロ!菌4 


I 
I 
I 

u，'tム� 

6婿 ロ ム粒子 ロ ム!、ブ U ック小石を合む時制色 I~ 

7 W; ロ ムt，'i ロ ム小ブロックを多く 小石を古むiIi倒色� f喝� 

8J!ol ロ ム純� f 口←ム小ブロック企多く 焼止倣 f.(人化物約 f 小イi全，;む時茶尚色 i 

9刷 ロム純子 ム小プロックを多く、 炭化物給子艇を{!7む附他也� 1，� 

10M ロ ム判子 ロ ム寸 ブロ ック炭化物粒 子 小平I ~古むIllì他色 i 

11扇 コ ム陀� I ロ ム小プロァク 炭化物性 子小石を(，む時制色� 1，� 

12附 ロ ム位� f ロ ム小ブロッ ク 由化物粒� f 小石を古む町側色� 1. 
13M ロ ム叫� r ロ ム小ブロック 炭化物村 f イ訂f:'f.iむ附袖色 1.0 抗ド-14尉 ワ .1 ， f， ~'_ 7 ローム小プロy ク が化物粒子 小石を古む附尚色� l

印刷 ロ ムfii.{ ローム小プロ ノク を多く 伐化物粒� F 小-o"{<:-;;;む附jIf偽色 1. 

J6~両 日 ム約千 ローム小プロック 小石を古む暗尚色� 1.. 

0 

IM-P8 

1届 表i. 
17'" ローム付子 ーム小プロァク 小{，を含む晴褐色L IM-P9 

2届 口 ム粒子会合む附茶悩色� 1:. 
18Ji1 ロ ムtiJf ロ ム小ブロック 炭化物性 子 小石を合む附悦色� 1:. 

191fi1 ローム判� r 口 ム小ブロック 炭化物位 了 小石会合む附尚色� i lM-P103崩 ロ ム粒 f ロ ム小プロ� yクを合む晴茶俗O，I

1M-P25附 ロ ロ ム小プロ ゾク を多く づ石会合む貨仙色� Lo 

20楢 ロ ム旬� i 口 ム小ブロッ ク 日 ムブロッ クを多ぐ 小れを合む時比尚色� L 
ロ1t'i'1 .'fム小プロ グクを口f粒i -CU'J¥仙色� 1

21幡 ローム牧子 ロ ム小プロァ ク 炭化物fiH 小イTを合む時停;色� t 
，.

ら脳 ロ ム粒� f 吋ーム小プロ ック ローム� Yロノクを多く 合む附iI1禍色� 1. 

:::
22婚 コ ム'Il' ローム小プロ ソク 炭化物飽� Y 小イ1-i1守む附尚色十� 

23柄 ロ ム陀� l ローム小プロ� y ク 附化物純子 小れを;.cむ精尚色� 1 

iローム小プロ ソク を多く、小引を合む明茶偽色ローム約イ川崎21 :去十t;
6脳 ロ ム粒 f ロ ーム小ブロ ッ クを ，;む~I築制色 オ 

7対 ロ ム牧 子 ローム小プロンクを多く� "むfIY茶偽色』�  

B!瞬 ロ ム紛� f" l ーム小ブロッ ク� U ームブ口 ノクを多く 合む附員悩色� L 
2~ 崎両 ロ←ム和 子 ローム小プロッ� f を多く合む明来偽色土喝

9柑 ロ ム町 下 ーム小プロ ック 口ームプロγクを多く 1:;むIVH崎褐色� L. 
26h-"'I ローム位� ! ローム小プロ ック ル多く合むH宮前偽色1.. 

10婦 ロ ム粒 了 ロ ーム小プロァ クを微かに古む県側色� r. 
一.1: ローム小プロック を多く古む附黄偽色ム利子ロ1¥!i27

11柄 . 一� 
2A崩 ローム牧子 ロー 、プロック 会多く、ロ ムプロック 金全む1'11(-;1-め色イュ� IM-P15 

12尉 ローム粒 子 ムノトプロックを含み、 炭化物Wイ会僅かに合む時総色上 硬化届� 

13M ローム粒子 ム小プロ� yクを合み炭化物付� rを俺かに古む暗憾色上品� 1 
29m ロ ム粒干 ロー とj、プロッ ク ロームブロッ ク会多〈 合む員削色イ� 

(確認面を11.8m 

ローム粒� f ローム小プロック ロ ムプロック を多く含む暗貨褐色1.� 

3Ú~ ローム付。 ロ Yム小ブロ ックを多く合むII!事悩色 
尚色土圃.nを{僅かに合むIT，'げと物干ム小プロ ック を合みロ粒子-Lロ崩11 /) l 

1m 

第83図� 1号溝跡� 0/120・1/60) 

149 

I 

I 



第� 5節中世以降�  

[遺物]陶磁器・土器・土製品・石製品・鉄製品・銅製品・瓦・板碑が出土した。

[時期]近世 08世紀後~19世紀初)。

f所見]今回の調査では、柏城関連の遺構が数多く検出されているが、本来、こうした遺構は各遺構単

位での説明では、イメージがもてるわけがなく、柏城全体を考慮に入れた中で検討する必要があるであ

ろう� 第� 4章第� 4節では朝霞市教育委員会の野沢 均氏にお願いし、発掘調査で判明した具体的な柏城O

像を考察して頂いたので参照してもらいたい。

遺物(第89図 1 ・ 2 、第90図 3 、第91図 1 ・ 2 、第93図19~24 ・ 42 ・ 48、第40~43表)

第89図� 1・2は磁器で、� lは染付小碗、� 2は染付丸碗である� 第90図� 3は土製品(泥面子)、第91図O

1 ・ 2 は石製品(石筆)であるO 第93図19~24は鉄製品で、 19~24は釘、 42は不明品、第93図48は銅製

品(煙管)である O 

30号溝跡

遺構(第69図、第38表)� 

[位置] (B-3~6) グリッド。

[構造] (規模)長さ 33m。上幅は調査区外にあり不明であるが、南半部で� 1mを測ることから、およ

そ� 2mの幅をもつものであろう� 下幅は0.2m前後。(深さ)約0.6mo (走行方位) N -750 
- WoO

[遺物]問磁器・土器・銭貨・瓦・板碑が出土した。� 

[時期]近世� (19世紀中)。

[所見]出土遺物から、時代を正確に把握することは難しいため、この遺構についても柏城関連遺構の

可能性があるが、詳細不明である。

遺物(第89図� 1 ~ 7、第� 94図16、図版44-1-8 ~11、第40 ・ 44表)

第89図� 1 ~ 3・凶版44-1-8 ~10は陶器で、 1 は有耳壷蓋、 2 は小杉茶碗、 3 はビラ描け端反碗、 8 • 

10は片口鉢、� 9は天日茶碗である O 第89図� 4 ~ 6・図版44-1-11は磁器で、� 4・5は染付小碗、� 6は染

付端反碗、� 11は染付皿である� 第89図� 7は土器(培熔)、第94図16は銭貨である。� O

31号溝跡

遺構(第69図、第38表)� 

[位置]� (D- 1・2)グリッドO 

[構造]弓状にカーブをもっ。(規模)上幅0.5m. ド幅0.15m(深さ)O.lm前後を測る。� 

[遺物]出土しなかった。

[時期]中・近世。

[所見]詳細は不明であるが、 1Mの西側の屈曲lこ対応してカーブしており、さらに32Mの西側延長上

にもあることから、柏城関連施設である可能性がある。� 

32号溝跡


遺構(第69図、第38表)


[位置] (D. E -3・4)グリッド 
  O 

[構造]� 140・145・146・148H・293Dを切る� 東端で192D・140Hと重複するが、それより東側ではO
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確認できなかった。西端でも270Dの手前の� (D-3) グリッドまでしか確認できなかったが、上端の

形態が若干丸みを呈することから、やはりこの付近で途切れているのであろう� 基本的には下端と見らO

れる低い部分が� 2列あることから、北溝と南溝の� 2本の溝が重複しているものと考えられる� 新旧関係O

は北溝→南溝で、南溝が新し� L、。(規模)西端は� 2本の溝が� l本に収束しているようで、上幅は2.60 

m.下幅0.80m・深さ� 0.47mである o (D -4) グリッドの192D手前では、� 2本の重複形態であり、上

幅3.4m、下端は北溝でO.4m、南溝で1.4mである� 深さは北溝で0.50m、南溝で0.30mであるため、南O

溝の方が若干幅広で浅い溝である O 確認できる長さは18.30mである� o (走行方位) N -730 
- Wo (覆

土)北側・南側の溝ともにローム粒子・ローム小ブロック・ロームブロックを多く含む暗黄褐色土を基

調する。� 

[遺物]陶磁器・土器・石製品・鉄製品・板碑が出土した。

[時期]近世(17世紀後半)。

[所見]本遺構は、柏城大堀である 1Mの内側に平行して走行することから、土塁の土留め的な役割を

した施設である司能性がある。

遺物(第89図� 1・2、第91図10、第93図43、邑|版44-1-3、第40・42・43表)

第89図� 1・図版44-1-3は問器で、� 1は縁褐柚刷毛目文鉢、� 3は播鉢である� 第89図� 2は土器(培熔)、O

第91図10は石製品(砥石)、第93図43は鉄製品(不明品)である。� 

( 5 )ピット群

調査区域内には数多くのピットが存在し、その大部分が中世以降に比定できるものと考えられる O し

かし、今回の報告では、そのすべてに遺構名を付けることはせず、遺物が出土し、さらに実測図あるい

は写真図版に図示できた遺物をもっピッ トに関してのみピット名を付け説明することにした。

今回、中世以降のピット名を付けたのは、� P5 ~ P25の21本である O


各ピットの配置は第� 3図の遺構分布図、計測値は第39表を参照。


遺物 
  

P 5からは陶磁器が数点出土したが、図示できたのは第89図� 1の磁器(染付皿)� 1点である
O 

P 6からは第93図17の鉄製品(釘)� 1点と銭貨� 2点が出土した。第� 94図17は元祐通宝、� 18は紹聖元宝。� 

P 7からは鉄製品・瓦が出土したが、図示できたのは第� 93図27の鉄製品(万子)� 1点である。� 

P 8からは陶磁器・土器が出土したが、図示できたのは第89図� 1の陶器(高田徳利)、第89図� 2の磁

器(染付御神酒徳利)である。� 

P 9からは第94図19の銭貨(天聖元宝)� 1点、が出土した。� 

P 10からは土器� 2点と銭貨� l点が出土したが、図示できたのは第89図� lの土器(培熔)� 1点と第94図� 

20の銭貨(永楽通宝)� 1点である O 

Pllからは第93図18の鉄製品(釘)� 1点が出土した。� 

P 12からは第93図51の銅製品(飾り金具)� 1点が出土した。� 

P 13からは陶磁器・土器が出土したが、図示できたのは図版� 44-2-1の磁器(上絵付碗)� 1点である。� 

P 14からは第89図� lの陶器(播鉢)� 1点が出土した。� 

P 15からは陶器・土器が各� l点出土したが、図示できたのは第89図� 1の陶器(櫛目文鉢)� 1点である。� 

P 16からは第90図� 4の土製品(土玉)� 1点が出土した。
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P 17からは第89図� 1・2の土器� 2点が出土 した。� 1は灯明皿、� 2は皿である O 

P 18からは第93図41の鉄製品(不明品)� 1点が出土 した。
 

P 19からは陶磁器・ 士器が数点出土したが、図示できたのは第89図� lの士器� (皿)� 1点である
O 

P20からは磁器・土器が数点出士 したが、図示できたのは第89図� 1の磁器 (染付端反碗) 1点であるo 

P 21からは向器・鉄製品が出土したが、図示できたのは第93図33の鉄製品� (火打金)� 1点であ るO 

P22からは陶器・土器が出土したが、図示できたのは凶版44-2-1の陶器(天目茶碗)� 1点である O 

P 23からは陶磁器・ 土器が数点出土 したが、図示できたのは図版44-2-1の陶器(丸皿)� 1点であるO 

P 24からは陶器・ 士器が出十したが、 図示できたのは図版44-2 -1の陶器� (折縁輪禿鉢)� 1点であるO 

P25からは第89図� 1の陶器(志野丸山)� 1点が出寸:した。

位ト 叫物叫数 |制数〉
遺構省 位 誼 分額 長納長 短軸長 深さ

長軸方 陶 器磁 器 土務土製品|石製品|鉄製品 銅製品 銭貨| 瓦 顧 碑
遣榊年代 備 芳，降� 

146D IC-61口� l額� 1.75 1.58 1.14 N-89・w1 0 11 0 ' 1 01 0 近世 天井有り つ

155D IC -6IG 1額
関口部1.38 開円部0.84 

1.41 01 0 o 0 中 ・近世 天井有 りヲ
坑底部1.85 坑底部1.56 

184D 
ID 'E -61 

l類
関口剖11.40開口部1.2C 1.28 

N-2f 18C末 天井有り� ? 

イ� 
E- 31 0 0 01 1 01 0 0 01 0 01 

1。坑底部1.85 坑底部1.85ララス部1.18〔】 1 
' 

。 。 。 。IB 5610 i 370 047 N -W 21 0 3148D 0.70 01 4 01 2 01 4 01 01 0 01 1 01 0 l・ 額 74" 近世 銭 点(寛永適宜)- -， ，� 

。N-75'-W [1 0。。 。。 。。158 IB 31 l 0.14 01 2 l I。。 。。 01 0日 類 不明 不明 中 ・近世 鉄慰品 点(釘)1 0口� -

E-

234D IC -410 2頬� 1.13 1.0 024 叫� 15'-E 1 0 01 01 0 1 1 。� 010 。 可。 。 司� o 中 ・近世 鉄鋼出土

合� lt 51 01 1 11 2 o 21 4 01 01 0 

第32表 土坑A群一覧

長軸方位
出土壇物(掲載点数� |全点数)

置櫛年代 備

!lt
01 

遺憎名 位 盤 分額 長軸長 短軸長 深さ
陶 器磁器f 土器 j'~品 石製品鉄魁品銅製品銭 貨 E 仮碑�  

考

163D (日� 61 1期� 3.20 0.70 0.42 N-83' -W 01 0 01 3 01 1 01 0 01 0 01 11 0 [1 0 01 0 日 日 。 近世� 

164D IC-5・61G 1頬 不明� 053 041 N-63・-W 11 3 01 0 01 2 。 。 。。�  01 I1 0 01 0 日 日 ] 日 しl 近世� 

166D (8-5・61G 1額 不明� 1.50 0.34 N-72 一札� 0122 11 3 0 61 0 。。�  11 1 1 0 11 0 。 。� 21 0 [ 118C 後-19C初 鉄製品l白(不明品)� 

168D IB-5・61日� l煩 不明� 095 029 N-78--W 21 8 01 J 01 6 01 0 。 。 。 。 。� 01 0 01 0 11 0 。� 18己i灸� 19C問� 

170D IB・C-61口� l類 不明� 0.62 0.28 日一lS"-E 01 2 。� l 01 1 。。�  01 0 。 。 。 。 。 。。�  01 0 。 近世� 

171D (8-5・6氾� 11由� 4.08 0.60 043 N-66・w 01 0 L..QLQ. 01 2 。。�  01 0 01 01 0 。。�  01 0 中 近世� 

172D (B-6氾� 1鎖� 
A 不明� 0.60 o J2 N-I7'

。 。 。 。� 01 1 01 0 01 0 01 0 0 中 近世
E 不明 。73 032 N-IT-E r~ 。| 。 。� 01

173D IB.C -6氾� 1額 不明 不明� o 18 01 4 。。�  01 3 。。�  01 0 11 11 0 。� 0'1 01 0 中 ・近世 蹟製品1占(火打金)。 。-E 6' N-1 

176D IC-6氾� l顎 不明� 0.50 01 01 0 。 ] 01 0 01 01 0 01 2 。 口 近世
003186 NN-7却� 

。。�  
す。|す0 曜 日 日
 

181D (D-6IG 1lii 不明� 0.55 01 0 01 01 0 01 0 日日 。 。 近世
 

。3ト同:!け
f寸ト1額 不明� 0.58 036 N-15"-E 。 。 。 。 。185D IE-61日� 01 0 一計0 。5 中近世�  

5)G l顕 不明� 0.64 0.92 N-15'ーE 近1け。。189D 01 41 01 0 鉄劉品l点{越)。。 01 01 1(O-

E-A 不M月� 0.83 0.27 N-1J"

200D r|E((CCC---5G0G川� -E一� 5G日町
I矧� B 9.4 0.92 052 N-15'一E 01 24 01 0 。。。�  01 0 。� 3 

E-C 738 不明� 0，42 N-1S' 

1穎� A 不明� | 0.82 026 ~1 ~:-~ I1 。� 010 ~~←-_51，配 いC明lドご 161，7 11 51 0 01 01 0 。01 01 01 0 
E-B 不明� 0.77 0.33 N-18'(8'C -5IG 

A 不明 不明� 0.37 

l0.45 

N-13']<; 

o 11JfaIC-51日� 11罰 N9"E 。� 0 近1甘202D 且 不明� 0.65 01 4101 0.0 01 01 01 0
下053 

E-

W-

C 木明� 0，60 0.40 N-9' 

203D IC -6IG 不明� 056 0.19 ， 01 0 E 中近世D寸「サ寸O[ 01 0 010101 010 01 01 0 0。N-66'W額l

206D IC 5IG 1類 不明� 0.80 w 1 2 31 0 0 日� 0 01 0 。。�  01 0 01 01 01 0 。 。 。。�  18C申- 0.16 N-73' -
208D IC-5.6陥� 1矧 不明 不明� 025 w i 0 J1 01 1 01 3 01 0 日 日 。。 。� o 0 。� o 1 。。 近世N-75"-
209D (B-5IG 1額 不明� 065 

002279 
N-7T 1 0 01 01 0 o 3 。 。� 01 0 。。�  01 01 0 0 。。 。 。 中近世� 

t
4トo13 

。。 。。 ;H....uJ0
ト

l 

。

。

211D IB -5IG l制� 55ち� N-75'W 1 0056 1 01 1 01 2 01 0 近世� 

近世� 

近世� 

。。�  
2120 IB -5氾� 1頬 不明� 0.80 0.32 N-78'一、N 31 0 3 01 6 01 0 。。�  01 0 。。

216口� IB-51口� l類 不明� 0_75 0.2C N-11"-E 21 01 2 01 1 01 0 0 
0oLD 004i -2l00 0D

l強� 357 0.55 033 N-13'-E 1 0 Z.l..QLQ.o 2219D I(C 'D -5lG 銭貨l点(永輩通宝)。 。 。 近世

221口� (B -3-5IG 1類� 
A 6，6 1 33 0.33 ~ :::W 1 1110 01 0 日 。� 01 。 。 近世 鉄製品1点(釘)
B 不明� 095 0.34 N-7T -W 

01 0 
，� 

222D (C-51G 1矧� 3.08 0.77 050 N.16'-E 01 11 01 2 o 17 01 0 0 01 01 0 。 。� 01 0 。 。� 01 0 近世� 

225D (C-5IG l類� 509 0.87 020 N-17'-E 01 0 01 0 01 0 01 01 0 。 。。�  。� 4中近世�  
230D (B -4-5lG l額� 4.52 0.49 0.44 N-70"、v 01 21 0 2 01 0 01 01 0 ;而4 !卜

01 0 

3:1iト4 近世 鉄製品2点{釘1岸ノヰJ月品1点) 

23 1D IB -4IG l矧� 5.77 0.58 0.45 N-70'斗V 。� 7101 3 01 7 。 。 。 。� 2 近世 
  

232D (B'C-5IG 1煩 不明� 062 02日� N-78' -W 日 日 。 。 。 。� 。 。 日日 。 。 。。 中 近世 
  

233D IB'C -41G l額 不明� 0.78 0301 l¥-I7"-E 。。 。。�  。 。� o 0 01 0 中 ・近世 


暗号� IC-4IG l矧 不明� 0.55 0.291N-78'、v 01 5 。 。
00 けト;府

01 01 

可
0 

子L44|;日 日 日日� 01 2 中・近世 鉄製品l点(羽韮ワ}� 

戸IC-3・41G l額� 9.84 058 0551N -72 W 11 5 

239口� IC -41口� 1傾 不明� 093 0.22 N-1T-E 01 2 卜; 00t卜i。。t 01 1 2 01 0 。 。 。 。 。 。 円(L品事国鉄近世� 釘)
00 

日� 01 0 。 。 。。 日 日 。。 中 ・近世� 

240口� IC-3・41G i煩� 1105 。加� 0.2c N-7f -W 。� l 。 。� 01 2 。。，� 

。 。01 0。。w 01 0-8" -7N0.250.63不明類l氾24 1D (B'C -4
O1 O1 日日 t 日日l ?:ト4サ� 01 01 0 中 ・近世 石製品L布、(砥石) 

01 01 1 中 ・近世� 

W-

242D IB -4・5)G i類 不明� 0.7日� 0.28 N-72町一W 01 11 0130 日� 2 。 。 。。 。。 日日 。� D 。 。 日� l 近世
 

264口� IB-4IG l矧 不明 不明 日18 N-75'W 0 日 日 。 。� 1 01 0 。 。 。� l 。 。� 01 0 。 。 。。 中近j!t
 

A 2.95 不明� O.3C N-70'
 
釘)点(l鉄製品近世01 0。 。。。。 。1 11 。D 01 0日 日� 

w 01 2-"N-7S0.25不明B 10 .45 
新1 2b5D IC-410 l

01 0
。一」|一一。 。 。 。 百10日� 01 0 。。 。 日 。。� 01 1N-76"、vl類 不明 不明� 0.15市昔IC-41G 

IC-1)G 

中 ・近世� 

lテ』 不明 不明 日36 N-78'-W 

Oh。日� 口~ 。 。 。 日273D -wIC-1・21G l踊� 3.98 不明� 0.37 N-78' 1 01 0 日� 18C後九日C初� 
11訂寸0 一� |日司1 274口� ICート21口� 1額� 4.37 不明� 0.37 W"-.5N-7 

.W 8'N-7不明IC -IIG l類 | 不明� 0.53 。10 。101 0 。|日101 275D 日 日 。 日10 01 中・近世� | 

に 

(単位� ml

第33表土坑B群一覧(1)

U 

http:N-7S0.25


1650 

2070 

2630 

3010 

3020 

3060 

第� 3章 検出された遺構と遺物

出土遺物(掲載点数!企点数)
瓦1鉄製品鍛製品銭1T製品位陶器磁器土器土製品石}jfl:軸

。。� 01 01 0 o 0
。。
。。
。。� 

。。
。。

遺構名 位置 長軸艮 短軸長分頬 置構年代深さ 備 考
匝碑�  

。� o。� 01 01 0
。。。� 

不明� 2770 IC・0-IIG l類 Nトー;;;067 -20'- ~ I 0 

068 N-78'-W 

不明� 

01 0 中 ・近世� 

。101 0294D IC-4IG l額� 3 fi3 21 0 01 0 21 01 0 01 01 0 中 ・近世

。。� 不明 レンゲ)三ア点(ミニチl製品土N-7S' W 21 1 11 0 ト十口。。。4050DD 

29fi D IC -3・41G l類 o3fi 01 0 01 0 中・近世

不明� 不明日96D IC -3・41G 1額 17C初頭o19 N-77 1 2W- 11 0 01 0 01 01 01 1
。。� 01。。 。。。� o 0

。。� o 0 

不明� 2970 IC-3氾� 1類 0.64 0.46 N-77W 1 0 71 0 01 01 0 近世� 

01 01 01 0 近世� 

01 0 01 0 近世� 

。。
。。
。。� 

不明� 298D IC-3IG l頬 0.78 0.25 N-77 W00トti片4 ~ 
01 01 0 

。。不明 N-75'-W299D IC-3氾� l蹟 0.55 049 

0_55 
00|0日不明3001コ� IC-3氾� i矧 040 N-7T W 41 0 41 0 01 0 01 0 01 2 近世� 

3080 IB-3氾� 1類� 5.02 0.80 0.24 N 7S' 。� l 11 0 01 0 01 0 01 0 01 01 01 1 中 ・近世� 

310D 18-3・41G 1額� 11.1 6 0.86 038 :.J -78'-W 01 2 01 2 0 31 01 0 。。� 11 1 0 01 01 0 近世 銭1点(寛永通宝) 
322D 1B -31G l頬� 3.32 128 050 N-72'-W 。� l 01 0 0 21 01 0 01 0 。。。。� 01 01 0 中 ・近世� 

1500 18-6氾� 2額 060 0.26 N-17 01 0 01 01 0 。。。。� 01 0 o 01 0 中 ・近世� 不明� 
lS1D 1B -61G 2額 日88 0.63 038 N-80'-W 。� 010 o 01 0 01 0 01 0 。。� 01 01 0 。。 。 中 ・近世� 

1520 18-6氾� 2額� 107 057 054 N-4S'-W 01 01 0 日� 0 口� 01 01 01 0 。。。� 01 01 0 中 近 世 �  

1540 IC-6氾� 2頬� 282 070 044 N-2r 01 2 01 1 0 01 01 11 1 o 0 01 01 0 忠世 点(釘)品1'l!i鉄。。。� 
不明� 不明159D IC-6氾� 2穎 0.23 N-23" E 11 0 01 01 0 o 01 0 0 01 0 01 01 0 中，rr世� 

1610 IC-6氾� 2額� 2.4 2 。74 0.39 N-14'E 1 0 o 0 01 01 0 01 0 。。 。。� 01 01 0 中近世�  11 

1.87

不明� 

。。
。。� 

。。
。。

W-

E-

E-

。。18-6氾� 0， 02穎� 0.60 036 N-6S'-W I 0 11 0 0 01 0 01 0
。。� 01 。。。。� 

01 01 0 中近世

。。。(日 1670 61G 2類 0.9C 0.19 N-17-E I 0

イミ日月
01 01 001 0 中近世� 

0 3 01 01 0。。
。。� 

。。� 01 不明 日。� 010 

ト;ト3。。169D IB-61白� 2類 0.24 N-22' -E 1 0 近t甘� 

中・近世� 不明� 175D 1 0W-IC -5IG 2類 051 0.34 01 0I 5 01 01 0 0 01 01 0N-76' 

182D IB-6IG 2額 日68 0.50 0.53 N-5S'-E o 21 0 。� 01 0 o 0 。。� 01 0 o 0
。。� 01

。。

01 0 0 中 ・近世� 

N-22' -E OTO同2J 1L2.片� J0|10 。。。
中・近� l止� 

中近世� 

(D-5IG 2類� 195 0194D 0.95 0.41 01 0 01 01 0
。。。。� D

2
(0-6IG 2額� 160 0.91 0.35 ' W- o 0198D 01

日日
0N-76

。。。� 01 不明� (C -5IG 2頬 055 028 N_720 -W 

不明
日� O'0 01 0 01 0 01 0 01 01 0205D 01 1 中 ・近刊� 

日12 N-12'-W 。。 。。 。。� o 0 01 0 0 。。 。。� 01 0 01 0 0 17C後IC-5IG 2類� 2.10 
。。。。。

。。� 1.
2130 IC-5IG 2額� 1.2 0 0.82 0.25 N-16' 11 1 01 0 01 2 01 0 0 01 0 01 0 o 0 中 ・近世� 

47

不明� 

E-
。。
。。
。。� 

。。
。。
。。
。。
。。
。。� 

日� 01 0 

。。
。。

。。
。。

。� l

日2C N-I7' -E 02270 IC'D-5IG 2額� 0.79 01 0 01 0 o 0
。。

01 01 0 中近世� 

2360 18・C-4IG 2類 065 0.28 N-1T 01 1E- 01 O. 0 01 0 01 0 0 申・近世� 

不明 N-20'-E2380 IC -4IG 2類 0.54 0.18 01 0 01 0 0 01 0
。。� 01 

01 0 00' 2 中・近世� 

0.73 035 N-34" -E 01 0 01 1 

。。
。。� 

。。01 0 01 0 0 01 0
。。。 。。� 01 0I 0 

0 IB 4IG 1.3 1 O.5o 0.31 N.2J' -W :124 - 2類� 01 1 近世

。。
。。

2440 IC-4)G 2顕� 1.78 .ifi世01 0 中

。。 。。2450 IC-4IG 2額� L90 047 025 N-28' E 01 0 o 0 01 0 中・ 近世Oh一一01 0 鉄製品� l点(不明品� 1/銅製品点、(門扉飾り)� l日95 0.721N 70・� w 01 2 日日246D (C-4IG 2額� 194 11 11 11 111 3 01 0 01 0 01 2 中 ・近世

094 11 0 1.類248D 1IC - 2
。。。

。。日
。。
21 04・� 51 54 0.31 N-14'-w 1 1 I1 0 11 0 0 」。� 01 0， 0 

4:片

。
。
。
。
。
。
D 

近世� 

中 ・近世� 

中・近世� 

cp・近世� 

中 ・近世� 

中 ・近世� 

中 ・近世

250D IC-4IG 2矧� 1.70 055 0.351 Nね� E1口。。� 01 0
。。 ~ポけ。10

日日。。。。。
。。2530 (0 -5，6氾� 2額� 2.32 080 0.141N -70'-W 1 0 01 0 01 0

。。。。0.251N-66・� W I 0 81 0 01 0不明� 1ら60 IC-4IG 2額 0.¥3 
。。� 。。25HD IC -4IG 2頬� 134 日50 015 N-70'-¥V I 01 0 01 0 01 01 0lJI. 

。。
。。� 

E-' 01 01 0 01 0 

。「百ト?:。
。。� 

。。 。。。
。日。

0D 0DlOO 1.452610 IC-4IG 2類� 0.60 0.36 N-26

。。1.70 N-2J' -E 1 0 o 02620 <C 41G 2類� 053 022 D D 

|一~一一川石広(ト01 0 01 01 0 0 o 0 0 01 0 D 」。。。け� ~石製一品一IC -4IG 2類� 142 072 0.19 N-6ア� w 中・ 近近世世� 
0.65 036 N-60'-W1.70 

。。
。。

。。
。。。。

。。

2額� 01 0 0 D 中 ・� 

269D IC-4IG 2額� 107 日70 055 N-20・� E 。。。� 01 0 01 0 0 11 1 0 01 0 01 0 0 中 ・近世世� 

278D IC'O-2IG 2類� 082 0.19 N-5' -E 01 0 0 中 ・近1.78 。。。� 。。 。。。 。。。
。。1.88

京明� 

01 01 0 01 0 01 J268D IC -4IG 01 0 01 0 01 0 

。。� 。。� 01 。。01 0 01 00.27 N-43'-E 。!01 0

。。
279D IC-2氾� 2矧� 0.78 01 0 中・近世

。。� 。。
。。
。。

o 0 01 01 0 。� oIC -1)口 
282D IC -2IG 

W-039 N-75・2類 048 o 1280D 01 0 01 0 0
。。。。。

近世� 

0.29 N-69'-W2額� 01 1 
。。
。。� 

253 01 0 

不明� 

N-29・� E 。。
。。 。。

。。。 日� D01 0 0 01 0 o 00.50 

N-8σ

288D IC-4心 2額 Ui2 0.20 

221

不明

01 0 0 01 0
。。� o 0

。。

01 1 01 2
。。

048 近世

。。。。。 吐030 N-69'-W2830 IC-2IG 2額 01 0 ・近� IQ01 0 中0551 。。
。。

日� o0 1.40IC-4氾� 2額� 0.21 01 4 01 0 01 0 0285D 095 、v 01 0 01 2 中 ・近世

。。
。。
。。

01 0 0 。。� 01 0 01 0 01 0 中近世�  

。� 01日。。 。。。。

。。 中 近世� 

015 N-85'-W292D ID -4IG 2類� 070

不明 。。。10 11 0(C-3氾� N-68'-W2想 026 01 0
。。� 01 0 

中 近 世 �  

。
。

。。。。不明 069 日日0.2，!¥-63'IC-3氾� 01 01 02暫� 1 -w 1 0 01 0 o 01 0 中近世�  

中近世。。

E-

1.52

不明
2つ� 70 IC -3IG 2類� 195 Q.i5 0.23 N 30' 

01 11 0 

01 0P:ト;片 01 0I日
。。 。。 。I0 

2¥ii 020 N-25'-E 1 0304D 10-3JG 070 01 0 01 01 0 01 0
。。� 

01 0
。。。70 0.36 N-73・、N

。。。。
日� 013IC -3JG 2矧

。。
。。� 

01 0 中・近世� 

。10 01 0 0 01 0 0
。。。。。� 

中近世�  

W-309D (C-3IG 2煩� 156 0.48 u lO N-79' 11 1 01 0 01 0， 0 01 0 01 0 17C円" 。。。160D IC -6IG 類� 285 1.1 0 027 N-I4' -E 01 2 11 3 O' 

192D 10-41G 流� H 26fl 2.13 O ， 6~ N-l1'-E 01 3 1 1 01 0 01 01 0 。。「τ円� 161寸

。。� 
。。
。。
。。
。。� 

;卜計
。� 

01 0 

鉄製品点(不明品)1

18C 後� -19C納|銭l点(配車冗宝)� 
l 品人製/)(不管点、品i煙点(2有釘品点土)/3製鋼(硯品型鉄/42 明焼石/素製l(

19C中

W-A 2.11 148 N-63' 
1 )形品点)1

0.62 
21U工) IB -5IG 3類� 

B 
2110 01 4 01 1 11 1 不明 19C中11 3 31 11 1 

158 0.48 N-58・� w 
日。。。 。。� 

。。� 
。。
。。

不明 1.06 027 0E-249D IC'O-4氾� 3顕 01 001 0 

01 0 0 91 0 01 01 0 

。。
。。
。。� 11 I1 0 

中・近世� 

中 ・近世� 

:.J-18' 

。。
。。
01 0 0 

日日254D (D-5IG 3額� 2.88 130 021 N-ll'-E 01 0 01 0 01 0 01 0
。。� o 0 。。50 0.63 N-l0'-E 1.2570 IC'D-4IG 3額� 2.05 中 ・近世

。。3頗 不明 。� 18C末� 1.00 0.64 N-83'-w276D (C-l)G 11 0 01 0 0
。。。。

01 0 -19C初

。。。。01 0 中・近世日� 0 日� 0103類� Li7 143 0.72 N-18' E 

不明 1.22

木明� 

3110 1 (8 -4IG 01 01 0 iI 0
。。 。

。
。� 

。。� 
。。
。。

口。。3類 041 N-23'-E 1 0 01 0 0 01 0
。。。

313D IB-3'4IG 01 0
。。� 01 0 

中・近世� 

中 ・近世� 

16じ� I愛� 

;卜計3類� N-13'-E 1 0316D 10 -31G 203 030 01 0 01 01 0
。。。。。。11 01 0 01 01 0。。� 1. 1.85 033IG 3額� 0.29 N-l5" -E 2 0319D (8 -

火床部は径� O.65mの円形の掘� 
28mo行きり込みで奥� 

火床部の直行き� 
4類� 19日� 。。 。。� 近山01 2 01 0-0.99 1.-(C178D 01 5 o 0 ¥1-¥4" 6JG 57 N7・5

不明1 。。。� 。。。。179D IC-6氾� 4頬 187 080 N-65--w 31 5 01 0 01 0 01 01 1 17C令刀 0.30m

3|ト製大床部は
ナ

'C

形状の方� 55mo辺担固め込みで興行き� 15叩/各

ピソトあり/銅こ小i
吊� l点{刀装具) 

09 [N-72・� w 火照部は径� 0.65mの掘り込み� 
1.関口部227口部関� 

2140 IC-5氾 4額 1. 11 4 01 7 0 。。 01 0 。o。。。 01 1 近世 24cmで奥行きl
240 

.710底部坑IB
53

-w 
中 ・近世� 

1日3 N-67 。。iD -61G 4額� 01 7 o 0 11 u o 1 

01 0 近世
火床部は� O.50XO.22mの長五。日� 。。
il掘り込みで奥行き215D -5IG 4矧� 坑底部� 2.31 

1021 N -lア� E 01 2 41 0 o30m 

に
せυ 

Aロ 官十 お� 2121711倒� 13 251 4116 羽� 131 5 4 6 41107 0 

(単位 0¥) 

第� 33表 士坑� B群一覧� ( 2) 

A

1 

1870 



第� 5節 中世以降

出土遺物 (l昌載点数 |全点数)
遺構名 位置 長軸長 煩軸長 深さ 長軸方位

瓦 阪碑�  
遺溝年代 備考

陶器 盤器 土 器 土製品 石劉品 鉄製品 鏑製品 銭貨

1740 IC-6氾� 1.03 0.8C 046 N-S 。 。 。。�  01 2 。。 。 。。�  01 01 0 。。�  01 0 。。 中 ・近世� 

180D ID-6IG 不明 不明� 0.85 N-60'一日� 01 7 01 3 01 5 01 0 01 0: 1 11 01 0 。。�  01 5 近世 鉄製品l点(釘)

開口部怪1.6C 直面は邑食されていないか、� 

1960 10 -51G 2ω I N-30'-E 。。。�  11 01 01 0，0 '1 上総掘り による井戸跡の可能0，0 0 近1
坑丘却l.J4 坑日江eflD.90 性がある� 

1970 10-51G 不明� 0.94 0.31 N-S 0，0 01 0 。。�  01 0 01 0 。。�  01 0 。。�  01 0 。。 中・ 近世� 

204D IC-5・61G 不明� 093 0.30 N-22' 01 0 。。 。。 。 。 。。 。。 。。�  01 0 。。 。。 中 ・近世
 

220D ，C-5氾 不明� 120 日29 01 1 01 1 0112 11 1 01 0 。。 。。 。。 。。 。。 近世 士宮」品1占(土錘)
 

2240 IE-5IG 103 10C 0.56 N-4'-E 。。 。。�  01 1 。。 。。 。。 。。 。。�  01 0 。。 中 ・近世
 

2260 IC-5心� 1.64 1.14 029 N-80'-w 1 0 l' 0 21 0 61 0 01 0 01 0 01 0 。 。。�  01 1 01 0 近世
 

28lD 10-21G 078 065 0.19 N-lO・ W I 0 01 0 01 0 。。�  01 0 01 0，0 0' 0 01 0 。。 。。 中・ 近世
 

293D 10-31G 1.501 120 0.36 N76'-w 日� O.0 01 0 01 0 01 0 01 0 01 0 01 01 0 。。�  01 0 中 ・近世
 

3230 IB-3IG 不明 不明� 0.39 N-19'-E 。。 。。 。。�  01 0 。。 。。 。。�  01 0 01 0 。。 中・近世
 

324D IB-3IG 不明� 142 0.29 。。�  01 0 01 1 01 0 。。 。� l 01 0 01 0 01 0 。。 中 ・近世
 

Aロ 音1 01 9 01 7 01 27 11 1 。。�  11 2 。。�  01 0 01 1 01 5 

第34表 土坑� C群一覧

出土壇物(偶鞍点数� i全点数)
遺構名 位置 長軸長 短軸長 深さ 民軸方位 遺構年代 備考

陶器 磁探�  t需土製品石製品 鉄製品 鋼別品銭貨 瓦 世碑

11 1 521 0 。� 19C中
近世のゴミ穴かマノ石製品2

不明� 2.07 0.60 N-6アーE 13101 0;2:2 OI 015 点(砥石1/鉄製品I点(釘) 

E-

1153D (日 -61G 不明 明イ、 0.70 11 8I 0 21 01 0， 0 0 。。�  01 01010，� 0 21 0 。� 19C中� 
近世由ゴミ 六かつ� /A-Oの

4)，¥ωオiえを 括した� 

1570 IB -61G 不明 守、明� 0.26 01 0 。。 。。 。。�  01 0 01 0 。。 。。�  01 1 。。 近世 近世のゴミ穴かっ� 

1860 IB-6IG 241 1.60 085 N-26'-E 01 0 01 1 。。 。。�  01 0 。。 。。�  01 0 01 0 。。 近世 近世のゴ ミ穴かつ� 

229D IB-5IG 1.92 1.72 030 N-34・w 11 2 01 1 01 2 。。�  01 0 01 4 。。 。。 。。�  01 1 19C前~中� 

2600 ID-410 不明� 087 041 N-63'-W 。。�  01 01 0 。。�  01 01 0 01 0 。� 0'日� 01 0 01 0I 0 近世� 

W-

318D IB-410 1.92 1.80 0.66 N-75'-¥V 01 3 0，1 0 01 0 。10I 0 01 0 。。�  01 0 0 日� 01 0 近世� 

近世01 01 0 01 0 0。。�  '0I。10 01 01 0 01 0 01 01 0。	325D IB-310 2.32 1.521 0.21 E

Aロ� lt 8124 51 181 2 171 0 01 21 2 11 5 。。�  01 01 5 551 01 1 

(単位 m) 

第35表土坑D群一覧

出土壇物(掲載点数� l全点数)
遺構名 位 量 分照 基本構造 温情年代 備 考

陶器 磁器 土器 土製品 石担品 航製品 銅製品 銭貨瓦 板 碑� 

1490 IB-610 1mi 10.75XO.90mの長方形(主体部12.00-2.40mの不� 21 41 31 7 11 1 01 0 。� 011 11 01 0 01 010 1 410 1 01 1叫怯捌品l鮒) 
  
整円11)江主軸方位IN_110 -E 


(人口需坑部)関口部は 2_10x 1.50mの楕円形/
坑底面は� 1.10x O.80mの不整tia方形/尽さ� 2 

191D <D'E-51G 1~ 120ml主体部1290X2.60mのE方冊丸一日由方位lN 01 51 01 1 0111 。日�  01 01 1 1 0I 0 61 61 0' 51 01 7 近世 鉄型品l点(包丁 ワ1/銭貨6o，� 

ゲ� E/人骨 ・銭1をは本土坑に伴つものでは伝� 
L、

(入口竪坑部)開口部は� 110x O.98mの隅丸方形
/坑底面は090x Q.7Qmの長方形/探� d 1.75m 石製品i点(砥石)/鉄製品3点� 

2230 IB・C-4・5氾� l頬 (連絡横坑部)長さ O.50m/高さ� O.70mω 体部)坑� 71 7 01 0 11 1 。。�  11 1 31 3 。。�  21 2 01 2 21 2 17C前 (釘2点/火打金l点)/銭貨2
底面は2_2Sx 1.95mの長方形(主軸方位lN-16・ 点(樟符通宝/元fi通主)� 
E 

(人日時坑部)開口部は径1.70mのほほ円形/ttc

底面はL40x1lOmの長方形/揮さ1.60m/壁
 

2700 <D-210 l類 面に足掛け穴5カ所確認(主体部)台形状を呈� L、� 01 2 。� l 01 2 。 。� 11 1，0 11 0 01 O. 0 01 0I 01 1 近世 石製品l点(砥石)

前監2.lOm/現墜2.60m/奥行き� 2.lOml主軸方


W日。IN-8位� 

天井部は崩培/1入口提坑部)開口部は1.70x 1.5 
Omの惰円形/坑底面は0.	

百製品1占(砥石)/銭貨3点[元� 
週宝)ノホ来正宝:i:/~宋祐通中-18Cゑ1.17C。。。	の長方形85x 0.65m

3120 IC 310 l穎� 21 4 01 0 。� 710 01 1 11 0 31 0 01 3 31 0
/深さ 2.30m/1主体部)台形状を呈� L、蔵大幅

/，!!lの骨片
3.l0m/奥行き� 2.00ml主軸方位IN_150 -E 

全長南北9.10m・東西5.20mの巨大な地下坑� 
(

(

入口竪坑部)ロ

主軸備坑部)

ムプ ロγ クによる構築物あり� 
01 1， 19C中~後 点(製煙品� 占(不明品1/銅製品i 2)菅鉄1450 IB-6IG 2類� 長さ� 580m/幅1.30m前後/揮さ� 2 5118 21 29 11 11 0，0 01 0 21 2 11 1 。。�  01 8 

5um(横穴状主体部IA-Oの7室あり(照明施設)
掘の込み5カ所確員制� E軸方位IN-20"一E

全長南北6.80m.車西3.00m/2つの主体部か

連結するタイプ/入口竪坑部も2つ確認i人口竪

坑部)人口� Aは関口部0.75x065m<ll長方形/
 

1830 
(D-S-6lG. 

2類
高さ1.90m/人口� Bは深さ� 220ml連絡横坑部)� 

0' 4 11 4 。。 。。�  11 1 01 0 。 。� 01 0 01 1 。。�  18C後-19C初 石魁品l点(税)
IE-610 	 長さ� 2，00m/幅070m/天井部まで田高さ1.00
 

ml主体部)主体部� Aは径2，OOmの不整円形/主

体部� Bは 1. 70 ~ 190m の不整円形(照明施設H


カ所確認(主軸方位1"_150 W。


全長南北420m .事西4.60mの巨大な地下坑/

主体に「王」の字棋を呈する(入口竪坑部)開口
 
部は0. 主
80XO.55m白隅丸長方形/深さ� 250ml

1880 10-6氾� 2類
軸楠坑部)車関方向の長さ約3.30ml横坑状主体

11 4 11 1 01 2 。 。 。。�  11 1 01 0 。。�  01 9 01 0 19C中 鉄製品l占(釘)

部IA-Eの白主あり(照明施設)4カ所確認{主軸
方位JN_B20 -Wo 

Aロ� 3十� 17叫� 7 431 31ぉ� I0I 0 41 41 81¥2 11 1111111，0 291 21川

第36表 土坑E群一覧� 
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第� 3章検出された遺構と遺物

出土壇物(掲載点数� !全点数)
遺携名 位置 基 本柳 造 遺構年代 備 考

陶器 磁器 土器 土製品石製品 鉄製品|銅製品 銭貨 瓦 板碑�  

17W ID -6IG 	
(平而ffjJ円Jfj(規模)関口部径は1.10m。下部はO.7m。� 

41 5 日日�  01 1 01 I 0 。 。I17C前~中� |

危険防止のため、1.30m下げたところで中止。� 01 01 11 01 01 01 01 0 0 


(平面形)円形(親模)開口部径は1.90m、下部は1.00m。
 
18W (D-6JG 危険防止のため、1.30m下げたところで中止。中心 。。�  01 0 。。�  01 01 0 01 01 01 01 0 01 01 01。� l ~ 中近世�  l 


は南wに偏る。

「� 

(平面耳}円形規係府j口部径はL20m、下部は110-1
19W IC-GIG 	 20m。危険防止のため、2.00m下げたと乙ろで中止。� 01 3 。� l 01 4 O '，，¥(恥，<1石腕�  

中心は南東に偏る。

(平面形)円形(規慎)開口部径は0.80rn、下部は0.70-0 
20W (D-5・6JG 80m。危険防止のため、� 2.20mFげたとこ ろで中止。 。。�  01 ¥ 01 I 。 。 。 �  0| 1| 1」川ーγ〔ー トー101 D 

。| 近世 鉄竺ど士中山、は南点に偏る。� 

(平面形・視棋)関口部の平面形は崎円形で、1.90x1 

。| 近世

11 21 17C前~中� 81第り可縫能合性)あ/のと3W品12混点、入l碑は3板図。。 。。 日� 01 021W ID -5IG 70m、� F部は円形で1.1日m。危険防止のため、� 2.50 
m下げたとこ ろで中止。

31 3 

22W ID-4 • 51G 

スロ プ部、 プラス部、本体部に区分(規模)南北� 
5.80m(スロ プ部)斜面白角度は確認面からの深さ l 
60m程まぜは23'、さ;に此rfE差O.70m慢を53。で
下りテ ラス部に主る(テラス部)深さ 2.40m、径130-
1.50m (本体部)円形で盗1.12x 1.05m。危険防止のた

。。 o 01 21 2 中	 近世 基本構辺は、スロ� f部 ・テ。。�  01 01 0 01 0 。 。� 

1 1 1 I 1ラ 二 本 州
め、� 3.00m下げたところ ご中止。

_ 

(平市形 ・規慌)関口部の平而形は楕円形で、1.60x¥ 
23W IC.D -4'5IG 

24W IC 4・5)G

遺構名 位置

1M IE -¥-7IG 

30M (日-3-6IG

31M ID-l・2)G 

35m、下部は円正で0.85m，危険防止のため、2.00 
m下げたとこ ろで中止。� 

(平ilii形)惰円形(規模10.85x 0.75m。下部のそのま ま� 
垂下する。危険防止のため、� 1羽田で中止。� 

合 計� 

基 本機 造

{焼慎)調査区内での全長は54.70m(走行耳位IN-75。� 

WI硬化面)IE-2-41グリりドの傾斜部分で硬化自が確
認。「犬走り」と称されるものか(ピット列 ・制溝)ピ� y 

ト夢1)と細満が確認できた。これ らは塀施設であろう� 

か(そり他)31.32Mは本直禍に凶速する施設での可� 
能性がある。

関笠区内では不明どあるが、南{玄。上幅133m規模(
持活官で� 1mを測ることから、およそ2mであろっ。下
幅は約O.20mo(深さ}約060ml走行方位IN .75'.W 

(構造)弓状にカ プをもっ(規模)土幅O.50m・下幅0.15 
ml深さ)0.10m前後。¥Mの西側の屈曲に対応� Lてカ� 
プしているこ とから、 このiI'I構についても拍域関連
遺構である可能性がある。

(構造)基本的には下端と見られる低い部分が2列ある
ことから、北溝と南満の� 2本の携が重複し ている も
のと考えられる。新18は北溝→南満。{規純)全長は� 
18.30m。酋端は1本に収点{ているよ フで、上幅2.60 

51 8 01 0 21 81 0 01 0 01 01 4' 401 0 17C前~中 板ムロ、ノ碑4.<2、〔フち l点か21Wと接� 

3I 5 01 0 11 6 。 。� 01 01 01 0 01 0 01 0 。。�  17C前~中
喧的年代に差があり/図版43
3-4は混入品の可能性あり

15124 1 01 2己� 20 _ 2111 l' 11 11 21 01 01 01 01 01 01 81 9 

第37表井戸跡一覧

出土遺物(鈎融点数� l全点数)
遺構年代 備 考

陶 器磁器�  t器 土製品|石製品 鉄槌品 銅製品 銭貨 五 板 碑

[ 柳川跡のー吋 而 l
に該当する/土製品l占(淀� 

121 11 1i21 2 71 8 。� 01 01 131 01 2 118C後-¥9C初子)/右製品2点(正;11¥)/鉄製J川口
 
J，� 点)/同荷7点(釘6)"./不明品i

1 1 拠品情(煙管)

トー� 

61611 4H  lH  01 01 01 0 
。 。� 01 0 ，01 81 01 11 叫 |銭貨l叩個�  

01 0 01 0 。。�  01 0 01 0 01 0 。。�  01 0 。 。 中 ・近世

育、1点(砥石)/鉄割品l別品i-r
(不明品)

m'下幅0.80m • i7i'さ0.47mo (0-4)グ，)ン ドでは2本� 
2112 01 41 1 71 0 。� l 11 1 I1 01 01 01 0 01 01 01 4 17C後半32M ID・E-3・4氾� 

の重複昨態であり、よ幅3.40m、下幅は北滑で0.40 
m、南滑で1.40m o(探さはヒ溝O.50m、南溝O.30m。
(走行方位IN .73' -W。こ の遺構についても� 1Mの内
側に平行して占行することから、 土塁の土留め的は
役割を� LIこ施設である可能性がる。 」
人口 計� 8193 6188，2，381 1 91 IL 1JIU  

第38表溝跡一覧

出土遺物(f日載点数� i企占数)
遺構名 位置 形 態 長軸長 短制l毘 深さ

陶 器 磁 器 上 諸 士皐1品 石軍国品 鉄製品 銅製品 銭� !i 1 li 桜岬�  
遺構年代 備� ~ 

P5 IC.6IG 隅井L方昨� 035 0 30 0.54 日� 11 11 1 。 。� 01 0 o 0 01 0 01 0 01 01 01 0 01 0 18C後-19C初� 

01 0 多~鉄製品l点(目/銭貨2点(冗祐 
"'宝/亜| 紹型フeE) 

」|

I 11 。 。	.6IG(C い1形� 045 0.40 053 。。�  。 。� 21 2 。。�  

一一は:
 中 ・近世

0一� 0同 。 。 。 �  OL 0 I1 1 。 。� 01 0 01 01 01 丘世 耕製品l点(刀子)P7 ID.6IG 	 0.42'i楕円形� U.L 
0O 462l 

P8 (D.5氾	 情円形� 085 059 ¥1 6 11 I 01 21 01 0 。。 。。 。。 日 。� 01 0 01 01 19Ciiii-中� 

P9 10.61G 同形� 024 020 0.17 01 0，0 。 。 。 。� 01 0' 0 01 0 o 0 11 ¥ 01 0 。。 中 ・泣世 銭貨l点(天笠元宝)
 

PIO (0 -5氾 楕円形� 066 0.55 
006627け

。� 010 I1 21 0 01 0 01 01 0 。 。� ¥1 I 。 。� 01 I 17C........18C 銭貨l点(永楽3匝宝)
 

Pll IC.5IG 情円形� 035トー� 0.35 日 D 口� 01 01 0 01 0 01 I I 。。�  01 0 。。 。 。 中 ・近世 鉄車1品I点(釘)
 

PI2 IC51G 隅丸長方形 0.70 0.40 0.12 01 01 0 日 01 01 0 。 。 。 。 。 11 I1 0 01 01 0 01 0 中.，丘恒 銅劉品l点(師り金具)

P13 IC-5IG 円形� 0.32 025 0671 0 01 51 0' 0 01 01 0 0 。。�  o 0 01 0 。。 近世
 
211l 0101 

PI4 IB-5IG 円形� 0.37 034 052 1 1 01 0 01 0 01 0 01 0 。。�  01 0 。。 目。�  16C前~中� 

PI5 1B-51G 情円形� 0.42 0 28 o I1 I1 0 0 01 I1 0' 0 01 01 0' 0 01 0 01 0 01 0 。。�  17C後:� 

P16 IB-5IG 形1['情� 045 0.39 0.24 01 0 01 0 01 0 I1 0 。。 。。�  01 0 0 01 0 。 。 中 ・近世 土製品l点(土玉)� 

P17 

PI8 

IC-4IG 

IC3)G 

楕円形� 

円形� 

0 37 

0.36 

日34 

034 

0471 0千:サ;21 0 。。�  01 0 ~. ~ 01 0，01 0 

0.511 0 。。 。1 0 01 I I1 01 01 0 0 01 01 01 0 

E世� 

中 ・近世 鉄製品l点(耳、明品1 

PI9 IC.3IG 円形� 0.29 0.24 )1 0 )1 I ユ� o。 。� o 0 01 0 0 01 0 01 0 。。 近tせ� 

P20 IC.4IG 円形� 033 049 0 01 1 I 0 21 0 。。�  01 0I 0 01 0 。 。� 18C後-19コ初� 

P21 IC-4IG 円形� 0.35 0.30 I1 0 1μ 01 0 01 0 01 1 11 0 。。 。。�  o 0 O 中 ・近世 鉄製品1点(火打金) 

P22 IC.4IG 楕円形� 0.40 033 063 11 0 21 0 01 0 。。�  01 0 。。�  01 0 。。�  0116C末-17C初� 

P23 IC.6IG 隅丸長方形� 0.67 050 21 0 I1 0 l' 01 0 0' 0 。1 0 01 0 。。�  01 01 0 近(1十

卜:� 
IC.51口

1])-5IG

楕円形� 

隅丸方形� 0.50 

024 

045 

0.48 1 1 I1 0 0 ' 0 31 0 01 0 0I 0 01 0 。。 。 。。�  

048 1 1 11 0 日� 01 01 0 日� 01 01 0 。 。� 01 0 o 0 01 01 0 

18C前� 

17C白百� 

A口� 

に
�
 

n 	 61 41叫� l j1 01 01 5 

(単位� m) 
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哩~ 1 高党議平工フグ� 1•
296号土坑出土遺物 309号土坑出土遺物� 

判見塑一彰d1 

312号土坑出土遺物

第87図土坑出土陶磁器 ・土器� 40/4) 

17号井戸跡出土遺物

、園量生三三プ� 2 

(~-- - ~亨 ニマ? 
21号井戸跡出土造物

、祖ニフイ

23号井戸跡出土遺物
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け
川
川
ハ
同 

319号土坑出土遺物

2 

01Ocm  

dl 
24号井戸跡出土遺物� 
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01口cm 

第88図 井戸跡出土陶磁器 ・土器� 0/4) 
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ミゴ三ダ� 1 ¥7上-s2 
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て三ト一
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10cm 

第89図 溝跡・ピット出土陶磁器・ 土器� 0/4) 
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第94図出土銭貨�  (4/5) 

-165 



第� 3章検出された遺構と遺物

[7， 

Jピラ

5 

乞二ご〉3 
2 

主二ご二三コ� 主=ごコ� 

A
叩

駆
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内は現存値 ・推定値

生産地

j

J
」

h
胎 土 製作の特徴 紬薬�  

器: 徹密 |附底醐即一一嗣附…同附附…一ぺ耐印…糸細叩切刷り剖転巨Ll
・系議� 

19C 


-=Jj14.61到」ニ |問戸黄制白色
| 関問地方� 19C代FロU…ク山ロ叫目醐吋顕判I~詔密伊il ~lliíO F陸)面酔 E営伊ヂ付川)y|阿徹側町…密帥倣側質 lリj悶 |透紬悶� 

珂み楠高台 1ω E1~同削…リり凶山…込 悔品詔臨品L斗削吐l!川上斗ど一
-

|不明門?ン柑相札惜船きν/一乙rf;γι区品制JJ与ぷ山点ぷ寸僻酬� 京焼風

1 4IliヲEZE明~I~I$端部叩叫阿品』晶評酔吋島伊伊ピぞ勾唱 C-18C 17
( 北|組 系-
51ベ4
図版� 405 1145D 1陶器 黄色 町 鶴間斜里子」元医紬 瀬戸

事引� i陶器l 片口皿| ー| ー|ーi制� 1内面折返し時|i叩� 

1 -格 ( 

小期� 118-!連I>i第

戸| 
L45D 1陶器|哩」ーゴ--=:J--=:J黄白色 I 禄 一一~三」|密 

J --=J~白色竺竺 
171 1 -

l
ー刊8114-40図版 |ラ252224ヨ艶|透明柚 炉町山か染付小杯� | 

!の第84~1 11470 1吋

空PP
91凶町関東地方|件;121品115 虻� C

一十iEj喧 1 土叫土上 土竺;叱 ~C竺竺竺:二三19cm竺
-1組醐 織密 外面透明酬し掛け

4げベ磁 空士出叫DUi竺7巾引川叫111は川J第剣糊叩l!i� 幻叩川1Z11Z12248484以姻咽E図〕一一…山山山~川

111T咋幣叶到|白色I5同恥刷m叩器| 143 I制 … 明幣伺h
幣咋?腎開� 

~_~o~土0*1l織密一� _
11外畑叩叩面肌肌描き1通泊呉則刷

;呉蛇� |同吋剛叩外畑明叩面硝肱一� 

下� -
| 下
「晴噸帆恥風蹴駅臥取恥文丸� J 刊透醐叩明蜘紬I景川染鮒� 川寸官剖付怜合借釦| |同附織糊密

鮒蹄磁器|170 141 L~ 
 I~1 白色 土人一第四 1~;\

士わケγ廿計Wtγ碗ぺ 「汁-t干白曲色 干畑」71mf エニニニニl
:Cγγ土f 勺勺UU(J: 問� iT LLL即川児叩初
1 引工コ;;::引:::1::1:1[f ιL;:
rr1i1rrr: 日問?百古自!:竺竺竺二透� ι百;ユ工E\1hい川 百三子コ ~は比
「戸つ?ナ 立ニニ
 
酬1凶川川0ω6 

L;Uγ
ω1いい(日-3711(β|い 

リにに~に:;:川:引汁土九~南
:::U1U::EUU: b!

巾第創凶削凶即� 7凶114叩叫7D川|卜土一器副||
 火岬鉢� 

付7高融台li' 1~i6込み悶 き珂高台鵠痕跡恥あ 灰川柏 | 美耕濃 |
ω8版刷� J 

e~~1 ア7T~黄白色 織密一司� 
1

70 I l
丸血占「「反別り イ� | 陶語 白色|灰 |畑川

14;:;:円
断言語長年糊化 問ザ美濃�  
中葉C191

J/科学コパル|透明利

AE;j122相官� Jr/口組/1透明粕 u 
騨 ・明石� 

2412.411051 5.6，á ~ ~1 85.6[.5 1O4l221149D 1 
内山川発言也知こ者|込み高台 If r間文I.ili;;?.'密

|側

制図葉山� 付l''i! 11'I'lIIllIIll


白色� 2:L(土5ωDI吋白磁小川 高台|付 問� 

唱i2、さえ� IREFF |煤村に棚/内面倍り土器|手1149D140-4|図版 了� 751一 一灰褐色 |糊

柚醐酬版� 4…叶器|直蹴町一緑駄叩大畑皿� l | 一 1 附織縮密 灰附|同川 l1t了白色 | 同阿土-1� -

爪1064ω|図版 J磁穏|染付丸碗 一 一白主 |椴僻密 う再躍間E詰E2お綜品ぶJF占戸草時葉献文� 1透明� 

〉戸阿陶鵬町器副|� T: 9 . 6ι山� Dペ巾押判� コ;ニ皿� | 附6ω4)1(
J い~い州 |lωl川川川叫叫込� 

|制函川健器|染付州� 1461川 巾色 |級密� | 12E手強線;松?丈」/|訓紬

台みMりリ杓門自釦削川…一料明 美濃[:同ヒ:� |連房第� 6・7小期

一一
�
 

世
一!一一、

一
一戸

一

戸

、

幅
制

i
 

第房連 期/、

一
�
 

1・
�
 
一7期

0
1
1
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l

-一
第

一
肘

一 h

連
一一

�
 

J
鴫器|出闘巴徳酌和利I 1悶陶 -I -1 、J'づ小� 7刊|連房第航骨トI叩� -50刷附版胸|図� 4刊削� 円- J

鮒 級糊密� 封千� 弘到斗主片透醐問明粕� |同一図帥醐版蜘川山器4 山染…付刷丸柵碗十� 11¥寸 F詰貯� 2 ト~巾9l |トト白閤色 [戸 I?聖哲:;掛ir担?T問九宅究鬼叫叫4) 陥瀬肝戸一閑開時1 いlH
"1底部紬拭肘一さF|詰諒-ト灰白色1 |織僻薪� |
飴柑� 美矧漉

| [精色� i僻 |時間形� |…  f粕� 

1 14 8j~---=l白色 - E戸時!大会理(瀬
磁器|鮒丸鈍116GD11図84第� 

41-1 168D 1陶器� 
陶器168D-2 41図版 腕� 

図版� 
14
 ーご1=1灰色|腕 唯 戸|

|陶器]叩I図85第� 

2図85|第
i述眠房開第飢lJ戸� . 美矧謎� レ川/畑� 

1 瀬戸~ã 戸内問後 日棚期4瀬炉仇lz?F
即配叩前酔半� l官?品色凶叫粒判| 品話端 ケ戸円/Ifl:吋底円|ET 下付f即灯肝刊吋明「月 - lぷ正ぷ紘 竺?担卑出五ぷJ~ 4 t Jr;rf 1 1 卜� 

| 同描酌叫り悶目吋鉢u 叫� | 州吋倍色� 同附織糊密 [阿錆酬紬 

川112伯川目� 611 
1 

川2

イ417ベのイ)1l 一lト白曲色
い5

皿� 

図版41-4 1179D 陶器

ト巴前� lm葉~1-第悶 8泊 同鮒蕎判l磁器DI|門凶…巾181い一|1凋図邸 引m3臼引一� lZFLAtu|透明利l
戸� 
陶器|酬I84Dい1図85第

(単位� cm) 

第� 40表 遺構出土の陶磁器 ・土器一覧(1) 
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内は現存値 ・推定値

附図 ・
遺構名 種目� 骨骨 樋

法� m
胎 土� 製 作の特徴 紬i¥Ii

生産地
日寺 期

図版番号 日後 肢径 器(3} -系譜


再刊出し時|

/日台幅広く 見込みに脚付輪ト チパ直

'I

灰覗b1自8D第85図l 陶器 練鉢 1 11小瀬戸 |朝 刊� 
削り込み浅い

外面呉;J'i猫き 「草花文J/
内面口縁部呉術情き 「三重

第85凶2 188D 磁器 染付端度碗 件l色 検出
l割線+円文繋ぎJ/見込み

透明紬 月巴前か� 18C後議~ 19C初 vJi 

「一重圏線」

第85図l 192D 染付畑徳利� (391 (4.61 白色 密 底部露胎/外面呉須描き 透明柚 肥月' 18C後葉~ 19crn頭磁器 1 

外国緑紬/
唐津

口
第85図i 200D 陶器 碗� (191 出白色� .34 |級密 内反り高台 内面白イじ杭t?

内面透明紬

外面呉須摘さ 「蛸府草文」
/高台 ，-.ill圏線J/内田i

第85図2 200D 倍音5 染付広東碗� 661 (11.21 16.41 白色 撤密 削り込み;:;"1合 口縁部呉;j'j柿き「二重圏線」透明軸 肥前
/見込み 「ー貧国線+不明」

/上手

外曲高台見返描き 「一軍国� 1肥後葉~1州頭 |200D 磁器 染付碗� 14.21 白色 総密
線J/高台内 「二重樹線+

透明袖� iE前
口(立か)徳白(年)製J/内面
呉i頁描き 「花文J/仁手

図版41-4 200D 陶詰 端皮血 一 員白色 轍i1'i 氏柑 美猿 辿1万策4・5'1、期

外ifii呉須描き 「暦手文J/ 
高台「二重閤線J/内面口� 

1-

4 1-3一 

り込み日台'1自
/見込み 「ー重圏線� +寿?

字文J

4j 美濃黄瀬戸軸 連房第� 小期41-2 20 (*若手由流し凶け1D 黄白色 級密図版 陶器 菊皿

|外/面櫛描き沈練 l
図版41-1 206D 陶器 灰涼� L 灰白色� i故密� 

九ノミ彫り� | い 十鉄軸� 瀬戸 連房第7小期l
JJi柚 軍第3段階後半図版41-2 206D 陶器 内禿皿

色

にぷい黄償� 
級読 τω込み高台� I 美濃 大;

第85図1 210D 陶器 灯日月皿� (2.11 110.01 灰色 徹密 鍔紬 美濃 連房第10.市 福寸
第85図2 21日D 陶器� 1丁目月皿� 181 18.81 4.0灰色� 撒密� l氏部削り 錆紬 美濃 連房第7'1、期

第85図1 213D 陶器 菊皿� (281 70llli白色

1m 
密 付日台 線粕流し掛け 長瀬戸紬 美濃 連開第4'J、期

図版41-1 214D 陶器 志野皿 黄白色 級官 灰紬 美濃
連房第l小函期吾平-l

図版41 216D 陶器 長Ii~*
ト一一

浅黄色 鍛密 明 開 品 り目4ヰ;以 t 鈴紬 美濃 大烹策4段

胴部下端[日取り r. 16C末~17C初頭
第85図1 221D 陶器� '1、杯か プ~ 15.01 灰白色 級密

開1Iり� 
底部� 胎 灰紬 志戸日� 

(大文第4段階併行)

第85図2 221D 土器 熔絡� 1221 
密/雲母(多)・底部J搾痕・光沢

東関誹〔系� 17C前m--中主主
長石(多) あり

一図版 ~2IE 陶器 天目茶碗 一 黄白色 縁密 上手 鉄柚 瀬戸 ・ 美~ 連房第1~州、期

胎土日ピン� IU4ヶ所/ タ←� 

陶器 折縁1111 135 7.3灰褐色� ¥I'i 削り出し高台� jレ付着/灯明皿と して使用 美濃� l 小l連関瀬戸l
か

:3 2. 

20 1D 磁器� 60 I 110 811 (6.81 内色 縁部呉iJi描き 「二重岡線」 透明紬 肥前 問 い� C，Jj]i見|鰍密� 

削め 出し高台i官 Iltの自事lぎ/見込み重ね焼
き痕 灰士一~て 美濃通関l' 羽第86図2 223D 陶器 11折縁日� 3.2 13.6 6.5黄白色� 

第関図3 I223D |密 削め出し高台� I蛇き痕の目剥ぎ/見込み重ね焼 灰 ・美治連房第1'1、期陶器 折緩皿� 291 114.21 (721 賞白色� 

手由灰面被熱/胎土日ピン痕内||削め 出し高台第86図4 223D ~"~; 志野皿� 2.1 11.2 6.7黄白色 密 12ヶ外所 瀬戸 ・主濃 連房第1'1、期

第86図5 I 223D 陶酔号 小鉢� 4.61 112.31 7.4黄白色 級車: 両11り出L高台 灰柚 瀬戸 ・美濃 連房第I小期

第86図6 1 223D 岡田器 天目茶碗� (301 431 ;立白色 密 削り出 し品台 鉄粕 瀬戸 ・美濃 連房開1小期

第86図� 223D 陶器 揺鉢� (1221 (34.71 一 黄白色 轍密 国り� 1111本以上 鉄袖 瀬戸 ・ 美濃 連l耳第 1 ~4小期

第鉛図8 I223D I士器 瓦灯� (10.11 19.0 21.6 茶褐色 やや祖
内面ナ人外面r.，

底曲に板目 江戸在地� |
部削り、休部磨き

第85図11 229D 陶器 仏的兵� 1 (281 「五
匝明E樟色� F

脚部無袖 灰手由 7瀬戸 ・美議連房第戸百'h函一
11'1"1糊l 

図版42-1 2340 土保 皿 ロクロ成形

2-

小期5連房第灰糊り出 し品台1]時椴密色黄白色|志野丸皿陶器-1I 237042図版� 

l 図版42-1 246D 土器� t甘禍� (2.71 灰褐 ややfll 鋼付着 不明 不明

図版42-1 248D 陶器 揺鉢 一 灰白色 官官 揺り 日6本以 卜� 
| 舟波� 17C後中葉葉~19C有JU~ 

l 第85図I 272D 陶器 上絵付碗� (3.41 110.31 一灰白色 縁密 半菊花文 灰草由 日 ・信楽� 18C 

| 梅花文J/ 
透明柑

肥前(波佐見� 
18C末葉~19C初頭染付丸碗 ほ

くらわんか手/高台砂目/

第85図1 276D 磁器 4.0灰白色 轍密
日台脇削り/尚 外国呉須筒き 「
台内ナ デ -平戸系)高台 「二重闘線J/高台内 

n体字

第87図l 2U6υ 陶器 鉄絵向付か� 卜寸4.61暗赤褐色 織密� 見込み鉄絵 「草文� | |鉄柏 ・透明柚 唐津� 17C初頭古~J{tl 51 1.1

i図版42 296D 陶器 天目茶碗 黄白色� 1ヰ� 削り出 し荷台 内面鉄粕 鉄f由 瀬戸・ 美濃連房第 1~2小期

両1Iり出し高台/第87図1 309D 陶器 志野丸皿 正11 (60)|黄白色� 織密 12台内 ほとん と 玉石粕�  瀬戸締」第2'1、期1
りヌ主ます� l 

第87図1 312D 陶器 | 皿� 2.01 (1 1.01 4.6 灰色 密 見込み蛇の目剥さ 外l訓阿部下半~高台露胎 銅線袖 唐津� 17C後半~18C中耳

外商 ハケナデ/
第87図2 312D 陶器 大喪� I 19.01 11661 やや粗/~þ 止 | 内有面ヨコ1 f指旨 ナデ | 常滑

第87図l 319D 陶器 折縁皿� 61 織密� f:tj台脇削り 灰紬 美濃 大烹第3段階後半黄白色� 2116.1.3.01 11 

(1.7)1 (106) 黄白色 徹密 長;七粕 瀬戸・美濃 連開第1~3小期

陶器
l胡

天目茶碗� 16011 (10.41 ー 黄白色 秘密 高台脇削り 飴紬? 美濃 連房第い� 2小期:詰卜f 
患替 高ム陶器折縁鉄絵皿� 7.6浅黄色 撒密� |削り出し高台 見内込み鉄絵「花文� I 口長石粕十緑紬 美濃 連房第1・2'1、期

第88図~ 附空i鉄絵鉢� | 4.1 ω州 黄白色� 級密 」 佐川 .l 出塁粕流し掛け 上 k~か且里第l叫期
(単位 cm) 

第40表遺構出土の問磁器・土器一覧(2 ) 
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第� 5節 中世以降

71 il 

内は現存値 ・推定値

持図 ・
図版番号

選t晴名 租日1) 穏極
口径

法 鐙

成径 器高� 
町j 士 製 作 の 特 徴 制薬

生産地

-系議
時 期

第88悶]� 21W 陶~" 丸碗� (561 m.81 灰白色 織評i 出i台脇削り 灰柑 唐津か� 17C 初頭

第88図2 21W 陶2官 丸田� (111 5.6灰白色 縦密 削り出し高台 高台内に輪トチノ娘 灰糊 瀬戸 ・美濃 大窯第2・3段階� 

1'88第 司3 21W 陶器 指鉢� (521 (:3281 ーにぶい黄色 織密 結袖 瀬戸 連房第4')、期

第88闘l 23W 陶掠 碗� 1251 14.21 灰色 織密
高台脇(内外)丸ノ
ミ 自 I)~

灰軸 唐津� 17C初頭

沼88図2 23W 陶器 国鉢� (581 (2721 浅占t控色 総，，; 借り目7本以上 結柚 美濃 大j烹第3段階後半� 

!正部回転糸切り

第88図3 23W 陶66 間鉢� (421 10.2黄白色 織密 /外而恥I部下位 揺り目18本か� Iffl紬 瀬戸 連房第1~4小期
削り

第88図4 23W 陶6.1 出鉢� 1531 88 浅ò~色 撤密 底部回転糸切り 宿り目20本以上 制柚 瀬戸 ・美濃 大窯第3段階か

第88図5 23W 土器 培地� (6.51 柑/ 多)母(:エ
-長石(多)� 

外面全而に煤付着 東関東系� 16C代� 

'i's'/芸母(苦手)
第88図6 おW I士器 熔焔� 東関東系外面全面に煤付棺)・多長石{- 16C f'¥: 

砂粒

図版43-3-7 23W 陶器 有耳責 灰白色 密 外面胸部下位 鉄軸 瀬戸 ・美濃 連防第十� 5小期

粘土紐積み� tげ3

第88図l 24W 上:r. よ音培� 1391 
&.'/赤色粒チ 段/外面胴部下

外面刷部に炭化物(/早件Tむ
(多) 前面� f旨p，さえ ・チ

北関東系� 17C 後半

ヂレ目

凶版43-2-2 241'1 陶器 芯野丸凪
にぶい賞檀

撤密
色

長石平山 美濃 大窯第4段階後半

図版43-2-3 24W 陶:r. 摺鉢� ;11LJ色 井t 外折口縁 揺り臼� 10本以ヒ 自古糊 瀬戸 ・美濃 連防第2'1、期

図版43-2-4 24W 陶器 上瓶蓋 黄白色 鍬密 かえ� L貼付 鉄柚 瀬戸 連房第8-11小期

第89図1 1M 磁器 定N小椀� 3，71 (7.81 (281 白色 繊密
外面呉m描 き 「五議新草重

透明和
ね文」

月巴前� 18C後詰~ 19C初頭

第89図2 1M 磁器 染付丸腕� 13.91 (981 被密 外文」直呉漬描き 「横線文+笹 透明紬 肥前� 18C後葉-19CfJJ ~

第89図1 30M 陶器 有耳宣告音量� 1.2 5.2 3.lIJ誌白色 織密 つま み貼付 灰紬 瀬戸 連房第8~ 11小期

|第89凶2 30M 陶器 小杉茶碗� (2，21 1341 黄向色 織密� FJ3台脇~尚台露胎 透明納 早 ・信幸� 18C 後半

第89図3 30M 陶器� 
ピラ描け
t出反碗� 

(321 灰白色 鍛密
外面鉄粕ピ
ラ掛け/内
面透明柚つ

萩� 19C前半

第89rsJ4 30M 舷昔日 染付小碗� 3.91 (781 3.1白色 轍書l タ}面ι1 ~亘前き 「桂文」 透明柏� 1巴同リ� 18C後議~19C初ãß

第89図5 30M 磁器 染イ寸小碗� (2.31 2.4白色 級密
外国丸ノミ彫り

外面呉須描き文字つ
/削り 出し高台

透明紬 肥riIj 1 8C後輩~19C初頭

外面呉須描き「蛸r，lfY:i文」
第89図日� 30M 磁器 染付端反碗� (441 白色 織密 /内面白縁部呉須描き 「四 透明袖 肥前� 1 8C後議~19C初頭

方様文」

第89図7 30M 士器 倍熔� 5 9 (2861 (2601 
やや租/黒色 外面胴部� F端削

補修孔あり(1干し)/外面全面
粒子(多)・ 赤 り/底部チヂレ

色粒子 目
に煤1寸哲

北関東系� 17C~18C 

図版44-1.8 30M 陶詰 片口鉢 黄白色 綴密 削り 出し高台 吉'i柚 美濃 連房第7小却j

図版44-1-9 30M 陶器 天目茶碗 一 貫白色 織密 鉄紬 瀬戸 連房第5小期� 

|刻版44-1.10 30M 陶器t 片口鉢 黄il色 縁出 賞紬 美濃 連房第7小期

高台脇つ高台呉須描き� |三圏1透
図版44-1-11 30M 磁器 染何皿� -1il色 徹密 蛇の目高台 重圏線J /見込み 「二重 明袖 肥前� 18C後葉~19C初頑

線+松文」

第89図I 32M 陶器 緑国柏岡毛目立鉢� (2.21 111.01 赤色 激密 内面鉄粕・緑粕流� L掛け 鉄柚・緑袖 唐津� 17C後半

第89図2 32M 士~~ 培焔 21 18 (， 5.31 (34.31 
密/赤色粒干・外面胴部下端指

口縁端部~外面全面に煤イI
角閃石つ(少)・押さえ/底部チ
白色粒子(少) ヂレ目

古
北関東系� 17C後半

図坂44-1-3 32M 陶器� f雷鉢 浅黄色 密/繊維つ 口縁部縁帯形成 揺り 目8本/片口あり 錆軸 美濃 大窯第3段階後半

外面呉ill摘さ「唐草文J/高
第891χ 11 P5 磁器 染付皿� 3.5 1 (15.81 (1001 白色 徹密 台 「二重圏線J/内面呉須 透明袖 肥前� 18C後葉~19C初頭

箔き 「一重網目文に花つ文」

|第89図l P8 陶器 両国徳手IJ (4.01 44 灰色 織密 折り返� L口縁 灰柏 美濃 連居第10・lH、期

第89図2 P8 磁器 染付御神酒醒干l (10，31 白色 織密 外面呉須描き 「植物文| 透りj粕� !E円� '1 18C中葉

第89図l P10 土器 情焔�  55 1 (62.31 (57.61 
やや粗/赤色 外面川部下端指 口縁端部~外面全面に煉付
粒子 ・繊維 押ヂさレ日え/底部チ 者

北関東系� 17Cフ18C

図版44-2-1 P13 磁器 ヒ絵付碗 白色 織密 外面上絵 「草花文」 透明柏� !E仲J 18C~ 19C 

第89図l P14 陶器 播鉢� (581 一� (1041浅黄色 織密 底部回転品切り
揺り 目17本/内面使用によ

錆袖
る摩耗著� Lい

瀬戸 ・美濃 大窯第2・3段階

第89図1 P15 陶器 櫛目3抜本� (341 ー にぷい鐙色 轍密 内山自化粧土串J毛'1.:り 鉄柏・ 透明刺 唐津� 17C後半

第89図l P17 土器 灯明皿� 2.61 (12.21 (6.01 織密
ロクロ成形〆底

内面1同部下半~底部に タ

部回転荊切り
ノレ付着/灯明皿として使用� 
点ミ

15C~16C 

制図2 I P17 土器 皿� 3.1 1 (1201 7.0 
椴密/赤色粒 ロクロ成形/底

前面照彩
子 部回転糸切り

15C~16C 

第89図l P19 土器 皿� 34 1 113.01 01 (7. 細密
ロクロ成形/底
部回転糸切り

不明

第89図1 I P20 磁器 染I'H出反腕� (261 一白色 織密 内外面被熱
外面呉3貞描き「花唐草文」

透明紬
/口錆か� 

肥前� 18C後葉~19C初頭

|図版44-2-1 P22 陶器 天目茶碗 ー にぶい偉色 撤密 鉄紬 美漉 大祭第4段J皆� 

1'<1版44-2-1 P23 陶器 丸皿 一黄白色 徹密 削り込み高台 灰紬 美漉 大君第4段階

図版44-2-1 P24 陶器 折縁輪禿鉢 黄白色 働密 灰柚 美濃 連房第7小期

|第ω図l P25 陶器 志野丸皿� 2，71 11281 7.8黄白色 徹密 削り 出し高台 内面被熱� |長石紬 瀬戸 ・美濃� |連房第2小期

(単位 cml 

第40表遺構出土の陶儲器・土器一覧(3 ) 
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第� 3章 検出された遺構と遺物� 

( )は現存値

番号
遺憾名 種 類 長さ 中国 重最 備 考� 

| 第90図1 220D 土鍾� (5 1) 2.l 17.0 孔の直径0.7cm

第90岡2 2950 レンゲミニチ ュア� 2.7 11 1.2 l司さl.5cm

弟� 90図3 1M 泥面子� 2.0 l.8 2.0 J享さ� 0.7cm 

;r' P16 土玉� l.4 l.2 1.1 厚さl.Ocmi90凶4 

| 図版15-1-5 210D 素焼人形� 5.3 8.41高さ� 2.7cm/中空

第41表遺構出土の士製品一覧

挿図番号 遺構名 種類 石 材 長さ 申高 摩さ 重量 備 考

T主� 

T
T

5 .

5 .

9 .

0 .

.3 石室第91図1 1孔f 長 滑石� 2 0.6 0.6 l.2 

第91図2 l恥f 七筆 滑石� 2.0 0.6 0.6 1.5 (E -1)グリ� yド

.4 68.3 頁岩低石3 1HO図91第� 2 120.4 

.0 6 2.7 3109.0 砥石4 147D図91第� 

.6 231.32.94.9砥石5 223D 図91第� 

第91図6 240D 砥石 凝灰岩� 10.2 3.5 2.9 120.7 

0 .

9 .

0 .

3.2 .47凝灰岩� 砥石7 2700 図91第� 2.4 76 

弟� 91図8 3120 砥石 凝灰岩� 13.0 3.1 l.6 83

第91図9 19W 凝灰岩� 4 3.5 192.7 .9 10砥石

.6 5 2.7 28.砥七10 32M図91弟� 凝灰岩� 63

第91図11 遺構外 砥石 安山岩� 4.4 2.9 l.2 21.9 (C-5)グ� 1)ソト

第91図12 1830 硯 砂岩� 9.8 5.8 1.7 104.0 

第91図13 2100 硯� 7.5 6.0 2.0 140.0 

第91図14 2690 石臼� 12.2 (7.7) 1.100 l冒Jさ11.9cm

第42表 石製品一覧

挿図番号 遺構名 種類 材質 長さ 最大幅 長大J手 重畳 備 考

主� 

主� 

第93凶l 147D 3.9 0.7 0.5 2.6鉄� 

4 .9 .(7.1) 1.8 0 16 2本の釘が銭着 したもの第93図2 1490 在先� 

第93図3 1540 鉄� 4.4 0.7 0.7 2.8 

7 .第93図4 1580 会I ま失� 6.0 0.9 0 5.5 

第93図5 180]) 主T 鉄� (48) 0.8 0.7 3.6 

第93図6 184D 童7 自生� (37) 1.0 0.8 1.9 

第93図7 188D 釘 主要� (4.2) l.5 0.9 4.7 

第93図8 189D 鎚 鉄� (5.1) l.5 1.1 16.6 釘が曲が ったものである可能性あり

6 .

6 .

6 .

室生� 

T
T

主� 

主� 

.120.60.8(4.3)主失釘11 22 1D図93第� 

第93図12 2230 主I 鉄� (9.6) 1.5 l.5 15.4 

.4 0 0.8 61.6.9鉄I主13 223D図93第� 

第93図14 230D 釘 鉄� 3.6 0.8 0.7 1.6 

第93図15 237D 主I 4.8 1.2 0.8 4.01 

第93図16 265D 釘 鉄� (22) 0.5 0 1.7 

第93図17 P6 主T 鉄� 6.0 0.8 0 4.5 

第93図18 Pll 釘 鉄� (46) 1.1 l.3 5.3 

第93図19 1M 主I 鉄� 4.7 l.3 1.0 10.6 

第93図20 1M 主] 鉄� 4.0 0.9 0.8 4.2 

第93図21 1M 主I 鉄� (88) 0.8 0.6 11.2 

第93図22 1M 主I 鉄� 8.4 l.4 0.7 18.2 

60..903.2鉄釘123 1M主~93第 3.1 

第93図24 1M 主I 鉄� 14.2 0.8 0.7 17.4 

第� 93図25 遺構外 生I 主改� 1.7 1.3 53.5 (E-2)グIJット 出土2)3.(1 

東� 93図26 遺精外 釘 鉄� (70) 0.9 0.8 9.4 (E-2)グリッ ト出土

J員刈部欠� .4 2 0.4 91.(9.3) 失S万子27 P7図93第� 

第93図28 191D 包� Jつ 鉄� (9.8) 1.0 65.5 欠損が著しく詳細不明

第93図29 20W 包丁 古文� (95) 3.5 0.7 34.4 

商は� iYJ字状を呈してい る/羽釜の鍔あるいは
第93図30 235D 羽釜つ 鉄� (5.4) 1.8 1.0 15 

住Frl
鍬先か

第93図31 1730 火打金 鉄� 2.3 (32) 0.5 9 ~~ 
第93図32 223D 火打金 鉄� 2.7 (26). 0.8 

(単位叩，�  g)

第93図9 210D (4.5) 0.9 0.8 2.6鉄� 

])210第93図10 (43) 1.1 0.8 2.9を決� 

第43表金属製品 覧(1) 



第� 5節中世以降

( )は現存値

挿図番号 遺構名 種類 材質 長さ 長大幅 最大厚 重量 備 考

| 第93図33 P21 火打金 鉄� 2.7 (39) 0.6 I 8.7 

第93図34 145D イミ明品 鉄� (10.4) 1.5 1.0 44.6 壁飾りか/断面角形/全面赤彩〔漆塗りワ〕

第93図35 145D 不明品 鉄� 3.3 (3.7) 0.3 

160D 不明品 鉄	 2.4 (2.6) 0.41 7.2 板状のものが折れ曲がるが、製品そのものの形状な� |
| 第93図36	 のか不明

第93図37 166D 鉄� 3.5 0.3 一一10.4募部であろう部分が袋状を呈している/飾り金具か� |9) (4.不明品

第93図38 210D ィ、明品 鉄� (26) 2.0 0.6 7.0 

第93図39 230D~ 不明品 鉄� 0.6 8.3 リング/長大径2.7cm/高さ1.0cm。

第93図40 246D 不明品 鉄 i (3.2) (30) 0.4 8.3 

第93図41 P18 不明品 | 鉄� 3.9 4.3 0.2 19.2 リンタ状を呈する/品さ1.2cm


第93図4ト� 1M 不明品� 3丈� 1.7 0.9 0.2 0.7 リング状を呈する/品さ� O.4cm/留金具であろう


第93図4 32M 不明品 鉄� (2.2) (26) 0.3 2.4 
鉄と銅の組み合わせ製品/鋼部は断面 「コ」の字状� 

4.2 	 4.7 30.6 
を呈し、鉄部はその溝部に挟み込み/同製品は同通|
跡第35地点、から出土(尾形 ・深井� 1999)/飾り 金具

93 53 6.5 5.2 0.3 62.0万装具 鍔/切羽装着あり第 遺構外図 車両� 

6cm/ 4内面口縁部直下に� つの	 

0 .

0 .

0 .

0 .

0 .

5 .

0 .

5 .

0 .

第93図45 遺構外 不明品 長失� 3.5 3.7 1.4 14.4 基部であろう部分が袋状を呈 している/飾り金具か� |

皿5c品さ1.cm/雁首部分/火皿口径l.20 0.05 571.4.9 主同� 煙管46 145D図93第� 

弟� 93図47 210D 煙管 銅� 3.5 1.0 0.05 2.9 雁首部分/火皿口径1.7四1/局さ1.8cm

第93図48 1M 煙管� | 銅� 3.2 1.3 0.05 4.2 惟首部分/火皿口径1.0c田/劫さ1.7cm 


刀装具 (4.3) 	 柄の縁か/品さ� 0.9cm

額面に五ニの桐/額面を貫通し、基軸金具があり、� | 

050.0.9 主同	 49 187D図93第� 2.9 

(5.4) その末端部は面取り装飾、中央は穿孔/座付金具の� |第四�  246D l門扉金具� 1 和]� 62.0 
表白今には吏Ijみ装飾あり 」

第93図51 P12 飾り金具 長岡� 0.05 5.2 釘隠しと恩われる/径3.8cm/晶さ0.6cm

第93図52 遺構外� | 不明� | 3.1 0.2 司板状 
主同 2.1 

器高26.8叩 ・口径53.
;斗を持つ内耳鉄鍋/湯口跡の形態は保存処理後に不
鮮明なものになってしまったが、検出時は丸形を確

第92図� 234D 鉄鍋 鉄
認、/口縁部は大きく屈曲し、鍔状に平坦口縁/内耳
はいずれもやや丸味をもっ� L字形/体部は直線的に
直立し、底部は丸底気味/器厚は全体的に薄手であ
り、口縁部及び底部が最も厚く� 5mmf呈、体部は3-4 
mmf呈/バラロ イド液含浸

{単位 cm，g) 

第43表金属製品 一覧(2) 

f甫図番号 遺構名 銭貨名 外径 方子L一辺 重量 初鋳年 欠?良 備 考

第94図1 148D 寛永通宝(新)� 22.0 6.0 1.7 1697 ノ、貝管


第941温2 191 D 永楽通宝� 25 5.0 3.1 1408 


第94図3 191 D ァk楽通宝� 25.0 5.5 2.7 1408 


| 第94図4 191D 永楽通宝� 25 5.5 3.6 1408 

ト 第94図5 191D 永楽通宝� 25.0 5.0 3.3 1408 」
第94図6 191D 永楽通宝� 25 6.0 3.8 1408 

第94図7 191D 永楽通宝� 25.0 5.5 I 4.2 1408 

第94閃8 192D 照寧瓦宝� 24.5 7.0 2.1 1068 一部欠損

| 第94図9 219D 永楽通宝	 1408 遺存度1/3 二
l第94図10 223D 1芋符通宝� 25 6.0 2.5 1008 

第94図11 223D 冗豊通宝� 24 6.5 2.0 1078 一部欠慣

| 第94図12 310D 寛永通宝(古) 25.0 5.0 I 1636 ス貝資

第94図13 312D 永楽通宝� 25.0 6.0 2.9 1408 

第94図14 3120 冗祐通宝� 24.5 5.5 2.5 1086 

| 第94図~ -.J 312D 皇末7L宝� 1039 遺存度1/3 I 」
第94図16 30M 寛永通"t(古) 25 6.0 2.3 1636 

| 第94図17 P6 π祐通宝� 24 7.0 2.8 1086 

第94図18 P6 紹聖冗宝� 23 6.0 2.0 1094 
一 一斗

第94図19 P9 天聖冗主主� 25.0 7.0 2.5 1023 一部欠国 → 
第94図20 1 P 10 永楽通宝� 25.0 5.0 2.6 1408 


第94図~ 遺構外 ノじ豊通宝� 1078 遺存度1/41133Hから出土


第94関22 遺構外� | 大観通宝� 25 6.5 3.3 1107 287Dから出土


第94図23 遺構外 ノじ豊通宝� 24.5 7.0 2.1J 1078 遺存度1/2 1287Dから出土
 

(単位�  mm，g) 

第44表銭貨一覧
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t市~番号

第95図1 

第95図2 

第95図3 

第95図4 

第95図5 

第95図6 

第95図7 

第95図8 

第95図9 

挿図 ・図版
番号

第96図l 

第96図2 

第96図3 

第96函4 

第96図5 

第96図6 

図版48-2-7 

遺構名

147D 

147D 

147D 

147D 

147D 

210D 

210D 

210D 

210D 

遺構名

223D 

2230 

18W 

22羽f 

~ 

21W.23W I 

23W 

)は現存値 

種類	 長さ� ~ffi 摩さ な 中寺 徴 備 考

休にバ ランスがよくダイナミ� ケ

(80) 	 09.5) 2.2 
な文様/子葉はくびれから先 が
太め/同形唐草(円殿状〕反転/中
心飾りは中央8の字、沈線 ・点珠あ

端
y

り、脇は重線で外線にく びれあり� | 

平瓦つ� (128) (12.9) 2.4 


桟瓦� (12.4) (13.7) 1.8 頭切り込み長� 2.5叩 幅3伽「頭切り 込み部近くに釘留め

あり 穴u辛口� 8cm)あり


丸瓦? 02.7) (119) 1.8 玉縁長� 2.5cm/局さ� 5.6cm 上

丸瓦� (13.6) I 	 0) I 9 叩径6.0cm/小口長� 2.0cm/局さ� (2.5) I(9斗� 1. 内	 玉縁欠絹

軒桟瓦� | 寸 一一 一� 2.0 同外径8.4叩/瓦当内径1.3cm/小� I/同瓦当部のみ残存
 
| 丸瓦当の文様ー 三つ巴文左巻き/ 


19 桟形長� 142cm/桟幅� 3.5cm/桟峠は山 I	 1 
1.7 断面サンドイ ツ子状に焼成 上干逆さ まの可能性� 6

平	 上下逆さま の可能性� t

(単位 cm) 

第45表遺構出土の瓦一覧

長さ 幅 厚さ 特 徴	 備 考

ク」が妻Ijまれてキリ大型破片で ある/種子 「72..528 ~ 	 いる/薬研彫り� /裏面には工具痕あり

1.5| キリー ク」の一部である子音� r(1種子 「	 a)の左部
7.0 	

分であろうか

2O ||種子「キリ ケ」の左側の浬祭点が見 られる/
27.2 15.5 	

薬研彫り

ーク」の一部の子� 1)キ月輪内に配される種子 「03.
7 .14	

音� r(a)の左部分であろうか。� 

10.7 I 2.1肝キベ
_	 _16ヰ� 薬研彫り� 

|燭は 「摂取不捨 念仏衆生� J 8文字のうちの� |
2.4|「口取不捨 口口衆生� J5文字が確認できる� /紀 川と23Wの遺構間接合� 1

年は 「口年四月白日」であろうか/基部残存 一� l 一 ー一一
17.2 	 13.4I 2.2 小破片 」� 
6.7 	 5.8 tト 一一

|小破片

6.2 |小破片

(単位 cm) 

第46表遺構出土の板碑一覧

ミ主



第� 6節遺構外出土遺物

第� 6節遺構外出土遺物

ここでは、表士や撹乱から出十会した遺物、そして遺構内であるが、明らかに他時期の混入品である遺

物を前節までの各時代の出土遺物と区別し、遺構外出土遺物として扱うことにする。

遺構外出土遺物は、旧石器時代、縄文時代(早・前・中・後期)、弥生時代後期、 古墳時代後期、 平

安時代、中・近世の時期に比定されるものであり、以下のように第� 1 ~ 6群に分類した。

第� 1群 旧石器時代の石器(第97図� 1・2、第47表)� 

1は角錐状七器(安山岩)、� 2は剥片(黒曜石)である。

第� 2群縄文時代の遺物

(第97図� 3 ~12、第98図 13~18、第99図 1 ~53、第100図54~73、第48 ・ 49表)

第97図� 3 ~18は縄文時代の石器である 。 

3は伝鎖、� 4は石蟻未製品、� 5は使用痕のある剥片、� 6 ~14は剥片、 15~18は打製七斧である。

第98図� 1 ~53、第99図54~73は縄文時代の土器である。 前期後葉から中期初頭の遺物を中心lこ 、 早期

後葉から後期前葉にかけての幅広い時期の土器片が出土している O 

1 ~10は早期条痕文系土器である 。 

L、ずれも貝殻条痕文が施文された部分のみの破片であるO 縄文遺構の集中する B~E-3 ・ 4 グ リ ッ

ドを中心に出土している。� 

11~13は前期関山式土器である O

非常に小型の破片が多く、図示できるものは少な L、。いずれも縄文施文のみの破片で繊維を含む。11

の縄文は直前段合撚の異条斜縄文でRLとLRをLに撚っている O 

14~45は前期諸磯式・ 十三菩提式土器であ る O 

14~16は胴部に横位の浮線文を有する諸磯 b 式の土器片である o 14はキャリパ 形の深鉢の頚部で浮

線文には斜めの刻みが施される。� 16の浮線文には斜めに縄文の圧痕が施される O 

17~33は沈線・条線文をもっ諸磯式で、ある。 17~19は諸磯 b o 20は耳状突起、� 21はボタン状貼付け文、� 

22~29は縦位の結節浮線文を持つo 30・31は小さなボタン状貼付文を有する o 20~31 は諸磯 C o 

34・35は同心円状の結節浮線文を持つo 36・37は同一個体と思われ、半載竹管による短い線状の刺突

文を施文する� 諸磯� C式か?O

38~42は縄文のみ有する破片で38 ・ 39は無節 L を横位に40~42は単節 RL を縦位に施文するO 前期末

葉から中期初頭にかけての所産と思われるO 

43は横位の� RL縄文地に縦位の結節浮線文を垂 トーする。44は地紋に集合沈線を施文した上に粘土紐を

素麺状に貼付し、更にその上から刻むように集合沈線を施文する。45は無文地に横位の結節浮線文を貼

付する o 43~45は十三菩提式と思われる O 

46~56は丘領ヶ台式と思われる土器片である O 

46は口縁部片で、口縁に平行した横位の沈線文と鋸歯状文の聞に三角の陰刻文を有する� 口縁内面にO

円、 

U 
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は口縁に平行した稜を巡らせる o 50は縦位に粘土紐を貼付し、その中央に縦位の沈線を施文。更にその

貼付文の際から横位の平行沈線を施文し、その聞に鋸歯状沈線を施文している o 51は LRの縄文地に隆

帯を縦に貼り付け、その上を箆状の工具で均し、両脇に沈線を沿わせている。 53・55・56は結節(縄)

文を持つ O 

57~69は中期中葉の阿玉台式・勝坂式土器、中期後葉の加曽利 E 式土器である。 

57~59は L 、ずれも縦位の隆帯をもっ土器片で57は隆帯脇に結節沈線を、 58は隆帯上に RLの縄文を施

文する o 59は地紋に LRの縄文を横位に施文する o 57~59は阿玉台式。 

60の口縁部は顕著に外反し、口唇部には刻みを有する O 地文は RLの縄文を縦位に施文し、口唇部直

下 2cmほどは無文。 61は縦位の結節沈線をその太さと同間隔に平行に施文している o 60・61は勝坂式

と思われる。 

62~69は加曽手IJE 式の土器片である o 62は波状口縁部の破片で文様は沈線による渦状文と思われる O 

63はLRの縄文地に磨消懸垂文をもっ o 64は口縁部に沿った微隆起線文をもち、その上から RLの縄文

を施文している。 65はLRの縄文地に微隆起線と磨消による懸垂文を有する o 66・67はLの撚糸文のみ， 

68はLの縄文のみ有する土器片。 69は複節 LRLの縄文地に沈線と磨消による曲線文を描く O 

70~73は後期前葉の称名寺式・堀之内式土器である O 

70は無文地に沈線による懸垂文を有し、表面は丁寧に磨かれ、胎土粒子は細かく、堅く織密な土器片

である o 71は胎土に非常に微細な銀色に輝く粒子を含む。火山ガラスか或いは片岩に由来する石英粒子

であろうか。 73は粗製土器で RLの粗い縄文を縦位に施文する O 器厚は 16mmと厚く胎土にはチャー卜の

細離・粗砂を含む。

第 3 群弥生時代の土器(第 100図74~79、第50表)

今回の調査では、住居跡等の遺構は一切検出されなかった。遺構外出土の土器についても極めて量は

少なかったと言える o 74 ・ 75は壷形土器、 76は高坪形土器、 77~79は聾形土器の破片である O

第 4群古墳~平安時代の土製品・石製品(第100図 80・81、第50表) 

80・81は紡錘車で、 80は土製、 81は石製である O

第 5 群平安時代の遺物(第 100図82~92、第50表) 

82~88は須恵器・灰柚陶器である o 82~84は須恵器杯形土器、 85 ・ 86は須恵器境形土器、 87は灰柏陶

器の境形土器、 88は須恵器長頚壷である O 

89~92は布目瓦である o 89・90・92は平瓦、 91は丸瓦である O

第 6群 中近世の陶磁器・土器(第 101 図93~111、図版51-112~129、第51 表)

第 101図 93~102 ・図版 51-112~128は陶器、第 101図 103~ 109・図版51-129は磁器、第 101図110・111

は土器である。 

174 
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を与内会 14 

13 

仁て二二二二� 

16 

C二二〉

15 

にこ〉

こ:二〉
くご三コ 5cm 

面面画ー面面ーーーー面ーー面

第98図遺構外出土石器� 2 0/3) 

図版番号 器種 形態�  E 材 長さ 申面 厚 さ 重量 遺存状態 出土佼霞 ・備考� 

第97図3 石鍛 凹基 黒曜石� 9.27 13.31 3.17 0 先端 ・右脚部欠� :3 133H 
トー

第97図4 石鍍未製品 頁 岩� 26.24 19.53 4.43 2.8 左側縁欠 143H 

第97図5 使間痕のあるまIJ片 黒曜わ� 17.79 18.43 5.59 i 完形 (E -2)グリ� y ド� 

第97図6 剥片 黒曜七� 18.67 22.15 5.59 2.5 上部欠 19W 

第97図7 和l片 黒曜石� 22.26 .913 7.82 下部欠� .22 148H 

第97図8 最IJ片 黒曜石� 28.36 17.28 6.48 2.6 左fsJ縁欠 (E -5)グ リ ソド� 

第97図9

第97図10

剥片

最IJ片

黒曜七

黒曜石� 日� 
28.43 

22.82 

1l.76 

9.74 

完形� .84

4.6 上部欠

ræ~ ・ 3 ) グリソト 
147H 

第97図11 剥片 黒曜石� 34.54 15.86 5.75 2.2 完形 312D 

第97図12 石骸 黒曜石� 24.01 30.49 22.8 13.7 完形� 23lD 

第98図13 IJま片 iホノレンフェノレス� 61.78 89.47 153D左側縁欠� .77915.14 

第98図14 剥j片 形上� |、ノレ ンフヱノレス� 33.57 71.22 1l.21 28.3 下部欠 237D/打製石斧調整剥片� | 
第98図15 打製石斧 際 片 岩� 90.84 68.35 12.23 基部欠� .793 191D 

第98図16 n製石斧 腕� hスノレエ7ホルン� 74 58.62 23.04 104.2 基部欠 146H 

第98図17 打製石斧 短冊� |ホノレンフェノレ� 00.75 56.97 14.17 100.3 完形�  134H 

打製石斧 57.31 19.24 78.2 基部欠
附 / 刃 部、使用による� |
磨耗が顕著

」 」一一一一
(単位 mm，g) 

第48表 遺構外出土の縄文時代の石器ー覧� 
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第� 3章 検出 された遺構と遺物

胎土混入物

開図番号 部位 文様 ・特徴なと 色 調 時期 ・型式 色自 角 細砂
備考 ・出土位置なと

その他
粒子石閃

機粒

第99図l 貝殻条痕文 明褐色 早期条痕文系� O 繊維O 148H 

第99図2 胴 貝殻条痕文 明褐色 早期条仮文系 繊維O 145H 

第99図3 員殻条痕文 明褐色 早期条痕文系 ム� O 繊維O (B-4lタリ� yト

第99図4 員殻条痕文 褐色 早期条展文系 。 繊維C (B-3lグリ� yド

O 148H繊維。C早期条痕文系暗赤褐色貝殻条痕文』同5図99第� 

第99函6 ijFo] 貝殻条痕文 赤褐色 早期条痕文系 。� O 繊維O 148H 

第99図7 員殺条痕文 赤褐色 早期条痕文系� O 010 繊維O 235D 

第99図8 H同 員殻条痕文 明縄色 早期条痕文系� O 繊維O 147H 

第99図10 1同 貝殻条痕文 明褐色 早期条痕文系 。 繊維O 147H 

第99図11 口縁 異条斜縄文(正反の合) 明掲色 関山 繊維O 134H 

第99図12 1同 羽状縄文 褐色 関山 繊維O 23・24W

第99図13 胴 縄文RL 褐色 関山 繊維O 324D 

縄文RLの地文に浮線文を貼付

第99図14 頭部
し、浮線文上には斜位の刻みを

明褐色 諸磯� B 。ム�  O 口唇部欠損/134H
みの傾きは浮線文毎に� 1)施す/芸

交互

i宇線文上に斜位の刻み/刻みの
第99図15 A同� 

傾きは浮線文毎に交互
明褐色 諸磯B 。。�  O 134H 

月間

月間

』同

日同

O (C 5lO99 9 グリ図 民殻条痕文 赤褐色 早期条痕文系 繊維第 胴 ムム - y卜

RL縄文 を地文に粘土紐によ る
月同� 

口縁外面に貼り付けられた隆帯

半文骸竹管による曲線の平行沈線� 赤帽色 B O99 19 諸磯図第 つ胴

タン状目占付文� | 

第99図16 /享線文を貼付 し、その上に縄文 暗赤褐色 諸機� B 010 14GB 
の庄痕

第99図17 口縁 上に竹管による連続刺突/横位 赤褐色 諸磯� B 。� 286D -1と同一個体か?/148H 
の鋸歯状文

第99図18 制
半裁竹管による斜位の平行沈線

褐色 諸磯� B ム� O 21W
文

1

第99図20 口縁 耳状突起/横位の条線� |褐色 諸磯� C I1 10 1) ソト一十� …
第99図21 口縁

半裁竹管による条線の地文にポ� |赤褐色
諸磯� C l| CO 片岩ム� 312 

口唇部に哀1)み/横位の条線文/| 
第99図22 口縁 口唇部カら船こ2cmf'E<Dt;!;一 色 諸磯� C ~ 01 1133H 

線文を垂下する

口唇部に刻lみ/地文は口唇部直|


口縁 下は憤位、以下は矢羽根状の条� ;)f;褐色� I諸機� C 183D

線文/口唇部か ら縦に2cm程の 00  


結節浮線文を垂下する


半裁竹管による条線の地文/口� I諸� 

第99図24 口縁 唇部直下に2段の横位結節浮線 赤褐色 磯� C 10 01 

文を付し、 そこから縦{立にl.5 
cm程の結節ii'i'線文を垂干する

半裁竹管による矢羽根状の地文
褐色 諸磯� C

312D 

第99図25 』同
/縦位の結節浮線文を垂下する

半裁竹管による斜位の条線の地

ム 。� 312D 

第99図26 胴 文/縦位の結節浮線文を垂下す 黒福色 諸磯� C O 金雲母O 152D 

る


半裁竹管によ る斜位の条線の地
文/縦位の結節浮線文を垂下す 暗褐色 諸機� C ムム 

る


第99図28 1同
半童文竹管による斜位の条線の地� 1褐色

諸磯� C 「
文/結節浮線文を貼付する

第99図29 口縁
半裁竹管による矢羽恨状の集合

明褐色 諸機C

沈線地に縦位の結節浮線文
 

M

L第一99一凶一30 垂文/ボタ ン状暗赤褐色 諸磯� C? 正|金雲駒山カ/ コh民戸…欄� 旧日 「� 
拾土混入物の品。 多量� O 普通ム少盛

第49表遺構外出土の縄文土器一覧(1)
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第� 6節遺構外出土遺物

月台土混入物

挿図番号 部位 文様 ・特徴など 色調 時期 ・型式
車問砂

備考 ・出土位鐙など
長子白 角閃石 その{也

陸軍粒

半裁竹管による矢羽根状条線文
日月赤褐色 諸磯 C O第99図31 日同

/ボタ ン状貼付文

14C O 7Jl階褐色 諸磯� 金雲母ム99 1 半童文竹管による条線文第 図:1: 底

/IMC 破砕磯かJ O暗褐色 諸磯 金雲母ム99 35 胴 同心円状の結節手線文 。第 図� 

133HC?JI 。 。明灰褐色 諸機99 36 口縁 突文半産主竹管による東第 図� 

148B。99 38 L IJ黒褐色第 図 胴 縄文 円期末~中 〈

99 39 L 010明褐色 I第 図 縄文胴

01RL99 40 円 リ期末 ド期初縄文 暗赤褐色第 図 ムIoJ ~ r.~
14811

。| 176DRL 褐色 〈99 42 IJ縄文1第 図 期末~中期初同 目� 

1計竹管は る矢羽根伏問�  8 799 49 ム| 。|第� 図� o音 士 刊日員ヶモ1 O同 金雲母� 1237D 

平行沈線開に鋸歯状の沈線文
99 501 173D|第� 胴 縄色凶� O|五領 ヶ台 ?

i /140B赤褐色 五領ヶ台99 51 破砕磯か1 LR/ O O第 図 同 縄文 隆帯 。

」UIRL/縄文� 沈線文/ニ角陰刻文 赤渇色 五領ヶ台� 破砕磯か99 521 金雲母ム③第 図 胴

IJ突を施文/結節文連続束� 
[---，一一一一一

/(C-l)破砕機かつL/ 五領ヶ 台100 54 縄文� 沈線 赤褐色 グ リソ ド010第 図� !I~J 

第 100図 J 哩文 LR/結即文 140H明褐色 五領ヶ台 0ム~ ~

|ハ

」100 58 RL /246D黒褐色第 図 胴 |隆帯上に� 縄文を施文 破砕機か010 金雲母。阿 五台

斗100 59 LR/Il 褐色 阿玉台� 金雲母。第 図 縄文 .i帯 010 /166D同 破砕機かA

IJ -2)100 60 RL I@IO 金雲母ム 破砕機か/(D第 閃 口縁 |口唇部に亥� み/縄文� 灰色 勝坂 ? グ リ� ド;'， y

100 61 136B第 結節沈線文 暗赤褐色 勝坂凶� 1 O向

IJEIJ加曽手100 62 30M沈線/波状口縁 明褐色 凹第 図 口縁 ム 。~

100 63 LR 265D|第 図 磨消懸垂文/縄文 明褐色 加曽利 皿 O~

C O 143H諸磯明!天褐色半裁竹管による斜{立条線日同32図99第� 

金雲母ムC O 30M諸磯暗褐色同心円状の結節浮線文目同34凶99第� 

と一日体!
O 240D 

十一|O司つC諸磯
明灰褐色半裁竹管による刺突文月同37図99第� 両「� 

円J期末~中期初� | 一
第99図41 !iol 縄文RL 褐色 前期末~中期初 。| δ同g，JJi子布 石11

第99図43 1同 縄文RL/結節呼線文 赤褐色 十ニ菩提� ? O 148B 

集合沈線を伴う素麺状貼付文 明褐色 十三菩提� 148H 


胴 結節浮線文 暗褐色 十三菩提?�  O 金雲母O 148H 


横イ立の平行 した沈線文/ニ角炉ノ褐色


l。O 』同44図99第� 

第99図46 口縁
の陰五IJ:%/鋸歯状の沈線文

五領ヶ台� 0101金雲母。� |破砕機か/248D

O O 180D五領ヶ台|褐色日月� 沈線文日五47図99|第� 

Ol H五領ヶ台?明褐色竹菅文月同48図99第l 十一」川� 

貼付の懸垂文

RU也に半裁竹管による沈
1グ2)-金雲母ム� 10I1。ピ瑚ケ台てを 施 し 刊 沈 線 凶 っ献胴

縄文
531凶99第� (D )ソド

Oム暗赤褐色 五領ヶ 台結節文日同56図100第� 

第100図57 胴 隆帯脇に結節沈線文 褐色� 阿玉台� 010 金雲母O 破砕機か/13311

EII 月同

第100図64 口縁 縄文RL/微隆起線 黒伺色 加曽利� EIV 。
ト一一一

149H 

縄文LR地に微隆起線文;と磨消
褐色 加曽手IJE1V第100図65 月同 O 褐色粒子O 32M

懸垂文

第100凶66 1同 撚糸文L

第100図67 1同 撚糸文 L

第100図68 団司 縄文L

第100図69 1同 沈線。 縄文LRL

第100図70 1同� |無文地に沈線による懸垂文� 

第100閃71 胴� |無文地に平行沈線文

第100図72 胴 |沈線/縄文RL

| 第 100図~ 胴 [千円文R L(U[l' )

明褐色 加曽未!JE O 140H 

掲色 加曽和JE ム 。褐色粒子ム� 148H 

黒悔色 加首革IJE ど三 ム� O 19m  

褐色 加曽手IJE O 223D 

寺E司1 215D-tf 0| i : 斗
ク リ5)-火山 力� || 銀色I 101堀之内赤褐色 1 1， 片岩粒子〈。 ρ ラスか/(C

褐色� lft!lZ F92 1 1 1 10 (E -2)グ ザ ド� 1u褐色 」聞
(

製土器� 円。�  1140B
C~ J堀之内り

胎土混入物の量@多量� O 普通ム少

第49表 遺構外出土の縄丈土器一覧� (2) 
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第� 3章検出された遺構と遺物� 

( )は現存値及び推定値� 

J悶番号|器種 !器高� i口径� |底径� | 特 徴� |色調|胎土�  | 成形及び調整� |出土位置 |遺存度� | 時 代

|第100図� 1 ~ 1 外両赤彩� l胎土灰内|黄褐色粒子|内面ハケ日調整、外面へ� I""，， ' 山破|� _1 -1 _ l n"M"~"~/ I';:-' ~''' '' I :< :::-:' '~' I '_'::~ ~;"~'"' =' "~， 日� :U"'.A1弥生後期� 
| 色� |を含む� |ラ磨き調整� 1 > 'VH  1片� l 

外函赤彩� l始土黄褐 |白色粒子を|内面ヘラナデ、外由ハケ| 胴部小破� 

I'	

1 l1 l- 223D|色 含む 目調整制いへラ磨浦 片 弥生後期I I

整1

Itf2 l部途中に 個並列の 胎土黄褐 |砂粒を僅か 部内百はヘラ磨き調整、杯部~闘1 I1 

7 "'…五の脚ー制色 |白色粒子を |ー外面ナデ脚部破片
|僅かに含む刊吐慌刑

|胴部小破100第 図 ，- 淡茶阿白色粒子・|内外面ハケ 目調整

l

'片

|弥生後期 |破片11音i322D 1脚部は内面へラナデ、外|に含む|色l← 牙孔/係部内白及び脚←| 

，l'iI日外函ま赤彩	 函ヘラ磨き調整� 

1 

ー� 

7V8VL  
' 1婆 ，� -1 一| 一 一 |金雲母・砂 136H |弥生後期� 

粒を含む� l 

第100図|帯
9V = 1 婆� -1 -1 -1

内面暗樟� 1白色粒子・� |内外面ハケ目調整� 

色、外面砂粒を含む

l |胴部小破

弥生後期

卜一一一←→
黒色� | 

紡錘車/最大部� O叩 ・|暗負一褐色!白色粒子 ・1内外面ヘラ磨き調整

/1を基調eul・穿孔径2.6cm高さ-1 -1 -1I土製品 砂粒を含む� 

目完形品� 

1Rrト� |古墳~平安第日図�  
cm・重さ� 63.5 g 黒既� | 

|紡錘車/径4.2叩 ・高|青白色を内外面磨き�  

1 1/3程同~刊lr図� |石製品l l lさ1.3cm・� O.7cm・l1'.1し，穿干� 基調� l 	 D 

吉弘;直下lこ刻書 |灰褐色 |附僅か|ロク叩

「 上に含む 士宮首~~ 
1 1iJ11ヒ扇面/器厚は)早 |明樫色� l茶褐色粒子|ロク ロ成形/底部岡転糸

4H  1 3程� | 平安
め1 (64) 1) 3.21 (12lナ[ず	 |を僅かに合|切痕

| む

m図
似

一
図 

一

ω
防

止

刻

第

恵器

器杯
患

域

頁

ノ

一

須

)1 川	 |酸化炎焼成/器厚は厚 |淡樟色 茶褐色粒子|ロクロ成形/底部回転糸� 170D 1日程
平安

1 

め� l 内を含む |切痕� | 

|酸化炎焼成� |赤褐色 |茶褐色粒子 ロクロ成形/高台内回転| 同台部の� 

-1 79 
| |む

を併に合ナテ�  
l

附 み完形品 | 平安� 
1 

)1 

1-1問� 

(;山 
l 252l(|
28)V1第� 

山� 

2.4)1 

|程

1 1| |を含む� |ナデ	 V >V~ み1/2程

内外面底部を除き灰紬|灰白色� |白色砂申立を |ロクロ成形/高台内周辺高台部か

市川 僅かに含む |はヘラ削り回転ナデ、中
~-.::::-::~~*i.~~	I I7)げ

い叶 	
L3:: fr~'- ~ I 1 OOM~1 223D I:'~IJ /1"I 平安

半の1/3
"'" 1

: :~~ J /

心部回転糸切痕� "UV~1 1

灰褐色 白色砂粒を |ロク口成形/高台内軽い高台部かi 
^ .1 M.I 	 ゆ 含む� |回転ナデ� !噌'̂" 1ら休部下� 1 ~^'，

|、仏ぺ	 1 半の3/41>W日

I 	 1 一一l~ 呈� | 
| 	 岬瓦/長さ� 12.0cm・幅灰褐色 |白色砂粒を|凹面には布目痕が残り、 1 MM'" 破片� 

平安
1l 	 11.3cm・厚さ� 2.0cm 多く含む� |凸面は横方向のナテ調整| ωvv 

平瓦/長さ� 9.5叩 幅|暗茶褐色|白色砂粒・|凹面には布目痕、凸面に破片� 

167cm・厚さ1.8cm 小石(長さ|は叩き痕である縄鳶が残� 4D 1'-1 26-~''''->~~，.1'';-1: r 0(::;11'1 平安-::~ ~~
111.5cm) を|る	 VU~~1 

|含む | 
一	 一 一

幅|灰褐色� |白色砂粒を� 1凹面には布目痕が残り、� 1 ハ…，� 1破片� 1 ~出 
78cm・厚さ1.3cm 含む |凸面は横方向のナデ調整 | “ 

手瓦/長さ� 5.3cm・幅� |淡褐色� |砂粒を多く� 1凹面に布白痕が残り、凸破片�  

8.5cm・厚さ� 1.7cm 含む� |面はナ デ調整が施される� 1 (B-6) I 
平安1"':，:;':':;，':;' ;n:;' ::;;:::~'::1~ ~ 1 

I ~、叩き痕である僻引グリ 1「目1J l 
( 

| |観察される� 

〔単位� crn) 

第50表 遺構外出土の弥生~平安時代の遺物一覧



第� 6節遺構外出土遺物

内は現存値 ・推定値

持図 ・図版
種別 器積

法� f証
)胎 土 製作の特徴 利薬 生産地 ・系諮 時 期

番号 銭高 口径 底筏

第101図93 陶器 灯明受皿� 2.0 10.0 4.4 灰白色 級密 底部削り 錆柑 美濃 連房第10・11小期

策101図94 陶器 灯臼月三正皿� (201 (70) ロクロ成形 内面鍔� 

ロクロ成形/品台� 
江戸在地� 19C中葉

陶器 袴腰骨j香炉� 5.0 (154) (1041 黄白色� |級密 削り出し '0)台 飴袖 瀬戸 ・美濃 連開第5小期� 

日101図97 陶器 印吋�  [α 象眼 「唐草文」

透明紬|内削り
.67(331灯明受皿陶器95図l第日|

明赤褐色� |級密 ニ島手/内面白土 1鉄紬 ・透明柑 唐津� 17C 後半


第101図98 陶器 鉄絵筒形碗� (3.71 灰白色 徹密� i 外国鉄絵 「笹文」 り〈袖 不明 不明


陶器 播鉢� (5.51 I(37.01 灰白色 吋/長石口問上司宿り 帥

内面折返し口縁 17C Jiij半(連房第1・|医l図川陶器 指鉢 山� 1 ー 楼色 徹密 金青袖 志戸呂� 

1 -石英 /内面凹線
丹波� 17C中葉� 

1 2'J、期併行)

制削叩………]閣四馴町図町剛酬1001
外面胴部ド位~辰|

似附川� 部削り |瀬戸 ・竺!連勝� l・明

本以上14揺り目/り底部回転糸切り
第101図102 陶器� |宿鉢� (10.01|浅黄色 徹也 外面胴部下位自11

錆紬 瀬戸畑 |連関[02'J明

第101図lO:J 磁器 青磁碗� (1白) 灰色 撒密 外面彫刻� |画花蓮華文 青磁粕 申帥泉窯� U

第101図104 磁器青磁鉢 �  (13) 灰白色 級密 」 青磁袖 中国/龍泉主� 113っか

寸

(22)1 織密
外面呉iJj揃き 「草

透明紬 把前� 118C後葉-19C初頑|
第刊l図円磁器 |染付小杯� 木に烏」文

外面呉2頁描き 「牡

l 丹文� 1/内面口縁


第101図1061 磁器� 染付筒形碗� (50)1 -1 級密
部呉3頁摘き「四方

透明秘� 1巴前


俸文J
 

第101凶107 磁器 染付皿 561白色 級密 高台内外削り 見込み呉須描 き
透明粕 肥前� |

水文」11し「 |町 中葉� 

品台脇削り 外面呉f頁描き「草� 
第101図108 綴密 花文」、内面「宝 透明柑� !中国/窯蜘鎖 16C 

珠」か

第101図109 1 磁器� 1利染付御神酒筏】� (7.81 |白色 激密 外商呉須描き 「蛸 透明粕
唐草文」

肥前� 18C後葉-19C初頭

第山区1110 1 十器� |培熔� (1 01
1]外面胴部下端商密/角閃石(多) り

-白色粒子 つ/底部チヂレ目
北関東系� 17C-18C 

密/赤色粒子 粘土紐積み上げ3外面胴部に炭化物� 

t音熔� (381 
f事)・黒色粒 段/外面目同部下端 (厚)付着
ヂ(多)・白色 指押さえ ・チヂレ

北関東系 中位末(l6C後葉)

粒子(少) 目 ・ナデ

図版51-112 '陶器 緑粕小皿 黄白色 織密 線柑j 瀬戸 ・美濃 古瀬い後4期新段階� J

端反lIll にぶい黄色 織密 手由灰 瀬戸 ・美濃 大窯第l段階� 

|図版51-114 陶器 稜以l 黄樫色 綴密 口縁部輪花1犬 鉄柑 美濃� 1大輪� 3段階後半� 

|図版51-115 陶器 志野丸凪 黄白色 機密 自リり出し高台 長石紬 美濃 大実第4段階後半� | 
図版51-116 陶器 緑柚はさみ皿 黄白色 鍛密� II函扇E |灰柚 瀬戸 ・美濃 大窯第1段階� 

|図版51-117 陶器 丸碗 黄白色 鍬密 灰粕 美濃 連房第8-11小期

図版51-118 陶器 腰錆来碗 黄白色 織密 付高台 灰袖+鉄紬 瀬戸 連房第8・9小期

陶器門 医 師 にぷい黄色 被密
[線白イ阻外而 「横牡||灰

文J/内劃 「 粕 瀬戸 連房第8小期� 
文� |

l区|版51-120 陶器反り血 黄白色 鍬密 灰柏 美濃 連関第4小期

lり出 し高台1]両

|図版山2 埋呈」黄瀬戸鉢 黄白色 級笛 付品台 胴部櫛描き横線文 黄瀬戸紬 瀬戸 ・美濃連房第い� 2小期

図版51-1幻 陶器� |型打出 灰白色 撤密 型打 御深井製品 灰紬 美濃� |連房第2小期� 

ilpり 胴部下位~底指り 目l川 上/
図版51-124 黄白色 密/繊維 肖1]り/紬拭き取底部内外面使用に 錆柑� |瀬戸 ザ連問不明) 


lよる摩耗著 しい


図版51-125 陶器� |土土 瓶 ←黄白色
織密� 1胴部下端に印「タ

鉄袖 瀬戸 連房第8-11小期
|チ」


図版51-126'陶器 瓶 黄白色 徹底 外面櫛錨き沈線� i 鉄軸 美濃 連房第8-11小期


図版51-127 陶器尾昌徳利 ←灰白色 鍬'&'� 灰私流し出け 飴粕 美濃 連房第5-7小期


図版51-128 陶2苦 ノk翌 黄白色 声量a 外直流水文彫刻� 緑紬流 し掛け 灰手由 瀬戸 連房第8-11小期
l
|

高台呉須摘さ 「ー
重圏線� 1/高台内

図版51-129 磁器 染付凹 一白色 敏密 「 重圏線� T 文字 透明紬� 1巴前� 18C後葉-19C初頭
不明J/見込み文
機不明

(単位� cm) 

第51表遺構外出土の陶磁器 ・土器一覧� 

見込み重ね焼夫一同日 灰干由
図版51叫陶器 度り 皿 黄白色� 美濃� |連房第4・刷、期台痕閥、あり� 

n
H
U
 



第� 4章調査のまとめ

城山遺跡は、 今までの発掘調査から、旧石器時代、縄文時代草倉IJ~晩期、弥生時代後期、古墳時代前

~後期、奈良・平安時代、中・近世の複合遺跡と して判明している� O

そして、 今回の城山遺跡第� 42地点の調査では、旧石器時代の石器集中地点� 2ヶ所、縄文時代の土坑21

基、縄文時代早期の炉穴� 1基、古墳時代後期の住居跡16軒、平安時代の住居跡� 5軒・土坑13基、中世以

降の土坑� 151基・井戸跡� 8基・溝跡� 4本など数多くの遺構・遺物を検出した。

ここでは、以下のいくつかの点についてをまとめることにする� O

第� 1節縄文時代の土器について

本調査地点において縄文時代の遺構は、早期後葉の炉穴� 1基・土坑� l基、前期後葉の士坑� 3基、前期

と思われる土坑� 1基、時期不明の土坑16基が検出されているが、遺構に伴う遺物は非常に少なし、。

その中で291Dから出土した士器片は、附加条縄文を施文しながらも胎土には繊維を含まない市内で

は類例を見ないものであった。この土器については、前期の黒浜式期の新段階あるいは諸磯式期への移

行段階の特徴をもっ士器と考えられるA O

遺構外からの出土遺物は小破片ながら早期後葉から後期前葉にかけての広い時期の土器片が出土して

いる� O 出土重量の内訳は早期条痕文系土器が� 666 g 05.8%)、前期繊維土器(関山・黒浜)が412 g 

(9.8%)、前期無繊維土器(諸磯・十三菩提)が� 1476g (35.1%)、前期末から中期中葉(五領ヶ台・阿

玉台・勝坂に加えて、前期末~中期初頭と思われるが型式不明のもの)の土器が1024 g (24.4%)、中

期後葉(加曽利� E)が336 g (8.0%)、後期前葉(称名寺・堀之内)が291 g (6.9%)で、前期後葉の

諸磯bから中期前葉の阿玉台まで土器が目立ち、全体の� 6割を占め、中には数は少ないものの十三菩提

式と思われる土器片も出土している。

埼玉県内では一般的に前期末の諸磯b期から中期前葉の勝坂期までにかけての住居跡など大型の遺構

は少なく、当該期の土器は多くが土坑・ピット・包含層から出土する傾向にあるO

志木市内でも同様の傾向があり、諸磯期から五領ヶ台期にかけての遺物は中野遺跡(第25・43・49地

点)、中道遺跡(第21・27地点)、新邸遺跡(第� 3地点)、城山遺跡(第� 3・11・12・15・16・29・34・� 

35地点)などで出土しており、城山遺跡、が最も遺物の出土量が多いが、出土位置の多くは包含層若しく

は遺構外からの出土で諸磯b期から五領ヶ台式期の住居跡は検出されていない。市史では城山遺跡A地

点で諸磯a期の住居跡の存在が報告され、城山貝塚との関係を指摘、注目された。さらに近隣には富士

見市の水子貝塚などに諸磯a期の集落があり、城山遺跡でも現在未調査の地区から今後さらに諸磯� a期

住居の検出される可能性はあると思われるO その他の各遺跡調査地点では諸磯b・C式の遺物が目立つ

が住居跡は検出されていない。 しかし、これまでの出土遺物の量から見て志木市の縄文前期後葉から中

期初頭にかけての生活圏が中野城山 中道新邸という現在の柳瀬川に面した台地のごく縁辺地域で

城山を中心に展開されていたことは間違いなく、当該時期の志木市を解明する上で城山遺跡の重要性は

非常に高い。� 
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第 2節 148号住居跡出土の土師器の胎土分析と考古学的な検証

第 2節 148号住居跡出土の土師器の胎土分析と考古学的な検証

(1)胎土分析の目的

志木市周辺において、 7世紀に入る前の土師器杯形土器(以下、 「形土器」を省略)の主体を構成す

るものは、比企型杯 ・有段杯 ・模倣杯 ・小針型杯などと呼ばれる、 いわば広域に流通する製品と言える

ことができる(尾形 2002)。これらの土器は、比較的肉眼でも他の製品と判別が容易であることから、

地域を異にしても同時期に出土する製品は、多分に同一生産地の製品と言えることができるであ ろう O

しかし、 7世紀に入ると、土師器生産に一大画期があったと考えられ、小型製品の杯 ・鉢のみならず、

大型製品の甑 ・聾は、すべて同様な製作技法と粘土により製作された可能性がある O 特に士不は、 従来の

塗彩されたものではなく 、無彩系のものが主体であることに注意した L、。この無彩系の杯は、 「甑 ・聾

形土器と同様に日常頻繁に使用される雑器と して、集落から比較的に近距離の範囲に生産地があ り、消

費者がすぐ子にいれられるもの J(尾形 2000)と考えられている O

このように、以上の内容を前提として、 148号住居跡出土の土師器を見てみると、まさに前述したよ

うに 7世紀に入ってからの土師器の様相に相当する。本住居跡出土の土師器は、有色系の赤色系土器で

ある比企型杯(第55図1)が 1点と黒色系土器であ る有段杯(第 55図 2・3)の 2点が存在する他は、

郎をはじめ鉢 ・甑 ・歪の主体は「無彩系土師器」である O さらに、製作技術ではへラ削り後に丁寧にナ

デ(あるいはスリップ)を施し、へラ削り痕を消去する手法や砂粒を多く含む胎士、全体の色調が暗黄

褐色及び淡檀色を基調とするなど、肉眼的にも同一製品であることが容易に判断できる。

こうした製品は、その分布域が前代の広域流通品に比べ、比較的狭小で、あることから、ここでは、

「在地系土師器」と考えることにする。

つまり、今回の胎土分析の目的は、古墳時代後期の 148号住居跡から一括出土 した資料 60点と参考資

料 2点の胎土分析を行うこと により、在地系土師器について、自然科学的な分野と考古学的な分野の双

方で総合的な検証を行うことである O 

( 2 )胎土分析の方法

今回の採用 した胎土分析の方法は、薄く削った土師器の断面を観察し分析する薄片観察法で、株式会

社パレオ・ラボの藤根 久 ・今村美智子両氏が用いている「薄片法」である。この方法は、同社のホー

ムページでも紹介されているが、土器の薄片を顕微鏡で観察し、胎土中に含まれる珪藻化石 ・放散虫化

石 ・骨針化石なと、を見つけだし、外洋性粘土 ・海生粘土 ・沼沢地成粘土などを特定する。こうした粘土

の特徴と周辺地域に分布する堆積粘土を比較 ・検討することで、どこの地層から採取して製作された土

器であるかと検証する方法である。同時に胎土中に含まれる大型砂粒を観察し、堆積岩類 ・火山岩類・

凝灰岩類 ・片岩類などの起源岩石を推定し、 一層特定の粘土層との結び付きを可能にしている。

この 「薄片法」は、最近では群馬県伊勢崎市波志江中宿遺跡で、見つかった古墳時代前期の粘土採掘坑

における粘土分析でも採用されている(藤根 ・今村 2003)。この分析から、 「土器胎土は、基本材料と

して粘土と砂粒物は、これら粘土採取の際に粘土層のと下層に分布する砂層などを採取した J(本報告

書209ページ参照〕ことが明らかにな り、 大きな成果を上げていると言える。

。。




第 4章調査のまとめ� 

( 3) 148号住居跡出土遺物の器種別割合と時期

本住居跡から出土した土師器は、杯・高杯・鉢・甑・聾(長・丸聾)に分類できる� O 第52表は、ミニ

チュア土器と支脚を含めた総数60点の分類をグラフ化したものである。

これによると、杯� (31点・� 51%)・高坪(1点・� 2%)・鉢(3点・� 5%)・甑(3点・� 5%)・歪 09

点 ・� 32%)・ミニチュア土器(2点・� 3%)・ 支脚� (1点・� 2%)であった。

時期については、杯が口径l1cm前後のものが含まれているが、口径13cm前後のものが基本であること、

査が胴部中位に最大径をもつものが主体であることから、概ね� 7世紀前葉に位置付け られるものと考え

られる O 

( 4 )胎土分析以前に実践した考古学的な検証

本住居跡出土の土器の特徴が、無彩系土師器を主体とすることが明らかになったことで� 5世紀末葉~� 

6世紀後葉の特徴である広域にわたる流通製品とは大きく違った製品であると言えることができる。

そこ で今回は、試験的に本住居跡出土の土師器の胎土分析を実施する前に、� I不に限定し考古学的な観

点から分類、及び検討な どの分析を行い、その後の胎土分析データとの比較検討を行った。� 

1.土師器杯の分類基準

第53表に土師器杯の分類基準を示した。 この分類は、基本的に製作技法・胎士といった「製品レベル」

での分類に努めることを重視した。その結果、 A-B類以外の C~F類は、「製品レベル」上では類似

するものと己えることができるため、大きくは� l類の中のバラエティーとしても差し支えがないが、形

態的な差異か ら細分を行った。

また、� F類としたものは、従来 「その他」とした粗雑品であり、主要土器としては組み込まれないも

のであ る。しかし、こうした製品を含め、 当時の人たちは 日常生活において使用したことは紛れもない

事実であることから、すべての製品を把握する必要があるものと考える� むしろこうした土器の方が当O

時の生活様式を追究するためには、 最も生活に密着 した土器であると言えるであろう� O

さらに、� C類は、黒色系土器の可能性があることに注意したい。この土器は、� 6世紀代の黒色系土器

とは異なり、形態的にはTK23・47型式の須恵器杯蓋を模倣するという伝統的な形態のものはなく、口

縁部がやや短く直立し、有段部分についても断面三角形状を呈している。胎土・調整技法についても� D

類に類似することか ら、「在地系黒色系土器」と考えられる(尾形� 2002)。

器種�  |点数|� 
t不	 31 

区� 3 

3 
原� 

丸餐 	  6 51百

長窪� 13 

ミニチュ ア土器� 2 

支脚� 1 

コぷEk 計� 60 I u70 	 鉢 高亦 
  

5首� 2世


第.52表� 148号住居跡出土の器種別割合� 
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2.土師器杯の分類基準と製作ランクの比較

第54表は、前項で分類した A~F類を土器製作における工程(第 1 ~ 4工程)として分類し、最終的

に第 4工程の塗彩までをチェックしたものである O 特に、塗彩の有無を第 1条件として、有るものは製

作ランク上で上位に設定した。

最も製作ランクで上位の A類は、分類基準の A類である O 外出底部にへラ削りを施し、その後、内面

と外面口縁部は横方向にナデを行う。最終的には赤色顔料が塗彩される赤色系土器である O この土器は、

口縁部内面に沈線がまわり、調整では外面底部がへラ削り後再調整されないことから、定型化した比企

型杯と考えられる O 口径が 12.0cmであることから、小型化傾向の土器と言える。

製作ランクの B類は、分類基準の B類である O 外面底部にへ ラ削りを施し、その後内面と外出口縁部

は横方向にナデを行う O 最終的には焼成段階で内外面黒色処理が施される黒色系土器であるため、 工程

的には A類の顔料塗彩の l工程は少ないものと判断した。全体的に C類の黒色系土器と比べ、精巧な作

りのもので、有段の作出も明瞭である。 TKI0型式に類似した土器であり、須恵器模倣杯と考えられる

、。Lが、時期的な較差があるため直接派生したものとして判断するのは難し 

製作ランクの C類は、分類基準の C類である O へラ削り後、基本的にへラナデが施される o B類同様

に焼成段階で内外白黒処理が施される黒色系土器であるが、 B類に比べ、有段は弱く、口縁部は単純に

外傾する O この土器は、 後述の Dl類である無彩系土器との区別は難しい。

製作ランクの D類は、分類基準の D類である O 基本的に C類と胎土 ・調整面では同類である O 今凶の

分類では、器面に若干の黒色処理の痕跡が見られるものが、判断が難しいものは敢えて C類には加えな

かっ fこO

製作ランクの E類は、分類基準の E類である O 基本的に C・D類と胎土・調整面では同類である。 C • 

D類に比べ、有段の作りが弱く、細部で須恵器を忠実に模倣した形態のものではない。

製作ランクの F類、は、分類基準の F類である。へラ削り後、底部付近のみへラナデが施されるもので、

口縁部直下はしば、しは、未調整部分として成形痕である指紋が観察される O 口縁部はきれいな円形には成

らず見るからに粗雑品として医別可能である O

以上のように、形態的な特徴から分類した A~F類を製作工程の有無及び各工程の技術と比較すると 

A~F類はそのまま製作ランク (A~F ランク)に置き換えることが可能であると言える O 

3.土器分類の比率

土器分類によ る比率は、 A類 -3%、 B類 -6 %0 C類一 16%、D類 -10%、 E類 42%、 F類 23 

%であった(第55表)。

以上の結果から、最も多い E類は、志木市では 7世紀以降主体的に出土している土器群である O これ

らは富士見市別所遺跡・谷津遺跡、・観音前遺跡、三芳町本村北遺跡、志木市中道遺跡・田子山遺跡・城

山遺跡 ・中野遺跡等で確認できること から、志木市に近接 した柳瀬川・新河岸川沿岸を中心とした遺跡

に分布しているものと考えられる(尾形 2000)。

次に多い F類は、粗雑品である o E類と合わせると 65%にのぼり、この F類を含め、志木市では主体

である土器群であると言っても過言ではないであろう O 

C.D類は、有段系の黒色・無彩系坊である。これらは和光市吹上遺跡・花ノ木遺跡・四ッ木遺跡・

妙蓮寺遺跡、板橋区大門遺跡・徳丸東遺跡・西台後藤田遺跡、杉並区済美台遺跡、新宿区上落合二 f目

遺跡・西早稲田三丁目遺跡・下戸塚遺跡等で確認できる。志木市では今回の 148号住居跡ではその出土

。。
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量が比較的多かっ たが、分布の主体は、む しろ和光市 ・板橋区に近接した遺跡であるものと考えられる O

分布域は、 E.F類よりも広範囲である(尾形 2000・2005)。 

B類は、 5世紀後葉から伝統的に出土する須恵器杯蓋の模倣杯であろう。 7世紀以降ではこうした有

段の顕著なものは稀少であると言える。黒色系土器を主体に出士サる北関東系の群馬・栃木県方面から

の流通品と考えられる。 

A類は、比企型杯である。この製品は 7世紀以降になる と、地域毎での受け入れ方が偏重し、新河岸

川沿岸でいうと上福岡市より下流の地域では、 6世紀代に比べ、その比率が低く、志木市では半均して 

1割程度に減少する傾向にある O 生産地の中心は、越辺川と高麗川の合流地点周辺の坂戸市・東松山市

と推定される。

以上、 7世紀前葉に比定される 148号住居跡出土土器については、 6世紀代の土器群に比べ、製作ラ

ンクである A .Bランクの製品は 10%に満たなく、その様相は大きく変化したものと理解できる O

つまり、 製作ランクとして優良品である A・Bランクは、 6世紀代でほぼ姿を消し、 7世紀以降の志

木市周辺では C・Dランクが和光市・板橋区、 E.Fランクが志木市・富士見市周辺で主体となるもの

と考え られる。なお、 Dランクと Eランクは、製作ランクの上でt較差をつ けてしま ったが、 D類と E類

については、第 54表で示したように形態的な有段の有無以外は製作技術上でて顕著にその差を見いだせな

いため、地域差として捉えた方が良いかもしれない。

さら に、製作技術面で言えることは、 A類の比企型杯は、今回へラ削り後ナデやへラ磨き調整がされ

ていなか った。 この類については、定型化 した比企型杯である ため、 初現段階の比企型部などの古い様

相のタイプに比べ、調整由で最終的な仕上げであ るナデやへラ磨き調整が省略されているものである O 

B類についても前段階の黒色系土器に比べ、やは り最終的な仕上け、であるナデやへラ磨き調整が省略さ

れているものであった。

そ れに比べ、 C~E類については、製作ランクの上では A ・ B 類の下位に設定したが、へラ削り後に

丁寧なナデが施され、技術的には、第 2工程が加味されている。これについては、在地系土師器の特色

と言える ことができ、製作ランクとは一線をヲ|く必要があるのではないかと考える。 

( 5)胎土分析で判明した事項

志木市の古墳時代中・後期の土師器については、考古学的な観点から、前述した説明を含め「製品レ

ベル」の観点で研究を行ってきたつもりである O しかし、製品レベルとは、士器の製作技術・粘土など

の共通する要素から判断したものであって、かなりの比重で恋意的なものと言えるであろう O

以下、考古学的な分類基準での A~F類について、今回の胎土分析で判明した事項をまとめてみるこ

とにする。なお、この事項については、胎土分析を行った藤根氏に分析報告と は別に何度も確認して頂

いた内容を掲載するものである。 

1. :t.1'A類(比企型杯)の粘土の特徴と産出推定地域

本類の lの土器は、粘土が水成で、砂粒の特徴が堆積岩類を伴う C群であることから、胎土分析では 

II a群に分類される。この IIa類は、今回の資料のうち唯一 1点のみであった。

この土器で特筆すべき特徴を挙げると以下のとおりである。

①淡水種珪藻化石・不明種珪藻化石は全く含まない。 

C~F類で特徴的な珪藻化石を全 く含まないことは、全く異なった製品であると理解できる O

凸

。δδ
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分 類 内 n仕~ 持図番号 点 数�  

A 類 赤色土器。� l七企型杯。 第55図l 1 

B 類 黒色土器。 有段廊。� TKlO型式模倣。 第55図2、3 2 

C 類 黒色土器。有段杯。� 5 

l煩 口径15cm円IJ後。� l 第55図4~7 4 

2類 口径13cm目IJ後。 第55図8 1 

D 類 無手五土苦言。有段杯。� 3 

1類 口径13cm円IJ後。� 第一一55図9、10 2 

2類 口径llcm円IJ後。 第55図11 

E 類類� |無彩土器。有稜杯。� 13 

1 域状を呈 し深身のもの。 第55図12~ 16 5 

2類 底部~口縁部にかけて逆ハ字状に開く 。 第55図17、18 2 

L|

3類 口縁部が内傾するものO 6 

a類 口径14cmiiil後。 第55図19~2 1 3 

b類 口径llcm円IJ後。 第55図22、23 2 

C類 口径10cm以下。 第55図24 l 

F 類 無彩土器。 有稜杯。粗雑品。� 7 

l類� i宛状を呈 し深身のものO a 
25凶55「告� 後。14cmiiil口径類a

b類 口径llcm円川表。 第55凶26、27 2 

2類� Fl類より偏平のもの。� 3 

a類 口i歪13cm目IJ後。 第55図28、29 2 

b類� |口径lOcm目IJ後。 第55凶30 1 

3類� !小型偏平のもの。� i第55図31 l 
メE当3、 計� 31 

第53表 土 師器杯形 土器 の分類 基準

卜 ¥第� 1工程� 

ヘフ削り� 

| 第� 2工程� 

| へラナデ� 

!第� 3工程

| 横ナデ

第� 4工程

塗彩� 
段の作り 製作 ランク 参 考

A

B

類� 

額� 
~~ 
O 

O O 

O 

O 

O 

赤色

黒色

黒色� 

稜� 

強L、段� 

~~ l、段� 

A 

B 

C 

定型化 した比企型杯� 

黒色系土器

在地系黒色系土器� 
二コ� 

D 類� | O O O 綾� D n正彩有段杯

「ーE 類� C O O 陵� E 無彩有稜士不� 

F ~貢 O ム� O 稜� F 組雑品

0施工 ム一部施工� ーな し

第54表 土師器原形土器の分類 と製作 ラン クの一致

A 類� 

F 類� 

分� 

A 

B 

C 

D 

E 

一
口

F

A

23出

類� 

10% 

類
一類

一類 
-類

一類

一類

一類
一計

一~
第55表 土 師器f不形土 器の分類比率�  
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②赤褐色粒子を多く含む。

赤色系土器であるため、赤彩材料が結果に反映したのではなし、かということも疑問にあり、分析後も

藤根氏に再度確認を依頼した。その結果、赤褐色粒子は面的に繋がっている状況ではなく、独立して分

布 していること、さらに表面に近い場合もあるかもしれないが、比較的に十器の内部を観察しているこ

とから、赤彩材料ではないという判断である O つまり、肉眼で観察できる赤褐色粒子であり、この粒子

は他の製品には含まれていないことから本類の特色と言える。おそらく、胎土中に含まれる褐鉄鉱が焼

成により赤化したものと思われる。

③スコリアを全く含まない。 

C~F類に特徴的なスコリアを含まないことも本類の特色である O 藤根氏 lこ確認したところ、検出さ

れたスコリアは、 富士火山系を起源とするもので、埼孟県では川越市以北の地域にはあまり及んでいな

いと考えられるため、本類は、逆に C~F類とは違い川越市以北の粘土である可能性があり、さ ら に、

淡水種珪藻化石を特徴的に含むこ とはスコリアが入ることと同時現象であるため、生産地の地域指標と

してはスコリアを含むか否かが重要になるであろうと回答を頂いた。

以上、①~③の事項から、 A類である比企型杯は、胎土分析の結果、唯一 IIa類であった。その特徴

は、 B~F類の胎士分類とは全く異ることから、製品レベルでも異製品である可能性が極めて高いこと

がわかった。本類の産出推定地域については、今回の結果では、特定できなかったが、比企型i不の多く

の土器に白色針状物質が含まれることから、 古代の南比企窯跡群の須恵器胎土に関連し、おそらく同地 

。1)(註域の粘土の使用が考えられる

2. 杯 B類(黒色系有段掠)の粘土の特徴と産出推定地域

本類に分類される 2・3の土器は、 TKI0型式の須恵器坪蓋の模倣杯であり、形状や製作技術におい

ても在地系土師器ではなく、広域流通品と考えられる O

胎士分析では、 2は粘土が淡水成で、堆積岩類を主体として火山岩類などを伴う Cd群であることか

ら 1c群に分類される o 3は粘土が淡水成で、火山岩類を主体として堆積岩類などを伴う Dc群である

ことから 1d群に分類される O しかし、これら 2点は、砂粒の特徴である堆積岩と火山岩の主体の違い

であり、その構成においては同じ群と考えても差し支えないのではなし、かと思われる O

この類で共通する特筆すべき特徴は、 2・3の土器の両方に軽石型ガ、ラス質が含まれることにある O

藤根氏に確認したが、今回のデータで軽石を含むということは、 C~F類の土器に含まれるスコリアと

は共存しないということであるため、粘土的には別物と判断できる O 軽石を含む粘土は、浅間火山の噴

出物の可能性があると言うことである O つまり、本類が北関東系の群馬・栃木県方面からの流通品とい

う考古学的な分析と符号する ものであろう O 

3. 郎 C~F類の粘土の特徴と産出推定地域 

C~F類の粘土を分析することは、今回の主題である在地系土師器の実態を解明することにつながる

ものと考えられる O この類は、肉眼上では胎土中に砂粒を多く含むという同様な粘土とその土器の製作

技術において共通する特徴をもつことから、筆者が再三述べているように 7世紀以降に志木市周辺に分

布する無彩有段杯・無彩有稜坪であり、在地系土師器と考えている土器である o C類は前述した在地系

黒色系土器と把握する土器である O

これらの胎土分析の結果で特筆すべき事項を以下にまとめることにする。

①スコリアを含み、淡水種珪藻化石・不明種珪藻化石(多量) Iこ含む。 
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藤根氏に確認したが、スコリアは、北関東において浅間火山からややスコリア質の軽石が噴出してい

るが、大半は富土火山の噴出物として考えて良いと言うことである O 富士火山は 8万年以降多量のスコ

リアを噴出しており、関東ローム層形成に大きく関わり、低地堆積層にも多く含ま れている。そのため、

富士火山のスコリアが分布する地域が製作地の候補となるであろう O ただし、実際、低地堆積物(淡水

種珪藻化石を含むことから)でスコリアを上下層に挟む堆積物が何処に分布するかは現段階では明確で

はな L、。つまり、富士火山系のローム層が分布する地域はスコリア降灰地域であり候補となるが、川越

市以北までは及んでいないと思われるが、少なくとも比企や群馬までは及ばないということである。

以上、 C~F類については、富士火山などを起源とするスコリアを含み、不明珪藻化石を多量に含む

というように共通した粘土の特徴を示唆することは、大方粘土的には同じという結論で大差はないであ

ろうという見角平であった。

②杯 C~F類の生産と流通

それでは、考古学的な分類基準において C~D類と分類可能となった土師器杯であるが、胎土分析上

同一粘土であるという結論についてどのように考えればよいのであろうか。これについては、土師器杯

の分類基準でも前述したが、 IC~F類は「製品レベル」上では類似するものと言えることができるた

め、大きくは一類の中のバラエティーとしても差し支えない」と規定していることに見事なまでに符号

していると言える。 

C~F類は、形態的な差異か ら細分が可能となり、さらに分布状況について調べてみると、 C.D類

は和光市・板橋区を中心に分布し、 E. F類は志木市・ 富士見を中心に分布していることが判明してい

ることは先に述べたが、特に C.D類は、河川で新河岸川を基準で見た場合は、 E.F類よりは下流域

に分布の中心域をもち、若干広域に分布する製品であると考えられる。

ここで¥C・D類と E.F類は、分布域において異なる実態であ りながら、粘土的には同一であると

いう基準に立ち、し、くつか考えられる事項を以下の表にしてみた。

以上、 C・D類と E・F類の生産者が異なる場合の①については、貴重な粘土を他地域の集団と共有

するためには、安定した秩序を保持するためのかなり強い規制とそれを行使することができる強い統率

能力をもっ首長層レベル間でのプロトコルが取り交わされなければ不可避であろう O ②についても結論

的には粘土的に同じ材料であることは、非常に近接した粘土採掘場を保有した他集団が存在し、何ら規

制もなく排他的な状況であることはあり得ないと考えられる。

また、 C.D類と E.F類の生産者が同ーの場合、分類基準による形態差は、需用する側のニーズに

関係するものと考えられる。これについては、比企型杯を例に説明することにする。従来から比企型杯

は単独型式として扱われ論考されてきた(水口 1989・糸川 1997・尾形 1999)が、 最近では「比企
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型士不を製作する生産者は、比企型杯だけを製作しているのではなく、しばしば「比企系 Jと呼ばれるこ

ともあるが、有段杯を製作しているし、さらに聾・甑・壷・ 高杯といった他のすべての器種をも製作し

てい る J(尾形 2004) という実態から、比企型杯は同一製品におけるバラエティーの 1つであると考

えている O 言い換えれば、大工場で製作された 1つの製品に過さないと言うことである。このように C 

~F類についても、他器種を含めた無彩系士師器を在地系士師器として 1 つのブランドと規格した場合、

杯のバラエティーとして把握できるものである O

いずれにせよ、 今のところは結論を見い出せないが、今後更なる追究に向けて研究視野を広げて行く

必要があるであろう 。 しかし、現時点において、杯 C~F類は、 6 世紀代に主体を占める広域流通品で

はなく、かなり集落に近接した場所に生産地があった可能性を示唆することができた。このことから、

今回の胎士分析は、古墳時代後期における士師器の生産・流通問題にかなり進展をもたらしたものと評

価できるであろう。 

4.杯以外の器種の粘土の特徴と産出推定地域

杯 C~F類と同様に、鉢・甑・護は、無彩系土師器に属し、富士火山などを起源とするスコリアを含

み、 二本明珪藻化石を多量に含むというように共通 した粘土の特徴をもつため、結論的には同粘土として

判断できるものである。 しかし、厳密には、軽石を含む 30の高坪や46の長護、さらにスコリアを含まな

い土器が存在することも事実であるが、 l軒の住居跡か ら出土した全器種を通じて、その土器群の主体

にあるのが、珂くを含め全器種で共通した粘土が使用されたと判明したことは、在地系土師器の生産者が、

杯などの特定の一器種だけを限定し生産していたのではなく、日常生活に必要なすべての器種をトータ

ル的に生産し流通させていたと考えざるを得ないであろう O

こうした在地系土師器に使用された粘土は、具体的に 「土器作りに利用できる粘土層は、武蔵野台地

を構成する板橋粘土層や東京層のほか、江南台地の相当する粘土層がある J(本報告22ページ参照)と

いうように行政区では板橋区・和光市・朝霞市・ 富士見市の新河岸川沿いの武蔵野台地の路頭付近にそ

の粘土採掘場が想定できるものである O

今後は、粘土採掘場の検証及び胎士分析資料の増加を行い、共通した認識の下、地域ぐるみでの体系

的な研究が望まれるであろう O 近い将来、土師器でも古墳時代、特に後期以降における生産・流通につ

いては、それ以前の時期に比べ、比較的鮮明に解明されることと推測される O 

5.その他の特筆事項

①不明種珪藻化石について

不明種珪藻化石は、海水種であるが淡水種であるか見分けが付かないほど粉々に破砕した珪藻化石で

ある O 今回、在地系土師器の粘土には、この珪藻化討が多量に含まれていた。 これは何を示唆するかで

あるが、胎土分析の報告書を受け取った後もかなり藤根氏に質問事項をぶつけながら質疑応答を繰り返

す中、これについては、土師器以外の資料であるカマドの粘土の分析と照らし合わせることで判明する

ことができた。それは、第62表の61・62の資料であるが、これらには、粘土の特徴である不明種珪藻化

石が多量に含まれていないことであった。つまり、在地系土師器は、肉眼でも砂っぽい土器という印象

であることがわかるように、堆積岩類を主体とした砂粒を多量に含んでいるが、カマドに使用される粘

土には、砂粒がそれ程多量に含まれていないことであった。そのため、報告中では、 「板橋粘土層は、

御岳火山の Pm-lテフラ(8万年)を含み、少ないものの淡水種珪藻化石を含んて、いる J(本報告221ペー

ジ)というように粘土層のみに着目して分析を行っていた。
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藤根氏のその後の見解であるが、おそらく粘土層自体にはこれ程ま での不明種珪藻化石が多量に含ま

れる層は近接地では見あたらないため、混和材である砂粒に不明種珪藻化石が多量に含まれていたので

はな L、かということである O おそらく、粉々に破砕された原因は、単に粘土と混和剤を混ぜた際にこ れ

まで破砕されることはあり得ないことから、従来まで考えられていた混和材に使用する砂粒を混和材用

としてわざわざ村川まで行って採取していたのではなく、粘土採掘の際に粘土層とは違った砂層から同

時に砂粒を採掘したのではなし、かという結論である。この結論は、前述した波志社;巾宿遺跡の分析と一

致することにな った。つまり、時代の違いはあるものの土器胎土の基本材料は、粘土採取の際に混和材

の砂粒についてもその上下層に堆積する砂層から採取さ れたものと考え られる O

また藤根氏は、今回多量の不明種珪藻化七が含まれている理由について、砂粒が砂層中の ものである

ため、長年の浸食の繰り返しで、その砂粒に付着 した珪藻化石が粉々に粉砕されたためであ ると推測さ

れる O つまり、 今後は粘土層のみの粘土だけに注目するのではなく、混和材の砂粒については、砂層の

細かな特徴もデータ化し、比較検討しなくてはならないであろうという見解である O

②力マドに使用された粘土について

前項①で若干触れているが、カマドに使用された粘土からは、珪藻化石がほとんど含まれていないこ

とがわかる O これについては、土器には温和材として、砂粒を意図的に混ぜる必要があ ったが、 カマド

に使用する粘土には、温和材として砂粒を混ぜる必要がなかったためであろう O このことから推測する

と、粘土採掘の段階には粘土は粘土、砂粒は砂粒として分別して採掘し、その後の保管に当た って もか

なり完備されたシステムがあったものと推測できる O 

( 6 )まとめ

今回、 古墳時代後期の 148号住居跡から一括出土 したすべての土師器を対象に胎土分析を行 うこと に

より、在地系土師器の解明を目的で、自然科学的な分野と考古学的な分野の双方で総合的な検証を行 っ

たつもりである O

その結果、考古学的に分類 した杯 C~F類とその他の鉢・甑・聾と いったすべての器種は、 杯 A.B

類と明らかに異製品であることが判明した。つまり、前者は、 6世紀代に主体にある広域流通品ではな

く、 7世紀以降に主体をもっ無彩系あるいは黒色系土師器であり、同時にこれを「在地系土師器」と結

論付けられるものと考えられる。後者の士不 A・B類は 5世紀末葉から 6世紀全般にかけて盛行する広域

流通品で、杯 A類の比企型士不は、比企地域の製品であり、郎 B類の黒色系土器は浅間火山を供給源とす

る軽石を含むことから、北関東と いう さらに遠方からの流通品と考えられる O

さらに今回注目される事項は、 在地系土師器に使用された粘土が、行政区では板橋区・和光市・朝霞

市・ 富士見市の新河岸川沿いの武蔵野台地の路頭付近にその粘土採掘場が想定できたことである O

こうした、一つ一つの分析データの蓄積は、将来的に「土器を単なる型式的序列のためではなく、製

品レベルまで掘り下げた具体的な検証 J(尾形 2001)を行い、 「当時の人たちは、どのような経路でど

のような方法で入手 したか J(尾形 2000・2003) という 土器流通の問題を解明するための基礎資料と

成り得るものであろう O 
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第 3節 中・近世について 

( 1 )中世以降の土坑について

今回の調査で検出された土坑は、第56表を参照すると、 151基の数をのぼり、その内訳は A群 -4基、 

B群 -119基、 C群 -12基、 D群-8基、 E群 8基であった。ここでは、すべての土坑についてを詳

しく説明することはできなかったが、いくつか特徴ある土坑について簡単に触れて置くことにする。

1.土坑A群について

土坑A群 1類は、 2類の単純構造を呈するものではなく、上端よりト端が広がり、袋状の構造を呈す

るものである O 今回の調査では、 146・155・184Dの 3基が該当する O 規模はおよそ一辺 2m前後のも

ので、深さは 1mを越え、安定して深い掘り込みであることを特徴とする O この土坑は、これまでの城

山遺跡でも検出されたことがなく、市内では皆無である O 

2類は、 234Dの 1基が該当するが、坑底から鉄鍋が出土したことに注目される O こうした例は、近

年「鍋被り葬Jとして論議がされている事例であろう O この鍋被り葬については、桜井準也氏によると、

「発掘調査で検出された事例は、現時点で54遺跡、あり、道路工事や耕作等で偶然発見されたものも含め

ると全国で89例に及ぶ。これを都道府県別にみると青森県・岩手県・福島県・群馬県・東京都・千葉県・

神奈川県で多く、 5例以上の発見例が報告されている。この分布地域は鍋被り葬に関する伝承が残って

いる地域とほほ、重なる」と説明されている(桜井 2002)。そして、この風習の研究には次のような意

義があるというにまとめられている O

①病気によ る差別の表象としての鍋被り葬

②単独埋葬地と村境

③伝承の生成と継承 

2. 土坑  B群 1類(溝状土坑)について

この溝状土坑については 56基が検出された。これらの士坑の性格は、結論的には不明とするしかな

いが、最近の調査例から、 L、く つか推測される事項が浮上したため、以下にまとめることにする。

⑦農業関連

志木市に隣接する新座市新聞遺跡(斯波 1991)で確認されているようにサトイモあるいはサツマイ

モを出荷までの間貯蔵するための穴である円、もあな」・円、もびっ」などと呼ばれる類と考えられ、サ

ツマイモ栽培が盛んになった近世から昭和にかけての所産と推測される O

これらの多くは北側の道路に近い位置に比較的集中し、さらに主軸方向がその道路に平行して掘削さ

れている。これは出荷など畑地からの搬出時の利便性からと考えられるが、調査区東側では道路に対し

直角に掘削されていることについては、 (B~E - 6) グリッド付近にも通路があ っ たと想像すること

とが可能である。

形態・規模は、平面形が極めて長い長方形で壁面は垂直に近L、。坑底面は平らに整えられている O 幅

(短軸長)は掘る人間の肩幅位からやや広目の 0.50m~0.70m程度が最も多いが、長軸長に関しては長

短のばらつきが大きい。収納量を坑の長さで調節することや軟腐病等の害を避けるために毎年場所を変

えて掘ることを考えると、年毎に作柄・作付けに関してはかなり不安定であったと推測できる。 
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なお、 B群 2類についてもイモ類の貯蔵用として仮定した場合、出荷貯蔵用の溝状土坑とあまり重複

しないようにしかも道路から遠くに設けられているものが多く、小型であることなどから、出荷用では

なく自家消費用あるいは種イモ貯蔵用の「たねびつ」などと呼ばれるものではな L、かと考えられる O

幅狭の長方形土坑として分類したものの中で「たねびつ」とは性格が異なるものと思われるものは、 

151・152・182・194・246・269Dである O 種イモ貯蔵用として考えると 151Dは小型過ぎ、その他は深

過ぎて出芽が悪くなると思われる。これらの「たねびつ」以外の土坑についての時期・用途等の詳細は

不明である。

②柏城関連

騎西町騎西城武家屋敷跡(嶋村・島村・坂本 1996)では、この l類と同様な土坑が検出されており、

南北と東西の主軸方向をもっ土坑が直交するように分布する状況など類似性が指摘できる O しかし、騎

西城武家屋敷跡では、これらの土坑の年代について、 その出土遺物から 15 世紀末 ~17世紀初頭に比定し

ており、騎西城が文献に見られる年代とほぼ一致する見方をしている。士坑の機能面については触れら

れていなかった。

また、児玉町浅見境北遺跡(恋河内 1997)でもこの 1類と同様な士坑が検出されており、ここでは

「溝状土墳」と表記されている。分布状況についても類似し、 25基が本地点ほど密な分布ではないが、

南北と東西を主軸方向をもっ土坑が直交している O 時期については、遺構に伴う遺物がないため、明確

ではないとしながら、覆土の状態や他の遺構との重複関係から、「中世屋敷が廃絶された後の、中世後

半(15世紀後半)~近世前半頃の所産」と推測している。

⑧遮蔽物の基礎

東京都豊島区染井遺跡(成田・宮問・水本他 2001)では、 5・6基の土坑が直線的に構築されてい

るO ここでは、機能を示す痕跡が検出されなかったため、性格は不明と言わざるをえないとしながら、

「この土坑列の南西側に、列に沿って硬化面が検出されている O この硬化面が通路とすると、この土坑

列は遮蔽物の基礎と考えられる Jとし、時期については、 18世紀後葉以降に比定している。

以上、 B群 l類については、①か ら il、もあな」・「し、もぴっ」と呼ばれる近世から現代にかけての

農業関連遺構、②の騎西城武家屋敷跡、ゃ浅見境北遺跡の例を志木市に当てはめるならば、柏城関連ある

いは柏城廃絶後の遺構に関連する可能性がある O さらに③から 18世紀後葉以降の通路に沿った遮蔽物の

基礎である。というように大きく 3通りの見方があることを念頭に入れる必要がある O

実際これらの遺構の年代を比定できれば、問題は解決できる方向に向かうのは間違いないが、出土遺

物から、その時期の詳細を比定するには非常に難しいと思われる。

例えば、今回の出土遺物から柏城関連に関係する時期の遺物を探してみると、 164・179・214・216・ 

221Dから、中世に遡る資料は存在するが、その遺物から確実に中世の遺構として判断するのは困難で

あると考えられるからである O これらの遺物の多くは、小破片であり、さらに覆土中からの出土である

ため、ただ単に混入品として捉えられでも仕方ない遺物ばかりという状況であると言える。

また、今回の全体の資料を見ても、最新の資料は、 147・153・229Dから出土した 19世紀中頃に比定

され、未だ近世の範曙で捉えられることであるが、これについては、前述した新聞遺跡のような 円、

もあな」・円、もび、つ」の形態に類似していても、明治・昭和のような近年のものではないと言えること

ができる。いずれにせよ、今後の課題とし、十分検討する必要があろう。
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3.土坑 B群 4類について

この土坑については、坑底コーナ一部に火床部を有 し、市内でも城山遺跡内の柏城跡、内部にのみに検

出される特異な遺構である。この遺構の性格については、いわゆる 「小竪穴状遺構」の範鴎で捉えられ

るものと考えられるが、時期・用途については、依然として詳細不明と言うしかないであろう O

埼玉県児玉郡神川村息樹原遺跡 (篠崎・半田 1989)では、中世に属する多数の遺構が検出され、遺

物・遺構の二面から詳細な分析が行われている。 その中で、特に方形竪穴状遺構の中で、 「火処」をも

っ例として、 20号竪穴が検出されている O この遺構は、 「長軸長 さ 5 .4 ~6.7mの範囲に収まるものであ

り、短軸幅は 2.2mJの規模をもつものであり、 今回の城山遺跡例と は大きく構造が異なるものである。

坑底には 2基の炉跡をもち、炉の周囲には石が配されていたもので、煮炊きの痕跡は追えるが炉に掛け

たであ ろう鍋類は破片すら出土していないという状況である。

また、櫓下 4号竪穴は、「火処」を有さず、 上屋構造をもっ例として注目されるものである。坑底に

は「長軸上に棟侍柱のピットをもち四間にも曙柱穴を有する Jと説明されているが、上屋構造について

は、柱穴が内傾するため、絵巻物等の絵画資料には例を見い出せないとしながらも、「テント状」のも

のと想定しているようである。こ の同様な柱穴を もっ例に、本群の 187号土坑があげられよう O

なお、未報告資料であるが、平成 16年度に発掘調査が実施された城山遺跡第 49地点からは、今回の士

坑 B群 4類に比定できる 365号土坑が検出され、火床とする部分がコーナーの 2ヶ所から確認され、こ

こか らは、注目すべき遺物として、須恵器系の警の破片と蝶が数点出土している O この遺物についての

鑑定はま だ途中であるが、ここ で検出された礁についても何らかの意味があるものであろう O

いずれにせよ、いわゆる 「小竪穴状遺構」としての範轄として、実際に人がそこで何らかの目的をもっ

て火を焚いたのは間違いなく、さ らに 187号土坑例は、檎下例を参考するならば、 「テント状」の上屋構

造をもつものであると想定できそうである O 今後、唯一安定した状態で遺物を出土した城山遺跡、第 49地

点、の365号土坑の整理作業を進めるに当たり 、新たに判明した事実があれば、そこで詳しく触れること

にしたいと考えている。 

( 2 )遺物の集計について

ここでは、第57表の中世以降の遺構から出土した遺物の種類別の集計表を参考に遺物状況をまとめる

ことにしたい。この数値は、報告書に掲載分の数値ではなく、全出土遺物の点数を示している O

まず、一番多く出土した遺物か ら順に列記する と、陶器 433点、土器 412点、磁器 269点、瓦  

217点で、これらは他の遺物に比べ、相当な数量にのぼる O そして、次に多いのは、鉄製品 68点、板

碑 -64点、銭貨 -22点である。銅製品-8点、土製品 7点は極めて少なかった。

次に、遺構別にみた遺物状況を見てみると、まず土坑についてであるが、 A群からは、遺構数が 4基

と少ないために出土点数は僅かであった。陶器 5点、鉄製品 3点、土器 -2点、瓦-2点、磁器← 

1点であった。 

B群は遺構数が119基と土坑全体の 79%を占めるため、遺物量も圧倒的に多か った。陶器 -252点、土

器 -251点、磁器 104点、瓦 107点が多く、次いで鉄製品 30点、板碑 -30点が多く出土した。 

C群からは、土器 27点が多く、次いで陶器 9点、磁器 7点が出土した。 

D群か らは、瓦 55点が多く、次いで陶器 24点、磁器 18点、土器 17点が多く出土した。 

E群からは、陶器 48点、磁器 43点、土器 35点、瓦 29点の順で多く出土 した。 
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第 4章調査のまとめ

井戸跡、からは、陶器 24点、土器 20点が多く、次いで板碑 9点が出土した。

溝跡からは、陶器 93点、磁器 88点が多く、次いで土器 38点、瓦 21点が出土した。 

( 3) I舘村」の土地利用の変遷について

ここで、今回の調査区内における中世以降の土地利用についての変遷を出土遺物の年代が特定できた

遺構についてのみ、以下のとおりに時期区分を行った。

一 1 期一 05世紀中葉~後葉〉古瀬戸後 3期~後 4期新段階

今回の調査で最も古い遺物のグループは、 149Dから出土の古瀬戸後 3期~後 4期新段階の直縁大皿

(図版40-5)、179Dの古瀬戸後 4新段階の措鉢(第85図1)の 2点のみである O しかし、 149Dは地下室

で、 19世紀中葉~後葉に位置付けられ、 179Dは 3期として捉えたため、この 2点は遺構には共伴せず

混入品として理解した。そのため、この時期の遺構は検出されなかったことになる O 

-2 期ー 05世紀末葉~16世紀中葉)大窯第 1 ・ 2 段階

次に古い遺物のグループは、 16世紀前半の 179Dの皿(第85図 3)の l点のみである。 179Dについて

は、 3期として捉えたため、この遺物は混入品と理解した。そのため、この時期の遺構は検出されなかっ

たことになる O 

-3 期ー 06世紀後葉~17世紀中葉)大窯 3 ・ 4 段階~連房式登窯第 1 段階第 3 小期

遺物としては、柏城廃絶直前あるいは直後の時期を示すが、これらの遺物は、基本的にその遺構の廃

絶時の時期を示すものと考えられることから、遺構としては、柏城が機能していた時期、つまり柏城関

連の遺構と言えることができる O

この時期の遺物としては、 164Dの大窯第 3段階の措鉢(図版社1)、 179Dの志野丸皿(図版41-4)、 

206Dの大窯第 3段階後半の内禿皿(図版社 2)、214Dの志野皿(図版41-1)、 216Dの大窯第 4段階後

半の播鉢(凶版41-1)、 221Dの大窯第 4段階併行の志戸目の小杯? (第 85凶1) ・ 17世紀前葉~中葉の

東関東系の培熔(第85図 2) ・連房式登窯第 1 ~ 4小期の天目茶碗(図版41-3)、223Dの連房式登窯第 

1~4 小期の陶器(第86図 1 ~ 7)、248Dの17世紀中葉の丹波の撞鉢(図版42-1)、 296Dの17世紀初頭

の唐津鉄絵向付か(第87図1)と連房式登窯第 1~ 2小期の天目茶碗、 309Dの連房式登窯第 2小期の

志野丸皿(第87図1)、 319D の大窯第 3 段階後半の折縁皿(第87図1)、 17Wの連房式登窯第 1~3 小

期の陶器(第88図 1 ~ 4)、21Wの間器(第88図 1 ~ 3) 、 23Wの陶器・土器(第88図 1~6 、図版43-3 

7)、24Wの陶器・土器(第88図 l、図版43-2-3)、32Mの大窯第 3段階後半の播鉢(図版44-1-3)、 P14 

の大窯第 2・3段階の播鉢(第89図1)、 P20・21の大窯第 4段階の天目茶碗(図版44-2-1)と丸皿

(図版44-2-1)、 P25の連房式登窯第 2小期の志野丸皿(第89図1)があげられる。

以上の遺構を列記すると、 164・179・214・221・223・248・296・309・319D、17・21・23・24W、 

P 14・20・21・25である O ただし、 206Dは 4期の遺物が共伴していることから、 4期に比定し、 216D

は磁器が出土していることから、近世とのみ表記した。 24Wの土瓶蓋(図版43-2-4) は連房式登窯第 8 

~11小期と新しい遺物である 。 32M は他の陶器・土器 2 点は 17世紀後半に比定されるため、単純に 4 期

に比定した。

遺構内訳は、土坑 9基、井戸跡 4基、ピット 4本である。さらに土坑では、 B群 8基c1類 3基、 

2類 -2基、 3類-1基、 4類-2基)、 E群 1類 l基である O 

-4 期一 07世紀後葉~18世紀中葉)連房式登窯第 4~7 小期 
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この時期の遺物には、 145D の 17~18世紀の北関東系とする倍熔(第84図4)、 147D の連房式登窯第 

4・5小期の丸皿・反り皿(図版40-8)、 153Dの連房式登窯第 7小期の耳付皿(第84図1) ・連房式登

窯第 6・7小期の小壷蓋(第84図 2) ・連房式登窯第 7小期の御室茶碗(図版40-4) ・連房式登窯第 5 

~7 小期の尾呂徳利(図版40-5) 、 168D の連房式登窯第 5 小期の丸山(図版41- 1)、 200D の 17世紀後葉 

~18世紀中葉の唐津碗(第85図1)と連房式登窯第 4 ・ 5 小期の端反皿(図版41-4) 、 201 Dの連房式登

窯第 4小期の菊皿(図版41-2)、206Dの連房式登窯第 7小期の灰落し(図版41-1)、 210Dの連房式登窯

の連房式登窯第237D図1)、85小期の菊皿(第4の連房式登窯第213D)、2図85小期の灯明皿(第7第 

の連房23W)、 1図87世紀中葉の唐津の皿(第~18世紀後葉17の312D1)、42-(図版1小期の志野丸山5

式登窯第 4・5小期の有耳壷(図版43-3-7)、 24Wの17世紀後葉の北関東系の培熔(第88図 1)30Mの1 

7~18tH~紀の陶器・土器(第89図 7 、図版44-1 -8~10) 、 32Mの 17世紀後葉の唐津の刷毛目文鉢(第89図

1)と北関東系の倍熔(図版44-1 -3) 、 P lOの 17~18世紀の北関東系の倍賂(第89図1)、 P 13の 17~18

世紀の肥前の上絵付碗(図版44-2-1)、 P15の17世紀後葉の唐津の櫛目文鉢(第 89図1)、 P24の連房式

登窯第 7小期の折縁輪禿鉢(図版44-2-1)があげられる O

以上の遺構を列記すると、 168・206・210・213・237・312D、32M、 P10・13・15・24であるO ただ

し、 145Dについては、地卜ー室で、 19世紀中葉~後葉に位置付けられ、 147・153Dについては日開紀中

葉のゴミ穴、 200 ・ 201D については、 18世紀後葉~19世紀初頭に比定した。 23 ・ 24Wは 3 期とした。 30 

Mは最新の遺物から 19世紀中葉に比定した。

遺構内訳は、土坑 6 基、溝跡 1 基、ピット 4 本である O さらに土坑分類では、 B群~5 基c1類 3 

基、 2類 l基、 3類 1基)、 E群 l類 1基である。 

-5 期一(18世紀後葉~19世紀全般)連房式登窯第 8~1l小期

この時期の遺物は、今回の調査では最も多く、遺構については、近世瓦及び磁器を出土した遺構もこ

の時期に比定されるであろう C この時期の遺物を出土する遺構を列記すると、 145~149・153・154・160・ 

163 ・ 164 ・ 166 ・ 168~170 ・ 176 ・ 178 ・ 180 ・ 181 ・ 183 ・ 184 ・ 186 ・ 188 ・ 189 ・ 191 ・ 192 ・ 196 ・ 200~202 ・ 

208 ・ 210~212 ・ 214~216 ・ 219~222 ・ 226 ・ 229~231 ・ 237 ・ 242 ・ 243 ・ 248 ・ 265 ・ 270 ・ 272~274 ・ 276 ・ 

280 ・ 282 ・ 297~300 ・ 310 ・ 318D、 19・20W、 1.30M、 P5・7・8・13・19・20・23である。

遺構内訳は、土坑62基、井戸跡 2基、溝跡 2条、ビット 7本が該当する O さらに土坑分類では、 A群 

1 類~ 2 基、 B 群~46基c1類 ~33基、 2 類~ 6 基、 3 類~ 4 基、 4 類~ 3基)、 C群 4基、 D類 

5基、 E群 5基c1類一 ←2基、 2類← 3基)である。

以上、遺物の時期を 1 ~ 5期に区分し、それに合わせ遺構の時期を比定したが、あくまでも個々の遺

構の時期について比定した根拠は、前述した「これらの遺物の多くは、小破片であり、さらに覆土中か

らの出土であるため、ただ単に混入品として捉えられでも仕方ない遺物」を前提としていることには変

わりない。

ここでは、以下に各期の特徴を簡単にまとめた。 

1 期 05世紀中葉~後葉)・ 2 期 05世紀末葉~16世紀中葉)については、遺物が極めて少なく、 遺

構についても明確にこの時期に比定できるものはないということは、この時期での土地利用が、面的な

エリアで行われていたと想像するのは困難であろう O

遺物量が顕著に増加する時期は、 3 期(16世紀後葉~17世紀中葉)からである O この時期は、柏城が

機能していた時期と考えられることから、柏城関連の遺構と言えることができる。 
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この時期の安定 した遺物を出土した遺構には、� 223Dと17・21・23・24Wがあげられ、これらはこの

時期に比定できる数少ない重要な遺構であると言え る。さらにこの時期に� B群� 4類とした 「火床」をも

っ179・214Dの2基が存在することは、形態・機能的に非常に限定できるであろうと理由から、他のす

べてもこの時期、つまり柏城関連の遺構である可能性がある。

次の 4 期 07世紀後葉~18世紀中葉)に比定できる遺物は、柏城廃絶後の状況を示す資料である O こ

の時期の遺物は、減少傾向にあると言え、この時期での土地利用についても面的なエリアで行われたと

想像することは閃難であろう� O

続く 5 期 08世紀後葉~19世紀全般)は、今回の調査で最も多くの遺物を出土した時期である O この

、。Lことから、今回の調査で検出された遺構の大部分がこの時期の所産のものと考えられるかもしれな� 

特に、前記した土坑B群� 1・2類については、今後の課題としているが、時期については、すべてこの

時期の所産である可能性が高いと言えるであろう。

第58表 08世紀後葉~19世紀全般)には、 1 ~ 5期の時代別の土坑割合を示したが、これを見ても特

に土坑B群� l類は� 5期に比定で、きる遺物が圧倒的に多いということが理解できるであろう� 同時に地� FO

室 ・地下坑についてもこの時期の所産のものと考えられる。さらに柏城の大堀跡の� 1Mにこの時期の遺

物が比較的多く出土したということは、この� 1Mの最終段階での埋没時期を示すと考え られることか ら、

この� 1Mの完全な機能停止に前後して、溝状土坑である� B群� l・2類や地下室・地下坑、あるいは今回

触れていないが、� (D・E-6)グリッドで確認できた� 2棟の蔵跡(基礎部分を検出)など本地点での

土地利用がほぼ全域に展開するものと考えられる O 
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第� 3節� 中・近世について

( 4 ) 元禄検地と「舘村」の畑地の増加について

今回の調査地点は、近世において 「舘村」 と呼ばれる行政区の一部に相当する。 この 「舘村」 の土地

利用については、 「志木市史 通史編』の中の荒井晴夫氏により、詳細に論考されているため参考にす

ることにする O 荒井氏は、 「舘村検地帳J(注 2)を参考に元禄検地前後の「舘村� Jにおける田畑の面積比較

表 (第59表) と 「舘村」における 『武蔵田園簿J(慶安年間(1 647~1651年成立〕 とえ禄検地の村高の

比較表(第60表)を示し、元禄検地前後での畑地と村高の増加を指摘している。

それではまず、第59表を見てみることにする。舘村における元禄検地は、元禄� 14 (1701)年に実施さ

れている� これによると上々畑の廃止・新下々の新設などの査定基準の見直しが行われているものの、O

畑地の面積は、� 11766畝18歩から13179畝27歩と� 12%の増加が見られる� O

また、第60表では、『武蔵凹園簿」 との聞に50年程の差があるが、 元禄検地の際には、畑地における

村高は、� 370.237石から634.122石へと� 71.3%の著しい増加を見せている。

以とのように近世の 「舘村」を振り返り、元禄検地前後の畑地と村高の増加という実情がある とすれ� 

で土坑B群� 1・2類を①近世の農業関連遺構である It、もあな」・「いもぴっ」。②騎閉

十
一 
十一
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3 18よる検証が必要であるとしているが、前項(� )を照らし併せて考えると、 どうやら近世でも 世紀前
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•J JI 19あな し、もぴっ などと呼ばれる類と考えるのが最ら自然ではないだろうか。� 世紀代の最新の遺物

については、 この士坑の最終段階の機能停止を示す時期と考えられる� O
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第59表 舘村元禄検地前後面積比較表
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第 4節 中・近世における城山遺跡の総括

(1)はじめに

城山遺跡は、柏城と呼ばれる城館跡であり、 『新編武蔵風上記稿』にも記載がある O しかし、柏城は

中世期の文献には登場せずわずかに「廻国雑記』に記載される大七氏館に疑定する説が提出されている

程度である O

柏城は、本丸から三の丸まで 4つの郭を持つ連郭式の形状を持つ平城で、ある O 本丸を中心lこ西に西の

丸、 南に三の丸、東に二の丸を有し北は、荒川の氾濫下に臨んでいる O 築城の時期・廃城の時期はとも

に文献的上でたどる事は出来なし、。ただし考古学的には、城山遺跡としての調査が実施されており多く

の成果を挙げている。

城山遺跡、では、すでに40地点を越す調査が実施され、そのうち A・C・1・2 • 3・4・6・7・9・ 

11・12・15・16・25・29・35地点において中世~近世にかけての遺構が検出されている O 今日報告する 

42地点は、第 1・2地点と同様に三の丸に該当すると推定さ れる地点である O

また、本丸ーの丸に該当する地点の調査も実施され、本丸を区画する大溝や二の丸の虎口と考えら

れる溝跡などが検出されている。

今回は、三の丸の遺構について若干検討することとする O 

( 2 )三の丸の遺構について

まずは、第42地点と同様三の丸に位置する第 1・2地点、の遺構について概観する。第 1・2地点では、

第42地点と同様に 1Mが検出され、それに付随して 3Mが確認されている。この 2本の溝は位置関係か

ら虎口を形成するものと考えられる。 (E- 1・4)グリッドでは 5Mが、 1Mと並行して走る様子が

確認され 1Mと同時期の遺構の可能性が指摘された。また、 (E- 2・4)グリッドでは、 1Mに若干

の掘り込みが確認され、それに付随するようにピットが存在している。このことから橋状の施設が存在

していたことも考え られ、この地点には馬出状の施設が存在していた可能性も ある O

さらには、 1Mに沿った北側には、中世の遺構が希薄な地帯があり土塁の存在が予測される O もし、

仮に土塁が存在したとすれば、 30Dは士塁が存在すべき位置にあり、また土塁側に関口部を有する点、を

考慮すると、土塁や大溝を意識しないで構築されたものと考えられよう O 土塁構築以前か、土塁廃絶後

の遺構であることが想定できる O

第 1・2地点北東部には、 3棟の掘立建物が検出されており、これらが城館に伴う遺構であろうと推

定される O

上坑は、各種形状の土坑が確認されている O

第42地点の遺構を概観する。土坑については、 A~E群まで 5 種に分類されてい る O 

A群には、第 1・2地点でも検出されている墳墓が該当する可能性があるが、調査中に墳墓としての

可能性が認識されたのは、 234Dのみであった。第 1・2地点では、散在的に墳墓が検出されておりこ

の種の上坑が墳墓であった可能性も指摘できるが、現状では性格まで言及することは難しし、。ただし、 

A群 1類の袋状の構造を呈する土坑については、山形県酒田市党天塚遺跡(七井 2000)で戦国期の墓

地としての報告例もあ る O 
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B群 4類とした火処を持つ士坑は、いわゆる方形竪穴に該当すると考えられる O これ以外にも A群 1

類とした 146号土坑なども火処を持たない方形竪穴の司能性がある遺構が含まれる O 方形竪穴は、倉庫

や住居として簡易的に構築された構造物と考えられているが、柏城で検出された方形竪穴は、火処を持

つ点から居住施設としての機能が持たされていたものと推定される O この種の遺構は、同じ三の丸内に

該当する第 1・2地点では、 10・21・24・26Dの 4基が検出されており、その他では検出されていない

ため、三の丸内という選地による機能分化の存在が認められる O

埼玉県内では同種の遺構が息樹原・檎下遺跡で確認されている(平田他 1989)。

」
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これら の遺構の年代聞は、おおむね柏城が機能していた時期に該当するものと考えられる。 

B群 l類とした長方形の土坑の機能と して、報告書中 094ページ )において農業関連、城館関連、

遮蔽物の基礎と三 .つの可能性を示唆している O

埼玉県内では、同種の形状を呈する遺構が児玉町浅見北遺跡(恋河内 1997)からも 25基検出されて

いる O 報告書では、この種の遺構を 「溝状土墳Jという名称で呼んでいるが、南北方向に長軸をあわせ

ている二つの方向性を持った遺構群が検出されている o I一部土墳同志で重複しているが、いずれも士

墳の端部を相互に接する程度の類似した重複形態であり 、明確に新旧関係が捉えられないことからも、

あまり時間差はない」と考えてい る O 時代比定としては、 「中世屋敷が廃絶された後の、中世後半 05

世紀後半)か ら近世前半頃」と想定 している。

遺構の性格については、不明であるとしながらも、「ほ場整備前の調査区の現地表面に見 られた畑の

区画の基礎」にな ったものとしている。

また、都内でも類似した遺構として、東京日野市山王上遺跡(千田 2004)で236基の長万形の士坑

が長軸方向を一致させて検出されている。 この土坑群も 「現在調査区の囲む道路の方向に一致」 してい

ることが指摘され、この道路が明治大正期の地図からも知ることができることか ら、公団住宅の建設以

前の遺構であろうと推測している。

、。L城山遺跡、で検出されたこの種の遺構も出土遺物が少なく 、時代比定 ・用途の認定など思うに任せな 

しかし、前記した遺跡と同様、やはり現況道路などの万向によく 一致したものである O 現在の道路は、

『舘村旧記」 に見られる 「柏城落城後の屋敷割の図」に認められる東門と内門をつなぐ道路であろうこ

とから、ある程度近世期の区画が意識されたものと解したい。

これらのことから、この B群 1・2類の士坑は、報告中でも指摘しているように柏城廃城以後に三の

丸地点が耕地化されるに伴い構築された遺構である可能性が高いものと考えられる O この種の遺構は、

第 1・2地点では検出されていないことを考えると、柏城廃城以後の土地利用に関して第 1・2地点と

第42地点では異なっていた可能性も指摘される。 

E群 2類とした地下室は、従来墳墓とされる地下式坑と同種の性格とすべきであるのか若干の疑問が

ある O この遺構の分布は、志木市近傍では、新座市新聞遺跡第 3地点(斯波 1989)や朝霞市ハケタ・

中道遺跡(野沢 1994)などでも確認されており 、昭和前半頃まで使用されていた穴倉の可能性も考慮

して考察する必要がある。 

E群 1類に関しでも出土遺物が少ないため確実な時代比定が困難である。 しかし、火処を持つ竪穴の

存在など仮説的平坦地の可能性が指摘できるとするならば、 E群 1類とした地下室も食料貯蔵庫などの

ような平坦施設の一部である可能性も考慮する必要がある O

井戸跡は、出土遺物が 17世紀前半の遺物が日に付くことから、この時期が廃棄年代ではなし、かと考え

られる O 柏城の遺構か、廃城後の開発に伴うものと推定される O

ただし、第42地点22Wや第 1・2地点の 17Dと 5Wは掘り込みを伴う特殊な形状の井戸であり、 17D

から は、懸垂して使用したと考えられる和鏡が検出されており、柏城に伴う可能性の高い遺構である O 

( 3 )まとめ

以上の ことから、 三の丸か らの出土遺物は第 1・2地点の出土遺物もあわせて 15世紀後半から 16世紀

代の遺物が主体を占めることが分かる O すなわち城としての機能は大まかにこの年代幅に収まると考え 
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られ、検出された遺構もこの時代幅におさまるものと考えられよう O このことから、柏城の三の丸は、

15世紀ころ以降に機能していた場所であること、また兵立占地
へいたんら

としての機能があったことが推定さ れる O

拍城の自体の築城時期は、今次までの調査では確実な証拠を掴むことは出来なかったが、 14世紀に遡

る遺物が検出されていることなどから、 14世紀以前にさかのぼる可能性もある O 遺物の年代観等を見る

と、柏城を「廻国雑記」記載される 「大石信濃守といへる武士の館」とすることに不都合は無い。また、

現状の城館跡として認識されている柏城の形状は、近世期に改変を受けてはいるものの、おおむね 15~ 

16世紀に形成されたものといえよう O

第 1・2地点では中世と考えられる掘立柱建物跡やその可能性のある柱穴などが検出されてお り、 三

の丸に建物が存在していたことは確実である O

第42地点で検出された方形竪穴が仮設の兵砧施設であるとするならば、柏城にこのような施設が構築

された時期は限定されるのではないかと考えられる O 現状では、大きな戦と考えられるものに、 後北条

氏対越後上杉氏、後北条氏対甲斐武田氏、そして後北条氏対豊臣氏が考えられるのではないだろ うか。

『館村旧記』には、対越後上杉氏との合戦で柏城落城の伝説が記されていることは示唆的である。

遺物は、 15・16・17世紀と年代が連続して出土しているところを見ると、柏城は、豊臣氏による関東

征伐まで存続していた可能性は大きく、それ以後連続して『舘村旧記』に見られるような開発が行われ

たものと推定される。これは、第 35地点で検出された近世初頭期の鋳造遺構の存在がこのことの証拠と

なろう O

第 1・2・42地点では、墓坑と考えられる土坑群が検出されている O これらは、遺物や形状から中世

後半といわれる墓坑に類似する O しかし、墓域を城館内に散在的に設けるだろうか。廃城後に形成され

た民家に伴う家墓の可能性はなし、かと考えている O 志木市内では、中道遺跡第26地点で棺と寛永通宝の

六道銭を伴う近世墓が検出されており、棺を持つ近世的墓制に切り替わるのがこの前後の時期ではない

かと推定されることから、第 1・2・42地点で検出された墓坑は、柏城廃城以後の年代を持つ可能性も

ある o r舘村旧記』に昆られる近世期初頭の開発に伴う民家の家墓の可能性が追求されよう O

柏城の廃城が、豊臣秀吉による小田原征伐によるものであるとするならば、城山遺跡から検出されて

いる瀬戸大窯期の遺物がほほ、廃城前後を分けるものとなろう O

柏城廃城後に直ちに城以外の機能を持つ場所として変貌してい ったものと考えられる O 第35地点での

鋳造遺構やそのほか近世前半期と考えられる遺構・遺物の存在はそのことを裏付けている。

[註]

(1)比企型杯については、坂戸市の加藤恭朗・坂野千登勢両氏にこ教示を頂いた。特に、加藤氏は、比企型士不の生産地につい

て、比企型原の胎土に白色針状物質が普遍的に含まれることから、入問地域は比企型杯を出土する中心地的な存在であり

ながら、占代の南比企窯跡群で使用される粘土と同ーのものであるという認識であり、生産地はやはり比企地域に特定で

きるのではなし、かと筆者と同意見であった。 

( 2) r舘村検地帳』については、現在、 『元禄十四年武州新座郡舘村検地水帳全 9冊及び畑方御検地野帳 6冊」として、 市指定

文化財に指定されている。指定年月日は平成 2年 3月 1日 元禄検地は、志木市においては、元禄11 (1698)年に川越城O

主柳沢吉保領分に編入された宗岡・舘村では、元禄13 (1700)年に 「宗岡村」で、翌年に「舘村」でそれぞれ実施された。 
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| 土師器の胎土分析 

1 .土師器の胎土分析

藤根 久・今村美智子(パレオ・ラ ボ) 

1 .はじめに

上器の胎土分析は、一般的には製作地の推定を目的として行われる場合が多い。しかしながら、例え

ば胎土中に含まれる岩石片の特徴から、これら砂粒物の示す地域がいずれであるかを推定するこ とは容

易でない。

土器胎土は、基本材料として粘土と砂粒などの混和材か ら構成されるが、粘土材料は比較的良質とも

思える粘土層から採取され、混和材としての砂粒物は、これら粘土採取の際に粘土層の上下層に分布す

る砂層などを採取したことが、粘土採掘坑の調査から推察される(藤根・今村 2003)。

東海地域には、弥生時代後期の赤彩を施したパレススタイル土器が知られているが、これら 3分の]

程度の試料では、砂粒物として火山ガラスが多量に含まれるが(藤根 1998、車崎ほか 1996)、これ

ら火山ガラスは、粘土採取の際に近接地に分布するテフラ層を採取したことが予想される。このように、

胎土中の混和材は、砂層の特徴である可能性が高 く、現河川砂とは大きく異なることから、現在の河川

、。L砂との比較では問題が大き 

土器胎士は、第一に土器に使用した粘土や混和材がどのような特徴を持っかを十分理解するこ とが重

要であり、こうした特徴を持っと思われる粘土層や砂層などと比較検討すべきと考える O

ここでは、古墳時代後期の 148号住居跡から出土した土師器の胎土材料について検討した。 

2.試料と方法

試料は、士不・高杯・鉢・甑・整形土器などの 60試料と、参考資料として中野遺跡第49地点の 14弓住居

跡(弥生時代後期)と 66号住居跡(古墳時代後期〉から検出された粘土 2試料である(第61表)。

これら試料は、次の手順に従って偏光顕微鏡観察用の薄片(プレパラ 卜)を作成 した。なお、粘土

は、予め電気炉を用いて750度、 6時間で焼成し、土器と同様に薄片を作成した。

(1)試料は、始めに岩石カッタ などで整形し、恒温乾燥機により乾燥した。全体にエポキシ系樹脂

を含浸させ固化処理を行った。 これをスライドグラスに接着し平面を作成した後、同様にしてその平由.

の固化処理を行った。 

(2)さらに、研磨機およびガラス板を用いて研磨し、平面を作成した後スライドグラスに接着した。 

(3)その後、精密岩石薄片作製機を用いて切断し、ガラス板などを用いて研磨し、厚さ 0.02mm前後の薄

片を作成した。仕上げとして、研磨剤を含ませた布板上で琢磨し、コーティング剤を塗布した。

試料は、薄片全面について微化石類(珪藻化石、骨量十化石、胞子化石)や大型粒子など、の特徴につい

て観察・記載を行った。なお、ここで採用した各分類群の記載とその特徴などは以下の通りである O

[放散虫化石]

放散虫は，放射仮足類に属する海生浮遊性原生動物で，その骨格は硫酸ストロンチウムまたは珪酸から

なる。放散虫化石は，海生浮遊生珪藻化石とともに外洋性堆積物中によく見られる。 

[骨針化石] 
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うケ試料番号 持図番号 器 種 類 明度色/相彩度 色
浪人粒子白肉眼的特徴

その他

No.l 第5E図]� t平形土器� A類� 5YR 5/4 にぶい赤褐 。� 表商赤彰� :.) 

ムO。後黄日額郎形土器2図55第� .2NO 2.5Y 8/3 O ム� 

第55図4 にぷい燈 。� 。O O7.5Y 7/3類l類一C司〈形土器� .4No

E角閃石類 黒夜色敦子白色結晶 透明粒子 母鎖 赤色粒子二� 

55 3 10γR 8/3B O第 図 部形土器 浅黄位 細粒類I No3 

55 5 C lNO.5 矧� 10YR 6/6 組粒子多い第 図 郎形土器 類 。 。明黄褐 ム

ONO.7 ¥55 7 C l苛� IOYR 6/6 明黄褐図 係形土器� 類 類 。。 。

10γR55 C 2 7/3 ⑤問、形土器� 矧 にぷい員檀 。 。第 図自 類 ムム

@55 9 7.5Y 7/4 粗粒子多いD l にぶい極 。 。第 図 ム外形七器� 漁 主i!� 

55 10NulO D l IOYR 7/4第 図 にぶい黄檀 。 組粒子多い原形土器� 頬 主 ム ム ⑥JI ム� 

D 255 11 lOYR 7/4Noll 額 類 にぷい黄位第 図 跡形土器� ③ム ム� 

Oによ仏、黄樫55 13 が� ONo13 E l !OYR 7/3 。 相粒子多い第 原形土器� 顎 。関 ム� 

スコリア?OE にぶい栂Nul1 55 14 i 7.5Y 。四:形土器 類 穎� 714 。 。 。第 図� 

55t15 l JOYRNo15 7/3 にぶい黄燈第 保形土器 日組 類 。 ⑥宣 ム

O16 75YR55 16 E 1 7/6 極第 図 類 類 ム ム ム恥 杯形土器.

E 2No 55 17 7.5Y 7/3 ^ 。組 主員 にぶい権 。J7 第 図 保!日土器� 。ム� 

スコ リアつO O55 18 E 2NoJ8 lOYR 8/2 。第 応形土器 類 類 。凶 灰白 ム� 

O O O5.¥ 19 E 3 lOYR 7/4 にぶい賞位� ^No19 第 図 ⑬原形士:ffi 類一 類 類a

，� O0.20 E55 20 E 31-a 7.5Y 7/4平形土器 にぶい偉 祖粒子多い第 図 類 額 。宥 ⑬ム� 

INO.21 55 21 E 3 2.5Y 7/3 。 岨粒子多い不形卜器� E第 図 額一類 類 ③ ム 。主黄a

:i1 O10YR にぷい黄櫨N22 55122 主平形土器 3 b 7/4 。矧 。第 日額一額一o.

スコ，)ア?細粒23 55 23 E 3 b によ、い黄憧IOYR 7/4第 図 杯形土器 類 類 。顛 ム ムI胤� 

OF 1 ONO.25 55 25 可形 七器� !OYR 8/2類 類 類 。 。第 図 灰白 ム: a

O55 26 F l b 。 内部に隙間多いNO.26 10YR 6/3 にぷい黄償第 図 杯形土器 類 類 類 。 ム

O O55 27 F l b A 。N27 10YR にぶい黄債第 図 原形土器 類 類� 7/3領 ムo.

(Q)No28 55 28 I F 2 lOYR にふい賞憧 祖粒子多い!内部に隙間多い6/4 。第 図 平形土器� 類 類 類 ム ム ムa

スコリアワ| ム 。NO.29 55 29 lOYR 7/4 にぷい黄梅 。第 図� F 類一2~ 額 ム ム杯形土器� -a

スコリアワ� F 2 b55 30 7.5Y 7/4 ONO.30 珂く形土器� 類� に ，い控 ③ 。第 図 頒 煩 ム ム~

O1 。NO.31 55 31 F 3 7.5YR 7/6 ネ立形土器 。同第 図 類 類 ム

O O55 32 10YR 7/3NO.32 にぷい黄極第 図 品五平形土器� ム� 

5YR O55 33 E 61 燈 ⑬ 組紐子多いNO.33 〔小型丸型)� 日 。 。第 図 丸型 形土器

NO.34 55 34 10YR 7/3 にぷい黄櫨 。③第 図 〔小型丸型)� ム丸 形土器 ム~

')

スコリ� つにふ、い檀55 36 7.5Y 7/3 ON36 。 7第 図 ム ム鉢形土器� | 。o.

OONO.37 55 37 I ム ム第 図 鉢形土器 一一一「一一76Y 5E// こ、ぃ褐� 
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O039 56 39 5YR 7/4 にぶい世� 。O⑥第 図 甑形土器� ム引� 

O56 スコ リアワ7.5Y にぶい位N40 第 図的 714 。甑形仁器 ム ム ムo.

ONu41 56 41 lOYR 7/4 にぷい積極 。 。第 図 (小型丸鐙〕� ム丸型形土器
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1.士師器の胎土分析

海綿動物の骨格を形成する小さな珪質、石灰質の骨片で、細い管状や針状などを呈する。海綿動物は、

多くは海産であるが、淡水産としても日本において23種ほどが知られ、湖や池あるいは川の水底に横た

わる木や貝殻などに付着して生育する O

[~圭藻化石]

珪酸質の殻をもっ微小な藻類で、その大きさは 10~数百川程度である。珪藻は海水域から淡水域に広

く分布し、個々の種類によ って特定の生息環境をもっ O 最近では、 小杉(1 988)や安藤(1990)によっ

て環境指標種群が設定され、具体的な環境復原が行われている O ここでは、種あるいは属が同定できる

ものについて珪藻化石(淡水種)と分類し、同定できないものは珪藻化石(?)とした。なお、各胎土

中の珪藻化石は、その詳細を記載した。

[植物珪酸体化石]

植物の細胞組織を充填する非品質含水珪酸体て、あり、大きさは種類によっても異なり、主に約1O ~50 

fJJ7l前後で、ある O 一般的にプラン卜・オノfールとも呼ばれ、イネ科草本、スゲ、シダ、 トクサ、コ ケ類な

どに存在することが知られている O ファン型や亜鈴型あるいは棒状などがあるが、ここでは大型のファ

ン型と棒状を対象とした。

[胞子化石]

胞子状粒子は、珪酸質と思われる直径 1O ~30 fJJ7l程度の小型無色透明の球状粒子である。これらは、水

成堆積中で多く見られるが、土壌中にも含まれる。

[石英・長石類j

石英あるいは長石類は、いずれも無色透明の鉱物である O 長石類のうち後述する双晶などのよ うに光

学的に特徴をもたないものは石英と 区別するのが困難である場合が多く一括して扱う。なお、石英・長

石類(雲母)は、 黄色などの細粒雲母類が包含される石英または長石類である O 

[長石類]

長石は大きく斜長石とカリ長石に分類される。斜長石は、双晶(主として平行な楕)を示すものと累

帯構造(同心円状の縞)を示すものに細分される(これらの縞は組成の違いを反映している)。カリ長

石は、細かい葉片状の結晶を含むもの(パーサイト構造)と格子状構造(微斜長石構造)を示すものに

分類される O また、ミルメカイトは斜長石と虫食い状石英との連品(微文象構造という)である O 累帯構

造を示す斜長石は、火山岩中の結晶(斑晶)の斜長石にみられることが多い。パーサイト構造を示すカリ

長石はカコウ岩などの Si02%の多い深成岩や低温でできた泥質 ・砂質の変成岩などに産する O

ミルメカイトあるいは文象岩は火成岩が圃結する過程の晩期に生じると考えられている。これら以外

の斜長石は、火成岩、堆積岩、変成岩に普通に産する O

[雲母類]

一般的には黒雲母が多く、黒色から暗褐色で風化すると金色から 白色になる。形は板状で、へき開

(規則正しい割れ目)にそって板状には剥がれ易い。薄片上では長柱状や層状に見える場合が多い。カ

コウ岩などの Si02%の多い火成岩に普遍的に産し、泥質、砂質の変成岩および堆積岩にも含まれる O

なお、雲母類のみが複合した粒子を複合雲母類、とした。

[輝石類]

主として斜万輝石と単斜輝石とがある O 斜方輝石(主に紫蘇輝石)は、肉眼的にビールび、んのような

淡褐色および淡緑色などの色を呈し、形は長柱状である。 SiOz%が少ない深成岩、 Si02%が中間ある
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いは少ない火山岩、ホルンフェルスなどのような高温で生じた変成岩に産する。単斜輝石(主に普通輝

石)は、肉眼的に緑色から淡緑色を呈し、柱状である� O 主として� Si02%が中聞から少ない火山岩によ

く見られ、� Si02%の最も少ない火成岩や変成岩中にも含まれる O

[角閃石類]

主として普通角閃石であり、色は黒色から黒緑色で、薄片上では黄色から緑褐色などである� 形は細O

長く 平たい長柱状である� O 閃緑岩のような� Si02%が中間的な深成岩をはじめ火成岩や変成岩などに産

する。

[ガラス質]

透明の非結晶の物質で、電球のガラス破片のような薄くて湾曲したガラス(バブル・ウオール型)や

小さな泡をたくさんもつガラス� (軽石型)などがある。主に火山の噴火により噴出された噴出物と考え

る� なお、濁ガラスは、非品質でやや濁りのあるガラスで、火山岩類などにも見られるO O

[複合鉱物類]

構成する鉱物が石英あるいは長石以外に重鉱物を伴う粒子で、雲母類を伴う粒子は複合鉱物類(含雲

母類)、輝七類を伴う粒子を複合鉱物類(含輝石類)、角閃石類を伴う粒子を複合鉱物類(角閃石類)と

した。� 

[複合石英類]

複合石英類は石英の集合している粒子で、基質(マトリックス)の部分をもたないものである� 個々のO

石英粒子の粒径は粗粒のものから細粒なものまで様々である。ここでは、便宜的に個々の石英粒子の粒

径が約O.Olrnrn未満のものを微細、� 0.01~0.05rnrnのものを小型、 0.05~0.lrnrnのものを中型、 O.lmm以上のも

のを大型と分類した。また、等粒で小型の長石あるいは石英が複合した粒子は、複合石英類(等粒)と

して分類 した。この複合石英類(等粒)は、ホルンフェルスなどで見られる粒子と考える� O 

[砂岩質・泥岩質]

石英、 長七類、岩片類などの粒子が集合し、それらの聞に基質の部分をもつもので、含まれる粒子の

大きさが約0.06mm以上のものを砂岩質とし、約0.06mm未満のものを泥岩質とする O

[不透明・ 不明]

下方ポ ーラーのみ、直交ポーラーのいずれにおいても不透明なものや、変質して鉱物あるいは岩石片

として同定不可能な粒子を不明とする。� 

3. 各胎土の特徴および計数の結果 


(各胎士の特徴および計数の結果)


胎土中の粒子組成は、任意の位置で‘の粒子を分類群別に計数した(第� 62表)。また、計数されない微

化石類や鉱物・岩石片を記載するために、プレパラ 卜全由佳精査・観察した。以下では、粒度分布や� 

O.lmrn前後以上の鉱物・岩石片の砂粒組成あるいは計数も含めた微化石類などの記載を示す。なお、不

等号は、概略の量比を示し、二重不等号は極端に多い場合を示す。� 

No. 1 : 70~600 f1lllが多い(最大粒径1. 5mm) 。 赤褐色粒子〉複合石英類(微細))石英・長石類〉単斜輝石、

斜方輝石、角閃石類、[片理複合石英類]、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石� 

No.2 : 70~500 f1lllが多い(最大粒径 800μm) 。 石英・長石類〉複合石英類(微細) )軽石型ガラス質、
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斜長石(双品)、斜長石(累帯)、角閃石類、ジルコン、珪藻化石(沼沢湿地付着生� Eunotiαprαerupta 

Uαr.bidens、Stαuroneisphoenicenteron、淡水種目nnulariα属、� Cymbellα属、� Eunotiα属、� Diploneis

属、不明種多産)、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石やや多い� 

No. 3 : 70~300 fJ1/lが多い(最大粒径750 fJ1/l)。石英・長石類〉斜長石(双晶))斑晶質〉複合石英類(微細)

〉角閃石類、ジルコン、単斜輝石、[軽石型ガラス質]、放散虫化石、珪藻化石(淡水種� Eunotialunαns、� 

Cymbella minutα、Pinnulariα属、� Nαuiculα属、� Neidium属、� Diploneis属、� Melosira属、� Eunotiα

属、� Cymbellα属、� Gomphonemα属、不明種極多産)、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石� 

No.4 : 100~750fJ1/lが多い(最大粒径1. 2mm)。石英・長石類〉複合石英類(微細))砂岩質〉複合石英類、

斜長石(双品)、角閃石類、[発泡斑品質、ガラス質]、角閃石類、単斜輝石、斑晶状泥岩質、珪藻化石

(淡水種目nnulariα属、� Eunotiα属、不明種多産)、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石多い� 

No.5 : 50~500 fJ1/lが多い(最大粒径 900 fJ1/l) 。石英・長石類〉複合石英類(微細))複合石英類、斜長石

(双晶)、 [斑品質、発泡斑晶質、片理複合石英類、ガラス質]、斜方輝石、角閃b類、珪藻化石(淡水種� 

Epithemiαturgidα、Synedrαulnα、Cymbellα属、� Eunotiα属、不明種多産)、骨針化石、胞子化石、

植物珪酸体化石� 

No. 6 : 110~800 fJ1/lが多い(最大粒径1. 4mm)。複合石英類(微細))石英・長石類〉複合石英類、[褐色ガ、

ラス付着斜長石(双品)J、斜長石(双品)、� [発泡斑晶質]、角閃石類、斜方輝石、珪藻化石(淡水種� 

Pinnulariα属、� Cymbellα属、不明種多産、砂粒付着� Pinnulariαborealis)、骨針化石、胞子化石、植

物珪酸体化石多い� 

No. 7 : 60~600川が多い(最大粒径1. 4mm)。複合石英類(微細))石英・長石類〉砂岩質〉複合石英類、

斜長石(双晶)、[褐色ガラス付着斜長石(双晶)J、斑品質、単斜輝石、角閃石類、ジルコン、珪藻化石

(沼沢湿地付着生 Eunotiapraeruptαuαr.bidens、淡水種� Pinnulariα属、� Eunotiα属、� Melosirα属、

不明種多産)、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石多い� 

No.8 : 60~600 fJ1/lが多い(最大粒径1. 7mm)。石英・長b類〉複合石英類(微細))斜長石(双晶)、カリ

長石(パーサイト)、角閃石類、複合石英類、砂岩質、[ガラス質、発� i包斑晶質]、珪藻化石(淡水種� 

Synedrαulnα、不明種)、胞子化石、植物珪酸体化石� 

No.9 : 110~700 fJ1/lが多い(最大粒径1. 5mm) 。 複合石英類(微細))石英・長石類〉砂岩質〉複合石英類、

角閃石類、カリ長石(パーサイト)、単斜輝石、� [斑品質、ガラス質、ジルコン]、珪藻化石(沼沢湿地

付着生� Eunotiαprαeruptαuαr.bidens、淡水種目nnulαnα 属、� Eunotiα属、不明種多産、砂粒付着� 

Cymbella sinuαtα)、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石やや多い(ヨシ属含む)� 

No.10 : 60~700 fJ1/lが多い(最大粒径 1.2mm)。複合石英類(微細))石英・長石類〉砂岩質〉斜長b C双晶)、

カリ長bCパーサイト)、� [複合石英類、発泡斑品質j、角閃石類、ジルコン、単斜輝石、珪藻化石(淡

水種� Synedraulnα、不明種やや多い)、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石� 

No.11 : 50~400 fJ1/lが多い(最大粒径850 fJ1/l)。石英・長石類〉複合石英類(微細))複合石英類、角閃石類、

斜長石(双晶)、単斜輝石、ジルコン、� [ガラス質、片理複合石英類]、珪藻化石(淡水種目nnulariα

属、� Eunotiα属、イ¥明種)、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石やや多い� 

No.12 : 110~600 fJ1/lが多い(最大粒径 2.5mm)。石英・長石類〉複合石英類(微細))砂岩質〉斜長石(双

晶)、発泡斑品質、角閃石類、単斜輝石、[ガラス質]、珪藻化石(淡水種� Epithemiααdnα旬、� Eunotiα� 

formicα、Pinnulαnα 属、� Eunotiα属、不明種多い)、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石、イネ頴� 

斗ム
A



1 土師器の胎土分析

珪酸体化石� 

NO.13 : lO O~800，UJnが多い(最大粒径l. 6mm)。複合石英類(微細))斑晶質〉石英・長石類〉複合石英類、

砂岩質、斜長石(双晶)、斜方輝石、単斜輝石、凝灰岩質、角閃石類、片理複合石英類、珪藻化石(淡

水種� Nαviculapusillα、Pinnulαnα属、� Cymbellα属、� Nitzschiα属、不明種多産)、骨針化石、胞子

化石、植物珪酸体化石� 

No.14 : 90~800，UJnが多い(最大粒径l. 5mm)。複合石英類(微細))石英・長石類〉砂岩質〉複合石英類、

斜長石(双晶)、カリ長石(パーサイト)、発泡斑晶質(最大粒径l.7mm)、単斜輝石、角閃石類、珪藻化

石(淡水種� Pinnulariα属、不明種)、骨量十化石、胞子化石、植物珪酸体化石� 

No.15 : 50~500，UJnが多い(最大粒径 1 mm)。複合石英類(微細))石英・長石類〉砂岩質〉斜長石(双晶)、

[発泡斑品質]、複合石英類、角閃石類、単斜輝石、カリ長石(パーサイト)、ジルコン、珪藻化石(沼

沢湿地付着生� Eunotiαpraeruptαuαr.bidens、Eunotiαformicα、Eunotiα属、不明種多産)、骨量十化

石、胞子化石多い、植物珪酸体化石� 

No.16 : llO~800，UJnが多い(最大粒径l. 3mm)。複合石英類(微細))石英・長石類〉斑品質、複合石英類、

[発泡斑晶質]、斜長石(双晶)、角閃石類、単斜輝石、珪藻化石(海水種 Coscinodiscus属/Thalassiosirα

属、淡水種� Nαviculabαcillum、Pinnulariα属、� Eunotiα属、� Cymbellα属、不明種多産)、骨針化石、

胞子化石多い、植物珪酸体化石� 

No.17 : 120~400，UJnが多い(最大粒径 850，UJn)。石英・長石類〉棲合石英類(微細))斜長石(双晶)、カリ

長石(パーサイ卜)、単斜輝石、角閃石類、� L複合石英類、発泡斑晶質]、珪藻化石(湖沼沼沢湿地� 

Melosirααmbiguα、淡水種� Synedrαulnα、Pinnulariα属、� Melosirα属、� Eunotiα属、陸域� Hαntzschiα� 

αmphioxys、不明種)、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石� 

No.18 : 50~750，UJnが多い(最大粒径l. 2mm)。複合石英類(微細))石英・長石類〉砂岩質〉斜長石(双晶)、

[複合石英類、斑品質]、角閃石類、泥岩質、単斜輝石、珪藻化石(沼沢湿地付着生 Eunotiαpectinalis 

uαr.uηdulatα、Eunotiαpraeruptαuαr.bidens、湖沼沼沢湿地� Melosirααmbiguα、淡水種目nnulariα

属、� Eunotiα属、� Cymbellα属、不明種多産)、骨針化石、胞子化石多い、植物珪酸体化石� 

No.19 : 40~400，UJnが多い(最大粒径 1 mm)。石英・長石類〉砂岩質〉複合石英類〉泥岩質〉斜長石(累帯)

〉角閃石類》スコリア、珪藻化石(淡水種� Pinnulariα属、不明種)、骨針化石、胞子化石、植物珪酸

体化石、稲穎珪酸体化石� 

NO.20 : 70~700 ，UJnが多い(最大粒径l. 5mm)。複合石英類(微細))砂岩質〉石英・長石類、複合石英類、

角閃石類、[ジルコン]、単斜輝石、斑晶質、[スコリア質]、珪藻化石(淡水種目nnulariα属、不明種

多い)、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石やや多い� 

NO.21 : 90~750，UJnが多い(最大粒径l. 5mm)。複合石英類(微細))砂岩質〉複合石英類、泥岩質、石英・

長石類、ジルコン、角閃石類、単斜輝石、珪藻化石(藻場� Cocconeisscutellum、淡水種� Neidium属、

不明種多い)、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石� 

NO.22 : 150~800，UJnが多い(最大粒径l. 4mm)。石英・長石類〉複合石英類(微細))砂岩質〉複合石英類、

角閃石類、単斜輝石、� [ガラス質、発泡斑品質]、ジルコン、珪藻化石(淡水種� Synedrαulna、Pinnulαnα

属、不明種やや多い)、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石� 

No.23 : 70~600，UJnが多い(最大粒径900，UJn)。複合石英類(微細))石英・長石類〉砂岩質〉斜長石(双晶)、

複合石英類、� [発泡斑品質]、雲母類、角閃石類、珪藻化石(淡水種� Euηotiαbiαreoferα、Pinnulαnα� 
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属、不明種多産)、骨針化石、胞子化石多い、植物珪酸体化石� 

NO.24 : 70~750 f1ll1が多い(最大粒径1. 4mm)。複合石英類(微細))石英・長石類〉砂岩質、斜長石(双晶)、

カリ長石(パーサイト)、[発泡斑晶質、斑品質]、角閃石類、単斜輝石、珪藻化石(沼沢湿地付着生� 

Eunotia pectinαlis uαr.undulatα、淡水種� Pinnulariα属、� Eunotiα属、� Cymbellα属、不明種多産)、

骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石� 

NO.25 : 100~750f1lllが多い(最大粒径1. 2mm)。複合石英類(微細))石英・長石類〉砂岩質〉斜長石(双

晶)、[複合石英類、発泡斑晶質]、角閃石類、単斜輝石、珪藻化石(淡水種� Eunotiα属、� Cymbellα属、

不明種多い)、骨針化石、胞子化石多い、植物珪酸体化石� 

NO.26 : 90~700 f1lllが多い(最大粒径1. 1mm)。石英・長石類〉複合石英類(微細))斑品質〉斜長石(双晶)、

単斜輝石、砂岩質、複合石英類、角閃石類、褐色ガラス付着斜長石(双晶)、珪藻化石(淡水種� Pinnulariα

属系、不明種多い)、骨針化石、胞子化石多い、植物珪酸体化石� 

NO.27 : 90~750 f1ll1が多い(最大粒径1. 1mm)。複合石英類(微細))石英・長石類〉斑品質〉斜長石(双晶)、

褐色ガラス付着斜長石(双晶)、発泡斑品質、砂岩質、[ガラス質]、単斜輝石、珪藻化石(淡水種� 

Epithemiααdηαtα、Pinnulαnα 属、� Eunotiα属、� Cymbella属、� Diploneis属、不明種多産)、骨針化

石、胞子化石多い、植物珪酸体化石� 

NO.28 : 70~750 f1lllが多い(最大粒径1. 9mm)。複合石英類(微細))石英・長石類〉斜長石(双晶)、[複合

石英類、発泡斑晶質、斑晶質、片理複合石英類]、砂岩質、角閃石類、単斜輝石、珪藻化石(淡水種� 

Pinnulariα属、� Diplonθ[s属、不明種多L、)、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石� 

NO.29 : 80~750 f1lllが多い(最大粒径1. 4mm)。石英・長石類〉複合石英類(微細))砂岩質、泥岩質、複合

石英類、斜長石(双品)、カリ長石(パーサイト)、角閃石類、単斜輝石、ジルコン、[斑品質、発i包斑

品質]、珪藻化石(淡水種� Eunotiα属、� Cymbellα属、不明種多産)、骨針化石、胞子化石多い、植物珪

酸体化石� 

No.30 : 70~800 f1lllが多い(最大粒径mm)。複合石英類(微細))石英・長石類〉砂岩質、 t発泡斑品質] 、

角閃石類、斜長石(双品)、単斜輝石、ジルコン、珪藻化石(淡水種� Stαurone[sαcutα、Diploneis属、� 

Eunotiα属、不明種多産)、骨針化石、胞子化石多い、植物珪酸体化石� 

NO.31 : 80~500 f1lllが多い(最大粒径900 f1lll)。石英・長石類〉複合石英類(微細)}複合石英類、砂岩質、

斜長石(双晶)、砂岩質、角閃石類、[発泡斑品質]、単斜輝石、珪藻化石淡水種� Synedraulnα、� 

Cymbellα属、� Melosirα属、不明種やや多し、)、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石� 

NO.32 : 100~700f1lllが多い(最大粒径1. 3mm)。石英・長石類〉複合石英類(微細))砂岩質〉複合石英類、

雲母類、[軽石質ガラス、斑晶質、片理複合石英類]、単斜輝石、角閃石類、珪藻化石(淡水種� Pinnulariα

属、不明種)、骨量十化石、胞子化石、植物珪酸体化石� 

NO.33 : 70~800 f1lllが多い(最大粒径1. 5mm)。石英・長石類〉複合石英類(微細))斑品質〉複合石英頼、

斜長石(双晶)、砂岩質、角閃石類、珪藻化石(淡水種目nnulariα属、� Cymbellα属、� Diploneis属、

スコリア発泡内付着珪藻化石� Neidium属、� Melosirα属、不明種多産)、骨針化石、胞子化石多い、植

物珪酸体化石� 

NO.34 : 60~800 f1lllが多い(最大粒径1. 9mm)。複合石英類(微細))石英・長石類〉複合石英類、砂岩質、

カリ長石(パーサイト)、[発泡斑晶質]、単斜輝石、珪藻化石(淡水種� Cymbellα属、� Diploneis属、不

明種多い)、骨針化石、胞子化石多い、植物珪酸体化石多い� 
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No.35 : 100~750，um前後が多い(最大粒径1.4mm)。複合石英類 (微細))石英 ・長石類〉砂岩質〉角閃石

類、[発泡斑品質、凝灰岩質]、珪藻化石(淡水種目nnulariα属系、不明種)、骨針化石、胞子化石、

植物珪酸体化七� 

No.36 : 120，um~1. 0mmが多い(最大粒径1.6mm)。複合七英類(微細))石英 ・長石類〉砂岩質〉発泡斑晶

質、角閃石類、複合七英類、[凝灰岩質]、片理複合七i英類、珪藻化石(淡水種目nnulariα属、不明種)、

骨針化石、胞子化石多い、植物珪酸体化石� 

No.37 : 130~800，umが多い(最大粒径1. 1mm)。複合石英類 (微細))石英 ・長石類〉砂岩質〉斜長石(累

帯)、[発泡斑品質、複合石英類]、角閃七類、単斜輝石、珪藻化石(淡水種目nnulαnα 属、� Eunotiα

属、� Melosira属、不明種多産)、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石� 

No.38 : 70~750，umが多い(最大粒径1.2mm)。複合七英類(微細))複合石英類〉石英・長石類〉泥岩質、

単斜輝石、[ガラス質、発泡斑晶質]、珪藻化石(海水種� Grammatophoram αcilentα、藻場� Cocconeis 

scutellum、淡水種� Epithemiααdnatα、Melosirαdistαns、不明種)、骨針化石、胞子化石多い、植物

珪酸体化石� 

No.39 : 60~700，umが多い(最大粒径1.2mm)。複合石英類(微細))石英・長石類〉砂岩質〉複合右英類、

斜長石(双晶)、[発泡斑晶質、ガラス質]、泥岩質、角閃石類、単斜輝石、珪藻化石(淡水種目nnulariα

属、� Cymbellα属系、不明種多産)、骨針化七、胞子化石多い、植物珪酸体化五� 

No.40 : 100~900，umが多い(最大粒径1.9mm)。複合石英類(微細))砂岩質〉石英 ・長七類〉複合石英類、

斜長石(双品)、カリ 長石(パーサイト)、泥岩質、角閃石類、斜方輝石、[発泡斑晶質、斑品質]、珪藻

化石(淡水種目nnulαnα属、淡水種目nnulariα属、不明種)、 骨針化七、胞子化石、 植物珪酸体化石� 

No.41 : 60~700，umが多い(最大粒径1.1mm)。複合石英類(微細))石英 ・長石類〉砂岩質〉複合石英類、

斜長石(双晶)、発泡斑品質、斑品質、角閃石類、単斜輝石、[ガラス質、片理複合石英類]、珪藻化石� 

(i炎水種目nnulariα属、� Neidium属、� Eunotiα属、 不明種多い)、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化

七多い� 

No.42 : 60~400，umが多い(最大粒径1. 1mm)。複合石英類(微細))石英・長七類〉複合七英類、泥岩質、

砂岩質、角閃石類、斜長石(双品)、単斜輝石、[片理複合石英類]、珪藻化石(海水種� Coscinodiscus

属jThalαssws~rα 属、淡水種 Pinnulariα 属、不明種)、骨針化石、胞子化石多い、植物珪酸体化石 

No.43 : 60~700tJ1llが多い(最大粒径1.2mm)。複合石英類(微細))石英・長石類〉複合石英類、斑晶質、

斜長石(双晶)、単斜輝石、角閃石類、ジルコン、[発泡斑品質]、珪藻化石(淡水種 Stαurone~s αcutα、 

Pinnulαnα 属、� Cymbellα属、� Diploneis属、� Eunotia属、不明種多産)、骨針化石、胞子化七多い、

植物珪酸体化石� 

No.44 : 60~700，umが多い(最大粒径1.2mm)。複合右英類(微細))そコー英・長石類〉砂岩質〉複合石英類、

泥岩質、珪藻化石(淡水種� Synedraulηα、Pinnulariα属、� Eunotiα属、不明種)、骨針化石、胞子化

石、植物珪酸体化石多い� 

No.45 : 50~600，umが多い(最大粒径1.3mm)。複合石英類(微細))石英・長石類〉複合石英類、斜長石

(双晶)、斑品質、砂岩質、斜長石(累帯)、発泡斑品質、単斜輝石、角閃石類、珪藻化石(淡水種 Synedrα� 

μlnα)、骨針化七、胞子化七、植物珪酸化b 

No.46 : 90~700，umが多い(最大粒径1.6mm)。複合石英類(微細))石英・長石類〉複合石英類、砂岩質、

角閃七類、単斜輝石、斑品質、珪藻化石(海水種� Coscinodiscus属jThalassiosira属、湖沼沼沢湿地



付編�  

Melosirααmbiguα、淡水種� Epithemiαturgidα、Pinnulariα属系多い、� Cymbellα属、陸域Hαntzschiα 

αmphioxys、不明種)、骨針化石、胞子化石多い、植物珪酸体化石� 

7: .4No 100~900 !O1lが多い(最大粒径1. 2mm ) 。 石英・長石類〉 複合石英類(微細))斜長石(双晶)、複合

植物珪酸体化石� 

珪酸体化石� 

胞子化石、植物珪酸体化石� 

い、植物珪酸体化石多い� 

珪藻化石(淡水種� Stαurone[sαcu旬、� Pinnulariα属、� Cymbellα属、Synedrα属、Melosirα属、不明

Melosirα石英類、砂岩質、角閃石類、ジルコン、単斜輝石、発泡斑品質、珪藻化石(湖沼沼沢湿地� 

mbigu nnulari Cymbell Neidiumα α α α、淡水種目 属、 属、 属、不明種多産)、骨針化石、胞子化石、

.4N 8:90~750 !O1lが多い(最大粒径1.4mm)。複合石英類(微細))砂岩質〉石英・長石類〉複合石英類、o

角閃石類、斜長石(双品)、斑品質、[発泡斑品質]、泥岩質、単斜輝石、放散虫化石、珪藻化石(海水

Coscinodiscus /Th PinnulariαJα α α種 属 属、淡水種 属、不明種)、骨針化石、胞子化石、植物sswsu唱� 

.4No9:60~700 !fJllが多い(最大粒径1.9mm)。複合石英類(微細))石英・長石類〉複合石英類〉砂岩質〉

斜長七 (双晶)、斑晶質、発泡斑品質、[片理複合石英類]、単斜輝石、角閃石類、珪藻化石(海水種I

Coscinodiscus /Thalassiosir Sturoneisphoenicenteronα α属 属、沼沢湿地付着生� 、不明種)、骨針化石、

No.50:100~600!O が多い(最大粒径1.6mm)。石英・長石類〉複合石英類(微細))斑品質、複合石英類、n

Coscinodiscus /Th ssws[r MelosirαJα α α砂岩質、斜長石(双晶)、珪藻化石(海水種 属 属、湖沼沼沢湿地� 

mbigu nnulari Cymbell Melosiraα α α α、淡水種目 属、 属、 属、 不明種多産)、骨針化石、胞子化石多

No.51:100~500!O が多い (最大粒径750!O )。複合E英類(微細))石英 ・長石類〉砂岩質〉 泥岩質、斜n n 

長石 (双晶)、褐色ガラ ス付着斜長石(双晶)、カリ長石(パーサイト)、角閃石類、単斜輝石、 [斑品質]、

Eunoti Cymbella Gomphonemα α(淡水種 属、 属、 属、不明種多産)、骨針化石、胞子化石多い、植物

種)、骨針化石、胞子化石、 植物珪酸体化石� 

No.52:100~800 !fJllが多い(最大粒径1. 8mm)。石英 ・ 長石類〉複合石英類 (微細) ) 砂岩質〉 複合石英類、

斑晶質、斜長石 (双晶)、発泡斑品質、ジルコン、角閃石類、� [片理複合石英類]、単斜輝石、 珪藻化石

珪酸体化石� 

No.53:110~750川が多い(最大粒径 2 mm)。複合石英類 (微細))石英 ・長石類〉 斑品質〉 砂岩質、斜長

石(双品)、カリ長右(パーサイト)、� [複合石英類]、ジルコン、雲母累、単斜輝石、斜方輝石、角閃石

類、軽石型ガラス質、珪藻化石(不明種)、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石� 

No.54:220~800 !Onが多い(最大粒径 1. 3mm) 。 複合石英類(微細))石英・ 長石類〉 斑品質〉斜長石 (双

晶)、 複合石英類、砂岩質、角閃石類、単斜輝石、斜方輝石、� [発泡斑晶質]、ジルコン、完品質、珪藻

化石(淡水種� Pinnulariα属、陸域� Hαntzschiααmphiox)以 不明種〕、骨針化石、胞子化石、 植物珪酸

体化石� 

No.55:80~500 !fJllが多い(最大粒径 1. 1mm)。複合石英類(微細))石英 ・ 長石類〉砂岩質〉複合石英類、

角閃石類、斜長石(双晶)、 単斜輝石、斑品質、 珪藻化石 (淡水種 目nnμJαnα 属、Diploneis属、� 

Eunotiα属、不明種多産)、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石� 

No.56:100~600 !fJllが多い(最大粒径1. 5mm)。複合石英類(微細))石英・ 長石類〉 斑品質、複合石英類、

斜長石(双晶)、斜長石(累帯)、砂岩質、角閃石類、発泡斑品質、単斜輝石、ジルコン、珪藻化石(湖

。。
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沼沼沢湿地� Melosirααmbiguα、淡水種� Diploneisfinnicα、Synedrαulnα、Melosirα属、ィー明種)、骨

針化石、植物珪酸体化石� 

NO.57 : 80~800，umが多い(最大粒径 1. 1mm)。石英・長石類〉複合石英類(微細))複合石英類、斜長石

(双晶)、カリ長石(パーサイト)、発泡斑晶質、 [斑晶質、片理複合石英類]、斜長石(累帯)、角閃石類、

単斜輝石、斜方輝石、珪藻化石(淡水種� Synedraulnα、Melosirαpensαcolαε、不明種多い)、骨針化

石、胞子化石、植物珪酸体化七� 

NO.58 : 80~500，umが多 L、(最大粒径1.6mm)。複合石英類(微細))石英・長石類〉砂岩質〉斜長石(双品)、

[片理複合石英類、発泡斑品質]、角閃石類、ジルコン、斜方輝石、複合石英類、珪藻化石(淡水種 

Pinnulariα属、不明種)、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石� 

NO.59 : 60~700，umが多い(最大粒径1. 9mm)。複合石英類(微細))石英・長石類〉砂岩質〉複合石英類、� 

[斑品質]、角閃石類、斜方輝石、珪藻化石(淡水種目nnulariα属、砂粒付着陸域� Pinnulariαboreαlis、

不明種多産)、胞子化石多い、骨針化石、植物珪酸体化石� 

NO.60 : 70~500，umが多い(最大粒径800，um)。複合石英類(微細))石英 ・長石類〉斑晶質、泥岩質、[複

合石英類]、斜長石(双晶)、斜長石(累帯)、角関石類、単斜輝石、珪藻化石(淡水種目nnulariα属、

不明種多産)、骨針化石、胞子化七多い、植物珪酸体化石� 

NO.61 : 60~290，umが多い(最大粒径 750，um)。石英・長石類》雲母類〉複合石英類(微細)、複合石英類、

[凝灰岩質]、角閃石類、単斜輝石、ジルコン、骨針化七、植物珪酸体化石� 

NO.62 : 50~250，umが多い(最大粒径 700 ，um)。石英・長石類〉複合石英類(微細))斜長七(双晶)、雲母

類、斑品質、放散虫化石、珪藻化石(海水種� Coscinodiscus属/Thalassiosirα属、淡水種� Eunotiα属、� 

Cymbellα属、不明種)、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石� 

4. 考察

(1)微化石による材料粘土の分類

検討した胎土中には、その薄片全面の観察から、珪藻化石や骨量十化石などが検出された。これら微化

石類の大きさは、珪藻化七が 10~数 100川(実際観察さ れる珪藻化石は大きいもので 150 .wn程度)、放散

虫化石が数 100，um、骨針化石が 10~100，um前後である(植物珪酸体化石が1O ~50，um前後)。一方、砕屑性

堆積物の粒度は、粘土が約 3.9，um以下、シノレ卜が約 3.9~62.5，um、砂が 62.5，um'"'-' 2mmである(地学団体研

究会・地学事典編集委員会編� 1981)。この ことから、植物珪酸体化石を除いた微化石類は、胎土材料

の粘土中に含まれるものと考えられ、その粘土の起源を知るのに有効な指標になると考える� なお、植O

物珪酸体化石は、堆積物中に含まれていること、製作場では灰質が多く 混入する可能性が高いなど、他

の微化石類のように粘土の起源を指標する可能性は低いと思われる O

検討した土器胎土は、微化石類により1)淡水成粘土の粘土塊、� 2)水成粘土を用いた胎士、である

ことが分かった (第 61表)。なお、粘土の起源を指標する珪藻化石などが少ない場合には、(淡水成)と

した。また、海水種珪藻化石が含まれるものの、淡水種珪藻化石が含ま れる場合には、粘土の種類は淡

水成とした。

1)淡水成粘土を用いた胎土ま たは粘土 (58~台士、 1 粘土)

これらの胎オーまたは粘土中には、比較的多く淡水種珪藻化石が含ま れていた。これら淡水成粘土と し
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た胎土では、淡水種珪藻化石と恩われる破片が多産している胎土が多し、。なお、 10胎土中には、少ない

ものの海水種珪藻化石あるいは放散虫化石を含む胎土も見られた。また、 66号住居跡カマドの粘土中に

は、放散虫化石が含まれていた。 

2)水成粘土を用いた胎士または粘土 (2胎土、 1粘土)

これらの胎土または粘土中には、少ないものの不明種珪藻化石あるいは骨針化石を含んでいた。 

(2 )砂粒組成による分類

ここで設定した複合鉱物類は、構成する鉱物種や構造的特徴から設定した分類群であるが、地域を特

徴づける源岩とは直接対比できな L、。このため、各胎土または粘土塊中の鉱物、岩石粒子の岩石学的特

徴は、地質学的状況に一義的に対応しない。

ここでは、比較的大型の砂粒について起源岩石の推定を行った。起源岩石の推定は、片理複合石英類

が片岩類、砂岩質や複合石英類(微細)が堆積岩類、斑品質や完品質が火山岩類、ガラス質がテフラ 

(火山噴出物)、複合石英類(大型)や複合鉱物類(含雲母類など)が深成岩類、凝灰岩質が凝灰岩類、

流紋岩買が流紋岩類である O なお、 発泡斑品質はスコリア質テフラである O

砂粒組成の分類は、最も多く出現する分類群(第 1出現群)と次いで多く出現する分類群(第 2出現

群)の組合せに従った。

その結果、土器胎土では、堆積岩類を主体として深成岩類などを伴う Cb群、堆積岩類を主体とする 

C群、堆積岩類を主体として火山岩類などを伴う Cd群、火山岩類を主体として堆積岩類を伴う Dc群

であ った (第62表)。

一方、粘土塊では、堆積岩類を主体として深成岩類などを伴う Cb群、堆積岩類を主体として火山岩

類な どを伴う Cd群であった。

出現数は、 Cb群が最も多く 40胎土と l粘土、次いで C群が 11胎士、 Cd群が 8胎土と 1粘土、 Dc

群が 1胎士であった。なお、富士火山などから噴出したスコリア(発泡斑品質)が相当多くの胎土中に

確認され、 No.14の杯形土器胎土中では最大粒径1.7rnrnの粒子が見られた。

一方、粘土塊では、堆積岩類を主体として深成岩類などを伴う Cb群、堆積岩類を主体として火山岩

類などを伴う Cd群であった。 

( 3 )胎土材料

土器胎土の材料は、粘土においては淡水種珪藻化石を比較的多く含む淡水成粘土を利用していた。ま

た、混和材としての砂粒は、一部の土器胎土を除いて堆積岩類を主体とした砂粒組成であった。

粘土と砂粒の特徴か ら大きく分類すると、粘土が淡水成で、砂粒組成が C群である場合を 1a群、以下

淡水成で Cb群である場合を 1b群、淡水成で、 Cd群である場合を 1c群、淡水成で Dc群の場合を I 

d群、粘土が水成で C群である場合を lla群、水成で‘ Cb群である場合を llb群、水成で Cd群の場合

をllc群である O

比較的多くの胎土では、富士火山などの起源からなるスコリアを含んでいた。一部のスコリア粒子で

は、発泡部分において小型の珪藻化石が付・着していたことか ら、水成堆積したスコリアであることが理

解される。すなわち、台地を構成するローム堆積物中の風化したスコリアではないことを示す。
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比較的大型の軽石を含む胎土が見られたが、これらの胎土中においてスコリアは含まれていない。

土器作りは、基本材料として第一に粘土が必要である� 対象となる粘土は、比較的軟質であり、崖面O

あるいは採掘可能な粘土層の粘土である O

一般的に、土器作りに利用される粘土層は、第四紀中期更新世(約� 80万年前)以降に堆積した粘土層

が対象となる O

東京都町出市相原・小山地区で、は、縄文時代中期の粘土採掘坑群が 6 ヶ所検出されたが、約40~ 50万

年前に堆積した多摩ローム層を対象として採掘されたことが分かった(東京都埋蔵文化財センター� 

2000)。

群馬県伊勢崎市に所在する波志江中宿遺跡では、� 4世紀代の65基に及ぶ粘土採掘坑が調査され、� AT

テフラより下位層の沼沢地で堆積した粘土層を対象として採掘されたことが分かった(財団法人 群馬

県埋蔵文化財調査事業団� 2003)。

なお、粘土採掘坑内からは完形の� S字査が� 2基に� 1個の割合で出土しているが、胎土と採掘の対象粘

土層との比較から、極めて類似した珪藻化石群集を含むことから、これら� S字聾がこれら粘土採掘坑の

材料で作られた土器であることが示された(藤根・今村� 2003)。� 

NO.3の杯形土器をはじめ� 8試料の胎土中では、海水種珪藻化石あるいは放散虫化石が含まれていたこ

とから、基盤層あるいは下位層においで海成層が分布する地域の可能性が高い。なお、� 66号住居跡カマ

ドの粘土中には放散虫化石や海水種珪藻化石が含ま れている。

板橋区教育委員会� (1980)は、板橋区赤塚四丁目地内において成増路頭の地質調査を行い、露出する

上位層の立川ローム層から下位層の東京層上部層までの堆積物の記載を行っている。東京層上部層は、

貝化石を伴う海成層であるが、上位層の成増礁層は珪藻化石から淡水成であることを示している。さら

に、上位層の板橋粘土層は、御岳火山の� Pm-1テフラ(8万年)を含み、少ないものの淡水種珪藻化石

を含んでいるとしている O

遺跡周辺では、土器作りに利用できる粘土層は、武蔵野台地を構成する板橋粘土層や東京層のほか、

江南台地の相当する粘土層などがある(日本の地質 『関東地方」編集委員会編� 1988)。

なお、普遍的に� 1mm前後のスコリア粒子を含み、最大1.7mm (No.14の杯形土器胎土中)に及ぶことか

ら、比較的近い場所で採取された可能性がある。� 

14号住居跡や66号住居跡カマドから検出された粘土中は、粘土が水成または淡水成粘土であるが、砂� 

第� l出現群� 

A B C D E F G¥ ¥  

片岩煩 深成岩類 堆積岩類 火山岩類 凝灰岩類 流紋岩類 テフ ラ� 

a 片 岩 類� ¥¥¥¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥、� Ba Ca Da Ea Fa Ga 

b 深成岩類� Ab ¥ ¥¥  Cb Db Eb Fb Gb 

第� c 堆積岩類� Ac Bc ¥¥¥¥¥¥¥~¥ Dc Ec Fc Gc 

2 
d 火山岩類� Ad Bd Cd ¥¥九、、、¥~¥¥¥ Ed Fd Gd 

現群出� 

e 凝灰岩類� Ae Be Ce De ¥¥¥¥¥、  Fe Ge 

f 流紋岩類� Af Bf Cf Df Ef ¥ ¥¥¥¥¥¥¥  Gf 

g テフラ�  Ag Bg Dg Ef Fg ¥¥¥¥  

第63表胎土中岩石片の分類と組み合わせ
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粒組成が堆積岩類を主体として深成岩類または火山岩類を伴った組成であるが、隣接する場所から採取

した粘土である場合には、隣接地の組成と考えることができる。なお、� 66号住居跡カマド12層の粘土中

には放散虫化石や海水種珪藻化石が含まれていることから、海成層が分布していることが推定される O

淡水種珪藻化石を特徴的に含む粘土を用いた土器胎土は、砂粒組成において堆積岩類主体の� C群、� Cb

群、� Cd群、あるいは� Dc群のいずれに組成においても伴うことから、採取場所における砂粒組成のバ

ラツキを示すと思われる O 

NO.1の郎形土器は、微化石類が少なく砂粒組成において堆積岩類を含むものの赤褐色粒子が多産する

胎土である� この土器は、他の多くの土器とは異なった材料であることから、製作地が異なることも考O

えられる O 

5. おわりに

一般的に土器胎土の粘土材料は、微化石類を良好に含むことが多いことから、土器作りは相当良質の

粘土層を利用したことが考えられる� ここで対象とした土器胎土は、粘土においては淡水成粘土が多くO

利用され、堆積岩類を主体とする砂粒組成であることが分かった。また、� 1mm前後のスコリア粒子を普

遍的に含むことから、比較的近接地の可能性が指摘される O

今後、材料として良質の粘土層の広域的な地質調査が不可欠と考え、こうした粘土や砂粒の特徴と比

較検討する事により、土器作りあるいは製作地などについての詳細が明らかになるものと考える O
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II. 土坑内土壌の微細物分析・炭化物同定

藤根 久・鈴木茂・新山雅弘・植田弥生(パレオ・ラボ)

1.はじめに

今回の調査では、中世以降の使途不明の土坑が複数検出された。これらの土坑内土壌は、白色の微細

物を多く含む灰質土壌であった。また、 246号土坑出土の銅製品(第93図50) にも灰質土壌が付着して

いたため、同様に分析を行った。

ここでは、これら土坑内土壌について、湿式洗別を行L、粗粒物と細粒物に分けて、残留物の検討を行っ

た。なお、種子同定は、古墳時代後期の住居跡出土の土器内から検出された種実の同定も述べる O 

2. 試料と方法

試料は、以下に示すとおりである O 

No. 1 ~14 (第64表、図版53)は、 2φ簡を用いて湿式により簡し、分けし、炭化物は、傾斜法により回

収した。回収した炭化物は実体顕微鏡を用いて主に種子類について検討した。

さらに、これとは別に試料 1~ 3g程度を卜ールビーカーに入れ、精製水を加えた後超音波した。 5

分程度放置した後、粘土分あるいはコロイドをアスピレータにより除いた。なお、この作業は、粘土分

やコロイドが無くなるまで続けた。各残澄は、生物用スライドグラスに適量を採取し、簡易のフ。レパラー

卜を作成した。各プレパラー卜は、顕微鏡観察して主に植物珪酸体について検討した。

第65表のNo.1~8の試料については、古墳時代後期の住居跡出土の土器内の土壌から検出された炭化物

試料であり、これは志木市遺跡調査会においてウォーターセパレーションにより分別されたものである。 

3. 結果と考察

各試料状視を実体顕微鏡で観察すると、いずれも白色植物遺体や炭化物を含む灰質物と推定された。

洗出しによる 2φ簡残誼のうち、傾斜法により回収された炭化物類を観察すると、白色の植物遺体片

を含む試料が多 L、。炭化物を観察すると、種子を含む試料が多く、炭化材を含む試料も多い。

なお、 215号土坑試料中には、炭化した昆虫遺体が多く含まれ、いずれも単一種から構成されていた。

この見虫遺体は、貯蔵したイネに加害するコクヌスト(穀盗人)またはコクヌストモトキ(穀盗人擬

き)と考えられる(明和高校の森	 勇一氏の私信)。

以下では、簡易フ。レパラートによる微細物の顕微鏡観察、種子同定、炭化材同定に分けて考察する O

[微細物の顕微鏡観察] (図版 54)

いずれの試料も、イネ科植物の植物体を形成する珪酸体片が含まれている。特に 214・215・217・222

号土坑および312号土坑では、比較的多産する O また、イネの葉身で形成される機動細胞珪酸体が含ま

れ、 194・215・222号土坑では多く含まれていた。

さらに、イネの頴で特徴的に形成される頴珪酸体が187・214・215・222・237号土坑で多産した。 

312号土坑では、ウシクサ族の機動細胞珪酸体が多く含まれていた。なお、ウシクサ族には、ススキ
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やチガヤなどの植物が含まれる O 

184号士坑と246号土坑銅製品付着において針状珪酸体が多産したが、植物の同定は困難であるが両者

の珪酸体は形態的に異なっていた。なお、いずれもイネ科植物の植物体を形成すると考えられる角状珪

酸体や針状珪酸体あるいは突起状珪酸体が比較的多く含まれていた。

全体的には、イネ科植物を焼いた際の灰質物であることが理解される O 

177・187・214号土坑では、少ないものの完形の珪謀化石が含まれていた。

[種子同定] C第65表、図版55・56)

炭化種実の検討は、古墳時代後期の炭化物試料および中世以降の土壌試料の合計19試料について行っ

た。炭化物試料は、炭化物を主体とした乾燥試料であり、プラスチックケースに保存されていた。土壌

試料は、堆積物を水洗洗浄し、炭化物の同収を行った。これら試料について、実体顕微鏡下で炭化種実

の採集・同定・計数を行った。

各試料から出土 した炭化種実の一覧を第� 65表に示 した。同定されたのは、木本� 1分類群、草本20分類

群であり、木本はスギ、草本はイネ、オオムギ、コムギ、ムギ類、ヒエ、ヒエまたはイヌビエ、ヒエま

たはアワ、アワ、エノコログサ属、イネ科、ホタルイ属、タデ属、ギシギシ属、シロザ近似種、ササゲ

属、ダイズ近似種、マメ科、カタバミ属、エノキグサ、イヌコウジュ属またはシソ属であった。その他

に、不明炭化種実、不明炭化物塊、菌核も得られた。以下に、各試料の炭化種実の記載を示す。なお、

一覧表中において、個数の欄が空欄となっている試料は、炭化種実を全く含んでいなかった試料である。

[炭化物試料:古墳時代後期] 

134号住居跡� (No.1) :不明炭化物塊が数個であった。� 

135号住居跡� (No.2) :発泡が著しく、不明である O 

135号住居跡� (No.3) :イネ炭化匹乳の完形がl個体、1/2程度の破片が� 2個体である O 

135号住居跡� CNo.4 ) :イネ炭化匹乳の1/2程度の破片が� 1個体、不明の破片が� l個体。不明とした も

のは、イネ炭化匹乳の可能性があるが、非常に小さい破片であり、同定は控えた。� 

136号住居跡� CNo.5 ，6 ，7 ) : No. 5とした11の土器内からは、炭化種実として同定し得るものを全 く含

、)� 、。Lんでいな� 0NO.6はイネの炭化匹乳の完形が� l個体(状態は非常に悪L No. 7はイネ炭化腔乳の完形

が� l個体、タデ属炭化呆実の完形が� 2個体、シロザ近似種炭化種子の完形が� l個体と破片が� 2個体、マ

メ科炭化種子の完形が� 1個体である。� 

146号住居跡� CNo.8) :イネ炭化匹乳の完形が、 l個体(欠損部あり)、破片が� 2個体である。

[土壌試料:中世以降] 

177号土坑c1層・� NO.9):ヒエが 2個体のみであった。� 

178号士坑(サンフ。ル①、② ・� No.10，l1):①はイネ炭化旺乳破片が少量と炭化穎片の基部が多量、ヒ

工、ヒエまたはアワ、アワ が少量であった。②はイネ炭化匹乳と炭化穎片、ヒエ、アワ、イネ科が多量

であり、オオムギ、コムギ、ホタルイ属、タデ属、カタバミ属などが少量であった。他に、菌核が比較

的多量に得られた。なお、②は炭化種実が多量に含まれており、イネ、ヒ工、アワ、イネ科、菌核の一

部は重量換算により、推定個数を算出した。� 

184号土坑� (No.12)・炭化種実は全く得られなかった。� 

187号士坑� (No.13):イネ炭化匹乳と炭化穎片、ヒエ、アワが多量であり、コムギもやや目立った。 他� 

斗ム
ワ山A



洗出し内容物 細粒内容物

試料番号 遺構名 時期�  f主 明度、彩度 肉眼的特徴 その他特徴 備 考

植物遺体片 種子類 その他 植物細胞片
イネ機動 イネ穎珪

その他� 
細胞 酸体

No.l 177号土坑 平 安 にぶい黄褐色� lOYR 4/3 白色細粒物少量混じる 細粒焼士混じる 。角状珪酸体目立
珪藻化石含む

イコ	 ムム

炭化材伴うけ 。 ム217号士坑 平安 灰黄色� 2.5Y 7/2 白色細粒物多く 混じる
リ)	 

突起伏珪酸体

。178号土坑 中世以降 極暗褐色� 7.5YR 2/3 白色細粒物少亘混じ る
小片炭化物混じ

炭化材多い

.2No 

Nu日� 
る� ム ム 角状珪酸体含む

針状物(または綿状)	 針状珪酸体(jイ
ム	白色中世以降号士坑184.4No

多く含む� t A)多産� 

N白5 187号土坑 中十廿以降 浅黄燈色(~黒色〉 lOYR 8/日 白色細粒物多く混じる
細粒炭化物多く

白色遺体片少量 O ム
角状 ・俸状珪酸

珪藻化石含むl。	 。� 
混 じる 体多い� 

Nu6 194号土坑 中世以降 オリ ブ褐色� 2.5Y 4/4 白色細粒物多く混じる 白色遺体片多い ム� O 。� 
。No.7 214号士坑 中間以降 明黄褐色� lOYR 6/6 	 白色細粒物多く混じ る 炭化材含む� O @ 

角状珪酸体目立
珪藻化石含む

。 。 。No.8 215号土坑 中世以降 にぶい黄褐色� lOYR 4/3 	 白色細粒物多く混 じる 大型焼土混 じる 白色遺体片多産� O 昆虫 突

ーコ

起状i圭酸体

卜一� 

.9No 222号土坑 中世以降 にぷい黄褐色� 10YR 6/4 白色細粒物多く 混じる 大型焼士混じる 白色遺体片多産� O 。� O 。� 
No.lO 237号士坑 中世以降 黄褐色� 2.5Y 5/4 	 白色細粒物混じる ム 。角状珪酸体含む� 

二 

河
豆
い
に
州
見
)
薄
益
金
ゆ
当
・
別
会
謹
直
尚

-
H
H

No.ll 246号士坑 中世十以降 黄灰色� 2.5Y 4/1 	白色細粒物多く混 じる 炭化材片含む ム� O ム 覆土� 3層� 

針状物〔または綿状) 針状珪酸体(7イ
No.l2 246号土抗 中村以降� 1)(黄褐色� 10YR 5/2 

多く含む� 
炭化ササ類 ム ム t B)多産� 

銅製品付着

No.13 312号士坑 中世以降 暗褐色� 10YR 3/3 白色細粒物混じ る タケ亜科 白色遺体片少益 ム 。 ウシクサ族機動

細胞珪酸体多い

卜一一一� 

No.l4 257号土坑 中十社以降 コナラ節

第64表 土壌試料の粗粒および細粒部分の特徴



己主� 

量自

炭 化 物試料 土 壌試 料

NO1 . N O.2 3 .No No.4 NO.5 N O.6 NO.7 NO.8 9 .NO NO.10 NO.ll NO.12 NO.13 No14 No.l5 NO.16 N o.l7 No.18 N O.19 

分類苦手名・部位¥試料種目IJ.N o ・遺構名� 134号� 135号� 135号� 135号� 136号� 136号� 136号� 146号� 177号� 178号� 178号� 184号� 187号� 194号� 214号� 215号� 222号� 246号� 312号
住居跡 住居跡 住居跡 住居跡 住居跡 住居跡 住居跡 住居跡 土坑 土坑 土坑 土坑 土坑 土坑 土坑 土坑 土坑 土坑 土坑

第30図7第30図6第31図l第34図11第34図7院35図l第50図2 I層 サンプル①サンプル(2J� 2層� 3層

スギ 炭化種手� 2 

炭化穎果� 2 
ト一一一一一一� 

イネ 炭化脹乳� 1(2) (1) l 1 2) 1( (6) 62(73) ! 258(2) 1 62(39) ， 9(5) 15(3) 1(1) 

炭化穎片 多量 多量 多量 多量� '1塁1」ノ、主長 極多量 多量 少量 少量

オオムギ 炭化H乳� 4 4 1 

コムキ引 炭化ij:j¥乳 6 38 2 

ムギ類 炭化座乳� (1) 4 

ヒエ 炭化穎果・1壬乳� 2 5 243 854 195 4 3 

ヒエ また はイヌビ工 炭化H乳� 2 

ヒエまた はアワ 炭化佐乳� I 

アワ 炭化穎果・1壬乳� 4 121 544 143 3 1 

エノ コロ グサ属 炭化穎� (6) 

σコ
イネ科 炭化経乳� 53 13 l 

ホタ ノレイ属 炭化果実� 2(1) 

タテ属 炭化果実� 2 2 

ギシギシ属 炭化果実� 1 

シロ ザ近f以種 炭化種チ� 1(2) 

ササゲ属 炭化種子� (1) 

ダイズ近似種 炭化種チ

マメ科 炭化種子� l 

カタバミ属 炭化種子

エノキグサ 炭化種子� (1) 

イヌコ ウジ ュ属またはシソ 属 炭化果実� 1 

不明 炭化種実� 2(8) 11(8) 

不明 炭化物 塊数個� l (1) 

関核� 52 

数字は個数、( )内は半分ない し岐片の数を示す

第65表 炭化種実出土一覧



11 土坑内土壌の微細物分析・炭化物同定

に、オオムギ、ムギ類、ササゲ属、イヌコウジュ属またはシソ属、不明炭化種実が少量得られた。なお、

イネ、コムギ、ヒ工、アワの一部は重量換算により、推定個数を算出した。 

194号土坑 (No.14):イネ炭化匹乳が 1個と炭化穎片が多量であった。 

214号土坑 (No.15)・イネ炭化旺乳、ヒエ、アワが多量であり、イネ炭化穎片、コムギ、イネ科、ギシ

ギシ属、ダイズ近似種が少量であった。なお、イネ、ヒエ、アワ、イネ科の一部は重量換算により、推

定個数を算出した。 

215号土坑(2層・ No.16):イネ炭化穎片が非常に多量であり、炭素が抜けて白色になったものが目立っ

た。他に、イネ炭化匹乳、不明炭化種実がやや目立ち、ヒ工、アワ、エノコログサ属、エノキグサも得

られた。 

222号土坑 (No.17):イネ炭化匹乳が比較的目立ち、炭化穎片が多量であった。他に、スギ炭化種子、

イネ炭化穎果、ムギ類、ヒエが少量であ った。 

246号土坑 (No.18):ヒエまたはイヌビ工、アワ、イネ炭化匹乳と炭化頴片が少量であった。 

312号土坑 (No.19):オオムギがl個とイネ炭化穎片が少量であった。

以卜では、栽培植物が同定されたため各時代の栽培状況について考察する O

[古墳時代後期の栽培状況]

検討した結果、多くの試料からイネ炭化旺乳が検出され、古墳時代後期において、当遺跡でイネが利

用されていたと考えられる。 136号住居跡出土の NO.7のみ、イネ以外にタデ属、シロザ近似種、マメ科が

得られ、これらが利用されていた可能性も否定はできないが、利用法などは不明であり、イネなどの作

物に付随するなどして雑草が紛れ込んだ可能件ーも考えられる O

[中世以降の栽培状況]

同定された分類群のうち、栽培植物と考え られるのは、イネ、オオムギ、コムギ、ヒ工、アワ、ササ

ゲ属、ダイズ近似種であり、イネ、ヒ工、アワは 178・187・214号土坑で非常に多産した。イネは多く

の試料で穎片が目立ち、旺乳にも穎が一部張り付いているものもしばしば見られた。また、ヒエやアワ

も、穎果や匹乳に穎が一部張り付いたものが見られた。このことから、これ らは、元は穎を被った穎果

の状態であり、 ij~乳は洗浄の過程などで穎が取れてしまったのだと 予想される O 穎果(脱穀前)であっ

たことを考慮すれば、これら栽培植物の種実類は、調理などが済んだ段階のものではなく、利用される

以前のものが各土坑に埋積したのだと考えられる O

上記分類群以外で得られたのは、栽培植物の可能性があるイヌコウジュ属またはシソ属、不明 (No 

13.16)、木本のスギ、概ね乾き気味の場所の雑草と予想されるエノコログサ属、イネ科、タデ属、ギシ

ギシ属、シロザ近似種、カタバミ属、エノキグサ、低湿地の雑草のホタルイ属などである O これらは、

各土坑の周辺に生育していたか上記作物に付随するなどして土坑内に混入したのでないかと思われる。

なお、各土坑の什ー格については、栽培植物の多産から、貯蔵穴の可能性が考えられる他、栽培植物以外

にも雑草類も含まれることから、ゴミ穴などの可能性も考えられるのではないだろうか。

主な炭化種実の形態記載

イネ OryzαsαtiuαLinn 炭化穎果、炭化匹乳、炭化頴片

完全に穎を被った炭化穎果は少ないが、炭化旺乳の表面には穎の一部が張り付いて残っているものが
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しは、しば見られる� 旺乳は、明らかな未熟果(しいな)がかなり目立つO 穎は、いずれも細かな破片でO

あり 、計数・採集は困難であるため行っていなし、。なお、� 178号土坑サンフ。ル①では、穎の基部が目立つ� 

fこO

オオムギ� Hordeum uulgαre Linn 炭化匹乳

コムギに比べて細長く大型の傾向である O 長楕円形で下端はやや尖り気味。 一方の面には、基部から

頂部にかけて一本の溝が走る� O

コムギ� Triticum aestiuum Linn. 炭化匹乳

丸こく、楕円形で厚みがあり、断面も楕円形ないしほぼ円形。一方の面には、基部か ら頂部にかけて

一本の溝が走る� なお、ムギ類としたものは、破片や状態が悪いため、オオムギともコムギとも識別しO

f専なかったものである O

ヒエ� Echinochloαcrus-galli P.Beauv. var.JumentαceαTrin. 炭化穎果、炭化旺乳

アワに比べ、穎が完全に残っているものは少ないが、一部穎が張り付いたものはしは、しば見られる O

大きさは、アワよりやや大型の傾向であるが、ぱらつきが大きく、イヌビエが混じっている可能性もあ

るO 匹は幅が広く、長さは果実長の� 2/包程度を占める。臓はうちわ形。なお、ヒエまたはイヌビエ、ヒ

ェまたはアワとしたものは、状態が恵く、各々の識別が困難であったものである O

アワ� Setαnα� itαlicαBeauv. 炭化穎果、炭化脹乳

大半は、旺乳であるが、穎果や穎が一部張り付いたものもしばしば見られる。穎の表面には、横方向

に波打つアワ特有の隆起が見られる。住乳の先端部はやや半らな円形で中央部が凹むものがしばしばみ

られた。匪部分の長さは果実長の� 2/勺程度。瞬は幅が狭く細長い楕円形。なお、エノコログサ属と紛 ら

わしいものも稀に見られたが、厳密に識別しえず、アワに含めた。

エノコログサ属� Setαnα 炭化穎� 

215号土坑� 2層では、アワよりも明らかに小型で細長い穎が得られた。これのみエノコログサ属とし

てアワと区別した。

イネ科� Gramineaea 炭化佐乳

ヒエやアワの匹乳と比べると、明らかに小型で細長L、。旺の占める割合は、果実長の1/ 2以卜である O

ヌカキビかと思われるものも稀に見られた。

タデ属� Polygonum 炭化種実

二面のものと三稜のものとが得られた。二面の ものは、長さ1.� 3mm、幅1.1mm程度の卵形。断面は丸み

を帯び、楕円形で稜は不明瞭である� 三稜のものは、爆ぜていて変形しているが、長さ・幅共に1.� 3mm程O

度と思われる O

ササゲ属� Vignα 炭化種子

アズキの仲間かリョク卜ウの仲間であるが、子葉内面に幼根と初生葉が保存されておらず、識別は困

難である� 長さ3.6mm、幅2.3mm程度。O

ダイス近似種� Glycine cf.max 炭化種子

長さ 7. 、幅4.6mm 程度の大型の種子である。中央には、長さ� 2.3mm程度の楕円形の臓が6mm 、厚さ4.2mm

位置する。

マメ科� Leguminosae 炭化種子

英と思われる部位が少しへばり付いている。長さ� 2.3mm、幅1.7mm程度O やや片寄った位置に小さな円

。口
り山
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形の臓がある O ササゲ属などの栽培種とは明らかに異なり、大きさも小さいので、おそらく野生種では

なL、かと思われる。

イヌコウジュ属またはシソ属� Moslaαnd/or Perilla 炭化果実

大きさ1.4mm程度で野生種のイヌコウジュ属か栽培種のシソ属か識別し得なし、。

不明� Unknown 炭化種実、炭化物塊

炭化種実は、� 187号土坑と215号土坑� 2層から得られ、いずれも同一種と思われる O 長さ� 5 ~ 6mm、幅� 

4mm前後の倒卵形。一方の面には、縦方向の低い筋(隆起)が多数人る。もう一方の面には、縦方向の溝

状の筋が中央に一本入る� 炭化物塊は、� 134号住居跡出土の長査から得られた。土器の内面に付着し たO

炭化物であり、強い光沢を持つ部分が見られる。 穀類なと、の小種実の集合で、ある可能性があるが、発泡

が非常に著しく、原形は留めていない。形態からの識別は困難であり、不明である。

菌核� 

178号土坑サンフ。ル②から得られた試料は腐った樹木の表面などに付く菌の集合である。大きさ、形

などは様々であるが、出土したものは、球形(仁丹状)であり、これがいくつか集合したものも見られる。

[炭化材の樹種同定] (第64表、図版57)

試料は、 平安及び中世以降の土坑� 3基から出土した炭化材である O

試料は、炭化材の横断面(木口)を子で割り実体顕微鏡で予察し、次に材の� 3方向(横断面・接線断

面・放射断面)の断面を作成し、走査電子顕微鏡で拡大された材組織を観察した。走査電子顕微鏡用の

試料は、� 3断面を� 5 mm角以下の大きさに整え、直径� 1 cmの真織製試料台に両面テ プで固定し、試料を

充分乾燥させた後、金蒸着を施し、走査電子顕微鏡(日本電子(械製 JSM-T100型)で観察と写真撮影

を行 った。

同定した炭化材の残り破片は、志木市遺跡調査会に保管されている O 

217守土坑からはクリ、� 257号土坑からはコナラ節、� 312号土坑からはタケ亜科が検出された� (No.2，14， 

13)。

これらの炭化材がどのような経緯で炭化し、土坑内に埋積したものか不明であるが、検出されたこの� 

3分類群は、 平安及び中世以降の遺跡、から普通に木製品や燃料材と� Lて検出されているものであ った。

クリとコナラ節は、� 2~ 4cm角の破片であり、燃料材として使われた薪や炭の破片か、不要な樹木の枝

材を燃やした残漬かも知れない。タケ亜科(竹類・笹類)は、稗(茎)の厚み約� 2mmで、直径約� 6mmの細

いものと、梓の厚み約� 3mmで、太い稗の破片と推定されるものであった。どちらも維管束の周囲を囲む維

管束鞘の発達はやや悪く、笹類の稗であるかも知れない。

いずれの樹種も、製品が燃えた残りか、または周辺に生育 していたものを利用した可能性もある O

以下に、各樹木分類詳の材組織の記載をする。

クリ� Castαnea crenαtαSieb. et Zucc. ブナ科 図版57-la~lc (217号土坑)

年輪の始めに中型の管孔が密に配列し除々に径を減じてゆき、晩材では非常に小型の管孔が火炎状に

配列する環孔材。道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は単列同性である。

コナラ属コナラ亜属コナラ節� Quercus. subgen.Quercus sect. Prinus ブナ科 図版57-2a~2c (257 

号土抗)

年輪の始めに中型の管孔が配列し除々に径を減じ、晩材部では薄壁・角形で小型の管孔が火炎状・放

りム
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射方向に配列する環孔材である O 道管の穿孔は単穿干し、放射組織は単列のものと広放射組織がある。

タケ亜科 Gramineae subfam. Bambusoideae イネ科 図版57-3a・4a(312号土坑)

稗(茎)の厚み約 2mmで直径約 6mmの細いもの(図版57-3a) と、稗の厚み約 3mmで太い稗の破片

と推定されるもの(図版57-4a)があ った。どちらも椎管束の周囲を囲む椎管束鞘の発達はやや悪く、

、。L笹類の梓であるかも知れな 
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111. 動物遺体の分類・同定 

III. 動物遺体の分類・同定

黒津一男(パレオ・ラボ)

1.はじめに


本稿では、動物遺体について分類・同定を行なった。以下に貝類・晴乳類について個別に説明する O
 

2.貝類

今回分析した試料は 185点であり、その内容を第66表に示した。マツカサガイが最も多く出土し、ハ

マグリとオオタニシが多く出土する特徴を持つ。以下に主要な分類群について説明する。地点別で見る

と、 21号井戸跡からの出土が 175点と全体の 95%程度を占めている。なお、個体数については、二枚員

は殻頂の残存する個体を、巻員は芯が 2巻以上残存する個体を計数した。

オオタニシ(図版58-1 ~3) 

オオタニシは胎児殻と思われる個体も含めると、全体の約18%を占める O 殻高が 1 cm以下の胎児殻が

多く出土している。また、大型の完形のものでは殻高が 4 cm程度となる。

オオタニシは日本の各地の淡水域に分布している C

マツカサガイ(図版58-4・5)

マツカサカ、イは全体の半数以上の 52%を占める。それらの殻長はおよそ 3 cm程度の個体が多く出土し

ている O

マツカサガイは、日本各地に分布し、小石の多い河川や池の底に生息している。

ハマグリ(図版58-6)

ハマグリは29%を占める。それらの多くが殻頂周辺のみの破損した個体であるため、それらの殻長は

計測できないが、残存している殻頂周辺部を現生標本と比較すると 4 cm程度の個体が出土している O

ハマグリは、日本周辺の沿岸域に広く分布し、潮間帯から水深20m前後の砂泥底に生息する。干潟な

どから採取できることから多くの遺跡で比較的多く産出する O ハマグリは、比較的容易に採取すること

ができ、一般的な食用の員類のひとつである O 

3. 哨乳類

日甫乳類からはウマとヒ卜が同定された。その内容は第67表に示す。 

312号土坑からは、小型のウマの中手骨または中足骨が出土した。非常に脆くなっており、骨幹部は

破片化している。遠位端および近位端が部分的に残存していた。近位端幅は35mm程度、遠位端幅は30mm

程度であることから1.1~ 1.2m小型の在来馬と考えられる。 

191号土坑からは、ヒトの歯27本と、頭蓋骨または下顎骨の破片と思われる骨片が出土した。歯の岐

耗をみると、少なくとも 2個体の歯が混ざっている O 岐耗が弱いものと、象牙質が一部露出する状態の

ものの 2 種類で、前者は21本、後者は臼歯のみの 6 本が検出されている。 岐耗の~~~、ものの下顎切歯や

犬歯は小さく筆者であることから女性のものと考えられ、年齢はH交耗の状態から 20歳代と考えられる O 

H皮耗が進んでいるものは40歳以上の熟年または老年のものと考えられる O

円、 
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採 取 遺 構 名� I191号土坑� I223号土坑� I312号土坑� 121号井戸跡� 123号井戸跡� | Total 

巻 貝 類

オオタ ニシ�  Cipαngopαludinαlαpoη1，Cα 12 12 

22 22 

同類(7力ニ シつ)� Fr + + 十 + 十→L 

二 枚 貝 類

マ ツ力 サ 力 イ� I1.山S向� 5}apan… L 54 97 

R 43 

ゾオフキ 力。イ� 1Mαctrα� …ωU5 R 

λdθretrix lusoriα L 26 3 03 

~一一 
Tota! 十 + 十� 175 10 L2竺

第66表 員 類 出 土量

年齢 その他特徴 備 考

若 左上顎歯5本(第1・2切歯， 犬歯，第l小臼歯，第l大白歯)

右上顎歯5本� (第2切歯，第1・2小臼歯， 第1・2大臼歯)

左下顎歯5本� (第1切歯，犬歯，第2小臼歯，第1・2大臼歯〕

右下顎歯6本(第1切宵，犬歯，第1・2小臼歯，第1.2大臼歯)

| 左上顎関本 (第 1~ 3大臼歯)，右上顎歯2本� (第1・2大臼歯)

大臼歯l本

頭蓋骨� or下顎骨

トレ
」 老 | 岐耗一部象牙質露出肉

第67表動物遺体一覧
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IV.鉄鍋の保存処理に係る工程 

IV.鉄鍋の保存処理に係る工程

(株)東部文化財保存研究所 

1 .処理前調査

遺物の現状を肉眼ならびに実体顕微鏡を用いて、錆の状態や土の付着状態を観察する。遺物の表面に

付着した有機質(木質 ・布目痕など)の有無を調査する O

保存処理作業を開始する前に遺物の写真撮影を行い、保存処理前の状態を記録する。 

2.クリーニング

処理前調査をもとに不必要な錆や土を除去する O

錆や土の状況の応じて、デザインカッタ ー・ メス ・ブラシ ・筆 ・同IJ毛 ・エア ーブラシ ・アルコールな

どを使い分ける O エア ーブラシとは、圧力空気とともに酸化アルミニウムの微粒子をペン先状のノズ、ル

から噴出されることにより錆や土を除去する機械である O エア ーブラシは、遺物に発生した亀裂、錆膨

れ内部。遺物表面の細かい錆のクリ ーニングに有効な機械である O 

3. 脱塩処理

金属製遺物の錆を進行させる要因として水分のほか塩分や酸があげられる O これらの要因を除去し錆

を抑制させるために脱塩処理を行う(第68表)。

ソックスレー装置(東京国立文化財研究所考案の脱塩装置)により脱塩処理を行う O ソックレー装置

は、遺物を入れた脱酸素の洗浄槽内におよそ 80度に加熱した純水を定期的に交換して、採取した水に抽

出された陰イオンをイオンメータ ーにより定量 し、その値が Oppmに近くなるまで繰り返し続ける O 処

理中には、 洗浄槽内に窒素ガ、スを毎分 lリットル吹き込み脱気することも同時に行う。窒素ガスの役割

は、洗浄槽内を窒素ガス雰囲気とし腐食の進行を防ぐとともに、その泡で純水を撹枠して常に新 しい水

を遺物に接触することにある O 

4. 樹脂含浸

遺物本体の強化と防錆をはかるために樹脂含浸を行う O 遺物を減圧下でアクリル樹脂を含浸する O 減

圧含浸する ことで遺物内部までアク リル樹脂(パラロイド B-72、溶剤はキシレン)をしみこませ、遺

物本体の強化をはかる。遺物をアクリル樹脂により コー ティングすることで、遺物と外気との遮断をは

かり大気中の酸素 ・湿気、汚染物質との接触をなくすことをはかる O また、欠損部の復元に際して遺物

本体に復元のためのエポキシ樹脂やアクリル絵具が直接付着しないように遺物を保護する O 

5. 接合・樹脂充填

化学的処置により防錆処理と強化の終了した遺物を、本来の形状に戻すために破片を接合する O 破片

の接合には溶剤形接着剤(商品名セメダイン C)、エポキシ系(商品名セメダインハイス ーパー)、シア

ノアク リレー ト系接着剤(商品名アロンアルファ)などを用いる O 遺物が欠損している場合や亀裂部分
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処理回数� CLーイオン� ppm 

160.00 
TOAイオンメ←タ�  I M-40 S 

2 109.00 

16.00 CLーイ オン� ppm 

11.30 

2.90 
180.00 4.00 士� 

1.27 

8 1.55 160.00 

9 0.77 

10 0.68 140.00 

11 0.77 

12 0.61 
120.00 

13 0.64 

14 0.57 
100.0015 0.51 

16 0.45 

80.00
トナ; 0.70 

0.61 

19 0.74 
60.00 

20 0.79 

21 0.47 
40.00 

遺物点数 鉄鍋� 1点

幸企 数 5，� . 20.00 畳� 8900g 

洗浄水交換時間� 24時間毎斗
0.00 ー 」一上 、

洗 浄水温度�  70-800C 
1 2 3 4 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 

一回の洗浄水量� 402 U  
窒素ガ ス� 1 l'/min C夜間停� 

処理回数

第68表� 234号土坑出土鉄製品脱塩グラフ

にはエポキシ樹脂を充填する O 

6. 彩色

エポキシ樹脂を充填した部分や復元部分を顔料、アクリル樹脂エマルジョン等を用いて周囲と違和感

のない程度に補彩する� O 

7. 処理後調査

全体の調整が終了した後一定期間観察し、化学的処理(防錆・強化)や考古学的処理(接合・復元)

が確実に終了したかを確認する。その後、処理前に準じた写真撮影を行い、修理中に得られた情報や修

理履歴(どのような材料、方法を用いて処理を行ったのか)を保存処理報告書にまとめる。

保存処理後の写真は、図版39に掲載した。� 

234 
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1. 131・132号住居跡 2. 131・132号住居跡貯蔵穴 

3. 132号住居跡遺物出土状態 4. 132号住居跡カマド 

5. 133号住居跡遺物出土状態 6. 133号住居跡遺物出土状態 

7. 133号住居跡カ マド 8. 133号住居跡貯蔵穴



図
版

5 

134号住居跡遺物出土状態 2. 134号住居跡遺物出土状態

し耐え
身刻ト，

宮崎 

4. 

e‘ ・ 

134号住居跡遺物出土状態 134号住居跡遺物出土状態 

5. 134号住居跡貯蔵穴 6. 134号住居跡 
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7. 135号住居跡、遺物出土状態 8. 135号住居跡遺物出土状態 
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1. 136号住居跡遺物出士状態 

;7z~撫 
3. 136号住居跡カマド遺物出土状態 4. 136号住居跡カマド 

5. 136・137号住居跡 6. 137号住居跡炭化材出土状態 

7. 8. 137号住居跡遺物出土状態
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1 . 2. 140号住居跡遺物出土状態 

3. 140号住居跡カマド遺物出土状態 4. 140号住居跡 

5. 141号住居跡遺物出上状態 6. 141号住居跡遺物出土状態

止、担田園司:L.ち  

7. 141号住居跡遺物出土状態 141号住居跡貯蔵穴遺物出土状態
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1. 148号住居跡貯蔵穴遺物出土状態 2. 148号住居跡貯蔵穴 

4. 148号住居跡カマ ド 

平 

3. 148号住居跡カマド遺物出土状態 

5. 148号住居跡入口ピット付近 6. 148号住居跡 

7. 148号住居跡間仕切り溝 8. 148号住居跡掘り方
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1. 138号住居跡遺物出土状態 2. 138号住居跡カマド遺物出土状態 

3. 138号住居跡カマド瓦出土状態 4. 139号住居跡遺物出土状態 

5. 150号住居跡 6. 151号住居跡 

7. 156号士坑 8. 177号土坑
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1. A群 l類 146号土坑 2. A群 l類 155号土坑 

4. A群 2類 234号土坑(精査前) 

5. 234号士坑鉄鍋出土状態 6. 234号土坑鉄鍋出土状態 
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7. 234号士坑 8. 234号土坑鉄鍋取り仁げ作業風景
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1. B群� l類、� (B・c-3) グリッド付近� 2. B群� 1類� 297・299・300号土坑� 

3. B群� 2類� 194号土坑� 4. B群� 2類� 256号土坑� 

5. B群� 3類� 192号土坑� 6. B群� 3類� 257号土坑� 

7. B群� 3類� 311号士坑 8. B群� 3類� 319号土坑・� D群� 325号土坑
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7. B群� 4類� 215号土坑� 8. 215号土坑火床部
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1. E群� 2類� 145号上坑竪坑ロームブロ ック 2. 145号土坑重機による発掘風景
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1. E群 2類 183号土坑入口 A足掛け状の階段 2. 183号土坑連絡横坑部 
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3. 19号井戸町、� 4. 21号井戸跡� 

5. 22号井戸跡� 6. 22号井戸跡スロープ部� 

7. 22号井戸跡� 8. 22号井戸跡発掘風景
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2. 1弓溝跡発掘風景� 

1. 1 号溝跡 ( E - 3~5) グリッド 3. 1号溝跡硬化部分� (E-3・4)グリ y ド� 

4. 1号j奇跡ピットタiJ(E -3・4)グリッド 5. 1号溝跡ピット列� 

6. 1号溝跡発掘風景 7. 1弓溝跡� (E-1・2)グリッド
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土器胎土中の粒子顕微鏡写真 (スケール 1 ~12 は 20pJn、 1 3~1 5 は 100pm) 

1. EunotiαprαerupLαuαr. bidens(No. 9 ) 2. Stαuroneis phoenicenteroη(No. 2) 3. Gomphonemα属(No.3 ) 
4. Euηotlα� pectmαlis uαr.uηdulate(No.24) 5. Pinnulariα属 (No.27) 6. Euηot!α� formicα(No.12) 
7. Melosirαα� mbiguα(No.18) 8. Nαuicula pusillα(No.13) 9. Melosirαα� mbiguα(No.40) 
10. Coscinodiscu.s属/Thalαsswslrα属 (No.46) 11.付着珪藻化石川  0.32) 12. 付着珪藻化石  (No.19) 
13. 発泡斑品質 (No.33) 14. 斑品質 (No.54) 15 発泡斑品質(No.16) 
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土壌試料の産状写真(スケールは� 2mm/div) 

1. 177号土坑� 2. 217号土坑� 3. 178号土坑� 4. 184号土坑� 5. 187号土坑� 6. 194号土坑� 

7. 214号土坑� 8. 215号土坑� 9. 222号土坑� 10. 237号土坑 1.1
312号土坑

(番号は第� 64表の� Noに対応)

246号土坑� 3層� 

12. 246号土坑銅製品付着� 3.1 
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土壌試料中の粒子顕微鏡写真 (スケ ル� 1 ~4は� 2 mm/div、 5~7 は 200，um、 8 ~1 9 は 50/1171) 

1. 194号土坑洗出し残溢� 2. 215号士坑洗出し残溢� 3. 222号土坑洗出し残溢� 4.見虫遺体� (215号土坑)� 

5 角状珪酸体� 078号土坑)� 6 .針状珪酸体産状(184号土坑)� 7.針状珪酸休(184号土坑)� 8.イネ頴珪酸

体� 087号土坑) 9.珪酸体(194号オ坑) 10. イネ機動細胞珪酸体(194号土坑)� 11. 突起状珪酸休� (214号土

坑) 12. イネ機動細胞珪酸体� (214号土坑)� 13.珪酸体� (217号土坑)� 14. イネ機動細胞珪酸体� (217号土坑)� 

15.突起状珪酸体� (222号上坑) 16.棒状珪酸体� (222号士坑)� 17.棒状珪酸体� (222号土坑)� 18. イネ機動細胞

珪酸体� (222号土坑)� 19.針状珪酸体産状� (246号土坑)

・... 
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17a 17b 

14a 14b 15a 15b 

出土した炭化種実� 1(ス ケールは� 1mm) 

1. スギ、炭化種子� (222号土坑、� No.17) 2 .イネ、 炭化頴果� (222号土坑、� No.17) 3 .イネ、 炭化匹乳(146号

佳居跡、� No.8 ) 4 .イネ、炭化匹乳� 036号住居跡、No.6 ) 5 .イネ、炭化旺乳� (222号土坑、� No.17) 6 .イネ、

炭化旺乳� (214号土坑、No.15) 7. イネ、炭化頴〔破片) (215号土坑、� No.16) 8 .イ ネ、炭化頴(基部) 078号

土坑) 9. オオム ギ、炭化旺乳� (178号土坑、� No.11) 10. コム ギ、炭化匹乳� 078号土坑、� No.1l) 11・12. ヒエ、

炭化旺乳� 078号土坑、No.10・11) 13 アワ、炭化頴果� 078号土坑)� 14・15.アワ、炭化匹乳� 078号土坑、No. 
10・11) 16.エノコ ログサ属、炭化頴� (215号土坑、� No.16) 17. イネ科、炭化旺乳� (I78号土坑)

( )内の No.は第� 65表に対応
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出土した炭化種実� 2(スケ ールは� 1mm) 

1.ホタルイ属、 炭化果実� (178号土坑、� No.ll) 2・3. タデ属、炭化果実� (136号住居跡、� No.7 ) 4 . シロザ近

似種、炭化種子� 036号住居跡、� No.7 ) 5 .ササゲ属、炭化種子� 087号土坑、� No.l3) 6 . ダイズ近似種、炭化種

子� (214号土坑、� No.l5) 7. マメ科、炭化種子� 036号住居跡、� No.7 ) 8 .カタバミ属、炭化種子 078号土坑、� 

No.1l) 9. エノキグサ、炭化種子� (215号土坑、� No.l6) 10. イヌコウジュ属またはシソ属、炭化果実� (187号土坑、� 

No.13) 11. 不明、炭化種実� (187号土坑、� No.13) 12.不明、炭化物� 034号住居跡、� No.1) 13. 菌核� (178号土坑、� 

No.ll) 
( )内の� No.は第65表に対応

13 
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1 a クリ(横断面 1b クリ(接線断面 1c クリ(放射断面) 
(217号土坑  bar: l.Omm (217号土瓜 bar: O.lmm (217号土坑 bar: O.lmm 

2 a コナラ節(横断直 2b コナラ節(接線断面) 2 c コナラ節(放射断面) 
(257号土坑 bar: l.Omm (257号土坑  bar: O.lmm (257号土坑) bar : O. .mm 

3 a タケ亜科(横断面) 4 bタケ亜科 (横断面) 
(312号土坑 bar : 1.0mm (312号土坑) bar・O.lmm

出土炭化材の走査電子顕微鏡写真
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出土員類� 

1 -3.オオタニ シ (2，3 :胎児殻)� 4・5.マツカサガイ� 6. ハマグ リ

ぶ有料也事 富|
|道恥吋
豊 容�  %h6|場� 
~.~戸

4句~'
品賊ふれ傷事長� | 島裕� l 

轡fpee fiをけ管� | FZF| 

仁三三三コ� 

191号土坑出土人骨(スケー/レは� 1cm) 

左� (1-1):岐耗弱く，華奮な歯 左上� :上顎歯(下面から) 中上:下顎歯(上面か ら)

下:側面からの上顎歯 ・下顎歯

右� (1-2):股耗進んでいる大臼歯 右上� :左上顎第� 1 ~ 3大臼歯

右中� :右上顎第� 1・2大臼歯 右下:大臼歯
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寸42書 名 城山遺跡第 地点埋蔵文化 財発掘調査報告書

室

田

一

名ズ

353 0002 1 l 1 TEL 048 (473) 1111 干 埼玉県志木市中宗岡 丁目 番 号-

35 139 20010223ぜいり |志木市柏町 0 

城山遺跡|�  
49' 34'3 2627 1 11228 003I 2106.89丁目 I共同住宅建設- ，

42 I(第 地点)� 
55 08" 200106293筆他� 

1l 主 な 遺 物 特記事項所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構11

i2旧石器時代石器集中地点 ヶ所 石器・磯 城山遺跡で、は、調査によ

縄文時代土坑�  21基 i土器 ・石器 る旧石器時代の石器検出 
  

炉穴 1基� |土器� lは初めて。
 

古墳時代後期� [住居跡 16軒� 1士師器 ・須恵器・� | 古墳時代後期(�  7世紀 


土製品・鉄製品 |前葉)の 148Hから、大量

の土師器が出土。そのすべ

てを胎土分析実施。� 

城し 遺い せ跡や山まろ き 奈良・平安時代住居跡 5軒� 1土師器・須恵器・� 

(第42地点)
集落 土坑 13基� l布目瓦・鉄製品� 

ピット 4本� [土師器・須恵器� P 1から偏行唐草文の

軒平瓦の破片が出土。� 

中世以降 土坑 15嘩|瓦� 234Dから鉄鍋の完形品

井戸跡 8基� が出土。� 

溝跡 4本� |陶磁器・かわらけ� 1Mは柏城の三 の丸大

ビット群� ・瓦・鉄製品・銅|堀跡に相当。

製品・板碑
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